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ま え が き 

熱帯の天然林（二次林も含めて）の威少がますます危機的な様相を呈 

し、地球規換における緑の保令I再生の重要杵か、いささかヒステリノ 

クに思えるように叫ば九ている．これはいっほうにおいて人口圧による 

森林の減少が将来における薪炭・丸太の供給不足を略示し、またいっぽ 

うにおいて繰の持つ環境浄化機能の低下が地球胤暖化へのプレーキを外 

L かねない不安か、何とはなしに世間の人々にも感じられるようになっ 

たからてはなかろうか． 

しかしながら、天然林の保全にしても、森林の再生にしても、乾季と 

山季とのはっきり分かれた熱帯地域や、年間雨量の少ない半乾繰地域で 

はなかなか容易なことではない。ロ本(JICA-t4野庁）の技術協力による 

海外での森林造成プロゾェクトは、1976年に始まったフィリピン・ノぐン 

タバンガン地域での口比共同プロゾェクトを第一号として、東市アジ 

ア・南米・アフリカさらに巾国へと広がリ、その敵はすでに32に連する 

という。同しく森林造成といっても、申地再牛遣林、耕炭林造成、水源 

林遣成、アクロフォレストリーと、熱帯追林枝術の指向範囲は広く、プ 

ロジェクト関係者はそれぞれに試行錆誤を●ねながら、技術の蓄横に努 

めてきている．着実な技術の集積と失敗への反省が、新たなプロンェク 

トが発足する際の大きな支持基盤となる。 

これら海外の熱帯プロジェクトは必然的に国際竹を帯ひるため、プロ 

シエクト終了時に出販される成果集の鍛いは、ふつう英語で書かれるこ 

とか常てあり、ちょいと験掛けて気杜に銑むという訳にはゆかす、現実 

にはなかなか読みつらいのも事実である．筆者はここI0年ほど、熱報・ 

亜熱帯地域に深遣される林業技術者やボランティア盾動家への購義（熱 

帯の森林病害と防除）を引き受けているが、その際受講生から出される 

要望は、日本語で書いた解説吾が欲しい、ということであった．今回国 

際緑化推進センターから、解説シリーズのーつとして熱帯林の樹病につ 
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いて刊行したい、との要請をうけ、私の経験の範囲でよけIux、という 

ことて、お引き受けしたしだいである。筆者は以前、熱帯林業誌の熱帯林 

業講座の一隅を借りて“熱帯の苗畑病害”を10回に亘って連載したこと 

かあり、木棚子はそれを核にして補筆訂正し、さらに林地の病害を加え 

て、‘‘熱帯の森林病害’’としてまとめたものてある。 

今までの筆者の熱帯における活動が東南アジアを中心にしていただけ 

に、木佃子に採リ入れた樹種と病害も、一部の南米産の樹種と病害を除 

いては、東南アシア中心になっている。アフリカに限定される樹種と病 

気か入っていないのは、多少なりとも自分の目で見たものではないと、 

文献からだけては不安があるからである。また、本冊子にはフダバガキ 

科樹木の病気や、マングローブ林構成樹種の病気も入っていない。従前 

からフタハカキ科の大然林や、更新林地を見る度に、この仲問にはたい 

した病気は無さそうだと感じていたか、今回本冊子のためにーわたリ文 

献を当たって見たところ、やはり苗畑にしても、若齢造林地や天然更新 

地にしても、重要な病気は出てこなかった。マングローブ林も同様で、 

致命的な病気は見あたらす、マイナーなものばかりである（筆者の記載 

した新病害も含めて）。更新するチャンスの少ない樹種では、若いとき 

は本来的に病害虫に強い体質を持っているのではなかろうか。 

モルッカネムやユーカリ、アカシアなと早生樹を中心に材質腐朽が間 

題となリつつあるが、これらについては、壮齢・老齢木をも含めて別に 

まとめた方が良い、との判断から採り入れなかったものである。 

なお、造林‘林業プロジエクトも幅が広く、アクロフォレストリーあ 

るいは札会林業と呼ばれる分野では、果樹や工芸作物（特用樹）をも守 

備範囲に人れているか、これらの木本作物の病気については、紙数の関 

係もあリ本岡子からは外すことにした。果樹については1093年度の刊 

行物として（社）国際農林業協力協会から‘’熱帯果樹の病害’’が発行さ 

れるのて、そちらを利用されることを希望する。熱帯の工芸作物（特用 

樹）については、残念なから今のところまだ日本語による病害診断マニ 
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まとめた方が良い、との判断から採り入れなかったものである。

なお、造林 ・林業プロジェクトも1幅が広 く、アクロフォレス トリーあ

るいは社会林業と呼ばれる分野では、果樹や工芸作物 (特用樹) をも守

備範囲に入れているが、これらの木本作物の病気については、紙数の関

係もあり本冊子からは外すことにした。果樹については 1993年度の刊

行物として (社) 国際農林業協力協会から "熱帯果樹の病害" が発行さ

れるのて、そちらを利用されることを希望する。熱帯の工芸作物 (特用

樹) については、残念なから今のところまだ R本語による病害診断マニ
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ュアル発行の計画は無いようてある。 

本冊子の刊行に当たっては、国際緑化推進センターの山口夏郎専務理 

事を始め多くの方2に色々とご配慮を戴いた。ここに厚く感謝を意を表 

する。 

- 6 ー 

ュアル発行の計画は無いようてある。

本冊子の刊行に当たっては、国際緑化推進センターの lilt‐1夏白1~専務理

事を始め多くの方々に色々と二配慮を戴いた。ここに厚く感謝を意を表

す る。
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1 樹種共通の病害 

発生樹種 すべての樹種に発生するといってよいか、一般的には大粒 

種イの樹種よリも微粒～中粒種子の樹種に多発する。アカシア（Ac“α“ 

spp.)‘カランパヤン （クヒナカタマハナノキ） （んithocep加hIS 

c/li/lens摺） ，モクマオウ（Casitaitna eqursebりbha）ーユーかJ (Euta/yp/us 

spp ) ，シャイアントイピルイピル（Leucaena leucocゆlw/a) ，モルノカネ 

ム（Pthasene;泌es血ka如m) ，マツ（乃Il/IS sPP ）などが発生の多い樹種 

の代表である。 

診断の要点 苗畑て苗木の養成を始める時に、ます最初にぶつかる病 

気か苗立枯病てある。この病気は、土壌中に住んでいる病原菌によって 

起こされる。苗立枯病を起こす病原菌は一種類ではなく、苗畑士壌中に 

は常に複数の病原菌が住んでいて、土壌条件や気象条件、苗の生長段階 

なとによって、主に関与する病原菌の種類が異なってくる。苗立枯病の 

防除の，I［しさのーつは、“いま発井している被害の病原菌は何か”か外見 

I -からは判らないという点にある。 

秤了を播き付けてから掘り取リ山出Lまでの、いろいろな生長段階に 

苗立枯病の発生が見られるが、診断の基礎となる症状としては次の五つ 

のタイプに分けられる（図1). 

① 地巾腐敗(Seed rot, Pre-emergence rot） 播き付けた種子が病 

原菌に侵されて発芽せす終わるか、発芽しても地上に現れるまでに 

侵されて枯れてしまうものて、被害は発芽率の著しい低ド、あるい 

は団状の未発芽箇所の散発などの形で現れる。もともと種子に付着 

していた病原菌類(Seed molds）が好適な環境を得て病原性を発揮 

する場合と、播き付け床の土壌に生息している病原菌の侵害による 

場合とがある。 

1 樹種共通の病害

もえたちがれびよう

1)苗立枯病

発生樹種 すべての樹種に発生するといってよいか、一般的には大粒

種了の樹種よりも微粒~ 中粒種子の樹種に多発する。アカシア (Ac"""

spp.), カ ラ ンパ ヤ ン (クヒナカ タマバ ナ ノキ )( 舟射そ鑑eP/z"/′′s

メガノ捌朋S モ クマオ ウ (C〃s′!"′‘'7〃g翻 る可吻 /′〃), ユー カ リ (E〃m もめ′〃s

spp), シャイアン トイピルイ ピル (L釧 me'′"/e′rの " 力脳回 ,モル ノカネ

ム (Pm"sm 釧抜es丘z/伽加 ?α),マツ (P′〃′‘sspp) などが発生の多い樹秤

の代表である。

診断の要点 苗カー1て苗木の養成を始める--おこ、ます最初にぶつかる病

気か苗立科i捨てある。この病気は、土壌中に住んでいる病原菌によって

起こされる。苗立fお肉を起こす病原菌は一種類ではなく、苗畑t壌中に

‘土常に複数の病原菌が住んでいて、土壌条件や気象条件、品の生長段階

なとによっで、主に関与する病原菌の柿頬が異なってくる。菌立砧病の

防除の難しさの一つは、“いま発 4 している被害の病原菌は何か "か外見

Lからは判らないという点にある。

種了を柵き付けでから掘り取り山出しまでの、いろいろな生長段階に

苗立ヂ音痴の発生が見られるが、診断の基礎となる症状としては次の五つ

のタイプに分けられる (図‐1)。

① 地中腐敗 (Seed rot, Preemergence rot) 橋き付けた種子が病

原菌に侵されて発芽せす終わるか、発芽しでも地」に現れるまでに

侵されて枯れてしまうものて、被害は発芽率の著しい低ド、あるい

は団状の未発芽箇所の散発などの形で現れる。もともと種子に付着

しでいた病原菌類 (Seed n・olds)が好適な環境を得て病原性を発揮

する場合と、捲き付け床の土壌に生息しでいる病原菌の侵害による

場合 とがある。
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B 

it 

地中腐敗 b 首腐れ C 倒 伏 

d 根腐れ B すれ腐れ（地ぎわ土ばかま） 

図司 苗立枯病の症状のタィプ 

② 首鳩れ（Top rot） 発芽して地上に現れた幼苗の子葉の部分から 

変色か始まり腐敗か進行して柚全体が枯れる被害てある。苗かまた 

地中にあるうちに子菓か感染し、u也 に出てから病徴が現れたもの 

て、地中腐敗の延長と言えよう。発牛頻度は五つのタイプのうち最 

も少ない。 

③ 倒状(Posternergence rot, Damping一 off) 発芽幼苗の根系の基 

部が侵されて地際部分か細くくびれ、粘かばたばたと倒れる被害 

で、苗立枯れといえばこの倒状型の病気と言うはど発生頻度も高 

く、典型的な被害タイプてある。いったん発生すると集中的に被害 

か生じ、倒れた苗は短期間に腐敗消失するか、乾いて糸のように細 

くなる。このため箱播きでは発生すると一箱が全威することも稀て 

はない。直か播き床に発生するとあちこちに大小の円状の裸地（ハ 

ケ）が出来る（図版I-1)。 

④ 根腐れ（Root tot) 苗が少し大きくなリ、主根や地際の茎が木化 

して侵され難くなると、代わって細根か侵されるようになり、それ 

はしだいに根系全体に破及する。このような苗は地上部が徐之に水 

分を失って哀弱し、ついには萎れたり赤くなったりして枯れる。立 

　 　暮 i-　　　
　

　
　

　

c一
三

a b → c →

　　　　　　 　　　

d → e

a 地中腐敗 b 首腐れ c 倒 伏

d 根腐れ e すれ腐れ (地ぎわ±ばかま)

図‐1 苗立枯病の康正状のタイプ

② 首腐れ (Top rot) 発芽して地上に現れた幻"~~の子葉の部分から

変色か始まり腐敗か進行して苗全体が枯れる被箸てある。菌かまた

地中にあるうちに子集か感染し、地」4こ出てから病徴が現れたもの

て、地中腐敗の延長と言えよう。発生頻度は五つのタイプのうち最

も少ない。

⑧ 例状 (Post‐emergence rot,Damp1ng ‐off) 発芽幼菌の根系の基

部が侵されて地1祭部分か細くくびれ、菌かばたばたと倒れる被害

で、苗立枯れといえばこの側状型の病気と言うほど発生頻度も高

く、典型的な被害タイプてある。いったん発生すると集中的に被害

か生じ、倒れた歯は短期間に腐敗消失するか、乾いて糸のように細

くなる。このため箱播きでは発生すると一箱が全滅することも稀て

はない。直か橋き床に発生するとあちこちに大小の円状の裸地 (′＼

ヶ) が出来る (図版 1‐1)。

④ 根腐れ (Root 1ot) 菌が少し大きくなり、主根や地際の茎が本化

して侵され難くなると、代わって細根か侵されるようになり、それ

はしだいに根系全体に波及する。このような苗は地上部が徐々に水

分を失って衰弱し、ついには萎れたり魂、くなったりして枯れる。立
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II，病の語源はこのタィプの‘状から米ている．枯れないまでもm木 

か曇I‘して著しい生青小良となる．議害は慢性的にたらたらと発生 

するか、最終mには将苗小の著しい低下を招き、山出し植救計画に 

人きな支障を与える．乾燥や高熱あるいは過虚なと水分管理に手落 

ちがあると、苗が牛理的に哀弱を来たし、根腐れ被害は着しく助長 

される（図版1・2. 3). 

⑤ すそ嶋れ(Foot lot) 苗木の地際から5-10cm はと上のところ 

て、事か環状に侵され、そこからL部か萎れて枯れる被害てある。 

雨や雇水による泥はね（上ばかま）の中の病原曲か、まだ木化不十 

分の茎の部分を侵すために起こる．このタイプの被害発生翔度は根 

腐れ型に比へると低く、ボット台苗よりも直か播き床のほうが発生 

は多い．樹極によってすそ腐れ準の被害の発生時期は異なる． 

痢原菌と被書 上記の被害型に関して、“苗立枯病(Damping ofn と 

いうのは幼苗時札に発生する①～③の被害を指すのてあって．④と⑤の 

被宮はそれぞれ根腐痢、すそ腐病という独立した病気と考えるぺきであ 

る” という放見もある．帯かに主に関り・する痢原菌か①～③の時代と④ 

～⑤の時化とて異なる場合か多いことは氷実てある” 

わかmでは苗立枯病といえ‘よリソクトニア菌（RIizocIbJUO &山Hi 

Kuhn)，フサリウム菌(Fuson:nn spp )，キリントロクラゾウム菌 

(（こyhnds ocladmrn sco加nun: Mougan) の3属蘭が主な病原曲であるが、 

熱帯・●i熱帯地域ては若干事柿が異なってくる．勿論I 記3属菌による 

被害もあるが、さらに機毛菌の仲間てあるピンウム曲（乃ill加yt spp )や 

疫病菌（PI)yiophiliora Spp）による被害の多いことかーつの特徴である。 

の～③の幼苗戊階の被害は土としてリゾクトニア蘭、フザリウム苗、と 

ピシウム菌が関与し、④～⑤の火きくなった苗木の被害は、主としてフ 

ザリウム菌および疫病曲が関与する。なお、ののうちもともと押了に付 

着滞在していた曲頬による種子の腐敗においては、フサリウム菌、リゾ 

ク~ニア歯、ピンウム敵などの苗立枯病曲のほかに、炭そ病菌 

-9 -

キー』病の語源はこのタイプの症状から来ている。枯れないまでも苗木

か萎言宿して著しい生育イ・良となる。被害は慢件的にたらたらと発生

するか、最終的には得苗率の著しい低下を招き、山出し植栽計画に

人きな支障を与える。乾燥や高熱あるいは過湿なと水分管理に手落

ちがあると、菌が牛別贈り‘こ衰弱を来たし、根腐れ被害は著しく助長

される (図版 1‐2,3) 。

⑤ すそ腐れ (Foot 1ot) 苗木の旭際から 5~locnl ほと上のところ

て、茎か環状に侵され、そこから L部か萎れて枯れる被害てある。

雨や舵水による泥はね (」-ばかま) の中の病原-轟か、まだ木化不十

分の茎の部分を侵すために起こる。このタイプの被害発生頻度は根

腐れ型」に比へると低く、ポット育苗よr)も直か橘き床のほうが発生

は多い。樹種によってすそ腐れなりの被害の発生時期は異なる。

病原菌と被害 上記の被害型に関して、“苗立÷占病 (Dampmg off)と

いうのは幼苗=おLきこ発生する① ~③の被害を指すのてあって、④と⑥の

被含はそれぞれ根腐病、すそ腐豹という独立した病気と考えるべきであ

る" という意見もある。確かに主に関与する病原菌か①~③の-1針にと④

~⑤の-1村七とて異なる場合か多いことは事実てある。

わか匡1ては苗立社務内といえば リンクトニア菌 (たね′zoc′oi2m m′"′'‘

Kuhn フサ リウム前 (F′fs〃m〃〃 spp ), キ リン トロクラゾウム前

(q′廟 d′oc‘"〆′′〃〃scop〃'?欄ぞMOIgan) の 3属 前が主 な病原菌であるが、

熱帯・亜熱帯地域ては若干事1青が異なってくる。勿論 L記 3属菌による

被害もあるが、さらに鞭毛菌の仲間てあるピンウム曲 (乃城海〃spp) や

疫病菌 (Pたり′′op屑たのむspp) による被害の多いことか一つの特徴である。

① ~ ③の幼前段階の被害は主 としてリゾクトニア菌、フザ リウム菌、と

ピシウム菌が関与し、④ ~⑤の大きくなった苗木の被害は、主としてフ

ザリウム菌および疫病菌が関与する。なお、①のうちもともと軽了にィ」

着潜むしていた菌類による種子の腐敗においては、フサリウム前、リゾ

ク rニア菌、ピンウムー著iなどの苗立枯病菌のほかに、炭そ病菌
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にol/efoincluw: spp )，灰色かひ病I筆i (Bol,ytis emerea)，ポトリオテ4プ 

ロティア病菌(Bc,!り,odip/iu/ea llzeob,v,nae）などが関りLて議省を及は 

す。 

防除対策 苗立枯病の防除（予防と肌除）は環境制御（青苗管理）と藁 

剤防除の二つをうまく重ね合せて初めて威功する。 

I)育苗骨理 

a .桁播き、床播きともに厚播きを選け、発芽後の密度闘整か遅れ 

ないよう留意する。 

b 柏播き苗をポットに移植するに当たっては、苗を傷つけぬよう 

ii:意する． 

C 水分過剰を避け．札季に育苗する場合は特に織端な乾虚の反復 

にならないようにする． 

d チッソ質肥料の過多を避ける。 

e 除隼が遅れ女いようにする． 

I 上壌酸度か巾性～アルカI性のところでは弱酸性(pH 5）くら 

いに調節する． 

g 幼苗期はU光の直射を避け、口覆いをする． 

h 地温か30℃を嶋えてヒH十る場合には、敵水とロ覆いにより 

地胤の低下を図る． 

1 上ばかまがつかないよう散水には留意する． 

〕過湿で重粘なt壌では、オカ屑をt壤に3 1の割合て混入し、 

乾爆性と通気性を改良し’I歳抜を得た例かある。 

2）薬剤防除 

a 種子消寄 チウラム剤(thiuiam）かチウラム・ヘノミルa合剤 

(thiuram・ benomyl)のttt (Coating, Dressing.*T-IM 

の05-2%)、あるいは各250M液に一晩皮積した後、陰十しし 

てから播き付lうる．メチルセルロース系の化合物（methylー 

cellulose compound）を種子に固着させて（Peletting .a剤 

- 10 - 

(Co//〆第 7c/′′′m spp), 灰 色か ひ病菌 (βo′かねふcme だ"), ボ トリオティプ

ロティア病菌 (β〃あり〆の/odm′たのわノリ〃!"β) などが関与して被害を及ぼ

す。

防除対策 苗立砧病の1駆除 (予防と駆除)は環境制御 (育苗管理)と薬

剤防除の二つをうまく重ね合せて初めて成功する。

1)育苗管理

a ,箱橋き、床掻きともに厚橋きを避け、発芽後の密度調整か遅れ

ないよう留意する。

b 箱婚き苗をポットに移植するに当たっては、苗を傷つけぬよう

任意する。

c 水分過剰を避け、乾季に育苗する場合は特に極端な乾湿の反復

にならないようにする。

d チッソ質肥料の過多を避ける。

e 除草が遅れないようにする。

f 上壌酸度か「咽:~アルカリ性のところでは弱酸性 (PH5) くら

いに調節する。

g 勅苗期は LI光の直射を避け、ロ強いをする。

h 地温か 30℃を越えてヒ昇する場合には、散水とロ覆いにより

地温の低-ドを図る。

1 上ばかまがつかないよう散水には留意する。

i 過紐で重科iな土壌では、オカ層を‐1二壌に 3 1の割合て混入し、

乾燥翌戦と通気性を改良し好成績を得た例かある。

2)薬剤防除

a 種子 )南方 チウラム剤 (thlulam) かチウラム・ヘノミル混合剤

(thluram ・benonlyl) の粉衣 (Coatmg,Dresslng, 種 子 重量

の 05~2%) 、あるいは各 250倍液に一晩涙積 した後、陰十しし

てからす番きィ寸1うる。メチルセルロース系の化合物 (metl・yl‐

cellulose compound) を種 子に固着 させ て (Pelettlng, 粒 剤
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化）播き付ける力法もある。 

b 上壌消毒 箱播き用土壌およひ播き付け床上壌の威菌を行う。 

箱播き用や小規模苗畑ては、鉄板上で士壌を焼いて無曲化する 

のか（Soil burning，焼土法）最も簡単で効果も高いが、大規模 

苗畑では量的に処理か難しい。焼土により無菌化した土壌に苗 

立枯病曲が飛び込むと、競合する微生物かいないために舌染か 

急速に進み、播き付Ij苗が壊滅的打撃を受けることがあるので 

注意を要する。 

上壌消毒用の薬剤ではクロールピクリン（chiorpicrin) ,カ-

バム剤（carbam) などのカス煙蒸剤の注入（床面30cm千鳥問 

隔で深さ15cm の入に原液3mlを注人、土で塞ぐ）と被覆（ヒ 

ニール被覆または散水による水封）による土壌ガス燻蒸処理 

(soil fumigation）が最も効果かある。但し薬剤の毒性が強く、 

気温の高い熱帯ては原液かすぐ気化するので、作業には注意が 

必聖てある。播挿2週間前に処理しておかないと薬害を生す。 

ほかにはチウラム剤、キャプタン剤（captan) などの250-

400倍液を床面に3-BE /iwe在庄する力法がある。 

c ．立毛処理 苗が発芽した後に苗立枯病か発生した場合、蔓延聞 

止のため薬剤を膚注する。チウラム剤、キャプタン剤、ヒトロ 

キンイ ソキサゾール剤 （hydroxyisoxazo!) , PCNB 剤 

(pen tachloronitrobenzen）なとか中に用いられる。このうち 

ヒドロキシイソキサゾール剤はフザリウム菌に、PCNB剤はリ 

ソクトニア菌に選択的に効果のある薬剤である。 

診断の要点 主として苗木の根系および地際部の茎か侵される。樹皮 

と形成層か侵され、根冠部や茎の下部で病患部かひと巻きして巻き枯ら 

- 11 

化) 掻き付ける方法もある。

b 」二壌消毒 箱掻き川土壌およひ播き付け床上壌の滅菌を行う。

箱捲き用や小規模苗テー1}ては、鉄板上で一;壌を焼いて無菌化する

のか (SOI1 burn1ng, 舵‐ヒ法 )最も筒中で効果も高いが、大規模

苗火mでは量的に処理か靴しい。焼土によ 1)無菌化した土壌に苗

立枯病曲が飛び込むと、競合する微生物かいないために汚染か

急速に進み、掻き付け苗が壊滅的打撃を受けることがあるので

注意を要する。

」二壌消毒用の薬剤 では クロール ピクリン (ci・ーorpicrin) ,カー

バム剤 (carbam) などのカス煙蒸剤の住人 (床面 30cm 千鳥間

隔で深さ 15cm の穴に原液 3ml を佳人、土で塞ぐ) と被覆 (ヒ

ニール被覆または散水による水封) による土壌ガス煙蒸処理

(soーl fumigat1on) が最も効果かある。但し薬剤の毒性が強 く、

気温の高い熱楕ては原液かすく気化するので、作業には荏意が

必要である。橋挿 2週間前に処理しておかないと薬害を生す。

ほかにはチウラム剤、キャプタン剤 (captan) などの 250~

400倍液を床面に 3~88/ 畔‘在住する方法がある。

c ,立毛処理 苗が発芽した後に苗立枯病か発生した場合、蔓延1川

止のため薬剤を膚化する。チウラム剤、キャプタン剤、ヒトロ

キ ン イ ソ キ サ ゾ ー ル 剤 (hydroxy ・soxazol) , PCNB 剤

(pen亡ad・jorozmrobe1lze11) な とか主に用 い られ る。 この うち

ヒドロキシイソキサゾール剤はフザ リウム菌に、PCNB 剤はリ

ンクトニア菌に選択的に効果のある薬剤である。

びt」ゆうきんかくびょう

2)微粒菌核病

診断の要点 主として苗木の根系および地1察部の基か侵される。樹皮

と形成層か侵され、根冠部や茎の下部で病患部かひと巻きしで巻き枯ら
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しを起こすため、地上部全体か急速に萎れて枯れるU 苗立枯病の根腐れ 

型ないし」そ腐れ型の被害ときわめて似た症状を呈し、外見的な区別は 

困難である。しかし、枯死苗の地際茎または根の樹皮を剥いでみると、 

形成層部分の木部表面と樹皮内面に微小な黒色菌核か多教黒点状に形成 

されている特徴があるため、苗立枯病による被害と区別することが出来 

る。また、しばしは侵された根の樹皮や木質部に黒色の弗線を形成する 

（図2),温帯地域における本病の被害ははとんど苗木に限られるが、熱 

帯地域ては苗木たけでなく植栽した若木まで侵されるため、その被害が 

いっそう重要視されている。木木植物では被害苗樹皮下の形成層部分に 

おける黒色微小菌核の形成から微粒菌核病と命名され、草本植物では被 

害茎根か黒化することと英名の訳から炭腐病と名付けられた。 

」
 

① 』 語b

- 

a 根腐れ症状 b すれ腐れ症状 

え死部樹皮内面と木部表面の微小黒粒点（菌核） 

図-2 徹粒菌核病の症状と標徴 

発生生態 本病菌は本来熱帯性の土壌病原菌で、生育適温は30 -35 

℃にあリ、38℃ても良く牛青する。湿潤上壌よリ乾燥上壌を好むが、植 

物組織巾の菌核は土壌中で長く生有し、環境が好転すIuま発芽・生青し、 

角び健全植物の根系を侵害する。熱弗においてはほほー年を通じて発生 

するか、温帯から亜熱帯ては主に夏季に発生する。ことに夏季に地温が 

30℃を越えるところでは、苗立枯病菌よりも微粒菌核病菌のはうか優勢 

に繁殖して被害を起こす。温帯ては夏手に地艦かトがり易く、乾燥し易 
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しを起こすため、地上部全体か急速に萎れて枯れる。苗立↑占病の根腐れ

型ないしすそ腐れ型の被告ときわめて似た症状を呈し、外見的な区別は

困難である。しかし、枯死苗の旭際茎または根の樹皮を剥いでみると、

形成層部分の本部表面と樹皮内面に微小な黒色歯核か多数黒点状に形成

されている特徴があるため、苗立枯病による被害と区別することが出来

る。また、しばしは侵された根の樹皮や木質部に黒色の帯線を形成する

(図‐2)。温帯地域における本病の被害はほとんど苗木に限られるが、熱

帯地域ては苗木たけでなく植栽した若木まで侵されるため、その被害が

いっそう重要視されている。オ・本キー白物では被害苗樹皮下の形成層部分に

おける黒色微小繭核の形成から微粒菌核病と命名され、草本植物では被

害茎根か黒化することと英名の訳から炭腐病と名付けられた。

a 根腐れ症状 b すれ腐れ症状

c え死部樹皮内面と木部表面の微小黒粒点 (菌核)
図‐2 微粒菌核病の症状と標徴

発生生態 本病菌は本来熱帯性の土壌病原菌で、生育適温は 30~35

℃にあり、38℃ても良く牛貧する。湿潤-ヒ壌より乾燥上壌を好むが、斉藤

物組織中の苗核は土壌中で長く生有し、環境が好転すれば発芽・生育し、

再び健全植物の根系を侵害する。熱精においてはもまほ一年を通じて発生

するか、温帯から亜熱帯ては主に夏季に発生する。ことに夏季に地温が

30℃を越えるところでは、苗立枯病菌よりも微粒曲核病菌のほうか優勢

に繁殖して被害を起こす。温帯ては夏季に地温かヒがり易く、乾燥し易

- 12 -



い砂質土壌で多発する。 

なお、本病菌には侵害した植物上て黒点状の柄子殻や菌核を多量に形 

成する系統（分離株）から、ほとんど黒点状の菌体を形成しない系統ま 

で、変異に富むことが知られている。熱帯地域のマツ煩の苗畑では後者 

の被害が多いようで、苗立枯病（根鳩れ型～すそ腐れ型）との区別が難 

しい場合がある。苗立枯病にしても、木病にしても、とリあえずの防除 

対策とは別に、被害苗の茎根からの分離培養を依頼して病原菌を確認す 

ることが、その後の防除対策をたてる上で必要である。 

病原菌と病名 Alacrop加anna p加seohna (Tassi) Goid言nich。沢山の 

異名を持つ土壌病原菌であるが、 しばしば文献に現れる別名には 

Maciophonnna phascoh ( Ma ub Ian c )Ashby ,M p/n /ippinensis 

FeEt ak , Scたic/zion ba/a/iccん Taubenhause , RIneoc/oma ba/a/icc/a 

(Taubenhause) Bulter, R 危me/i勇m Smallなどがある。本菌による病 

害にはBlack root rotとCharcoal rotの二つの英名かあり、同様に和 

病名にも木本植物で微粒菌核病、草本植物で炭腐（すみぐされ）病と二 

つの病名が広く用いられている。なお、本病菌はふつう侵害した植物の 

樹皮ト形成層部分に黒色の微小菌核を形成するが、それ以外にごく稀れ 

にやや大きい黒点状の」」堅起（病原菌の柚子殻）を皮層部分に形成する 

ことかある。病原菌の学名は、インゲンマメの仲間に形成された柄子殻 

と分生子に基ついて、命名されたものである。 

発生樹種と分布 木病菌は熱帯・亜熱帯から温帯にかけて広く分布し、 

多くの木本・草本植物を侵して枯損被害をおこしている。熱帯・亜熱帯 

の被害林業樹種としてはアカシア（且cacla spp ) ,ギンネム（A乃izia 

spp ) ，パンノキ頬(Ariocarpus spp )，センナ類K Cassia spp,) ，モクマオ 

ウ（Casnanna eq/Use?加ha) ，イトスギ（aゅル55115 Spp ) ，シッソノキ 

(Dc/berg/a 5/550)，ユーかJ（血m加i/IS s PP ) ，マツ（Finns spp.）なと 

の苗木かあり、特にマツ頬ではポット育苗中の最も庄意すべき病害とい 

ってよい。 
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い砂質土壌で多発する。

なお、本病菌には侵害した植物上て黒点状の柄千殻や菌核を多量に形

成する系統 (分離株) から、ほとんど黒点状の菌体を形成しない系統ま

で、変異に富むことが知られている。熱帯地域のマツ類の苗畑では後者

の被害が多いようで、苗立枯病 (根腐れ型~すそ腐れ型) との区別が難

しい場合がある。苗立称す病にしても、水病にしても、とりあえずの防除

対策とは別に、被害菌の茎根からの分離培養を依頼して病原菌を確認す

ることが、その後の防除対策をたてる上で必要である。

病原菌と病名 間口cノリP毎期 '′αP卿 se〆“-"(Tassl)Gold 巨nich。沢山の

異名を持つ土壌病原菌であるが、しばしば文献に現れる別名には

屑""o 〆 mm ぞ粥 P/≧"seo/′( Mm ・blanc )Ashby ,財 力なめか′ze購裕

Pet・ak ,Sc ‘のり〆粥川 ら燭α′ぼり海 Taubenhause , だZzzzodの′′ね る餌詔にo廓

ぐraubenhause)Bulter, 尺‘αmm 宛′〃small などがある。本菌による病

害には B1ack root retとCharcoal rotの二つの英名かあり、同様に和

病名にも木本植物で微粒菌核病、草本植物で炭腐 (すみぐされ)病と二

つの病名が広く用いられている。なお、本病菌はふつう侵害した植物の

樹皮 1一彦成層部分に黒色の微小繭核を形成するが、それ以外にごく稀れ

にやや大きい黒点状の小隆起 (病原菌の柚子殻) を皮層部分に形成する

ことかある。病原菌の学名は、インゲンマメの仲間に形成された柄子殻

と分生子に基ついて、命名されたものである。

発生樹種と分布 本病菌は熱帯・亜熱帯から温帯にかけて広く分布し、

多くの木本・草本植物を侵して柿損被害をおこしている。熱帯・亜熱帯

の被害林業樹轡 としてはアカシア 閉鎖αα spp ), ギンネム (A/る!2縦

spp), パ ン ノキ類 (A′7om 珍 !rsspp セ ンナ類 (Cqss2αspp,), モ クマオ

ウ (C"Mmmme 加 地 !舵 肋 ), イ トスギ (C′中′セss〃s spp シ ッソ ノキ

(D" 妙e′g!"も嵐ひ), ユー カ リ (E!に"も鰯〃ふ spp), マ ツ (P乙ims spp.) な ど

の苗木かあり、特にマツ類ではポット育苗中の最も任意すべき病害とい

って よい。
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果樹や特用樹種（工芸作物）ではビンロウン（A reca ca/cc/rn) ,ポー 

ポー（ASIPUnG hi/oba) ，パパイヤ（Cant ap助aye)、相橘煩（Ct/n凸 

spp ) ，ココヤシ（Cocos nut施m) ，コーヒーノキ（Coffea spp ) ，マンコ 

スチン（Gartuna lila)碧OS/a)司，パラつムノ午(Hevea bノasi/,ensiョ ,マン 

ゴー（A'Iang加lit inc/icd ．クワ（M01115 spp ) ，オリ」ブ（0/ca eim功Cd , 

アボカ ド（Pen,ea americana) ,クアハ（Psic/nnii guajada) ,チョウン 

（品叫'gin))? a; oinaficion ) ，チャ （Came//ia sniel?sis spp ) ，カカオ 

（刀leobルI,la mmo ）なとの被害か多く報告されている。 

亜熱帯・熱帯地域の木本樹種における本病の分布はアノア（ブルネイ 

中国・香港・イント・イントネンア,イラク・イラン・日木・マレーン 

ア・ミャンマー・ネバールーバレスチナ・フィリピン・スリランカ‘タ 

イ・トルコ・イエメン）、大洋州（オーストラリア・フィンー‘ニューンー 

ランド・パプアニューギニア・ソロモン諸島）、アフリカ（中央アフリカ 

コートジボアールーエジプト・エチオピア・ガンビア‘ガーナ・ケニア‘ 

リビア・マラウイ・南アフリカ・ナイシェリア・ローデシア,ンェラレ 

オネ・スーダン・タンサニア・トーコ・トリポリ・ウガンダ・サイー ル 

サンビア・ジンハブェ）、北米（アメリカ）、中米（トミニカ・ゾャマイ 

カープェルトリコ・トリニター ドトパコ・）、南米（アルゼンチン・フラ 

ジルーパラグアイ・ペルー・ウルグアイ・ヘネズエラ）、欧州（キプロス・ 

フランス・ギリンャーイタリ」）である。 

防除対策 

I）上述のように本病菌は高温乾燥を好み、地温が30 ℃を超えると 

被害が増大するのて、苗畑においては被覆いや潅水によリ地温を 

下げ、士壌が乾き過ぎないように留意する。 

2〉播き付け床て1ま焼上もしくはガス燻蒸か最も効果がある。 

3）その他の防除薬剤については苗立枯病の項を参照されたい。 

4）チノソ質肥判を控えめにし、病苗は抜き取り焼却する。 
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果樹や特用樹稀 (t 芸作物 ) ではピンロウシ 帆だ煎じ鰭ec/2′!),ポー

ポ一 (As?′'捌 口ねz/〃ウ"), パ パ イヤ (C"j7‘" 無 加〕'")、 柑 橘 類 (Q 力m

spp コ コヤ シ (CDcos ′z′′‘虎 m), コー ヒー ノキ (CD噺ど〃 spp), マ ンゴ

スチン (G のz′mm 加 増 osf翻 " バ ラゴム ノキ (Hぜひe" わ′"s′′′β〃s′劫 ,マ ン

ゴー (脳の埋施 '〃“′〆′m), クワ (川 o'?ospp オ リ」ブ (0/e〃〃′!;のP微 ),

ア ボ カ ド (Pe ′m α〃′〃′7m 〃"), クア ハ (只 磯 捌′g′俊雄〃"), チ ョウ ン

(励め宏mm 口mm α/′c′〃〃), チ ャ (Cm 〃〆/74 柳眉胆 s spp ), カ カ オ

(T7′印あり〃mご"αzo) なとの被害か多く報告されている。

亜熱帯・熱常地域の木本樹種における本病の分布はアンア (ブルネイ・

中国 ・香港 ・イン ト・イン トネンア ・イラ ク ・イラン ・R 木 ・マ レ ン

ア ・ミャ ンマ ー ・ネ パ 一 ル ・パ レ ス チ ナ ・フ ィ リ ピ ン ・ス リ ラ ン カ ・タ

イ .-、ル コ .イ ェ メ ン )、大 洋 州 (オー ス 1・ラ リア ・フ ィ ン一 .ニ ュ ー /

ラン ド・パプアニュー ギニア ・ソロモン諸島 )、アフ リカ (中央 アフ リカ ・

コー トジボアール ・エ ゾプ 1・・エチオピア ・ガンビア ・ガーナ ・ケニア ・

リビア ・マ ラウイ ・南アフ リカ ・ナ イシェ リア ・ローデ シア ・ンェラレ

オ ネ ・ス ー ダ ン . タ ンサ ニ ア ・トー ゴ ・ ト リポ リ ・ウ ガ ン ダ ・サ イー ル ・

サンビア ・ジンハブエ)、北米 (アメリカ)、中米 (トミニカ ・ジャマイ

カ ・プエル トリコ ・トリニダー ドトバ ゴ・)、南米 (ア ルゼ ンチ ン .フ ラ

ジル ・パ ラグア イ・ペルー ・ウルグアイ・ヘ ネズエラ )、欧州 (キプ ロス ・

フランス ・ギ リソャ ・イタ リー ) である。

防除対策

1) 上述のように本病菌は高温乾燥を好み、地温が 30℃を超えると

被害が増大するのて、苗畑においては被覆いや潅水により地温を

下げ、土壌が乾き過ぎないように留意する。

2) 橋き付け床では焼上もしくはガス煙義か最も効果がある。

3) その他の防除薬剤については苗立枯病の項を参照されたい。

4) チノソ質肥料を控えめにし、病菌は抜き取り焼却する。
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3)炭巻かび省 

診断の要点 林木ては曲木に発止する．とくに幼苗時に発止すると稚 

苗の枯死を生じ、被害か大きい。巣や幼梢が水浸状になって退色し、蛬 

れる．曇れた羅病部には灰掲色の執糸が絡み付き、灰白色粉状の塊（嶋 

原幽の分生子塊）を多敵形底する．これは少しの動揺でも煙状に胞了を 

分敗する．成木ては花弁や果史を炭し、花腐れを起こす．果樹ては樹上 

ての史鵬れのみでなく、収種後の市場（貯蔵）病害の中嬰膚原曲のーつ 

てある．草本件の農作物では幼苗だI’でなく、戚熱した個休の菓恥れや 

芯腐れなどを起こす。 

発生生態 木崩は汎III界的に発生し、種々の草本・木木抽物を侵す多 

犯性の病告である．多虐条h下て多発する。分生子は病植物体上に、あ 

るいは落花弁上に多昂に形成され、通年伝播Lている．苗木がある程度 

生長すると発斗しなくなるか、台風のような強風の通過後では、新梢の 

偽跡から一斉に発病することかある。本病蘭の分生fは乾性胞子で風に 

より伝掻する． 

痢原菌と癖名 Bob yn Cinema Persoon Ft tes 菌糸は羅病部表而を 

迷走し、戚掲色から掲色、隔壁をイIし大さ10-20p in.分生寸柄は曲糸 

よリ分破して立ちLかり慶褐色から掲色、長さ500-'2.000pm、頂部 

は掛技状分岐となり、分技の頂郎は彫らみ、房状，ill芽甲に分生子を形 

成する．分生了は楕円～卵形、無色ないし慶掲色、基部着生痕やや突起 

の明瞭、大きさ75-15X6 --9pIll．時に罹病部に黒色、鳳糞人の菌枝 

を形成する．I且希や亜寒帯では越冬曲枝よりテレオモルフ（有性世代） 

Bol加'info加lie/lana (be Bary) Whetzelの子のう盤を発生することが 

あるが、冬の無い熱帯・亜熱帯ではアナモルフ（無性世代）Boby 1/s 

ciue ito の世代で通年生活史を繰り返す． 

木病菌により植輪ごとあるいは侵される部位ごとの甘状は様々である 

が、多犯性の病害であることから、和病名は灰色かひ病に枕ーされてい 

はいいろ ぴよっ

3)灰色かび病

診断の要点 林木てはEf一くに発生する。とくに幻」菌-1寺に発生すると椎

白『の枯死を生じ、被害か大きい。菜や幼梢が水浸状になって退色し、萎

れる。萎れた羅病部には灰褐色の!豹糸が絡み付き、灰白色粉状の塊 (病

原菌の分生子塊) を多数形成する。これは少しの動揺でもリ型紙に胞了を

分散する。威水ては花弁や果実を浸し、花腐れを起こす。果樹ては粉-}・

ての実腐れのみでなく、収穫後の市場 似i:歳) 病害の重要病原菌の一っ

てある。草本件の農作物では幼苗だけでなく、成熟した個体の菓腐れや

芯腐れなどを起こす。

発生生態 木病は/刑 =界的に発生し、種々の草本・木本植物を侵す多

ぢ嘘 -;の病害である。多湿条ぞ-「・て多発する。分生子は病植物体」-‘こ、あ

るいは落花弁上に多量に7形成され、通年伝播している。苗木がある程度

生長すると発キトしなくなるか、台風のような強風の通過後では、新相の

傷勘・から一斉に お肉することかある。本病菌の分生子は乾性胞子で風に

より伝播する。

病原菌と病名 βo′′)′ぞcmのせr′pcrsoonF1ies 菌糸は権病部表而を

迷走し、炎褐色から褐色、隔壁を脅し大さ 10~20"n ・。分生す柄は菌糸

より分岐 して立ちJ;か })談褐色から褐色、長さ 500~2,000"11 ・、頂部

は梅技状分岐となり、分枝の頂音i5は膨らみ、房状全出芽写りに分皇子を形

成する。分生了は楕円~卵形、無色ないし僕褐色、基部着生痕やや突起

の明1勝、大きさ 7 5~15 × 6~9 “ m 。時に椛病害1~に黒色、鼠巽大の菌核

を形成する。温帯や亜寒帯では越冬1為核よりテレオモルフ (有性世代)

B研げ◇′′;-/〃カメ雄/mm バ be Bary)Whetzel の子のう盤を発生することが

あるが、冬の無い熱帯 ・亜熱帯ではアナモルフ (無性世代 ) βor′班′s

c′iーので"の世代で通年生活史を繰 り返す。

本病菌により植物ごとあるいは侵される部位ごとの症状は様々である

が、多犯性の病害であることから、和病名は灰色かひ病に統一されてい
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る。萸病名はおなし灰色かひの意味てGray mo1d と呼ばれている。 

発生樹種と分布 熱帯‘亜熱弗地域でも木病菌は広く分布し、多くの 

植物の地上部の様々な部位を侵して被害を起こす。ユ」カ）やマツは特 

に弱い。林木を始め主要樹木の宿主の記録と分布を示すと以下の通りで 

ある。 

林木 チリーマツ （Aaz“・II/77 acaitCafla ) ，モン ト レーイ トスギ 

(CUp;aSSUS macmcarpa) ，ユーカ」 K Lircaり，IIパ spp ) ，コ 

(P'mあmmpif nfl eり ，マツ（Pmバspp ), 

特川樹（木本上芸作物） コーヒーノキKCofJea spp ) ,クワ（M0)1(8 

spp.), 

果樹 チェ リモヤ（山tizona clienmola バラ ミツ （A itowゆ148 

beta) of'如1/a) ，相橘類(Cifne spp ) ，モモ（Pawns spp ) ，セイョウナシ 

（乃リ1/S CO/flitI ill』 、ブトウ（Fi/is via施m）。 

花木‘緑化樹 ツハキ（Caine//ia ノ叩O nica） アカバナセンネンホク 

(Cciむline ieiiniiia/is) ，ハイヒスカス（H功iscus spp ,) ，アジサイ 

(Hydra;箸Ca lilac) op如lla) ，カラタチ（Poncinis Info/ia/a) ，ノぐラ （'R050 

spp ) ,Riibas i山eII品 

分布 アジア（インド・イントネシア・日本・タイ・台湾）、オセアニ 

ア（オーストラリアーニュージーランド）、アフリカ（ケニア・マラウイ・ 

モウリンアス・タンサニア・ザンビア）、北米（アメリカ）、I打米（チリ 

ウルクアイ）。 

防除対策 多湿環境にならないよう留意する。除草は早めに行う。発 

生を見たらTPN剤（500-i, 000倍）かスルフ1Uン酸系剤（600-800 

倍）を1週間おきに2~3 回散布する。なおTPN剤は魚毒性が強いので 

使用する場所によっては避ける。 

コノエギリ 

- 16 

る。英病名はおなし灰色かひの意味て Gray mold と呼ばれている。

発生樹種と分布 熱帯・亜熱帯地域でも木病菌は広く分布し、多くの

姉物の地上部の様々な部位を侵して被害を起こす。ユーカリやマツは特

に弱い。林木を始め主要樹木の宿主の記録と分布を示すと以下の通りで

ある。

林 木 チ リー マ ツ (ん 細 叙 '7〃 "c〃〃ご";′"), モ ン トレー イ 1・ス ギ

(C"P'es 鞘も“縦cmc"}Pq), ユ一 力 リ (E"m も勢力fs spp ), コ コ ノエ ギ リ

(Pαそばひその′m お “〃〃司 ,マ ッ (丹〃榔 spp) 。

特用樹 (木本工芸作物 ) コ一ヒー ノキ (Co新eq spp), クワ (Mor 時

SPP.) 。

果 樹 チ ェ リモ ヤ 翻そoJzq c庇 増加‘の ,バ ラ ミツ (A 巾 隙ゆ Hs

/2efe′()P/り′物 柑橘類 (Cの 7rもspp), モモ ′7〃z!′sspp), セ イ ヨウナ シ

(/事 ms の′mm's) 、 ブ トウ (i/′′′;〃ぞ〃舵′〃)。

花木 ・緑化樹 ツハキ (Cm'ze伍αノ呼の7′節 アカバナセンネンボク

(CD′め′/〃7g′g〃〃m‘z/7s), ハ イ ヒ ス カ ス (j被る裕α揺 spp,), ア ジ サ イ

(励めむ昭β"'mc ノo肋 y/‘"), カラタチ (Po′zの郡“帆〆海′"), パ ラ (,Rom

spp,) 一市 ozfsz山桜′ふ

分布 ,アジア (インド・イン トネシア ・日木 ・タイ・台湾)、オセアニ

ア (オース トラ リア・ニュー ジー ラン ド)、アフ リカ (ケニア・マ ラウイ・

モウリンアス・タンサニア・ザンビア)、北米 (アメリカ)、南米 (チ リ・

ウルクアイ)。

防除対策 多湿環境にならないよう留意する。除草は早めに行う。発

生を見たら TPN 剤 (500~1,000 倍 ) かスルフェン酸系剤 (600~800

倍) を 1週間おきに 2~3 回散布する。なおTPN 剤は魚毒性が強いので

使用する場所によっては避ける。
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4）くもの策請 

診断の異点ー病徴と発生生態 粕育曲て播き付け密度が高すきて、あ 

るいはボット移植が運れて、格苗・幼苗か密生して柏の土壌か履い隠さ 

れる状態になった時、またボット移植後ないし直播育苗て苗木が生長し 

て床面かすっかり覆われる状態になった時、病原菌の菌糸が土壌から苗 

木の輩を這い上がって苗の内懐ろの枝葉に絡み付き、緑色枝菓がLだい 

にしおれ、灰掲色になって枯れる。直糸は外側へ上力へと仲長し、くも 

の巣状に絡み付かれた技葉はしおれて枯れる．このため、箱播きに発生 

すると、敵日のうちにー箱全滅のうき目にあう．直播床ても、ポソト育 

苗でも、発生すると病勢の進展は速やかで、放置すると苗床に団状の枯 

死ないし槻死の感乗中心かでき、したいに外側へ広かってゆく． 苗床の 

あちこちで発生が始まると、発病部か五いに融合Lて不規則大形の被害 

部をつくる．生存苗も着しい生長不良を起こし、得苗率は極端に低下し 

て被害は昌だしい（図版1.4). 

本病の特徴は土壌中の病原菌が、暗黒過崖の条件下で地上に這い上が 

って来て、菌糸が苗木にくもの巣状に絡み付いて被害を起こすことであ 

る．従って、苗が生長してあるいは厚播きによる密生のため、床面が覆 

い隠されるようになると、発生条件か整うのて注意が必要てある．毎朝 

苗を手でかき分けて、下菓での具嘱の有無を確認し、少しても発生を認 

めたら、薬剤による防除を行う．なお、木病は苗木はかリてはなく、植 

栽若木にも発生することがある． 

本痢の特徴のーつは緑色茎枝葉に絡み刊く庚灰掲色の菌糸てあるカ、 

大きな苗木や若木に発生した場合、擢病部の茎枝菓が白色粉状を呈する 

ことがあるか、これは本病蘭の有性胞子（坦子胞了）が形成されたもの 

で、この胞子は風にのって伝播する． 

病原菌と発生樹種 Rs'uzoctonia solan, Kuhn（菌糸融合群AG-I，培養 

型IA またはlB.苗立枯摘をおこすリソクトニア菌もRiuzocionlo so/on: 

すびょう

4) くもの巣病

診断の要点-痛徴と発生生態 箱育苗て椿き付け密度が高すきて、あ

るいはポット移植が遅れて、不程苗・幼苗か密生して箱の土壌か覆い隠さ

れる状態になった-時、またポット移植後ないし直播育苗て苗木が生長し

て床面かすっかり覆われる状態になった時、病原菌の菌糸が土壌から苗

木の茶を這い上がって苗の内懐ろの枝葉に絡み付き、緑色枝葉がしだい

にしおれ、灰褐色になって枯れる。菌糸は外側へ上」Jへと伸長し、 くも

の巣状に絡み付かれた枝葉はしおれて枯れる。このため、箱橋きに発生

すると、数 日のうちに一箱全滅のうき日に )う。直橋床ても、ポソト育

苗でも、発生すると病勢の進展は速やかで、放置すると苗床に国状の枯

死ないし瀕死の感染中心かでき、したいに外側へ広かってゆく。苗床の

あちこちで発生が始まると、発病部か互いに融合して不規則大形の被害

部をつくる。生存苗も著しい生長不良を起こし、得苗率は極端に低下し

て被害は甚だしい (図版 1‐4)。

本病の特徴は土壌中の病原菌が、暗黒過湿の条件下で地ふむこ這い上が

って来て、菌糸が苗木にくもの巣状に絡み付いて被害を起こすことであ

る。従って、苗が生長してあるいは厚掻きによる密生のため、床面が覆

い隠されるようになると、発生条件か整うのて注意が必要てある。毎朝

苗を手でかき分けて、下柴での異常の有無を確認し、少しても発生を認

めたら、薬剤による防除を行う。なお、本病は苗木はかりてはなく、植

栽若木にも発生することがある。

本病の特徴の一つは緑色茎枝葉に絡み付く淡灰褐色の菌糸てあるが、

大きな苗小や若木に発生した場合、雁病部の茎枝葉が白色粉状を呈する

ことがあるか、これは本病菌の有性胞子 (胆子胞了) が形成されたもの

で、この胞子は風にのって伝播する。

病原菌と発生樹種 Rみ72ocfomq s〆の27Kdhn( 菌糸融合群 AG‐1,培養

型 m または IB。苗立枯病をおこす リンク 1、ニア菌 もたた72odのぞmm ′";〃
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2-5.ポ トリオディプロディア

胴枯病
(モルツカネム幹の子実体)



てあるか、くもの巣病曲とは曲系（菌糸融合“と培養型）が異なる。す 

なわち、徴立枯病を起こすリソクトニアffiは上壌中に生息し、ユとして 

根腐れを起こし、自糸融合1AG・‘，is費*! lilAに所属、」、つう有竹世代 

をつくらをい。これに反して、くもの巣病を起こすリゾクトニア曲は、 

土壌中から地上部に猛い上かってきて録色芋枝菓を侵すものて、上記の 

m 糸融合群、培養型に所属、しはしは枯死茎集部に有性世代 

(Thu nak/thorns czscwnens (Ft ank) Donk）を形成し、坦子胞了の飛散 

（風媒伝染）によっても伝染する。 

わか国の日本植物納理学会の病名命名規約には，本病の場合有性胞子 

の形成を見た植物〔宿主）ては病原曲名を刀im」‘IIゆhorns ‘・udumells 

(Frank ) Donk に、有性胞子形成未叩認の抽物ては病原山名を 

肋izocionia solo;:; Iくiihn (菌糸融合肝と培養単を記す）とすることにな 

っている。 

木病は熱帯・亜熱帯地域から温帯地域にかけて様々な植物Lに発生す 

る多犯性の納害で、各種農作物‘園芸作物を始め、果樹や水年性工芸作 

物（特用樹）、林木・緑化樹などの苗木に発生して議害を起こす．－・般に 

は木本・草本植駒ともにくもの巣病の病名が用いられているが、一部の 

草本作物では葉腐病あるいは士腐塙など異なる痛名か用いられている。 

熱帯・亜熱希地域の林業用樹極では、特にシタン（I助I加,gIa 

c ochinclunensis) ，シッソノキ(D szsso) ，ゾャイアントイピルイピル 

(Leucoeno ku,cocepJta幼，モルノカネム（Iコa,osenenlhes 皿‘7101功，フサ 

マメノキ（P加kin bOA but召lilt)，インドンタン（P~soca;pus lit山‘吋，ヒFレ 

マカリン（R 」」」‘“ル‘aゅ司．なとのマメ科樹木、マツ（乃」m$ spp )．ユー 

か1 (EicabpFus spp )などの苗木によく発生する． 

防除I)青苗管理 

a.柏播き、床婚きともに厚播きをさけ、発芽後の間引きなど密度調整 

が遅れないようにする。 

b，チソソ質肥判の過多を避ける。 
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てあるか、くもの巣病菌とは菌糸 (菌糸融合綱と培養ZP」) が異なる。す

なわち、苗立枯病を起こすリンクトニア菌は」二壌中に生息、し、ゴーとして

根腐れを起こし、菌糸融合著すAG‐4,一宮養型 11IAに所属、ふつう有村世代

をつ くらない。これに反して、 くもの巣病を起こす リゾクトニア菌は、

土壌中から地上部に這い」-かってきて緑色芋枝染を侵すものて、上記の

菌糸融合群、培養型に所属、しばしば熱化茎業部に有性 世代

(丁加川肥P/mm αfc′f〃ze′7s(F1ank)Donk) を形成し、親子胞了の飛散

(風媒伝染) によっても伝染する。

わか国の日本植物病理1学会の病名命名規約には、小病の場合有性胞子

の形成 を見た植物 (宿主 ) ては病原珪-名 を 刀′のにzfgz)/70′m c〃‘〃〃′g′7s

(Fra1lk)Donk に、有性胞子形成未確認の植物ては病原菌名を

却zたのめ〃≧"s〆"〃′KGhn( 菌糸融合摺と培養型を記す) とすることにな

ってい る。

本病は熱帯・亜熱帯地域から温帯地域にかけて様々な植物士に発生す

る多ろ閉止の病害で、各種農作物・園芸作物を始め、果樹や永年性:ー二芸作

物 (特用樹)、林木・緑化樹などの苗木に発生して被害を起こす。一般に

は木本 ・申小植物ともにくもの巣病の病名が用いられているが、一部の

草本作物では葉腐病あるいは辛腐病など異なる病名か用いられている。

熱帯 ・亜 熱帯地域の林業用樹種 では、特 にシタン (Dd/△eigm

cocjz77mm?β旧姓), シ ッソ ノキ (D smo), ジ ャ イア ン トイピル イ ビル

(Lのに"eizq!e′′ごD解熱 "/"), モル ノカネム {P〃msgi7e′′′彰 s愈 /m 加 ?"), フサ

マ メノキ "液函′Qt顔 増桜 ,イ ン ドンタン (Pre′ocm 加 瀬 Jzdzc"s} ,ヒル

マカ リン ( ≠難じ′世 m か‘s), な とのマ メ科樹木、マツ (P〃〃rs spp), ユー

カリ (E′に"心勇むfsspp) などの苗木によく発生する。

防除 1)育苗管理

a,箱播き、床橋きともに厚掻きをさけ、発芽後の間引きなど密度調整

が巡れないようにする。

b,チソン質肥料の過多を避ける。
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c 雑草の繁茂は本病菌の温床になるのて、除草は床面、ポソトだけで 

なく、周りも含めて丁寧に行う。 

d 苗木が生長して床面が隠れるようになったら、毎朝、苗畑巡回の 

時、ところところで苗を手でかき分けて、下菓に本病発生の有無を 

仲かめる。少しでも発生を見たら、直ちに薬剤防除を行い蔓延を防 

ぐ。 

2）薬剤防除 

a PCNB (Pentach!oronitrobenzene) 水和剤の散布か、本病の蔓延 

阻lLに中効を有する。 

b バリダマインン（Balidamycine) 剤の施用も有効てある。 

しらきぬびょう 

5）白絹病 

診断の要点 ポソト苗、直か播き苗いずれにも発生するが、とくに直 

か播き床に発生すると病勢の進展が早く、集団枯損を起こして被害が大 

きい,。病原菌は士壌中に生息し、苗木か生長して床面かうっぺいし、暗 

黒でLかも風通しが悪く湿潤状態になると発生し始める。根系が侵され 

るか、病原菌は地上にも現れて茎部に進み、さらに下葉をも侵す。侵さ 

れた苗木は地際部の茎が巻き枯らしになり、全体か急速にしおれて枯れ 

る。被害苗の地際の茎、樹皮、直根などには白色の菌糸や曲糸東か絡み 

付き、一部は菌糸膜状を呈する。白色菌糸膜あるいは菌糸束の表面に 

は、明褐色のアワ（巣）粒大の光択のある菌核を多数形成する。枯死苗 

周辺の土壌表面にも同様の菌核か多数形成される。 

木病はいったん発生するとその進展は速やかて、集団状の枯損を各所 

に生じ、これが融合して床面に大きい団状の空地を生する。マホガ 

ニー 、モクマオウ、モルソカネムなど、感受性の高い樹種では本病の発 

止を放置するとほとんど全滅に近い打撃を受ける。熱帯の林業苗畑て 

は、箱まき苗では苗立枯病とくもの巣病が、直かまき苗てはこの白絹病 
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c.雑草の繁茂は本病菌の温床になるのて、1除草は床面、ボン 1、だけで

なく、周りも含めて丁寧に行う。

d苗木が生長して床面が隠れるようになったら、毎朝、苗畑巡回の

=き、ところところで苗を手でかき分けて、下策に水病発生の有無を

確かめる。少しでも発生を見たら、直ちに薬剤防除を行い蔓延を防

ぐ。

2)薬剤防除

aPCNB (Pentachloronitrobenzene) 水和荊の散布か、本病の蔓延

阻止に1与効を有する。

b バ リダマイソン (Balidamyc1ne) 剤の施用 も有効てある。

しらきめびょう

5) 白絹病

診断の要点 ポソト苗、直か播き品いずれにも発生するが、とくに直

か捲き床に発生すると病勢の進展が早く、集団十古損を起こして被害が大

きいF 病原菌は土壌中に生息、し、苗木か生長して床面かうっぺいし、暗

黒でしかも風通しが悪く湿潤状態になると発生し始める。根系が侵され

るか、病原菌は地上にも現れて茎部に進み、さらに下葉をも侵す。侵さ

れた苗木は地1祭部の茎が巻き枯らしになり、全体か急速にしおれて枯れ

る。被害菌の地際の茎、樹皮、南根などには白色の菌糸や菌糸束か絡み

付き、一部は菌糸膜状を呈する。白色菌糸膿あるいは菌糸束の表面に

は、明褐色のアワ (粟) 粒大の光‘尺のある菌核を多数形成する。枯死苗

周辺の土壌表面にも同様の菌核か多数形成される。

木病はいったん発生するとその進展は速やかて、集団状の柿横を各所

に生じ、これが融合して床面に大きい団状の空地を生する。マホガ

ニー、モクマオウ、モルソカネムなど、感受性の高い樹種では本病の発

生を放置するとほとんど全滅に近い打撃を受ける。熱帯の林業苗女111て

は、箱まき菌では苗立砧病とくもの巣病が、直かまき苗てはこの白絹病
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が、最し簪戒すへき病害と召ってよいであろう（図版L5, 6). 

発生生態 木病曲は上嬢中に埋及した米分解有機質すなわち柚物残治 

を栄養源として繁勉し、また多くの紺仲頬か本刑幽の曲れ的宿主として 

重要な伝染敵となる。形成された蘭枝は耕転や月j水によリ畑中に拡散す 

る。菌枝は家畜によリ草と一緒に食されても消化されることなく糞とと 

もに排出され、これも仏播の一方法となる。本病蘭の発育適温は25-

35℃と比較的ぬ温性てあり生青眼界も8-40℃と高温域に偏している． 

生青刊能なP'4範囲は1 4-8 6、最血pHは3-65 であるが、中性～アル 

カ1側ては生育はきわめて悪い．白相膚の発生過温は菌条の生育適温城 

にあり、土雄表層の水分や空気●度が畠いほと発病を誘発するが、その 

後の病状の進展は上接か乾くはど激しくなる．熱帯では一年を通じて発 

生可能てあるが、乾季とm季のはっきりしている地域では、育苗時期と 

の関係で乾季の終わりから雨季の初めにかけて激Lい発生の見られるこ 

とか多い．温帯地壊では主に夏季に発生する． 

病原菌と学名 Cb,1,cnau P0弟ii (こurzi ( = Sclernhun: ,oり3iz 

Saccardo) 。多犯性の土壌病原幽でいくつかの異名を持つが，比較的よ 

〈便われている異名にはHy加riupus cenlnfug:s (Lveill') Tu lasne . 

Cortunun cen/切‘gwu ( Lv ) Bresadola , H cucsune,n auct non 

Frank がある。日本植物病理学会の病名基準では、有性也代（坦f胞了） 

を耕認された宿主以外は病原曲名に＆1cm/turn ル鵬it Sacca司0を用いる 

ことになっている．これは本摘菌の有性世代（坦子胞子）の形成を確認 

した様告か極めて少なく、ー般的には明褐色の菌核の形成によって同定 

されていることに基づいている。 

英病名にUSouthern scierotium blight , Roif's bhght,Seedling 

blight , Scierotiuni root rot など様々な呼称があるが、最近は 

Southern scierotium blightが広く用いられる。和病名は古くから白 

紺病に統一されている。 

発生樹種と分布 木病菌は熱帯・亜為帯から温希地*にかけて広く分 

が、最も警戒すへき病害と言ってよいであろう (図版 1-~ 6)。

発生生態 木病菌は」二壌中に埋没した未分解有機質すなわち植物残造

を栄養源として繁殖し、また多くの雑草類か本病菌の落石的宿主として

重要な伝染源となる。形成された菌核は勅私や雨水によりまlnrllに拡散す

る。菌核は家畜により草と一緒に食されても消化されることなく糞とと

もに排出され、これも伝播の一方法となる。本病菌の発育適温は 25~

35℃と比較的高温性てあり生育限界も8~40 ℃と高温域に偏している。

生育可能な pH 範囲は 14~8 6、最適 pH は 3~65 であるが、中博.~アル

カリ側ては生育はきわめて悪い。白絹病の発生適温は前叢の生育適温域

にあり、土壌表層の水分や空気湿度が商いほと発病を誘発するが、その

後の病状の進展は上壌か乾くほど激しくなる。熱帯では一年を通じて発

生可能てあるが、乾季と雨季のはっきりしている地域ては、育苗時期と

の関係で乾季の終わりから雨季の初めにかけて激しい発生の見られるこ

とか多い。温帯地域では主に夏季に発生する。

病 原 菌 と 学 名 CDフブ旧〃〃''り脆 " Curz1( = Sc勿 冴〃〃〃 'o於〃

Sacczlrdo)。多ぢ鴎生の土壌病原菌でいくつかの異名を持つが、比較的よ

く使われている異名には什卿研かz騰 cei′カ所増7‘s(L ぎvelllき)Tulasne,

Com α〃〃ぞce〃f′所埋′“〃 (Lev )Bresadola," 訓じ〃〃?e′?も auCt non

Frankがある。 R本植物病理学会の病名基準では、有性世代 (坦子胞了)

を確認された宿主以外は病原菌名に Sdeかれ′mm 於〃Saccardo を用いる

ことになっている。これは本病菌の有性担代 (坦子胞子) の形成を確認

した報告か極めて少なく、一般的には明褐色の苗核の形成によって同定

されているこ とに基つ、いてい る。

巣病名 には Southern sclerotmm bl・ght,Rolf's bllght,Seedllng

bllght , Sclerotium root rot な ど様 々 な呼称 が あ るが、最近 は

Southern sclerotlum bllghtが広 く用いられる。和病名は古 くから白

絹病に統一されている。

発生樹種と分布 本病菌は熱帯・亜熱帯から温帯地域にかけて広く分
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布する多犯性の士壌生息性の病原菌てある。主として苗畑て林木（引葉 

樹・広巣樹）ー果樹・木木性工芸作物（特用樹）の苗木の根系と土画祭の茎 

を侵し萎ちょうtIII死を起こす。時に植我地で若木の枯損を起こすことも 

ある。各秤農作物や草本性工芸作物の畑地にも多くの発生報告がある。 

林木 モクマオウ（Casuarina eqwset加ha) ，キササゲ（Catalpa 

ovata) ，クス・ニッケイ （Cejinaneomun, spp.) ，クサキ（Ckm施CU1) 0)? 

spp ) ，スギ（Ciyptoenena ノ‘iponeca) ,コウョウサン（Ceenne,唇leanna 

加ceo后加），マチク（Denchocalannis late肋nパ）,ゲソケイジュ（LaunL 

mbms) ,タコノキ（Pant/anus spp ) ,モルソカネム（I七vasenentlies 

血ka (anの,タイワンギリ（Paybwina fortuneカ ，マツ（Finns spp ) ，イン 

トシタン（Ptemca,加5 inc/icl鳶）,カシ（Qnextl恰 spp ) ，マホガニー 

(Snuetenia spp.）など。 

特用樹（つる性工芸作物を含む） アブラギリ（Aんwiles spp ）ダイサ 

ンチク（B切nblパ“vulgans) ，チャ（Cancel/ia sinensis) ，センナ（Cassea 

senna) ，カポノク（Ce,加加ntand,a) ,キナノキ（C,nc/eona sppJ ,コー 

ヒーノキ （Coffea spp ）オオイタビ（Rciパp"mla) ，パラゴムノキ 

(HCom bmst/icl酋司，マツリカ（Jasneenuen sanebaり,キャッサハ（Mant/cot 

esculentha) ，クワ（A/oats spp )，オリーブ（0/ca spp.）ーコショウ（Ptpei 

spp,) ，ルリタマノキ（Sanyo/n召androg）リlI司，スパ（Sm山Ia SCゆの，バニ 

ラ い5ani11a p/a ce加hd など。 

果樹 ギュウシンリ （Annona J eticulosa ，パラミツ・パンノキ 

(Artocaゆus spp ) ,バパイヤ（Canca pゆので）,柑橘類（cIt/its spp ) ，ト 

リアン（Duno 2i加伽m司．ヒワ（D70加hyaノゆonica) ，イチゾク（Rc/Is 

canca) ，リンゴ（Ala/us spp ) ，マンゴー（Mm菅加m mdi,m)‘バナナ 

(Meパ“spp ) ,ブトウ（n(is one勇,d など。 

花木・緑化樹 アオノリュウゼツラン（Agave mnnencana)，ブーゲンビ 

レア （Bongam oil/ca 助cc/a/n/is ) ，ファイヤーボール（C'dhandra 

haematococca) ，チャラン（Ch/ova nt/ensゅwatt司，ジンチョウゲ（Dゆ/2m 
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布する多ぢ巳作の‐L壌生息性の病原菌てある。主として苗畑て杯本 (針葉

樹・広梨樹)・果樹・木イぐ門;工芸作物 (特用樹)の苗木の根系と地際の茎

を侵し萎ちょう枯死を起こす。11寺に植栽地で若木の私損を起こすことも

ある。各種農作物や草本性工芸作物の畑地にも多くの発生報告がある。

林木 モ クマ オウ (C偽ぎmm α幻′r′5er狗′′"), キササ ゲ (Cメロめ"

w 鰭"), クス ・ニ ッケ イ (Cmmmom ぞ"〃 spp.), クサ キ (C/g舟遊〃‘/′ojz

spp ), ス ギ (Cブか rome′?"ノリ のzfm), コ ウ ヨ ウザ ン (Cmm7 増加“幽

霊′7ceoなり ,マ チ ク (De′zみ o似‘mm‘" 〆扉のws ゲ ッケイジュ (乙加 川s

7の災厄 ), タ コ ノキ (P 伽 ぬ ms spp ), モ ル ソカネム (凸〃“sme 〃拍es

た /mf"?m), タイワンギ リ (P"〃/α鯛 ?q力“〃〃効 ,マツ (P!′′7rsspl)), イン

トシ タ ン (P 卿ひ僻め′f"′?〆′αは), カ シ (Q〃emrs spp ), マ ホ ガ ニ ←

(Smere 〃/"spp.) な ど。

特用樹 (つる性工芸作物を含む) アブラギリ (A/e′f'7fesspp,) ダイサ

ンチ ク (βmm 凝 "〃〃をα'7s), チ ャ (Cmjze/′!"" 〃e′zs為), セ ンナ (C"ssm

se〃“"), カポ / ク (Ce′0〃Pe;2仙 遊 "), キナ ノキ (Cm 〆柳 24 spp.), コー

ヒー ノキ (Cの宛"spp ) オオイタビ (F7αsP〃〃?液 ), バ ラゴムノキ

(甘e〃e"もJds乙/?e;7s′s),マ ツ リカ (鳶 sm72r′''7mm 彰‘), キャ ッサバ (川口'油 研

esc〃/g"r/′"), クワ (贈りms PP), オ リーブ (0/eq spp.), コシ ョウ (Pゆeγ

spp.), ル リダマ ノキ (Sd′fm戊姻 "mm 柳 川◎ ,スバ (S77′加 川 sどめの ,バ ニ

ラ (t復旧""〆"〃頻り/ など。

果 樹 ギ ュ ウ シ ン リ (A〃'zoi7"′だ"αdosの ,バ ラ ミツ ・パ ン ノ キ

(ん海鉱物′rsspp), パパイヤ (Cm7c α無 Pのめ ,柑橘類 (α力服 spp), ト

リアン (D〃′?o" わe′“‘〃〃s), ヒワ (E'?ob 所リ竹ノ"Pの皮α イチ ジク (Fmfs

m 鑑α), リン ゴ (屑α/′!s spp ), マ ン ゴー (財の壇舵 mzm たα), バ ナ ナ

(屑鷹"spp), ブ トウ (1/zfぼり〃唾≧'") など。

花木 ・緑化樹 アオ ノリュウゼツラン (Agwe 鯛 2em 鋼α), ブー ゲンビ

レ ア (βo雌雄〃り′〃e"specr αるz/′s), フ ァ イ ヤ ー ポ ー ル ( Cm をのめロ

/mem 口fococcq), チ ャラン (C用の口旧知離郷 mr′郎), ジンチ ョウゲ (Dd 鱗〃β
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0而rn/a) ，ハリマツリ （Dman/a rcei司，マクノリア（Magizol雌 spp ) , 

ハラ（Rosa spp ) ，ユノカ（Yucca spp ）など。 

発生報告は亜寒帯以北と乾燥地を除いた南北両半球の各地からもたら 

されている。すなわちアンア（ブルネイ・中国ーインド・インド不／ア・ 

イラン’日本‘韓国・マレーシア・フィ リピン・スリランカ・タイー台 

湾）、アフリカ（ガーナ・ケニアーマラウイ・モーリンャス・セネガル． 

南アフリカータンザニア・ウカンターザイー ル・サンビア）、欧州（ギリ 

ンャ・イタリア・ロシア）、大洋州（オーストラリア‘クノク諸島・フィ 

ジー・ニュージーラント・パプアニューキニア・トンガ‘西サモア）、北 

米（カナダ・メキシコ・アメリカ）、中米（キューバ・エルサルバ~ル・ 

ジャマイカ・プェルトリコー トリニダートトバコー仏領アンチール諸島 

米領バージン諸島）、南米（アルゼンチン・ブラジル・チリ・コロンビア・ 

ペル」・ベネズエラ）なとである。 

防除対策1）育苗管理 

a除草を始めとする苗畑衛生の徹底が本病の潜在的感染源を除くた 

めに有効である。 

b 前作の残根を出来るだけ少なくするよう丁寧に堀りとる。 

C 枝菓残渣を埋め込まぬように気をつける。埋役した枝条は本病菌 

の格好の繁殖場所となる。 

d深耕天地返しは主要伝染源てある菌核の殺滅に有効である。 

e，早期発見のため養成苗木か生艮して床面をうっぺいするようにな 

ったら、少なくとも日に一回は苗木を手てかき分けて木病発生の有 

無を確認する。 

L発生を見つけたら直ちに病苗は抜き取り焼却する。地表に形成さ 

れた菌核は移植ごてなどで土と一緒にすくいとリ病苗とともに焼 

却する。 

2）薬剤防除 

a発生地の病苗堀取り跡地にはPCNB剤（Pentachloronitrobenzen)粉 

ー－ 22 

odのメロ), ハ リマ ツ リ (D〃'鯛 超 '印 鋤 s), マ ク ノリア (個"g"o" α spp),

ハ ラ (尺osα spp), ユ ノカ (" にm spp,) な ど。

発生報告は亜寒帯以北と乾燥地を除いた南北両半球の各地からもたら

されている。すなわちアジア (ブルネイ・中匡1・インド・インドネンア・

イラン ・R 本 ・韓国 ・マ レー シア ・フィ リピン ・ス リランカ ・タイ ・台

湾 )、 ア フ リカ (ガ ー ナ ・ケ ニ ア ・マ ラ ウ イ ・モ ー リ ン ャ ス ・セ ネ ガ ル ・

南アフ リカ ・タンザニア ・ウカ ンタ ・ザ イール ・サ ンビア )、欧州 (ギ リ

ンャ ・イタ リア ・ロシア )、大洋州 (オース 1、ラ リア ・ク ノク諸島 ・フィ

ン - ・一エー ジー ラン ト・パプアニュー キニア ・ 1・ンガ ・西サモア )、北

米 (カナダ ・メキシコ ・アメ リカ )、中米 (キューバ ・エルサルバ 1 ル ・

ジャマ イカ ・プエル トリコ ・トリニダー トトバ コ・仏領 ア ンチール諸島 ・

斗:領 バー ジン諸 島 )、南米 (アルゼ ンチ ン・ブラジル ・チ リ・コロンビア ・

ペルー ・ベ ネズエ ラ ) な とであ る。

防除対策 1)育苗管理

a除草を始めとする苗丈al衛生の徹底が本病の潜在的感染源を除くた

めに有効である。

b 前作の残根を出来るだけ少なくするよう丁寧に堀りとる。

c枝葉残濫を埋め込まぬように気をつける。埋没した枝条は本病菌

の格好の繁殖場所となる。

d深耕大地返しは主要伝染源てある苗核の殺減に有効である。

e,早期発見のため養成苗木か生長して床面をうっぺいするようにな

ったら、少なくともRに一同は苗木を子てかき分けて本病発生の有

無を確認する。

f.発生を見つけたら直ちに病苗は抜き取り焼却する。地表に形成さ

れた菌核は移植ごてなどで土と一緒にすくいとり病菌とともに焼

却する。

2)薬剤防除

a発生地の病苗堀取り跡地には PCNB 剤 (Pentachloromtrobenzen) 粉
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剤の土壌混和が有効である。 

bカス燻蒸処理は最も有効な土壌消毒てあるか、フォルマリン、 ク 

口ールピクリン、 メチルブロマイ ト、カーハム剤なとの燐蒸剤は、 

気温の高い熱帯ではすぐに気化するため使い難く、かつ人畜に対す 

る毒性も高いので、使用するときは厳重な圧意を要する。 

Cトリコテルマ菌（Yr/c加dennami鹿）の生菌胞子製剤か人于可能な 

らば、発病地の上壌に施用する。 

診断の要点 中に若木から成木の根系か侵される。侵された根系の表 

面には紫褐色から黒褐色の菌糸膜が覆い、しはしは樹脂の流出と－Ii砂の 

付着により黒変した厚い菌糸体を形成する。根系の1/4 ~1/3 か侵さ 

れると、罹病樹の地ート部は葉か小形化し、また黄化して菓の量も減少す 

る。次いて枯れ枝が見られるようになリ、最後には令体か黄化ないし赤 

褐変して枯れる。この頃には根株命体が黒褐色の厚い菌糸体に覆われ、 

皮層およひ靭皮組織の空隙には黄白色の菌糸か詰まリ、また辺材部は腐 

朽が進み、淡黄色の菌糸塊が斑入リ状に入り、霜降リ状を呈する。これ 

らの病樹皮と霜降り模様の入った辺材腐朽部は‘きのこ’の匂い（シイタ 

ケほだ木の匂い）がする。菌糸体はしばしば幹の地際部から20 -3 0cm 

の高さまてはいlLかる。椛病樹は強風に弱く、しばしば根返リを起こし 

て倒状する。このような寝返り木や折損が起きると、根株や倒状木の裏 

側て地面に密着していない部分に、栗褐色～濃茶褐色て表面に微細な孔 

が沢山ある堅い背着性のきのこ（子実体）を形成する（図版2-L2), 

以上の診断特徴（病・標徴）の中て最も顕著な特徴は、推病樹根系か 

ら幹地際部の樹皮表面を覆う黒色菌糸体の形成と、病樹の辺材部に認め 

られる談黄白色の霜降リ模様てある。このような材部や収皮組織の小I吉 

を流水沈浄後にFDA平板培地に並べて分離すると、初め黄色のち橙褐色 
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剤の土壌混和が有効である。

b カス煙晶処理は最 も有効なt 壌消毒てあるか、フォルマ リン、ク

ロール ピク リン、 メチルプ ロマ イ ト、 カーハム剤 なとの漣蒸 剤は、

気温の高い熱帯ではすぐに気化するため使い難く、かつ人畜に対す

る毒性も高いので、使用するときは厳重な任意、を要する。

c トリコテルマ菌 (“た′zodemm 卿可e)の生還1胞子製剤か人千可能な

らば、 お丙地の上壌に施用する。

みもみねくされびょう

6)南根腐病

診断の要点 守に若本から威オ・の根系か侵される。侵された根系の表

面には紫褐色から黒褐色の菌糸隣が覆い、しはしは樹脂の新調iと上砂の

付着により黒変した厚い菌糸体を形成する。根系の 1/4~1/3 か侵さ

れると、擢病樹の地-卜部は葉か小形化し、また黄化して葉の最も減少す

る。次いて枯れ枝が見られるようになり、最後には全体か黄化ないし赤

槌変して枯れる。この頃には根株全体が黒褐色の厚い菌糸体に覆われ、

皮層およひ靭皮組織の空隙には黄白色の菌糸か詰まり、また辺材部は腐

朽が進み、淡黄色の菌糸塊が斑入り状に入り、霜降り状を呈する。これ

らの病樹皮と霜1降り模様の入った辺材腐朽部は‘きのこ'の匂い (シイタ

ケほだ永の匂い) がする。菌糸体はしばしば幹の地際部から20~30cm

の高さまてはい-1・かる。稚病樹は強風に弱 く、しばしば根返りを起こし

て例状する。このような寝返り水や折損が起きると、根株や側状木の裏

側て地面に密着していない部分に、栗褐色~?農茶褐色て表面に微細な孔

が沢山ある堅い背着性のきのこ (子実体) を形成する (図版 2‐1,2)。

以上の診断特徴 (病 ,標徴) の中て最も顕著な特徴は、縦病樹根系か

ら幹地際部の樹皮表面を覆う黒色菌糸体の形成と、病街の辺材部に認め

られる炭黄白色の霜1降り模様てある。このような村部や親皮組織のノJ・ノキ

を流水洗浄後にPDA 平板培地に並べて分離すると、初め黄色のち檀褐色
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の粥最が高率に検出される。これが本膚’Iの鶴叢で、培養施aのあると 

ころては机織分離による培養からも同定か出来る． 

発生生態 本痢の発生は林木・果樹・1 芸作物の人I'植林地（プラン 

テーンョン）もLくは緑地てあり、ふつう天然林には集団発生は見られ 

ない．一・般的にはます強風によリ鳳倒木ないし折担木か出て、その根株 

にm原菌が繁嫡し、それから汚染した根系を透Lて晴接木に伝染する． 

木病曲は澱粉を七体とする炭水化物を栄養原として繁殖する先is'的分餌 

者であリ、土壌中の新鮮な未分解有機質（残根や落枝条、あるいは新し 

い伐根株）を繁殖原とLて刊用し、ついで高まった感1‘力によリ抜触し 

た生樹の根から侵人感染して、根系から地際の幹まて蔓基し、生if木を 

枯死させてしまう． 

感染巾心てある伐根株から用リの健全樹への根系接触伝染によリ仏 

播か始ずるのて、初めは感染中心に向いた側の根か侵され、しばらくは 

地上部には何の変調も見られない．罹病部の拡火によリ根冠部の'/4 

-'/3ほどの太根が黒掲色の角糸体に履われてしまう頃から、診断の要 

点で述へた地h部の変調が現れ、外観的に異常をdめるようになる．そ 

れ以後は病状の進行は比較的連やかで、肩謝はまもなくタ体が赤掲変ま 

たは賞掲変Lて枯死に至る．枯兇する頃には根気部全体から幹の-F部ま 

で黒色の菌糸体に履われているのか普通で、今度はこの枯死樹か新たな 

雌染極となって、より外餌の健全樹へと伝播か進行し、枯損被害は点状 

から群（団）状へと移わする。 

汚染仇根株あるいは羅病枯死樹における木病蘭の感染能力丹統慨関あ 

るいは生存期間についての調査はないが、他クH・襲伝染性病害の例から 

みて、少なくとら敵年簡は活性かあるものと思われる． 

病原菌 PI,elhn,s noxms (Cornei) Cunningham〔＝Fo,,ies SIOAU(S 

Corner. Fames Iamaens:s sensu Yasuda non Murrill, C;yptodemsa 

/amaensis (sensu Yasuda) Imazeki).和名 シマサルノコシカケ（異 

名 キコロシサルノコンカケ）．本病曲はシンガポールからFbsnes 

-2‘ー 

の{霜叢が高卒に検出される。これが小病菌の菌畿で、培養施設のあると

ころては組織分離による」音養からも同定か出来る。

発生生態 本病の発生は林木・果樹・ー1芸作物の人=植林地 (プラン

テーンョン) もしくは緑地てあり、ふつう天然林には集団発生は見られ

ない。一般的にはます強風により風倒木ないし折損本か出て、その根株

に病原菌が繁殖し、それから巧集した根系を通して隣接木に伝染する。

本病菌は澱粉を主体とする炭水化物を栄養{原として繁秀止する先駆的分解

者であり、土壌中の新鮮な未分解有機質 (残根や静枝条、あるいは対し

い伐根株) を繁殖源として利用し、ついで高まった感染力により接触し

た星粉の根から侵入感染して、根系から地際の幹まて蔓延し、生立水を

枯死させてしまう。

感染中心である彼根株から周りの健全樹への根系接触伝染によリィム

橋か始まるのて、初めは感染中心に向いた側の根か侵され、しばらくは

地上部には何の変調も見られない。擢病部の拡大により根冠部の 1/4

~i/3 ほどの大根が黒褐色の菌糸体に覆われてしまう頃から、診断の要

点で述へた地 1素=の変調が現れ、外観的に質常を赤めるようになる。そ

れ以後は病状の進行は比較的速やかで、病樹はまもなく全体が赤掲変ま

たは黄掲変して宿死に至る。枯死する頃には根冠部全体から幹のーず・部ま

で黒色の菌糸体に覆われているのか普通で、今度はこの枯死聞か新たな

感染源となって、より外側の健全樹へと伝播か進行し、オ古損被害は鳥JI人

から群 (団) 状へと移行する。

汚染ィ丸根株あるいは擢病枯死樹における水病菌の感染能力丹続機関あ

るいは生存期間についての調査はないが、他の十壌伝"き性病害の例から

みて、少なくとも数年間は活性かあるものと思われる。

病 原 菌 別覆お7′ず卸そo1擢s(Cornel)Cumunghanl 〔=Fo'izes 〃似〃′s

Corner , Fo 〃把s 毎〃旧釧 szs sensu Yasuda non Murnll,C') 夢 rode′フ〃"

‘"'〃"ez7sな (5cnsu YasL・da)lmazel(i 〕、和名 シマサル ノコシカケ (異

名 キ コロシサル ノコンカケ )。小病菌はシンガポ一ルか ら Romes
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)?Ok)?(S Cornerと命名記載され、のちニュージーラントてPI,elhnus 

noュi,ts (Cornei) Cunningham と改名された”l了菌亜門、菌蕈綱、ヒタ 

ナシタケ日、サルノコシカケ科の菌である。わが国ては安田(1916）に 

より小笠原から報告され、近年沖縄南部の島々の防風林退廃の病原菌と 

して報告されている。安田か本菌の子実体をFoines lemaensisと誤同 

定したため、わが国ては長くこの学名て呼ばれていたか、沖縄産の了実 

体と小等原産の子実休の比較検査により同－ 菌てPha/linuIs IIOtIUS 

に01 neりCunn ingh am てあると同定された。台湾から沢田（1934）に 

よりクスノキ立枯病曲F'o,nes HUMUS Corner（キコロシサルノコシカケ） 

と報告された菌も同一菌であり、和名はシマサルノコンカケ（安田, 

1932）の異名とされた。また立枯病の病名は稚苗の立枯病と紛らわしく 

成樹の病名としてふさわしくないことから、あらたに南根腐病の病名が 

与えられ（阿部ら、1990)、立枯病はその異名となった。英病名は特に定 

まったものが無かったので、Southern root rot と名付1」られた。 

発生樹種と分布 本病菌は主としてオセアニア、アシアの熱帯・亜熱 

帯地域において、古くからパラゴムノキ・コー ヒーノキ・カカオなどの 

大規模枚培工芸作物（エステート作物）に大害を与える病原菌として知 

られていたもので、宿主作物も針巣樹・広葉樹ともにきわめて広く、多 

犯性の士壌病原菌である。近年はアフリカからも被害報告かある。本病 

菌の宿土は以下のとおりてある。 

林木 アロウカJ ア（んiui(C(iflU spp ) ，アカシア（Acae,a spp.) ，シマ 

カゴノキ（Actuuuodaphne pethcellata) ，ギンネム（Albwa spp ) ，アカギ 

(B,sclioがa J avama)，テリハボク（Catop如mII)? /12”加脅uiii) ，モクマオウ 

にasuanna eqi‘冨et加ha) ，チャンチン （Cethela spp ) ，カナレッテ 

にm請“amoil,刀“) ，とョウタンノキ（Oesce;,a oujeな）‘ンノソノキ 

(Dalbeigia 5/850) ，カポ』ル（Diyobalanops spp ）ユーか) (Eucalyptus 

spp ) ，イヌヒワ・インドポタインユ（F/mIs spI )‘フクギ（Cmmm 

suthellゆtka) 、 タブノキ（Macli功us spp ) ，タイワンセンダン（Me/ia 
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j7Qwfs Comer と命 名 記 載 され 、 の ちニ ュー ゾー ラ ン トて P庇〃〃〃rs

“oA勿 (Comcl)Cunllmgham と改名された針i了菌亜門、緒章綱、ヒタ

ナシタケ n、サルノコシカケ科の菌である。わが国ては波 ER(1916) に

より小笠原から報告′され、近年沖縄南部の島々の防風林退廃の病原菌と

して報告されている。安江1か小菌の千実体 を Fomes lemaens1s と誤 1司

起したため、わが園ては長くこの学名て-1テばれていたが、沖縄感の了実

体 と小零;原産の子実体 の比較検査に よ り同一前て P/ze//zimsi?otms

(Come ・)Cunn11 ・ghanl てあると1司定された。台湾から沢田 (1934) に

よりクスノキ立砧病憩おoi'′総則Ams Comer( キコロシサルノコシカケ)

と報告 された菌 も同一菌であり、和名はシマサルノコンカケ (安 田 ,

1932) の異名とされた。また立私病の病名は椎苗の立砧病と紛らわしく

政樹の病名としてふさわしくないことから、あらたに商機闘病の病名が

与えられ (阿部ら、1990)、立柚病はその異名となった。英病名は特に定

まった ものが無か ったので、 Southern root rot と名付 け られた。

発生樹種と分布 本病菌は主としてオセアニア、アシアの熱帯・亜熱

帯地域 において、古 くか らバ ラゴムノキ ・コー ヒー ノキ ・カカオな どの

大規模栽培工芸作物 (エステート作物) に大害を与える病原菌として女u

られていたもので、宿主作物も針葉樹・広葉樹ともにきわめて広く、多

巧巴EEの土壌病原菌である。近年はアフリカからも被害報告かある。本病

菌の宿主は以下のとおりてある。

林イ、 ア ロウカ リア (Aたmm ′7‘zspp), ア カシア (Ac"""spp.), シマ

カゴノキ (Ad“似忽がり恕Pm′ce肋超), ギンネム (A偽′〃"spp), アカギ

(βはげzo姉ねノ"〃"〃?c"), テ リハ ポク (Cd/Dメリ′〃′′′'mm メリ'′/〃め ,モ クマ オウ

(Cαszrmm α eqzr格βあら/′"), チ ャ ンチ ン (Cm ′〃/"spp ), カ ナ レ ッ テ

(Co な殻" 中川〆〃′"), ヒ ョ ウ タ ンノキ (c だsce′〆′" 伽ノere), ソ ノソノ キ

(Do あのgm smo), 力ポー ル (D り′o卿腐そDPsspp) ユー カ リ (Ezfc"り漸騰

spp ) イ ヌヒワ ・イン ドボタインユ (Fた〃 spp ), フクギ (Gので‘〃′"

szfbe′伊方c")、タブノキ (屑鑑慶応 spp ), タイワンセンダン (』セル〃
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o2e山mch)，マツ（乃川IS Spp )，イヌマキ（Pbdhmゆ11$ Imuo,山・II")‘ボ 

プラ（Papa/us spp )，マホカニー（助ieteim spp.) ．チーク（Teelona 

伊widis)など． 

特用樹（つる性’L芸作物を含む） ラミー（Boelirnena mim)，チャ 

(Camel/ia si,,eiisis ，センナ（Cass.a spp )，メキンココムノk (Crn,jilloa 

.IhsIjm ) ，カポッ ク （（えゆa 加'I加I,功'7 ) ，クスノキ・ニ・ノケイ 

(Cinuaniouzutu spp.) ，ココヤシ（Cocos ;Iu(i(el司，コーヒーノキ(Cq施a 

spp )，アプラヤシ（EI加is gunteens司，コカノキ（E,ythroay加i spp ) ，ノぐ 

ラゴムノキ(Ilevea bwsthenses) 、ャノサバ（Maui/tot spp )，ナツメク 

（制，,istsm加gmis) ．コショウ（Piper川gJlm) ．チョウン（みzyguiin 

spp )，カカオ（Theob;o;aza cacao）など． 

果樹 ハンレイシ（Annoys spp ) ．バンノキ（ル加Ca加●spp )，柑1西 

頬(Cd,us spp ) ，リュウカン（＆ゆIto no tangom) ，マンゴスチン 

( Gwcnna inwigoskasa) ，ランサ（LInsli',,l db,nesh'm ) ，マンコー 

(Hml馴feux indka) Iゲッキツ類（H川7Wya nohm ) ．ランプータン 

(Neplielium lap加‘'II」II)，アポカト（1そ,sea spp.) ，プトウ（Vt/is osn1ea) 

なと。 

花木I緑化樹 ョウテイポク（Bauli,i,ia ,metaoyl)．フーゲンヒレア 

(Bougainwllea S加c/a/n/is)，セイョウコバンノキ（B,eynia inuosa)アメ 

リカハンマツリ（ふmlelsa, a,nencana) ．トックリキワタ（C/to,・SW 

$加c,osa)，ヘンョウホク（Cailtoetu wit Fegalu司，ホウオウホク（De/ani. 

旭gIa)．タイワンレンギョウ（Dutantapltt川teii) ，デイゴ(E,tlinm 

spp )，クチナシ（（助1たtue spp ) ，キツタ頬(Kedern austin加,功，プ・ノ 

ソウゲ(H,bsscus spp.) ，アゾサイ（Hydnvjgeo spp.) ，タイワンイズセン 

リョウ（Haea fonuosana) ，ナンョウサクラ（M川lll?? lO cola/turn) ，キパ 

ナキョウチクトウ（I7thvel:a peniwoita)なと． 

分布 アシア（プルネイ・巾国・インド・イントネンア・日木・マレー 

ンア・ミャンマー・パキスタン・フィリピン・スリランカ・タイ・台心・ 
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Qzedqmcb) ,マ ツ (Pzimsp1)) イ ヌマ キ (Po 命じmpzrs''ぽに′のめ'〃"), ポ

プ ラ (Po 戊申fs spp ), マ ホカニー (Szv′〃′〃〃′〃 spp,), チー ク (7亥 わ〃α

gmii 感s) な ど。

特用樹 (つる性
-L
芸作物 を含 t ) ラミ- {β健か〃の7"〃′ジe"), チャ

(Cm--e′′-" 川g1そもそも), セ ンナ (CqssfαsI)P), メキンココム ノキ (Cぬ館 !m

e魚群ぞm), カ ポ ッ ク (α′加 Pej加 川′“ ), ク ス ノ キ ・ニ ソ ケ イ

(C 翻そ"ヂーmm{"{ spp,} ,コ コヤ シ (Cocos""" 勉 "), コー ヒ… ノキ (Co が m

spp), アブ ラヤ シ (E/解′sg 肋 z健〃sバ), コカ ノキ (βリノ′ありリブ〃〃spp), バ

ラゴム ノキ (rlgo微 かα網旧態 s), キャ /サバ (ハイ""‘′?or spp), ナツ メク

(ハあり′s′′c" “"停留 7s), コ シ ョウ (P ゆerノ′増川i〃), チ ョウ >( 励めぎ〃〃〃

spp), カカオ (T!紹ob?o〃ぞ" 照雄 Q) な ど。

果樹 ハ ンレイシ (月mmJm spp), パ ン ノキ (Aim 佃小郡 spp), 柑橘

類 (.Cmm spp ), リュ ウカ ン (& 中海〃"/ の増α〃α), マ ン ゴ ス チ ン

(Cmcmm m" 増価加川 ), ラ ン サ (乙のる〃〃〃 dome 新旧〃“ ,マ ン ゴ ー

("加 増舵川 “感じの ,ゲ ッ キ ツ類 (Mm 川洲 β入山ご"), ラ ン ブ ー タ ン

(~〃カルe/〃“〃‘"粥川α′o〃), ア ボカ ト (Pのsm spp.), ブ トウ (!ノける〃“〆≧ノ〃)

なと。

花木 ・緑化樹 ヨウテイボ ク (βαmm ′mm 役 moも"), フー ゲ ンヒレア

(β俳壇"m り協 msPg ほめ′/ ,セ イ ヨウゴバ ンノキ (βだy〃′〃J〃〃os" ア メ

リカハ ンマ ツ リ (βm 虎禽′" 伽燭 7m 〃〃), トッ ク リキ ワ タ (C/'0′7s′"

sPecms 〃), ヘ ン ヨウホク (Co 山僻 mm" 〃#"′捌け ,ホ ウオウボ ク (De/o〃7入

′eg′"), タ イ ワ ン レ ンギ ョウ (D〃〃〃〆〃〆〃m 陀〃), デ イ ゴ (E′y効ノ7〃"

spp), クチナ シ (Cm ぜβ〃m spp), キツ タ類 (嵐edem"! ‘s館山"〃〃), ブ ソ

ソウゲ (H′かscz娼 spp.), ア ゾサ イ (町 泊 m 増mspp.), タイワンイズセ ン

リョウ (屑 "ぬαた mmMm), ナ ン ョウサ クラ (屑〃〃加増m ご認め′〃"), キバ

ナキョウチクトウ (鞍 eリメmpm ′〃‘のめ なと。

分布 ア シア (ブルネイ ・中国 ・イン ド・イン 1、ネンア ・日本 ・マ レー

ンア ・ミャ ン マ ー ・パ キ ス タ ン ・フ ィ リ ピ ン ・ス リ ラ ン カ ・タ イ ・台 湾 ・
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ヘトナム）．大洋州（オーストラリア・フィンー・マリアナ藷島・ニュー 

ゾーランド・ニュープリテス・パプアニューギニア・ハヌアツ・西サモ 

ア）、アフリカ（アンゴラ・カメルーン・中央アジア・コートジポアール・ 

ガーナ・ケニア・ナイジェリア・タンザニア・~ーゴ・サイー,り'中米 

（コスタリカ・キコーハ・プエルトリコ）なと。 

防除対策a防風林や植林地に風倒木か出た場合は、地際から化採L根 

株は堀リ上げて感想させ、本病閑の繁殖を防」する。 

b間伐その他の伐採予定本はあらかしめ環状剥誉をし、樹冠か萎ちょ 

う枯死L樹皮がすっかリ乾いてから化探する。 

C 発綱相は伐採し、根株は堀りートげて乾かした後焼却する． 

d病原菌の繁殖した化採根株または風倒木の根株は、周囲の状況によ 

リ、ヒニール被楓を行ってガス増墓をするか，枯れ軍を嶺んて焼き 

払う． 

e防風林なとの保表林ては、感染発病卿の周囲に（すく外側でなく、I 

-2本外側に）防除虞を堀り、堀リあけた上にPCNB扮剤をa和し 

て埋め戻す。 

7)業鶏 

噺の要点 主に若木の枝幹に発生する。始め樹皮に慶掲色のやや陥 

度1..た病P1を形成し、これは急速に拡大して技幹をひと巻きする．太枝 

や幹ではしばしば病患部の樹皮に亀製を生し．やや彫らんて粗遣とな 

る．やがて報い茎ては病塩全面を覆って、太枝や幹ては病血の上ートの繰 

に．灰桃白色の喬いにかわ状のm糸農を形成し、時に子央層や坦了胞子 

の形虞により、大面がI分状を呈する．糾斑か枝や幹、茎やつるをー周す 

ると、その上部はしたいに葉か賞化し、あるいは水分を失って萎れて枯 

れる．太牧や幹ては枯死に至らなくとも、風によって病皿部から折損す 

ることか多い（図版2・3. 4). 
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ヘ トナム )、大洋州 (オー ス トラ リア ・フィジー ・マ リアナ諸島 ・ニュー

ジー ラン ド・ニュ一 ブ リテス ・パプアニュー ギニア ・ハ ヌアツ ・西サ モ

ア )、アフ リカ (ア ンゴラ ・カメルー ン・中央ア ジア ・コー トジボアール ・

ガーナ ・ケニア ・ナ イジェ リア ・タンザニア ・ 1- ゴ ・サ イール )、 中米

(コスタ リカ . キューハ ・プエル トリコ) な と。

防除対策 a防風林や植林地に風倒木か出た場合は、地際から伐採し根

株は掘り上げて感想させ、本病菌の繁殖を肋」」する。

b間伐その他の伐採予定水はあらかしめ環状剥離をし、樹冠か萎ちょ

う枯死し樹皮がすっかり乾いてから伐採する。

c発病樹は伐採し、根株は掘り下げて乾かした後焼却する。

d病原菌の繁殖した伐採根株または風倒木の根株は、周囲の状況によ

r)、ヒニール被覆を行ってガス嬬慈をするか、枯れ草を積んて焼き

仏う。

e防風林なとの保安林ては、感染発病(閑の周囲に (すく外側でなく、1

~2 本外側に)防除講を堀り、堀りあげた上にPCNB 粉剤を混和し

て埋め戻す。

あかころもびょう

7) 赤衣病

診断の要点 主に若ィ・の枝幹に発生する。始め樹皮に榛褐色のやや陥

没した病班を形成し、これは急、速に拡大して枝幹をひと巻きする‐大枝

やぢではしばしば病患部の樹皮に亀裂を生し、やや膨らんて細造とな

る。やがて細い茎ては病斑全面を覆って、大枝や幹ては病魔の上
-1
・の緑

に、漆桃 n色の薄いにかわ状の菌糸瞬きを形成し、時に子尖層や粗了胞子

の形成により、大面が粉状を呈する。ヲ丙斑か枝や幹、茎やっるを一周す

ると、その上部はしたいに巣か黄化し、あるいは水分を失って萎れて枯

れる。大枝や幹ては枯死に至らなくとも、風によってヲ内患部から折損す

ることか多い (図版 2‐3,4) 。
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本病の最大の診断特徴は、病患部全面を、あるいは病功上下の縁の部 

分を覆って形成される、桃白色の菌糸膜てあり、これはのち子実層と坦 

了胞子の形成により粉状を呈する。 

病原菌 Corhcwn, sahiiwitcoloi Berkeley et Broome。 一時 

Phanemc加etc solmwiicolor (Berk dBr ) Juheb か用いられたか、最近 

はE,ytftnrium S{tiluio?l?C010i (Berk. ci Br ) But dsa!l の学名が用いられ 

つつある。英病名（pink disease）も和病名も、茎幹の病患部に形成さ 

れる病原菌の曲糸膜の色（桃色系）から来ている。 

子実層は宿tの樹皮表面を覆う白色ないし淡桃色の菌糸層の表層に発 

達し、視棒状の坦了器(basidium）を並列する。坦子器は無色、円筒状 

～机林状、無隔壁、直または僅かに曲がる、大きさ12-34 5< 5.5 -12 

pm ,頂部に4個の小柄（sterigma) を有し、その上に各一個の坦子胞子 

(basidwspote) を生する。坦子胞子は無色、単胞、卵形、大きさ8- 14 

X 5~lOp flL 

発生樹種と分布 木病は主として熱帯・亜熱帯地域て林木・果樹‘観賞 

樹木・丁芸作物なとに発生し、胴枯性ないし枝枯」」病害を引き起こす。 

時には温帯地域にも発生し、わが国ても従来は亜熱弗圏の沖縄・鹿児島 

両県下の島々て相橘類を中心に被害報告かあったが、近年長野県や群馬 

県ートてリンコやイチョウを始めとする様々な樹種における発生がしら 

れ、分散拡大が注目されている。熱帯・亜熱帯地域における主な被害樹 

種を以－卜に列挙する。 

林木 アカシア（4cacia spp ) ，アガチス（Agathis spp,) ,ブキャナニ 

ア（Buc加22(71m spp ) ,モクマオウ（（二’dsuanna spp ) ，ヒョウタンノキ 

(Crcscentm cu/etc）ス午( C3ptonienc sP )カトンラウト（Cyneme加 

)(2n2 展J in) ,シーリ ンギア （Deel?)唇Ui 5p ) ，コクタン （DmSI)y105 

加IリjpmCliS司 ，ユー カリ（Eucaり，lus spp ) ，イヌピワ・イントポダイジ 

ュ（Fires spp,) ，メキンコライラソク（Ghricidsa sepn 助、ジャイアント 

イピルイピル（Lel(caefla んucoce 加励,ポド（Fb山ccゆits gracih01) ，ポ 

ー－ 28 

本病の最大の診断特徴は、ヲ内患部全面を、あるいは病魂上下の緑の部

分を覆って形成される、桃白色の菌糸膜てあり、これはのち子失層と牡i

T胞子の形成により粉状を呈する。

病 原 菌 Com ご′〃m m 無 o〃′の /m B er1くeley etBroom 一 時

那加 ?erodmefemf}}70;} ぼり/or(Berl ‘ et Br)Juhch か用 い られたか、最近

は Eリゲル′?c′zrm sm“mm の /or(Berk.et Br)Buldsall の学名が用 い られ

つつある。英病名 (p11lk d1 easc) も和病名 も、茎幹の病患部に形成さ

れる病原菌の1豹糸膜の色 (桃色系) から来ている。

子実層は宿一二の樹皮表面を覆う白色ないし淡桃色の菌糸層の表層に発

達し、根棒状の坦了器 (basidーum) を並列する。坦子器は無色、円筒状

~ 祝棒状、無隔壁、直または僅かに曲がる、大きさ 12~34 × 5.5~12

"m, 頂部に 4個の小柄 (sterlgma) を有し、その上に各一個の胆子胞子

(bas1dIQspote) を生する。坦子胞子は無色、単胞、卵形、大きさ 8~14

× 5~10 “ nl。

発生樹種と分布 本病は主として熱帯・亜熱帯地域て林木・果樹・観賞

樹 、.工芸作物なとに発生し、胴粘性ないし枝枯19病害を引き起こす。

時には温帯地域にも発生し、わが凹ても従来は亜熱帯圏の沖縄・鹿児島

両県下の島々て相孫類を中心に被害報告かあったが、近年長野県や群馬

婁ぎ下てリンゴやイチョウを始めとする様々な樹種における発生がしら

れ、分散拡大が社日されている。熱帯・亜熱帯地域における主な被害樹

種を以「トに列挙する。

林木 アカシア (Amcm spp), アガチス (Ag可たzsspp,), ブキャナニ

ア (& 肥加川 jm spp), モ クマ オウ (Cαs〃"′?′z"spp), ヒ ョウタンノキ

(C′部 cのけ雁 c燭のe) ス キ (C,)弱 o崩eノ7"sp) カ トン ラウ ト (q'〃o'′z愛川

mm 卵の“), シー リ ン ギ ア (Pee′?増′α sp ), コ ク タ ン (Dzos のりDS

P/〃妙趣;'ejws),ユーカリ (風 rmもめれ′sspp) イ ヌピワ・イントボダイジ

ュ (F雌雄 spp,), メキシコライラック {G‘‘'?ロメ解 sgか mz) 、ジャイア ン ト

イピルイピル (乙釧 me;'"/ezfcocep′z"超), ボ ド (Po の 鯛珍 "sg? 僻 みのう ,ポ
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プラ（Pc加iiパspp.) ，ヤナギ（SalLe tetra助am司，マホガニー（Sun etenia 

spp )，チーク（Tectona gin)励り，スリワンギ頬（n0)2(1 Sliie)isis) ，ホソバ 

ウラジロエノキ（乃eina anboine,お1り，ニンジンボク（ntax spp.）など。 

特用樹（つる性工芸作物を含む） アブラギリ（A/eon/es spp ) ，ベニノ 

キ（BLta olleana) ，ラミ- (J3oehmena spp ) ，チャ（Cam cilia sinenses) 

センナ（Cassia spp,) ，メキシコゴムノキ（Castiloa alas tica) ，カポック 

(Cetha pentandra) ，キナノキ（C/nc!lana spp ) ,ニッケイ（Cinnamom iou 

spp ) ，コーヒーノキ（Cl2鷹ni spp.) ，コラノキ（Co/a spp ) ,ハイトバ 

(Dem7s eliゅ坑の，コカノキ（E,ymmoxy (on novograuiaたnse ) ,パラゴムノ 

キ（Heeea brasiliensiョ,キアイ（hldlgqfern spp ) ，キャノサバ（Main/jot 

esci庇”加）,インドクワ（Moms mld/ca) ，ゲソキツ（Miinnya spp.) ，ナツ 

メグ（」Iy ristica 加gm J」s) ，コショウ（P/per mgniun) ，イントジャボク 

(Rauwoifia spp.) ，カカオ（刀jeobrouna cacaの など。 

果樹 バンレイシ（山tu,ouia spp.) ，パンノキ（Aulocaipus spp ) ，ゴレ 

ンシ（Averriwa spp .) ，柑橋類(C/tnバ spp ) ，ドリアン（Dmm 

zibemカms ) ，ビワ （Eriobo切呪 Jzゆouiica ) ，リ ュウガン （EIゆh0210 

longana ) ，イ チジク （Rcus canca ) ，マンゴスチン （Garciuna 

unangostana) ，グネツム（Gnetum gnemon) ，マンゴー（Mau曾加in indica), 

バラタ類(Maw加ua ac/naョ，ランブータン（Nephelium lappaceunり ,キ 

ンキジュ（乃macebbiuni 山kd ，スモモ（Pnouパspp.) ，グアバ（Psi請/0)2 

spp ) ，リンゴ（Mah恰spp ) ，セイョウナシ（乃ills COil/illml司 キイチゴ 

(Rubus spp,)‘クプル（Stelecliocarpi昭 buinho力,ミズフトモモ（み2))gmm 

aquea.) ,ブドウ（llihs Vi)!勇,功 など。 

花木・緑化樹 アかJファ（A Ca加加spp )‘ナンハンアカクロアズキ 

(Adenanthera bicoioi) ,オオアリアケカヅラ（Al/anion山catliartica) ,ヤ 

ブコウジ（A励sw spp ) ,ブーゲンビレア（Buugaiiivullea spectabi同 ，セ 

イ ョ ウコバンノキ類 （Breyi?ia YaCeull0sa ) ，ヒ メツゲ （Bitt!お 

in iCYO/J如i/a ) ，ヒゴウカン （Cailiandra spp ) ，ムラサキシキブ類 
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プ ラ (Pop 感 侍 spp.), ヤナ ギ (縫 え℃rgfm字柳 川 ), マ ホガニー (S那珂gjm

spp), チー ク (た domg ′〃'油 s), スーjワンギ類 (Zoom sme''sis), ホ ソバ

ウラジロエ ノキ (釣の'?""′あの′そg7ぞs ,ニ ンジンボ ク (1/7尼芯 spp.) な ど。

特用樹 (つる性工芸作物を含む). アブラギリ (A/釧′7fesspp ベニノ

キ (β友αo//粥〃Q), ラ ミー (βoB′z“卿如 spp), チ ャ (Cm}2g"とαsme′zs′s),

セ ンナ (Cqssぞα spp,), メキ シ コゴム ノキ (Cqs 協 !oα〆偽れoα), カポ ック

(企 めα郷′加 川 '"), キナ ノキ (α′2o/zo〃"spp), ニ ッケイ (Cz'mmmm 〃′〃

spp), コー ヒ一 ノキ (CQZ先α spp.), コ ラノキ (Co 超 spp), ハ イ トバ

(D の77se′砂 海α), コカ ノキ (& γ助川湖 Zo7z720ひog焔〃αfe′M), バ ラゴム ノ

キ (Heひどαbmsz/zの徹s),キアイ (み-〆増帆emspp), キャソサバ (Mm 感 oz

escz‘卿血 ), イン ドクワ (M の倦 め?露m), ゲ ッキツ (鯛〃′?竹脚 spp, ナ ツ

メグ (屑y'7srzm 万αgm 〃s), コ シ ョウ (Pめβγ"?8““〃), イ ン トジャ ボ ク

(兄餌r2りo坊α spp.), カカオ (刀2gob若o′照 cdodo) な ど。

果樹 バ ンレイシ (A727′o〃α spp.), パ ン ノキ (A7ずoGα'Pzrs spp), ゴレ

ンシ (A堀川のα spp.), 柑橘 類 (α f′婚 spp ), ドリア ン (D〃′ブo

z透蛇肋 "‘s), ビ ワ (E “obメリ'"′"Pomm), リ ュ ウ ガ ン (& の/zo'?"

/のぼの2α), イ チ ジ ク ( Fzcz姻 cd“od), マ ン ゴ ス チ ン ( Gの℃mzα

md′増os云d""), グネツム (G′励め〃夢燭 }のめ ,マ ンゴー ( 加̂増 施 m 海感od),

バ ラ タ類 (脳伽′如 'α解′〃" ,ランブー タン (~eP ルメ?柵ー如め郷 "‘f''z),キ

ンキジュ (P効βceあ如〃;乙ゐf‘"), スモモ (P′m〃fs spp,), グアバ s肋〃“7

spp), リン ゴ (脱獄‘sspp), セ イ ヨウナ シ (乃り7′sco“〃〃′‘'72s)キイチ ゴ

(品 fあてsspp.), クプル (秘eを〆そののか姓る′〃〃ため ,ミズフ トモモ (夢 z階 mm

"の‘gd.), ブ ドウ (幹雄 “〃舵 m) な ど。

花木・緑化樹 アカリファ (Acαbzがぞαspp), ナンハンアカクロアズキ

(Adej解雇庇氾 脱co/oフ), オ オア リアケカヅラ (A肋 ,雛〃‘Zooα拍α,7′cd), ヤ

ブ コウジ (A′dzs7"spp), ブー ゲンビレア (βo′増d′粥川総 sped" もzお ), セ

イ ヨ ウ コ バ ン ノ キ 類 ( β形跡22α打なcemosd), ヒ メ ツ ゲ ( & 似鮎

7'7摺り嫡男‘"), ヒゴウカン (Cdと′〆"?略解 spp ), ム ラサ キ シキブ類
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(Callicaゅa u/huhり，ハナズオウ類（ Cercis canadensis ) ，ヒギリ 

(Clerodendron sppj ,ヘンョウボク（Codluewn vanegatauni) ，イトスギ 

K Cup ressi恰spp ) ,ハリマツリ（IJuranta spp 〕,デイゴ（&yttinna spp 〕， 

マサキ（勘mびIn/IS japon/c,司 ，インドゴムノキ（nClパems/ica) ，クチナ 

シ（Gmdculte spp,)‘ハゴロモノキ（Greut/lea iobusta) ,ブノソウゲ 

(Hめ(SC/IS spp ) ，モチノ書類(lies corn加nd ，サンタンカ（ixoraspp.) , 

シャスミン（Jas,ntnuun spp )，トウネズミモチ（L智its/n/in lucidiuun)、カ 

ラダネオカタマ（Miche/ja spp )、ナンョウザクラ （!i'Jun/i.ngta 

mktbu田A ョウチクトウ（Nenuin spp )，トベラ（Pi/tosponun tobi旬 

プルメリア（Pittnteria spp.) ，バラ（Rusa spp ) ，カエンボク（争am0叱“ 

canゆalit,白助，サンユウカ（Tabeniaeniontana corona司,ヒメノウゼン 

カズラ （Tecounana Cape,おis) ,キバナキョウチクトウ （mane/ia 

penurnana) ，ヤハスカズラ（刀nunbeigia spp ）など。 

分布 アジア（アンダマン諸島ーブルネイ・カンボジア・中国・イン 

ドーイントネシア‘日本‘マレーシア・フィリピン・スリランカ・タイー 

台湾・ヘトナム）、オセアニア（オーストラリア・フィジー・ニュージー 

ランドーパプアニューギニア・ソロモン諸島・西サモア）、アフリカ（カ 

メルーン・コンゴ・コートジボアール・ガボン・ギニア・ケニア・マダ 

ガスカル・モウリシアス・ローデシア‘シェラレオネ・南アフリカ・タ 

ンザニア・トーゴ・サイール）、北米（メキシコ・アメリカ）、中米（プ 

エルトリコー トリニダートトパゴ）、市米（ブラジル・コロンビア・ガイ 

アナ・ペルー・スリナム）、欧州（コーカサス）。 

防除対策 本病はきわめて多犯性の病害であるが、常にすべての植栽 

地や緑地に発生するというものではない。土壌条件、気象条件等の影響 

で宿主植物の成長が哀えるような環境下で、病気が発生し蔓延する。す 

なわち、土壌条件の良いところでは、一般に宿主の成長が旺盛で、病原 

菌の侵害による病斑が現れても、癒合組織の形成により病斑は速やかに 

閉塞して、拡大進展することはない。ところが土地の凹凸や水分条件な 
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とて宿主の成長か遅かったり停冷きみのところでは、いったん発生した 

病UI.の岡囲ての癒合組撒の形成か援嵐て、肩鳳菌は傍コルク用未形成部 

分から外側へ拡大進展し、病斑か枝や幹を一周し、ト都を巻き枯らしに 

して枝枯れや馴枯れを起こし、樹れの退廃から変形ないしl占死にいた 

る． 

宿主の樹勢を低下させる嬰囚には、上壌条件（水分、栄豊分）の他に、 

乾季の長さなどの気象条円も加わリ、とくに例年になく札季の良い年、 

あるいは“j季の降水最が著しく少ない年には、恰軸樹挿において喫自Iと 

して本病か大発生する．不時の突発的大発生の場合は気象条件の同復に 

より、したいに新たな発生は納まるのかふつうであり、経過を見守リな 

から被害木の枝打ち、伐倒による除去を心かけてゆけは良いであろう． 

これに反して木病の常発地では立地条nを考膚Lた樹神転換をわってゆ 

く必要かある． 

木病に対する薬剤防除の試みも各円で有われている．濃厚ホルドー合 

剤（破酸網200g +生石灰200g＋水1 51）の散布か有効てあり、また幹 

部の削リ取リと穀苗剤ペーストの冷布を組み合わせた外科手術が有効と 

の報告がある．しかし桑剤防除は、集約栽培されるコー芸作物や果樹ては 

ともかく、造林地では水の問題や経済的環境的観点から便用することは 

且しい．なお、いくつかの樹種て木病抵抗性クローンの選抜か試みられ 

ているが、実用化にはまだ違い段階のようてある。 

8）ボトリオディプロディァ論齢 

診断の要点 木病は赤衣病とともに熱帯地蟻の二大馴枯胸とbわれて 

いる．多犯仕で様々な植物の茎幹や枝、果爽や菓か侵されるが、＋には 

皮層が侵され．芋粘れや性枯れ、馴枯れ性病害か起きる．苗木から成木 

まで広い範囲に発生する．苗木では地際の半が侵され病mは企体に妻れ 

て枯れる．枯れた事の皮にいは状の小隆起（痛原iIの柏子蚊）が形成さ 
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とて宿主の成長か遅かったり停滞きみの ところでは、いったん発生 した

病斑の周囲ての癒合組織の形成か緩慢て、病原菌は傷コルク層未形成部

分から外側へ拡大進展し、病斑か枝や幹を一周し、 1署=を巻き枯らしに

して枝枯れや胴枯れを起こし、キ釘旭の退廃から変形ないし枯死にいた

ろ o

宿主の樹勢をイ氏ドさせる要因には、」-壌条件 (水分、栄養分)の他に、

乾季の長さなどの気象条ず′!も加わり、とくに例年になく乾季の長い年、

あるいは雨季の降水品が著しく少ない年には、常緑樹種において突如と

して小病か大発生する。不時の突発的大発{Lの場f は気象条件の回復に

よ 1)、したいに新たな発生は納まるのかふつうであり、経過を兄守 1)な

からネ及害木の枝打ち、伐fillによる除去を心かけてゆけは良いであろう。

これに反して木病の常発地では立地条例を考慮した樹林転換をネ」ってゆ

く必要かある。

本病に対する薬剤-防除の試みも各国で行われている。濃厚ホル 1一合

剤 (硫酸銅 200g 十生石灰 200g 十水 151) の散布かお効てあり、また幹

部の削り取りと殺菌剤ペース 1、の塗布を組み合わせた外科千術が有効と

の報告がある。しかし柴剤防除は、集約栽培されるエ芸作物や果樹ては

ともかく、造林地では水の問題や経済的環境的観点から使用することは

難しい。なお、いくつかの樹種て木病抵十対生クローンの選抜か試みられ

ているが、実用化にはまだ遠い段階のようてある。

どっがれびよっ

8) ボトリオディプロディア月岡枯病

診断の要点 本病は赤衣病とともに熱帯地域の二大胴枯病と言われて

いる。多ぢ閉止で様々な植物の茎幹や枝、果実や築か侵されるが、主には

皮層が侵され、琴枯れや枝枯れ、胴枯j覆っ-病害か起きる。苗木か )成木

まで広い範囲に発生する。苗木では勉際の茅が侵され病苗は全体に萎れ

て枯れる。枯れた輩の皮にいぼ状の小隆起 (病原菌の柚子殻) が形成さ
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れ、頂部は表皮を破って黒点状に現れる．若木から成木まて太枝や墨幹 

にそれそ技の基部を中心に慶褐色-褐色のやや凹陥した維艮の桁円～紡 

鉢形の病軒か形成され、拡大すると商斑は枝幹をー円し、その上部は曇 

らょう掲変Lて枯れる．枯死茎幹の樹皮にはさめ肌状に黒色小P」丘状の 

隆起（栴原鶴の柄子蚊子座）か多故形戚される（図版2・5, 6)． この部分 

をカミソリの刃などで緯く皮を判ぐと、黒色平板状の曲体（f座）に徹 

小な白色の塊（成熱した病原曲の抽f殻の中味）が転々とちりばめられ 

ているのが、肉臓あるいはルーぺの下て良く見ることか山来る。果実や 

秤皮では灰黒色ないし黒色の変色蜘胃を牛し、鵬敗部にはとんと表生状 

に黒色のいほ状隆起（病原蘭の柄子穀ないし柏f般子座）か多敵形成さ 

れ、果肉の収縮により、病斑表面は十面か黒色の仙体に胤われるように 

なる。 

前項の赤衣病との最大の相違点は、病UTトに現れる予実休が黒色さめ 

肌状の小隆起群てあることで、赤衣病の淡枕色の苗糸膜ないし子実層と 

は全く異なる標徴を示す。木病の場合、赤衣海と違って子実体か樹皮下 

に形虞され、外観からは次定的な特微刊断が難Lく、頬似の菌しあるこ 

とから最終的には蹴徹筑検査によらねはならない． 

病原園と病名 Lasiot/p/odia Iheolnanice (Patonulla, d) Grutlon et 

Maublanc (= Bat iyodゆIんtha tlieobmnute Paton%ttal d)～柏了穀女いし 

抽了殻子座は枯死幹あるいは腐敗果実や菓病斑の表皮下に埋生、のちA 

皮を破って頂部を表面に露出する‘葉摘斑や幼事ては単室の栖f蚊とな 

り、果史や成木の茎幹では多室の柄f蚊子座となる．単血の柄子蚊では 

径200-500p in社度、子座では長さ敵mmに及ぶ。楢子殻室 

卿cn吐lal locule）は径80-400ji 、内層に無色知枠状の分生子柄 

（分生子柄形成報胞）を並列し、頂蝋から分生fを形成する．分生刊it 

出芽型（ホロプラスチック）に形成され、拍円形、始め無色、堆細胞、の 

ち中央に隔壁を生じ、平等2報胞、さらに出熱すると掲色ないし皿掲色 

て縦に明瞭な縞ができる、15-31 x 10-i? 5p m （図・3).稀にテレオ 
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れ、頂部は表皮を破って黒点ご次に現れる。若木から成木まて大枝や基幹

にそれそ枝の基部を中心に淡掲色~褐色のやや巴“;";した縦長の楕円~紡

錘形の病班か形成され、拡大すると病斑は枝幹を一周し、その上部は萎

らよう鶴変して枯れる。枯死茎1幹の樹皮にはさめ肌状に黒色小円丘状の

隆起 (病原菌の柄千殻予感) か多数形成される (図版 2‐5,6)。この部分

をカミソリの刃などで薄く皮を剥ぐと、黒色平板状の曲体 (子座) に微

小な白色の塊 (成熟した病原菌の柄子殻の中味) が転々とちりばめられ

ているのが、肉眼あるいはルーペの下て良く見ることか出来る。果実や

秤皮では灰黒色ないし黒色の変色病斑を牛し、腐敗部にほとんと表生状

に黒色のいぼ状隆起 (病原菌の柄千殻ないし柚子殻子座) か多数形成さ

れ、果肉の収縮によt)、病斑表面は全面か黒色の楠体に覆われるように

なる。

前項の赤衣病との最大の相違点は、病斑おこ現れる予実体が黒色さめ

肌状の小隆起群てあることで、赤衣病の淡桃色の菌糸膜ないし子実層と

は全く異なる標徴を示す。本痛の場合、赤衣病と違って子実体か樹皮下

に形成され、外観からは決定的な特徴判断が難しく、類似の菌もあるこ

とから最終的には顕微鏡検査によらねはならない。

病原菌 と病名 乙価mぬか/od海抜eの′〃'j2〃e atomllaId)Gr1lfon et

MaubLanc 〔=Bor')I 鋼あげo霞‘汀悩 oありmqe Paton1ua ・の 。柄 殻 ない し

柚子殻子座は枯死幹あるいは腐敗果実や菓病班の衣皮下に刈≧生、のち表

皮を破って頚部を表面に露出する。葉網斑や幼茎ては単室の柄子殻とな

り、果実や成木の茎幹では多望の柄子殻子座となる。』ii室のf内子殻では

樫 200~500 〆 m 程 度、子座 では長 さ数 mm に及ぶ。柄 千殻 室

(Pycnldial locu1e) は樫 80~400"m 、内層に無色短棒状の分生手柄

(分生予柄形成細胞)を並列し、頂端から分生十を形成する。分生十は今

出芽型 (ホロプラスチック) に形成され、楕円形、始め無色、単細胞、の

ちrh史に隔壁を生じ、平等 2細胞、さらに成熟すると褐色ないし黒褐色

て縦に明瞭な縞ができる、15~31 × 10~17 5"m( 図 .3)。稀にテレオ
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モルフ（完全世代）(Bo切’osp/iaerza rhodina (Berkeley ci Curtis) von 

Arx〕の形成が報告されている。 

以前は色々な植物上でそれぞれ独立した種名で呼はれていたか、その 

後多犯性てあることが受け入れられ、整理が進んて、カカオの胴枯病や 

実腐病菌として記載されたBobyodゆi/othce theobromae Pat の学名に統 

一され長く用いられてきた。しかし近年になって、本病菌の分生子が成 

熟するまで無色の期問が長く、成熟した時に分生子表面に縦の縞か人る 

こと、有性世代（完全世代）がBot;yoゆJi,ieria rhodz;ia (Berkeley et 

Curtis) von Arxに収斂することなどから、フランスで占く属を分けら 

れていたLasんdゆlodea theobmmae (Pat.) Grif et Maub!の学名が復活 

して採用されるようになった。 

病名のポトリオディプロディア胴枯病は病原菌の旧属名からきたもの 

である。赤衣病のように他の病気から区別できる特有の病・標徴がない 

ため、作物ごとに様々な病名（英名、和名とも）がつけられておリ、他 

の多犯性病原菌のような統一病名は無いが、今後はなるべく表記の病名 

を用いてゆくことになる。和病名のある植物は次のとおリである。 

ボトリオティプロディア枝枯病．ナシ，ホトリオディプロディア胴枯 

病 カカオ・ガラナ・パラゴムノキ，軸腐病（stein end rot） バナナ・ 

もoooco 
ロ ク 

（

、

一

）

 

一
 

一
 

難
 臓 意
 

ク《” 

g' 

図－3 ボトリオディプロディア胴枯病菌 

a ．柄子殻子座 b 未熟の無色単胞の分生子 C 未熟の褐色単胞の分生子 

ci 成熟した2細胞、褐色の縞のある分生子（F-! a = lOOprn、 b'-'d = !Os,rn ) 
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モルフ (完全世代 )〔βoありもがー解“ロメのぬ '"(Berl(eley et Curt1s)von

Arx 〕の形成が報告されている。

以前は色々な植物上でそれぞれ独立した種名で呼ばれていたか、その

後多犯性てあることが受け入れられ、整理が進んて、カカオの}胴枯病や

実腐病菌として記載されたβoあり〆ゆz′odzα抜飾る齢mqe pat, の学名に統

一され長く用いられてきた。しかし近年になって、本病菌の分生子が成

熟するまで無色の期間が長く、成熟した時に分生f 表面に縦の縞か人る

こと、有性世代 (完全世代 ) がβメリ′osp加 mq “′od?〃"(Berl〈eley et

Curtis)von Arx に収数することなどから、フランスで古く属を分けら

れていた LQ諺odzpzodmご窮め 'mm β(Pat.)Gnf et Maubl の学名が復活

して採用されるようになった。

病名のボトリオディブロディア胴枯病は病原菌のEロ属名からきたもの

である。赤衣病のように他の病気から区別できる特有の病・標徴がない

ため、作物ごとに様々な病名 (英名、和名とも) がつけられており、他

の多犯性病原菌のような統一病名は無いが、今後はなるべく表記の病名

を用いてゆくことになる。和病名のある植物は次のとおりである。

ボ トリオティプロディア枝枯病 .ナシ ,ホ トリオディプロディア月掛占

病 カカオ .ガ ラナ・バ ラゴム ノキ , 軸腐病 (stem end 1ot) バナ ナ .

壁@翻禦ぎ葛-
図‐3 ボトリオディブロディア胴枯病菌

a .柄子穀子座 b 未熟の無色単胞の分生子 c 未熟の褐色単胞の分生子

d 成熟 した 2細胞、褐色の縞のある分生子 {H a=100"m 、 b~d =lo"m)
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ノぐノぐイア，へた腐病 ココヤシ，黒腐病（fruit rot) パナナ‘ジャワ 

黒腐病(Java black iot） サツマイモ,芋腐病（stein rot）ーラッカ 

セイ I 茎枯病（乱em rot) マホガニー，乾腐病（peduncle rot) 寺 

ヤノサバ 

発生樹種と分布 元来は熱報・亜熱帯性の病原菌であるか、温帯地域 

においても発生報告がある。 

林木 アガチス（Agatlus spp,)‘ネムノ午(Aibizia spp ) ，アロウか」 

ア（山auc(flm spp.) ，ノぐイノぐ一（Bambiaa (mnm而lacea)，ゴバンノアシ類 

(Baninglonma aculangimk) ,テリハボク（Cabp如llum iiiop如1/u ii〕 ，モク 

マオウ（Casuanna eqiasetifoha ) ．ローソンヒノキ（C/maniaecypans 

lawsonia,司―カナレソテ煩(Coudma iny.xd ，イトスギ（a&iessims spp ) , 

ユーカリ（ルcab，たパspp ) ，メルバウ（h心m paknibanicd ，ジャイアン 

トイピルイピル（Lemicaena spp ) ，アカメガシワ（Malbotus spp.) ，タイ 

ワンセンダン（肝ella azedaracn ,ミサキノハナ（1Imimiso,s aた回，トガ 

リウソド（』加niida tiiictona)，タコノキ（Pandanus spp ) ，モルッカネム 

(Parasenen/Izes ルicatana) ,マツ（Finns spp.) ，アムラタマゴノキ 

（助Oil請as p IWWm) ，マホガニー(Sw記たma spp.) ，チーク（Tectona 

gino請り，シナノキ（乃lmaspp ) ，カヤ類(Torreya tax加lia）など。 

特用樹（つる性工芸作物を含む） サポシラ（Achras a功ota spp.) ，ヘ 

ルノキ（Agakinaniieboり ，アブラギリ（Akuntes spp.) ,カシューナッツ 

(Anacardnon occidemk) ，スオウノキ類(Caesa伽Ma putchenimd ，チャ 

(Canmellia SnmおIJ ，センナ類(Cassia spp,) Iアカキナノキ（Cmnchona 

succmnt bin) ，テリス類(Derns nncrop加bla) ，クスノキ（Cmnnamomuni 

canゆliora) ，クサギ類（Clerodendron ”ゆ功umatian ) ,ココヤシ（Cocos 

111W昨助,コーヒーノキ（CoJJ加spp ) ,アブラヤシ（Elaeis guinea,お司， 

ユカン（Emb論a功mcmna脚，パラゴムノキ（IThaca brasm庇us司,キャッ 

サバ（Man訪of spp ) ，サゴヤシ（Metroxybon sago) ,キンコウボク 

(Mic/ic/ia chanゆa加），マクワ （Mones aルα），ナツメグ（ilかnshca 
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パパ イア , へ た腐病 ココヤ シ , 黒脆病 (fm1t rot) ノモナナ , ジャワ

黒腐病 (Java blad( 1oL) サツマイモ ,茶腐病 (stem rot). ラッカ

セイ , 基+占病 (stem rot) マホガニー ,乾腐病 (peduncle rot) キ

ャ・ノサバ

発生樹種と分布 元来は熱鞘・亜熱帯性の病原菌であるか、温帯地域

においても発生報告がある。

林本 アガチス (Agα曲 sspp.), ネムノキ (A‘も‘zm spp,), アロウカリ

ア (Amzfcq""spp.), パ イパー (βのめ鷹αmm 感 服 ce"), ゴバ ンノアシ類

(助川ノzgfo」2てαα鎌奴昭司8 テリハボク (Cαわが須山}増加が〆と贈れ モク

マ オ ウ (C"Mm" 〃"8 囲 も冴吻 /′"), ロ ー ソ ン ヒ ノ キ (C 卿〃′解 c物 の?s

如 {肋 '〃鯛 ,カナ レッテ類 (Cのd′似辱 Aα), イ トスギ (Cz‘P?essとてsspp),

ユー カ リ (鼠 fご"△のむrs spp), メルバ ウ (力時雄卿 /のめαmcq), ジャ イアン

1・イピルイ ピル (膨′fcqe′m spp), アカ メガシワ (屑餌‘磯は spp.), タイ

ワンセ ンダン (屑磯αα理吻 mc′z), ミサ キノハナ 如〃〃sopsg 加増の ,トガ

リウッ ド {屑の?〃〆"′′ノ贈り′?"), タ コノキ (Pの′卿 mfs spp), モル ツカネム

(Rのれsのだ 'z街es角′cmmm), マ ツ (Pみ〃rs spp.), ア ム ラ タマ ゴ ノ キ

(鋤 o〃〆′"spz 加須α), マ ホ ガ ニー (載り顔貌 m spp.), チ ー ク (叱αの2α

gmz のs), シナノキ (n/?"spp), カヤ類 (7リフフ毎α!僻め /ぞα) など。

特用樹 (つる性工芸作物を含む) サポシラ (Ac/?msmpo 畝 spp.), ベ

ル ノキ (Agd/e 〃?"〃〃〆os), アブ ラギ リ (A/翻れ′es spp.), カシューナ ッツ

(A7m のフゼ〃“〃oα 7ば釧如/e), スオ ウノキ類 (C僻雛妙27′αβ"化加川 ''?" チ ャ

(Cqme//〆〃sme'′szs), セ ンナ類 (Cαssm spp.), ア カ キナ ノキ (Cz'に彰〃α

Mccz 溜る'〃), テ リス類 (Per 那 加の切 り′′〃), クス ノキ (Cziz'2伽 zo'〃"'〃

m 〃!P/mm), クサ ギ類 (αのり庇川畑 z?iあ “〃〃α怨め ,コ コヤ シ (Co の s

棚 c脆′都), コー ヒー ノキ (Co威如 spp), アブ ラヤ シ (硯鰹 zs那 meg 鷹 2s),

ユ カン (& 油 化口o断 cm 破却 ,バ ラゴム ノキ (月g〃細 る'偶中の′sゆ ,キャッ

サバ (屑の′〆/2of spp ), サ ゴヤ シ (n燈“傭〆のzs昭 o), キンコウポク

{脳2c/ば解じ卿〃′P欲の ,マ クワ (川の郷 α始め ,ナ ツ メグ (^あり?煎じα
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力ag,mな），コンョウ（PゆCi Slip ) ,ヒマ（RIC/ililS COIflIIIUIIIS) ，チョウジ 

(Syzj習juni a) oinaticu ) ，カカオ（T/ieobioma cacao) ,サンシS ウ類 

（乙iiit/ioxy!oii aniencaiiztni) なと。 

果樹 キウイフルーツ（Achatdat chinen,s ts) ，パラミツ（Al加mゆIts 

slip ) ，バンレイシ（山mona spp.) ，コレンシ（Aoerrhoa carainboん），パ 

パイヤ（Cci eca pゆの'a)，ンナグリ（Castanea mo//issnna) ,柑橘類(Citnis 

spp ) ，ビワモトキ（Di//enta inc/icの，カキノキ（Deospyms spp ) ，ドリア 

ン （Duno zzbet/nnus) ，ビワ （Eno加hya ja加onica ) ，リ ュウガン 

田ゅhmm ん,lgam)‘ピタンガ（El'gama a堪170同，フェイジョア（Feooa 

se//oweana ) ，イチシク （Picas canca ) ，マンゴスチン （Garcuna 

inangostana) ，インドウオトリギ（Grewia asiatica) ，クルミ類（戸管伽冨 

sp.) ,ライチー（Li/c/n c/line,零is) ,リンゴ類（M"h昭りtoes/i司 ,マンゴー 

(Mm 唇加mslip ) ，ホウライショウ（Mm薦tern c/e/zciosa) ，ゲソキツ類 

(Mnriaya spp.) ,バナナ類（Ml鳶aspp ) ，ランブータン（Nep加/nini 

spp.) ,クダモノトケイソウ（Pass承ira spp )‘アボカド（Persea 

aniencana) ,カラタチ（Poncenes ti加hata) ，オウトウ類（Pi7tiiU5Spp ) , 

グアバ（Psl請“Hi ，サクロ（Pionca gianation ) ，ブドウ（1即tis 

VI)l勇m）なと。 

花木ー緑化樹 リュウゼツラン（Agave spp ) ，ビンロウジ（んeca 

Caルc/ilり,パイプバナ（A nsto b山a inc/icd ,ムラサキソシンカ（Bau/il nia 

spp.) ,カリソサ（Canssa spp ) ，ヘンョウボク（Codiaewn vanegatitin) ' 

ナンョウソテツ（qcris enmm hり，シノソノキ（Da/be卿a sisso) ,インド 

ゴムノキ・ベンガルボダイジュ （Ficus spp ) ，クチナシ（Gw叱mα 

jasnitnoides ) ，ハコロモノキ（Grew//ca robusta) ，ブソソウゲ（Htbis cus 

spp ) ，サンタンカ（Ixora spp ) 1マツリカ（Jasiniiiion spp ) ，ビャクシ 

ン類切lnljJen鳶mti/c/lotmn) ‘ネズミモチ（L管ustiian spp.)、アメリカフ 

ウ（Liqiadanibar sty rac加m) ，ヒロウ（Lw,stona spp ) ，カンキチク 

(Mtie/iknbc誠Iapkり’cな而り、コンロンカ類（Massaenda pvndos司，ナツ 
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方鯉 沼 j7s), コシ ョウ (Pのer spp ), ヒマ (盈 cm 婚 姻“ぞmm ′s), チ ョウジ

(秒親煎りiz mo' 脇′だの ,カ カ オ (刀2の彰 o'm m 鉱 o), サ ン シ ョ ウ 類

(Zq緩んひ締め′?"川砂?堀川〃′?) な と。

果樹 :キ ウ イフル一 ツ (/に棚 血α c/〃〃e7懇 ,バ ラ ミツ (山海 cのか rs

spp), バ ン レイシ (A“〃の2αspp.), コレンシ (Aue 閉めααzm 〃わo如 パ

パイヤ (Cq〃餌加加盟 ンナグリ (C褐如 zm“7o"畑加 "),柑橘類 (Cm?fs

spp), ピワモ トキ (D濯ぎ'zmz〃〆zm), カキノキ (Dm 功切りもspp), ドリア

ン (Dmm 鑓ふ卵 zmrs), ビ ワ (E;?ooof′川 ノリ "o′zzm), リ ュ ウ ガ ン

(& 賜 2077α加 増α7m), ビタンガ (及ぼei加 減 明り焔), フェイジョア (控 り個

鱒 /′ozひmm), イ チ シ ク (Fzc′′s cのザ餌 ), マ ン ゴ ス チ ン (G の℃〃〃"

mm 増の Z伽 "), イン ドウオ トリギ (G'セwm dsm ねm), クル ミ類 (ノ昭加 7s

sp, ライチ -(L ′!c/“〆捌鋤 s2s), リンゴ類 (脳α/〃ssy/雄山 ,マ ンゴー

(脳の聡施 m spp ), ホ ウ ライ シ ョウ (屑 oizsre′“‘/e‘mom), ゲ ソキツ類

(屑〃“の 'α spp. バ ナ ナ類 (ハダ俗α spp ), ラ ンブー タ ン (~eP 庇加“?

spp. クダモノ トケイソウ (P〃ss扉om spp ), ア ボカ ド (Pの留α

伽捌 7c"〃"), カ ラタチ (Po〃"′郡′ノ帆勤郷口), オ ウ トウ類 '7‘'7zfsspp),

グア バ (凡s血 潮 z spp ), サ ク ロ (P〃mmg 那加むり}ぞ ブ ドウ (1/?f′S

Um 虎 m) な と。

花木 ・緑化樹 リュウゼツラン (A印鑑 spp ), ピンロウジ (Arec〃

m′eごね〃), パ イプバナ (A那 加わc/??"臨海 "), ム ラサ キソシンカ (β"z′/??;′なぞ

spp,), カ リンサ (Cqmm spp), ヘ ン ヨウボ ク (Cod′雄 治'印のIE容ぞ′′!′〃),

ナ ン ヨウソテツ (q ぞαsum 照 応 ), シ ノソノキ (D" あの象αs′sso), イン ド

ゴム ノキ ・ベ ンガル ボダ イ ジュ (Fzqぞs spp ), クチ ナ シ (G""/ 〃′〃"

ノαs“〃〃ひ?〆ゐ ), ハ コ ロモノキ (Gγ例′〃m 川棚諸口), ブ ッソウゲ (ル ムもc′fs

spp), サ ンタンカ (上加川 spp), マ ツ リカ (超 s助川rm spp), ビャ クシ

ン類 (ノ〃〃≠〃′7rs〃〃市扉の“'〃), ネ ズ ミモチ (友部 町 ?′“7spp.) 、ア メリカフ

ウ (L7〃′〃山“め"rs か′鑑 扉〃α), ヒ ロ ウ (Lwzs′o'z"spp ), カ ン キチ ク

(個′re/定 め沈′々" 〆"かc霞め s)、 コンロンカ類 (ハぬぬ "e;′メロカリ〃〆o鰯 ), ナ ツ
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メヤシ（Iりoena dacly'eiの，トペラ類（P'i/lospo?7 Ill twill而Sum)，プラタ 

ナス（Iコtalanus occid加labs)，プルメリア（Plumena ,ith房．パラ（Rb" 

sp )，カユンホク〔争alkodea cam加MhZ加），モモタマナ（Tenninaba 

calo 加）．カマスミ頬(V,bunnm, spp.）など． 

分布 アシア（プルネイ・中国・インド・イントネシア・イラン・日 

本・マレーシア・フィリピン・スリランカ・タイ・台湾）、オセアニア（オー 

ストラりア・フィジー・ニウエ・ノ●プアニューギニア・トンガ・西サモ 

ア・クノク附島）．アフりカ（ガーナ・ケニア・マラウイ・モウリシアス・ 

リビア・シュラレオネ・市アフリカ・タンサニ7・ウカンダ・ザンビア）. 

北米（アメリカ）、中米（パルバドス・ジャマイカ・パナマ・プ'S.ルトリ 

コ・ピクトリア・アンダマン諾島）、南米（コロンピア・ヘネズユラ〉. 

発生生態と防除対策 木病は熱弗・亜熱帯地域の二大胴枯件病害のー 

つとI-'われ、上記のように多徴の宿主樹木上に被害報告があるが、近年 

はさらに熱帯果樹の収獲後の貯蔵（ill場）病害の重要病原菌としても庄 

目されている．またこく稀れにてはあるが、本病曹のl，染によるヒトの 

目の角膜傷害が人間の真曲症のーつとして報告されている． 

本線mによる馴・枝枯枠病害の発生は、前項の赤衣病と同様に、宿主 

拍物の樹勢の強弱と間係かあり、植執地を取りまくt壌条件や気象条什 

が麟因となって発上する，例えばアカンアマンギウムの場合には、集か 

大きく枝先か距いのて、風当たりか強いところや台風が通り過ぎるとこ 

ろでは、風にゆすられて技の基都に亀裂が人り、そこから木摘菌の侵害 

かスタートし、まもなく太枝枯れや幹の胴枯れに発展する（凶版2・6). 

赤道直1の比較的風の弱いところては良く生育する樹種でも、緯度が上 

かって時に風の影管を受けるところては、業が大形て比較的枝の相いあ 

るいは長く仲長する樹種はこのようなタイプの被害を受け易い．アカシ 

アマンキウムのはかにキダチョウラクやチークなどか風の条hを考慮す 

ぺき樹種であろう． 

土壌の肥爵あるいは上地の凹凸による水分条件の良否なども早成胡秤 
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メヤ シ (躍りβ〆法" 海の 舵′"), トペ ラ類 (P′!『DSPの““"〃油由 加〃), プラタ

ナス (P‘"棚 7〃socじ破獄 "/zs), プル メ リア (P/伽溺 7"??赤 α バ ラ (Rose

sp ), カエ ン ボ ク (S撫 劫ode" 倣“zpα〃〃′〆"), モ モ タマ ナ (花 柳加須 ?α

c鰭"か の ,カマ ス ミ類 (1物〃“〃′'〃 spp,) な ど。

分布 アシア (ブルネイ ・中国 ・イン ド・イン トネシア ・イラン ・EI

本・マ レー シア・フィリピン・ス リランカ・タイ・台湾 )、オセアニア (オー

ス トラ リア ・フ ィジー ・ニウエ ・パプアニュー ギニア ・ 1・ンガ ・西サモ

ア ・ク ノク諸 島 )、アフ リカ (ガーナ ・ケニア ・マ ラウイ ・モウ リシアス ・

リビア ・シェラレオネ・南アフ リカ ・タンサ ニア ・ウカンダ・ザ ンビア )、

北米 (アメリカ)、中米 (バルバ ドス ・ジャマイカ・パナマ・プエル トリ

コ ・ピクキ・リア ・ア ンダマ ン諸島 )、南米 (コロンビア もヘ ネズエラ )。

発生生態と防除対策 本病は熱帯・亜熱帯地域の二大胴粘性病害の-

つと〒該つれ、上記のように多数の橘主樹木上に被害報告があるが、近年

はさらに熱帯果樹の収穫後の貯蔵 (市場)病害の重要病原菌としても注

目されている。またごく稀れにてはあるが、本病菌の汚染によるヒトの

日の角膜傷害が人間の真繭症の一つとして報告されている。

本病菌による胴・枝砧件病害の発生は、前項の赤衣病と同様に、宿主

植物の樹勢の強弱と関係かあり、植栽地を取りまく土壌条イ′トや気象条件

が誘因となって発生する。例えばアカソアマンギウムの場合には、葉か

大きく枝先か距いのて、風当たりか強いところや台風が通り過ぎるとこ

ろでは、風にゆすられて枝の基部に亀裂が入り、そこから不病菌の侵害

かスタートし、まもなく大枝棺れや幹の胴枯れに発展する (凶版 2‐6)。

赤道-を-!・の比較的風の弱いところては良く生育する樹種でも、緯度が上

かって--瀞こ風の影響を受けるところては、葉が大形て比較的枝の細いあ

るいは長く伸長する樹種はこのようなタイプの被害を受け易い。アカシ

アマンキウムのほかにキダチョウラクやチークなどか風の条件を考慮す

べき樹種であろう。

土壌の肥椿あるいは土地の凹凸による水分条件-の良否なども早成樹秤

- 36 -



にとって樹勢に著しい影響を与える因子であり、生育の遅れるような環 

境下では本病の発生が多くなり、かつ癒合組織の形成が不十分で病勢の 

進展は急速になる。 

乾季にも葉を落とさない常緑樹では、食葉性害虫の突発的大発生によ 

る被害を受けた場合、樹勢の低下による胴枯性病害の発生かあとを追っ 

て始まることかあるので庄意を要する。 

新しい造林地や植栽園をつくる時には、近在の既有の林地や園に本病 

を含めた胴枯性病害が発生していないかとうか、また、発生していた場 

合には、どのような樹種にどのような立地環境条件下で発生しているの 

かを聞き取リ調査も含めて調へ、植栽樹種選択の参考にすることか望ま 

しい。また、一般的に自分の関与する植栽地での病害発生報告を避ける 

傾向かあるか、のちのちのことを考えるならば、なるべく詳しい発生情 

報を何らかの形で残すことが大切てある。 
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にとって樹勢に著しい影響を与える因子であり、生育の遅れるような環

境下では本病の発生が多くなり、かつ癒合組織の形成が不十分で病勢の

進展は急速になる。

乾季にも葉を落とさない常緑樹では、食葉性害虫の突発的大発生によ

る被害を受けた場合、樹勢の低下による胴粘性病害の発生かあとを追っ

て始まることかあるので作意を要する。

新しい造林地や植栽園をつくる時には、近在の既有の林地や園に本病

を含めた胴枯性病害が発生していないかとうか、また、発生していた場

合には、どのような樹種にどのような立地環境条件下で発生しているの

かを聞き取り調杏も含めて調へ、植栽樹種選択の参考にすることか望ま

しい。また、一般的に 11分の関与する植栽地での病害発生報告を避ける

傾向かあるか、のちのちのことを考えるならば、なるべく詳しい発生情

報を何らかの形で残すことが大切てある。
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2 マツの病害 

はがれび」つ 

1）葉枯病 

診断の要点 針葉が侵される。苗木から若木、時に成木にも発生する 

が、病気として重要なのは苗畑ての発生である。初め引葉上に幅狭い退 

緑色の帯を生じ、これはすぐに褐変しながら拡大する。褐変病珂は互い 

に融合してついに針菓全休が褐変して枯れる。苗木や若木では下菓から 

始まって次第に上力に枯れ上がりなから進行する（図版3-1, 2)。当年播 

き付け苗に最も激しく発生し、強感受性樹種では全威の愛き目にあうこ 

とも稀てはない。針葉の褐変病斑上に、気孔列に沿って微小黒点（病原 

菌の子座）か気孔から、あるいは表皮を破って現れ、まもなく暗緑灰色 

すすかひ状物（病原菌の分生』包子－塊）か密生する。雨や潅水て分牛了か 

いったん飛散消失しても、熱帯・亜熱帯の、気温が常時20-30℃にある 

地域の苗畑ては、1~2 日のうちに再び分生子を多量に形成し、一年を通 

じて分生子の形成・飛散が絶えることがない。造林地や天然ート種更新地 

では、雨季の問に伝播ー蔓延が行われ、乾季の間（無降雨期）には伝播 

は休止する。 

本病と次項に述へる菓ふるい病や赤斑菓枯病との区別点は、病釘葉に 

生ずる暗緑灰色すすかひ状の分生子塊の形成てある。葉ふるい病の場合 

は、病針菓に縦長紡錘形で巾央に縦の亀裂がある黒色の丘状隆起か形成 

され、赤珂巣枯病の場合は病針葉上に小さい褐色の壊死斑とその「Ii央部 

に黒色小粒点か形成される点てそれぞれ葉枯病の標徴と異なる。 

発生生態 擢病苗や罹病若木の針葉上に形成される分生子か伝染源に 

なる。上記のように、熱帯・亜熱帯地域ては分生『の生産が周年可能な 

温度条件にあリ、雨や雇水のの飛沫と風という条件が整えばいつても伝 

播か行われる。分生子は引葉上で水分が与えられるとまもなく発芽して 

侵入・感染する。23-35℃で高い発芽率を示し、適温は28 ℃前後にあ 
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2 マツの病害

はがれびよっ

1)葉枯病

診断の要点 針束が侵される。苗木から若木、時に成木にも発生する

が、病気として重要なのは苗丈[--ての発生である。初め針東上に幅狭い迫

緑色の帯を生じ、これはすぐに褐変しながら拡大する。禍変病斑は互い

に融合してついに針柴全体が掲変して枯れる。苗木や若木では下粟から

始まって次第に上方に枯れ上がりなから進行する (図版 3-1,2)。当年播

き付け苗に最も激しく発生し、強感受性樹種では全域の夏き目にあうこ

とも稀てはない。針葉の褐変病斑上に、気孔列に沿って微小黒点 (病原

菌のf 座) か気孔から、あるいは表皮を破って現れ、まもなく-1音緑灰色

すすかひ状物 (病原菌の分生‐胞子‐塊)か密生する。雨や潅水て分牛了か

いったん飛散消失しても、熱帯・亜熱帯の、気温が常時 20~30 ℃にある

地域の苗畑ては、1~2 日のうちに雨ぴ分生子を多量に形成し、一年を通

じて分生子の形成・飛散が絶えることがない。造林地や大然T 種更新地

では、雨季の間に伝播・蔓延が行われ、乾季の間 (無降ト11期) には伝播

は休止する。

本病と次項に述へる集ふるい病や赤斑菓砧病との区別点は、病$1葉に

生ずる暗緑灰色すすかひ状の分生子塊の形成てある。葉ふるい病の場合

は、病金一▲葉に縦長紡錘形で中央に縦の亀裂がある黒色の丘状隆起か形成

され、赤斑栄枯病の場合は病針築上に小さい褐色の壊死班とその中央部

に黒色小粒点か形成される点てそれぞれ葉*占病の標徴と異なる。

発生生態 権病菌や罷病若木の参十菓上に形成される分生子か伝染源に

なる。上記のように、熱帯・亜熱帯地域ては分生子の生産が間年可能な

温度条件にあり、雨や潅水のの飛沫と風という条件が整えばいっても伝

播か行われる。分生子は鶴棄上で水分が与えられるとまもなく発芽して

侵入・感染する。 23~35 ℃で高い発芽率を示し、適温は 28 ℃前後にあ
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る。25℃では8時間以内に発身可能を分生子はIIとんと発芽を完‘す 

る．分生子は水滴の存在のほか、100％の飽和虚度下ても発芽する。乾 

燥状態て離脱した分生了の舟命は比較的短く、数日程度てあるか、病引 

菓上に着生したままではかなリ長時間(7 ケ月以上）高い発芽半を札丹 

したまま生存する．侵人・感染してから発病までの潜伏期問は20 - 25t 

で約1ケ月、25-30℃で車520 LIである．感受性の高い樹種ての幼齢造 

林地における発痢・蔓延は新植に際して苗畑から持ち込まれた霜病苗木 

から始まっている． 

木痢曲苗最の土青は23 -30℃の間で良好て、生宵pH壊は3-9と広 

い．蔵糖を始めとする6炭糖魚をよく刊用し、無機のチッソ疎てはアン 

モニア態の塩煩をよく利用し、アミノ酸ではアスパラギン酸、クルタミ 

ン喰、クリシン、α・アラニン、ハリン、チロシンなどか良好な生育を示 

す。ー般に本病幽の属する（】ercospo;a近繰属蘭は培地上で分生子を形出 

しないが、本病曲の場合はPSA培地上に移植、植え付け後48-96時間 

BL-B蛍光幻の連枚照射により、分生fが多量に形出される。 

病原菌と病名（】‘ル0-,powがm・de.:slIlinac Hon et Nambu〔＝ 

Cercoseplona pna.densiJlonte (Hon et Nambu ) Deugh ton . 

凡eudocercospora p'II,・‘'en望ノlnae (Hon et Nambu) Deughton)~ 

本病は今日、熱帯・亜為弗地域におけるマツ知の最も取要な病気のー 

つであるか、そもそもは大正6年(1917）に鹿児島県下のアカマツ被害 

m に基ついて、病名を葉枯摘、摘鳳曲を新神（加ti's加IV pIn!・de,」割βorae 

と命名記載されたものてある。当時、大正の始め頃から九州市部のマツ 

養苗地において、アカマツ・クロマツ・フランスカイガンショウなとに 

本病の発生まん延か知られていた．その後、わカ重には長い間本病の発 

生は庄目されずにきたか、第ニ次大戟後、外岡樹航の導人試植期に、青 

苗小の多くの外国産マツ頬に大発生Lて再び間畑になった。 

いっぽう海外において、熱帯・亜熱帯地域にマツ頬の遺林か進められ 

るに到り、苗畑や幼齢造林地における本病の流行病的発生が起こり、そ 

- 39 - 

る。25℃では 8時間以内に発芽可能な分生千はほとんと発芽を完「す

る。分生 -"±水滴の存在のほか、 100% の飽和湿度下ても発封トする。乾

燥状態て離脱した分生了の寿命は比較的短く、数 R程度てあるか、病含1

築上に着生したままではかなり長1馬脚 (7ヶ月以上) 高い発芽率をキ乱射

したまま生存‐する。侵人・感染 してから発病までの潜伏期間は 20~25 ℃

で約 1ヶ月、 25~30 ℃で約 201‐1である。感受性の高い樹種ての勤齢造

林地における発病・蔓延は新柏に際して苗畑から持ち込まれた稲病苗木

から始まっている。

本病菌歯叢の生育は 23~30 ℃の間で良好て、生育 pH 域は 3~9 と広

い。燕糖を始めとする6炭糖類をよく利用し、無機のチッソ源てはアン

モニア態の塩類をよく利用し、アミノ酸ではアスパラギン酸、クルタミ

ン酸、グ リシン、α‐アラニ ン、ハ リン、チ ロシンなどか良好 な生育 を示

す。 一般に本病菌の属する Cのでospom 近縁属菌は端地-ヒで分生子を形成

しないが、本病曲の場合は PSA 培地上に移植、植え付け後 48~9611羽;をi

BLB 蛍光灯の連続照射により、分生子が多量に形成される。

病 原 菌 と病 名 Ce′のふPomp ぞiz 加川射ome Horl ct Nambu 〔=

Cem)sep ′o′7‘z p′′ルメのゐ〆 o′れe ( HoH et Nambu ) Delghton,

凡 のrdoceiでosPomp 〃7トダem 扉 oノ解 (Horl et Nambu)De ・ghton 〕。

本病は今日、熱帯・亜熱帯地軌におけるマツ類の最も重要なり内気の-

つであるか、そもそもは大7F6年 (1917) に鹿児島県下のアカマツ被害

苗に基ついて、病名を葉枯病、病原菌を新柿 CのでosPomp 班ト舵 jis沢の"β

と命名記載されたものてある。当時、大正の始め頃から九州南部のマツ

養苗地において、アカマツ ・クロマツ ・フランスカイガンショウなとに

本病の発生まん延か知られていた。その後、わか国ては長い間本病の発

生は注目されずにきたか、第二次大戦後、外国樹種の導人試植期に、育

苗中の多くの外国産マツ類に大発生して再び問題になった。

いっぽう海外において、熱帯・亜熱帯地域にマツ類の造林か進められ

るに到り、苗畑や幼齢造林地における本病の流行病的発生が起こり、そ
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の生態と防除の研究が各国で行われたカ‘、わカrnにおける先進的明究集 

執がそれらに大きく寄与してきた．今まての木胸の分布や宿キ範囲の調 

在などから、本病菌は元来か為帯のマツ類の病原mてあって、熱帯から 

亜為弗へ、亜熱希からi2帯へと、各押外国産マツ頬の導入や移動に件っ 

て分布を拡大していったものと推酬されている． 

本嫡の子座は引葉の衷皮細胞層下に形成され、のち我皮を破って表面 

に:1lる．子座机繊は林掲色厚壁網胞からなり、仇柔机繊状、渇色ないし 

オリープ褐色、径35-119p m .高さ50-125p m .分生了柏は議オ 

リープ掲色、シグザク抵時に1-2隔壁、15-30 )< 2 5-4i, m .分上子 

は民円筒形ないし倒梶捧状、先摘尖り、基部故切状、戒オリープ褐色'直 

ないしS字状にまがるか一方にA曲する、1-11隔軍を有し、大きさ20 

-100 X 1.5-6p m . So う 40-80 x 2-3声 m 、 MIlL 

英病名はNeedle blightてあるか、マツ煩のもう－・つの電要葉枯竹痢 

害てある赤斑集枯病と区別するために、業枯病はCeicospoua needle 

blight、赤皿集枯病はDothistroma needle blightと病原徴の属名を冠 

して呼はれる。なお木病の痢原菌は、最近の（ン?t05加m近繰属菌の再吟 

味の中て、Ceicosepiona属に移されたり、Pwdocerco 加in属に移され 

たり、また位置か定まったとは云えない状艘なのて、上配のように最初 

に記載された秤名を用いておくことにする．最近タンサニアを始め各地 

で、木病菌のテレオモルフ（有性世代）か発見され、Mycosphae,rlla 

即bSOJIU Evansと命名記嶋された．しかし、その形成は比較的拍であり． 

伝播の主力は分生子にある． 

宿主範囲と分布 本病鴨はマツ属樹木に寄生し、集枯痢を起こす．・マ 

ツ属以外では口本の苗畑でダグラスファー（Pseudots,智.0 ,flE,,z,es,,）に発 

生した記緑がある。マツ属は世界に約90神ともいわれ、熱帯から亜寒帯 

まて橋成種を異にしなから広い分布域を持つ．そのため葉枯府菌に刈す 

る感受性にも強感受性から抵航性まて大きな幅かある． 

強感受性 ヒソコりーマツ（乃”us anstata) ，カナリーマツ（P 
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の生態と防除の研究が各国で行われたが、わが国における先進的{ジー究業

績がそれらに大きく寄与してきた。今まての木病の分布や宿主範囲の調

査などから、本病菌は元来か熱帯のマツ類の病原菌てあって、熱帯から

亜熱帯へ、跡熱儲から温帯へと、各種外国産マツ頬の導入や移動に伴っ

て分布を拡大していったものと推測されている。

本病の子座は針葉の表及細胞層下に形成され、のち表皮を破って表面

に出る‐了づ峯絹織は緑褐色厚壁細胞からなり、1拘束組織状、褐色ないし

オ リー ブ褐色、径 35~119 〆 m 、高 さ 50~125"m 。分 生二“ リは徐 オ

リーブ褐色、シグザ ク紙 =割こ 1~2 隔 壁、 15~30 × 2 5~4"m 。分生子

は長円筒形ないし倒*足棒状、先端尖り、基部載りリ状、淡オリーブ幸号色、E/i

ないしS字 開こまがるか一方に湾曲する、1~11 隔壁を有し、大きさ 20

~10OX 1,5~6 “ m 、 ふ つ う 40~80 × 2~3"m 、 潤 面 。

英病名は Needle bl1ghtてあるか、マツ類のもう-・つの重要業粘性病

害てある赤斑葉枯病 と区別するために、葉オ古病は Ce1cospo1a 1・eedle

blight、赤斑薬林病は Donustroma needle bllght と病原菌の届名を冠

して呼ばれる。なおホ病の病原菌は、最近の Cののめo粥近隷属前の市11今

味の中て、 Cのcoもepfo“"属 に移 された り、 Psだ〃docののもPのむ届 に移 され

たり、また位置か定まったとは云えない状態なのて、」;記のように最初

に記載された柿名を用いておくことにする。最近タンサニアを始め各地

で、不病菌のテレオモルフ (有料世代 ) か発見され、みろノcosp/z‘zの覆お

gぬs煽れEvans と命名記載された。しかし、その形成は比較的稀であり、

伝播の主力は分生テにある。

宿主範囲と分布 本病菌はマツ属樹木に寄生し、葉キー~病を起こす。マ

ツ属以外では日本の苗畑でダグラスファー 解雇 o観客"〃'e'′z′es〃)に発

生した記録がある。マツ属は世界に約 90種ともいわれ、熱帯から亜寒帯

まて橋成徳を異にしなから広い分布域を持つ。そのため英枯病菌に対す

る感受性にも強感受性から抵抗′睦まて大きな幅かある。

強 感 受 性 ヒ ソ コ リー マ ツ (乃〃〃 α熔 解云〃), カ ナ リー マ ツ (P
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m ”川In I/S/S ) ，カ リ ヒアマツ （P eanbaca） コン トルタマツ （P 

COiItO)'t{i) ，リンハー マツ（P.ルU鳥），アレソポマツ（P. I/C/k加I/Si9 ージェ 

フレイマツ（P ノ（lり｝'eyり，ランヘルトマツ（P lainhertiana) ,ビンョ ノプ 

マツ（P nuincata) ,ロノシポールマツ（P. ;nunayana) ，オウシュウクロ 

マツ（Piz磐m) ，ウー カルパマツ（P. oociii加），フランスカイガンショウ 

(P InnaSte)) ,スコッチマツ （Ppinca) ，ポンテローサマツ（P 

加ndernsの,ラジアタマツ（P indiata) ，レ／ノサマツ（P )eslnosa) ，ス 

トローブマツ（P Stmb/1ョ，オウンュウアカマツ（P SyIeestns) 

感受性 ノブコーンマツ（P attenua回，アカマツ（P densiflo助 ユキ 

ナタマツ（P eclunata) ，ケシヤマツ（P kesiva) ，リュウ告ュウマツ（P 

titciniejisiり ,ハビンョウ（P InasSomana） メルクシマツ（P n/eli usiJ 

告タコョウマツ（Ppentapliytla) ，クロマツ（Pmunheig功。 

抵抗性 スラノシュマツ（P el/jo/tn) ，ヒマラヤコョウ（P gllthm功， 

マウンテンマツ（Pm1/Id/司，タイオウショウ（P 1k/I//SI司．パチュラ 

マツ（P 加加肋,リギタマツ（Png,da)‘テータマツ（Ptaeda) ，テコテ 

マツ（P leco旧,テルマルマツ（P toneyana)。 

分布 アジア（中国・香港・イント・イントネンア・日本・韓国・マ 

レーシア・フィリピン・スリランカ・台湾・ヘトナム）、アフリカ（ケニ 

アージンパフエ・タンザニア・サンヒア）、中米（ニカラグア）、南米（ブ 

ラシル） 

防除対策 苗畑における本病防除の基木は、苗畑衛生と薬剤による予 

防散布である。病苗木は旺盛な胞子の形成場所であり、強力な伝染源に 

なるのて、たとえ軽微な疔状であっても、病苗木はすへて除去焼却する。 

山出し出荷後の屑苗を苗畑の隅に集めて植えているのをしはしは見かけ 

るが、これらはほとんと葉枯病菌の巣窟になっているのて、山出し後の 

残苗は惜しくても処分してしまうことが必要てある‘] 

薬剤による予防散布は、苗木をポソトに移植後2週間ほどしてからマ 

ン不ブ剤（400倍），ヘノミル剤（1, 000 倍）、 プロピネフ剤(400倍） 

- 41 

"‘′z"′7e;なお), カ リ ヒ ア マ ツ (P の7る僻α), コ ン トル タマ ツ (P

m 〃棚 74),1j ンハーマ ツ ( 〃肌′′為), ア レッポマツ (P,/′"/ePβ;2s′5), ジェ

フレイマ ツ パリ〆例の ,ランヘ ル トマツ (P /〃i'′座中〃〃"), ビン ヨソプ

マ ツ (P “卿 7c"′"), ロ ノシポ←ルマ ツ (P,〃粥 川 ymm), オウシュウ クロ

マ ツ (P 〃@ “), ウー カルパマツ (P,oo 蝕め"), フ ランスカイガ ンショウ

(P Pm‘zs′e'), ス コ ッチ マ ツ (P pme"), ボ ン テ ロー サ マ ツ (P

Pの扇のo班 ), ラジア タマ ツ (P, 雁の鰭〃), レノノサマ ツ (P ′es7mm), ス

トロープマ ツ (P s同 友rs), オウンユ ウアカマ ツ (P s駆りes′775)。

感受性 ノブ コー ンマツ (P mre′z′‘"′"), アカマ ツ (P d釧 扉の "), エ キ

ナ タマ ツ (P ec/〃〃所α), ケ シヤマ ツ (P ん釧 y"), リュ ウキュウマツ (P

/〃c脳釧那 ハ ビンョウ (P 〃msso 〃加′" メル クシマツ 〃棚如 s′“ ,

キタゴヨウマツ (P Pのど超P伊仙 ), クロマツ (P ""“?るe増の。

氏杭性 スラノシュマツ (P e′/mm の ,ヒマラヤコヨウ (Pg 栃折′疑り ,

マ ウンテンマ ツ (P '′′◇′′初め ,タ イオウショウ (PP 〃 な膚 s), パ チュ ラ

マツ Pq 組め ,リギダマツ (P ′増沼口 テー タマツ mm"), テ コテ

マ ツ (P 沼のり ,テルマルマツ (P for,セM 〃")。

分布 アンア (中国 ・香港 ・イント・イントネシア ・日本 ・韓国 ・マ

レ← シア ・フィ リピン ・ス 1jランカ ・台湾 ・ヘ トナム )、アフ リカ (ケニ

ア ・ジンパフェ ・タンザニア ・サ ンヒア )、中米 (ニ カラグア )、南米 (プ

ラシル)

防除対策 苗畑における本病防除の基本は、苗女F--衛生と薬剤による F

I坊散布である。病苗木は旺盛な胞子の形成場所であり、強力な伝染源に

なるのて、たとえ軽微な病状であっても、病菌木はすへて除ム焼却する。

山出し出荷後のj納骨を白秋田の隅に集めて植えているのをしはしは兄かけ

るが、これらはほとんと葉右~病菌の巣窟になっているのて、山出し後の

残苗は苦しくても処分してしまうことが必要てある。

薬剤による予防散布は、苗木をポットに移植後 2週間ほどしてからマ

ンネブ剤 (400 倍 ),ヘノミル剤 (1,000 倍 )、プロピネフ剤 (400 倍 ),
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チアジアジン（600信），チオフアネーl メチル剤(500倍）なとを月2回 

散布する．ホルトー合剤や塩基性塩化編剤等の銅剤も本痢の予防効果を 

右するか、マツの種煩によっては散しい条害を生するので、マツの病害 

防除には鋼剤の使用は避けたはうか賢町てあろう．なおマンネプ削に展 

着剤の代わりにPM着削(PVAO I％またはパラ7イン系凪着剤1%）を慮 

加すると、散布間隔をあけて月1回程度の敵布て良い．薬剤散布後は薬 

液が十分乾いてからat水をする。 

診断の異点 亜熱帯圏を中心に熱帯から温帝まて広く分布し、マツ苗 

から植執林まで被害をりえている．特に広く亜為帯地城に導入抽執され 

たラジアタマツ（nmis iw加日 に激Lく発生して問題になった病気で 

ある．初め引集上に脱掲色の小町点を生じ、これはまもなく拡大しなか 

ら赤掲色となリ、中心部にやや隆起した熟色小軸点（病原曲の子座）を 

義す．病引葉はしばLは病癖形成部から湾曲する．散しい発牛の場合は 

－引葉上に多数の病斑を生I、ついに剖葉令体が掲変して枯死する．病 

耳上の黒点はまもなく灰緑色すすかび状物（病原菌の分生子塊）に敏わ 

れる．摘勢の進展は下葉から上方へ、」、ところ菓から外方へと進み、苗 

木と植栽若木に被害か散しい（H桧3.3)~ 

発生生態 木膚の病原菌は擢病苗や廟柿執若木上に分生子を多量に形 

成し、それか伝染源となって周辺のマツへ伝播する。本蘭分生子は剖菓 

上において約10時間て50％が、20時間て80％以上か発芽する。発芽慮 

度範囲は8-30t.適温は20-25℃で、分布の中心が林帯地壊にある葉 

枯病菌よりやや低く、亜枯弗地域に適していることをうかがわせる．発 

芽PH壊は3-9と広く、4 6-68 では70％以上の発芽率を示す． 

亜熱帯・熱帯地域では周年分生子の形虞と分散か行われるか、温帯地 

鳩では冬期は分生子形虞は行われず、着生滴針葉上で子座の形慈で嶋 
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チアンアジン (600倍 ),チオフアネー ーメラール剤 (500倍 ) なとを月 2回

散布する。ボルト‐合剤や塩基性塩化銅剤等の鋼剤も本病の予防効果を

肴するか、マツの種類によっては激しい薬害を生するので、マツの病害

防除には銅剤の使用は避けたほうが賢明てあろう。なおマンネブ剤に展

着剤の代わりに悶着剤 (PVAOI% またはパラフィン系国者剤 1%) を添

加すると、散布間隔をあげて月 1回程度の散布て良い。薬剤散布後は薬

液カヨー分乾いてから潅水をする。

せきはんはがれびょう

2)赤斑葉枯病

診断の要点 亜熱帯圏を中心4こ熱帯から温帯まて広く分布し、マツ菌

から植栽イネまで被害を与えている。特に広く亜熱帯地域に導入植栽され

たラジアタマツ (丹那 s'"霞口紅) に激しく発生 しで問題になった病気で

ある。初め針築上に炭褐色の小斑点を生じ、これはまもなく拡大しなか

ら赤褐色となり、中心部にやや隆起した黒色小粒点 (病原菌の子座) を

表す‐病安1葉はしばしは病班形成部から湾曲する。激しい発牛の場合は

一金1葉上に多数の病魂を生し、ついに針葉全体が褐変しで枯死する。病

斑上の黒点はまもなく灰緑色すすがび状物 (病原菌の分皇子塊) に覆わ

れる。病勢の進展は下葉から上方へ、ふところ柴から外方へと進み、苗

木と植栽若木に被害が激しい (=絵 3‐3)。

発生生態 水病の病原菌は雁病菌や病植栽若木上に分生子を多量に形

成し、それか伝染源となって周辺のマツヘ伝播する。本菌分生子は針築

上において約 10時間て50% が、20時間て80% 以上が発芽する。発芽温

度範囲は 8~30 ℃、適温は 20~25 ℃で、分布の中心が熱帯地域にある葉

薪病菌よりやや低く、亜熱帯地域に通しでいることをうかがわせる。発

芽 pH 域は 3… 9 と広 く、 4 6~6 8では 70% 以上の発芽率を示す。

亜熱帯・熱情地域では周年分生千の形成と分散か行われるが、温帯地

域では冬期は分生千形成は行われず、着生病針薬上で子座の形態で越
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冬、翌春4~ 5月以降10ひ分生子を形成して伝播を開始する。また感染し 

てから発病まての期間すなわち潜伏期も熱帯ー亜熱帯地域では約一か月 

てあるか、温帯地域てはふつう2 -3 ケ月を要する。病原菌の分生了ある 

いは了座の生存条件ないし生存期間についてはまだ調査が行われていな 

、1。 

病原菌 Dothistroma septosponini (Doroguine) Morelet〔＝Dot hi 

stioma pun Hulbary〕。ほかに占い文臥ではSeptona sゆtospora 

Doroguine, Act,m伽リ1/n,, mengi Saccardoの種名が使われた時代かあ 

る。 

子座は針菓の病斑上に生し、初め埋生、のち表皮を破って表面に現れ 

る、晴褐色～濃緑黒色、幅100-750,a m 、高さ80-400p n-i。子座表 

面部分に1～数個の柄子殻室を形成、その内部に分生子を多量に形成す 

る。分生子柄は殻室内層の菌糸よリ直接立ち上がリ、無色、単条、8- 10 

)< 1 5-2p nil.全出芽・アレウロ型の分生子を形成する。分生子は無色、 

棒状、直ないし不規則に湾曲、1~4隔壁、大きさ8-38X15 --3.5p in, 

木病菌のテレオモルフ（有性世代，Sc/n'/iia pini Funk et Pai ker）は 

現在まてカナダとフランスて見つかったのみて、その形成はきわめて柿 

てある。従って熱帯・亜熱帯地域における伝播のキ体は分生了にある。 

和病名は初期病斑の様相から赤斑葉枯病と名付けられた。病原菌の属 

名からつけられたトチストロマ葉枯病は異名である。英病名は 

Dothisti ama blightあるI'-'はRed band diseaseと呼ばれるが、前者の 

方が一般的に良く用いられている。 

宿主範囲と分布 前述のように本病は亜熱帯に導入されたマツを中心 

に激しい被害を起こしているが、分布そのものは温帯から熱帯まで広 

い。宿キはマツ属が主体てあるが、ダグラスファー（Pse,,山tsitga 

川川mas ii) およひオウシュウカラマツ（Lay/v dcc励面の針巣上にも記録 

がある。マツ属の種の中には本病菌に対する感受性に、強感受性から強 

抵抗性まで大きな幅がある。 
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冬、翌春 4~5 月以降副ひ分生子を形成して伝播を開始する。また感染し

てから発病まての期間すなわち潜伏期も熱情・亜熱帯地域では約一か月

てあるか、温帯地域てはふつう2~3 ヶ月を要する。病原菌の分生了ある

いは了‐座の生存条件ないし生存期間についてはまだ調査が行われていな

し、o

病 原 菌 Dof/z7贈り'′m seprospomm(Dorogulne)Morelet 〔= Do 〃z′

s′′o;'24 P“〃 Hulbary 〕。 ほ か に 占 い 文 献 で は Sゆか 7口もeP毎秒 om

Dorogume , Amm ′/リリ粥川 mmg ′Saccardo の称 名 が使 われ た =き代 か あ

る。

千座は針葉の病斑上に生し、初め理生、のち表皮を破って表面に現れ

る、暗褐色 ~ 濃緑黒色、幅 100~750 〆 m 、高さ 80~400 〆 m 。子だ区表

面部分に 1~ 数個の柄子殻室を形成、その内部に分生子を多量に形成す

る。分生子柄は殻室内層の菌糸より直接立ち上が 1)、無色、単条、8~10

× 15~2"m 、全出芽・アレウロ型の分生子を形成する。分牛子は無色、

キ御大、ー目ない し不規則に湾曲、 1~4 隔壁、大 きさ 8~38 × 15~3.5 “ m 。

本病菌のテレオモルフ (有性 1{L代 ,Sc初霜αpmFunk et Pall(er) は

現在まてカナダとフランスて見つかったのみて、その形成はきわめて稀

てある。従って熱帯・亜熱帯地域における伝播の宇体は分生了にある。

和病名は初期病魔の様相から赤斑葉林病と名付けられた。病原菌の届

名からつけられたトチス トロマ葉オお肉は異名である。炎病名は

Doth ・st・onla bl1ght あ るいは Red band dlsease と呼ばれ るが、前者の

方が --般的に良く用いられている。

宿主範囲と分布 前述のように本病は亜熱帯に導人されたマツを中心

に激しい被害を起こしているが、分布そのものは温帯から熱帯まで広

い。 宿 手 は マ ツ属 が 主体 て あ るが 、 ダ グ ラス フ ァー (Psez′の′s増〃

′′ぞejzzzesz′) お よびオウシュウカラマツ (Lq ばてdec′〆′rα) の針築上に も記録

がある。マツ属の種のLiーには本病菌に対する感受性に、強{感受性から強

抵抗性まで大きなID晶がある。
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強感受性 ノブコーンマツ（Pious attenuata) ，交配マツ （PS 

a/tammdia危） , P bra/ca,カナリーマツ（P canaflens司，メ戈シコイワマ 

ツ（P cembroides) ，コントルタマツ（P con/or/a) Iアパッチマツ（P 

cage/manna) I アレッポマッ（P. halepensis) ，ビショップマツ（P 

miiii cc to) ，オウシュウクロマツ（Pa管助，スコッチマツ（P 加wり，ポ 

ンデローサマツ（Pponderosa) ，ラジアタマツ（Pradio加）,デイソガー 

マツ（P sabiniana) ，オウシュウアカマツ（Rりんestriョ 

感受性 シロマツ（P. hungeana)，カリピアマツ（Pmribaea) ，ビッグ 

コーンマツ（P. con/fe,り，Pmbe,冨喝 アカマツ（P do,認eflo同，ェキナ 

タマツ（P ecinnata) ，スラッシュマツ（P. elliothi) ，リンバーマツ（P 

ノ7exileゆ，ジェフレイマツ（RJeがlgyり,ケシヤマツ（Pliesり,ロ），バビショ 

ウ（P niassoiiiai幼，マウンテンマツ（P inontand ，ダイオウショウ（P 

加iiパIris) ，フランスカイガンシS ウ（Ppenastei) lプンゲンスマツ（P 

pImge司 ,レジノサマツ（Presinosa) ，ストローブマツ（Ps/iりblな）' 

テーダマツ（P. taeda) ,クロマツ（P mmbergり 

抵抗性 P . ayacahuite,Pdm 管lasiam P ,geraidiam，ヒマラヤゴョウ 

(Pgruff/hり，Ph"mvega, P /0/0p如I危，メルクシマツ（Pmerleパ功,P 

m idhmama P mnontezumnae，ウーカルパマツ（P ooca功司，パチュラマ 

ツ（P pa/uた）,P 加eudostrobus，テコテマツ（Ptaco日，デルマルマツ 

(P torreyana) ，バージニアマツ（Pm即mma) 

分布 アジア（ブルネイ‘インド・日本）、オセアニア（オーストラリ 

ア・ニューゾ」ランド）、アフリ力（ェチオピア・ケニア・マラウイ・南 

アフリカ・スワジーランド・タンザニア・ウガンダ‘ザンビア）、欧州（オー 

ストリア・イギリス・フランス‘イタリア・ルーマニア・スペイン・ユー 

ゴスラビアーソヒエト〕、北米（カナダ‘メ寺シコ・アメリカ）、南米（ア 

ルゼンチン・ブラジル・チリー・ペルーーウルグアイ）。 

防除対策 感受性のマツを養苗する場合には発芽してポットに移植 

後、1- 2週間してから月2回程度に銅剤を散布すると良く防除出来ると 
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強 感 受 性 ノブ コー ンマ ツ (P・mrs αだの〃そ解α), 交 配 マ ツ (P. 尤

"!{e;z娘牧ばなり ,P 初霜鋼 ,カナ リーマ ツ (P mm' ・e'Is!s),メキシコイワマ

ツ (P cのめ 'りばeの ,コン トル タマ ツ (P cの-どのすα), アパ ッチマ ツ (P

の埋8′mの2'′7z), ア レ ッ ポマ ツ (P, ゐメリ 87葛郎), ビ シ ョ ップ マ ツ (P,

;'2z〃だ〆α), オ ウ シュウクロマ ツ (P,“ぱ ,ス コッチマツ (PPz' 旧の ,ボ

ンデ ローサマ ツ (PP の川のりsα), ラ ジアタマツ (P m 承α如), デ イ ソガー

マツ (P,s の 7mm 姓), オウシュウアカマ ツ (P )ぼり凝れ卿 。

感受性 シロマツ (P, 加増 8α〃"), 力 リビアマツ (P,c のめαβα), ビッグ

コー ンマツ (P.cD 川棚 7つ ,P cr心87ぞs2s, アカマ ツ (P dのは扉 om), エ キナ

タマ ツ (P e乾留"超), ス ラ ッシュマ ツ (P,e 偽o筋 z),1j ンパーマ ツ (P,

力鋼霞め ,ジェフレイマツ (Rigが ayの ,ケシヤマツ (P を偽りα),パビショ

ウ (P ′〃"$ の“のめ ,マ ウンテンマツ (P m 伽云口〃"), ダイオウシ ョウ (P

Pα/縫お7s), フ ランスカイガ ンシ ョウ (PPZ “αsfg'), プ ンゲ ンスマツ (P

加 増の郎), レ ジ ノサマ ツ (P だ別船舶 ), ス トロー プマ ツ 贈りか◎ ,

テー ダマ ツ (P. 加須 "), クロマツ {P,どんご“あの蹄の。

抵抗性 P,αツα餌膚ffre,P d仰ぎZqs娘“α,P,gem フゼメの解 ,ヒマ ラヤ ゴヨウ

g'訪伊/?の ,P, 卿 舵 {ぞg′ P zeわめ毎物 ,メル クシマツ “;e蒲郡 zの ,P

川魚伽卿〃仏 P i加 川e粥川αβ,ウー カルパマ ツ (P oom ゆα) ,パ チュラマ

ツ (P たね!ね),P Psezfαosfmbzfs, テ コテマ ツ (P, ねc鱗の ,テ・ルマルマツ

(P fのりセyのめ ,バ ー ジニ ア マ ツ (P,w 増 加‘7,脇)。

分布 アジア (ブルネイ・イン ド・日本 )、オセアニア (オース トラリ

ア ・ニュー ゾー ラン ド)、アフ リカ (エチオ ピア .ケニア ・マ ラウイ .南

アフ リカ・スワジー ラン ド・タンザニア・ウガンダ・ザ ンビア )、欧州 (オー

ス トリア ・イギ リス ・フランス ・イタ リア ・ルーマニア ・スペ イン ・ユー

ゴスラビア・ソヒエト)、北米 (カナダ・メキシコ・アメリカ)、南米 (ア

ルゼ ンチン ・ブラジル ・チ リ一 ・ペルー ・ウル グアイ )。

防除対策 感受'裡のマツを養苗する場合には発芽してポットに移植

後、1~2 週間してから月2回程度に銅剤を散布すると良く防除出来ると
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の報告かあるが、マツの仲類によっては散布回敵が8-10回を超えると 

慮しい薬省を起こすものもあるので、月2回のうち1回はマンネプ剤に 

切リ朴えたほうが安全てあろう。天然のマツがなく導入マツに頼る場合 

は、抵抗性のマツの中からその地域に適応しそうケ種類を選ぶはうが、 

打来のことを考えると安全である． 

3)葉ふるい貿 

痢原菌 子のう閉煩盤曲掴リチズム日ヒボデルマ科のLofilwde;muun, 

II,podennaなとに属‘る病原幽級によって起こされる、針葉樹の葉枯杵 

ないし落葉性病害を、葉ふるい痢と総称する．なかてもマッ属樹木のト 

ては為帯圏から亜寒帯まで、古くから多数の神が知られている．病原性 

についてもほとんと二次的で腐生性に近いものから、非常に寄生件か強 

く被害の大きいものまて、種によって広い変異かある．熱帯・亜為帯地 

域に分布するマツに生するLopliode,w rum属蘭としてはL auclrnk 

DearnessとL ,i・un/n (Schrader Fries) Chevalliel か主なもので、寄 

生仕は前者のほうか強く．後者は弱いとされている。L羽sodenuuujl属 

蘭の種の区分は、被害針業上の品色帯線の有無、予のう盤形成付置（基 

部あるいは穀皮における宿主表皮細胞取り込みの有無と程度）、蚊皮先 

摘部の舌の有無と色、子のう・子のう胞子の形態とによって打われる。 

病引葉上に子のう盤とは別に小さい黒点状の菌体を生ずるが、これは本 

病菌の楕了器(Spermogonium) （柄子般とも呼ぶ）てLゆto6lmmai!代 

（アナモルフ、不完全世代）と呼はれる．界の中に徹小な精了 

(spa mat turn)（柄胞子とも呼ぶ）が含まれ、これは発芽伝染能力を持た 

ない． 

Lotis/iaI‘は被害釧集トの黒色帯線は無く、子のう盤は黒色、紡鐸形、 

縦の長さ600-11200p m 、底部中央に敵倒の宿主五皮招胞か取り込ま 

れている．舌は無色．子のうは梶神状ないし円簡状、壁は毒く－重、8 
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の報告かあるが、マツの種類によっては散布回数が 8~10 回を超えると

激しい薬害を起こすものもあるので、月 2ーUーのうち i回はマンネブ剤に

切り替えたほうが安全てあろう。天然のマツがなく導入マツに頼る場合

は、抵抗性のマツの中からその地域に適応しそうな種類を遊ぶほうが、

将来のことを考えると安全である。

は びょう

3) 葉ふるい病

病原菌 子のう菌類無菌綱 リチズム H ヒポデルマ料の Lopルリグgi?〃〃〃〃,

自助 odemm なとに属する病原菌類によって起こされる、針葉樹の葉粘性

ないし落葉性病者を、葉ふるい病 と総称する。なかてもマツ属樹木の-ヒ

ては熱情圏から亜寒帯まで、古くから多数の柿が知られている。病原性

についてもほとんと二次的で犀葛生性に近いものから、非常に寄生件か強

く被害の大 きいものまて、種によって広い変異かある。熱帯・亜熱帯地

域 に分布す るマ ツに生す る Lop/ぞmmmm;? 属菌 としては Lα〃賄〃!e

Deamess と L P′m""(Schrader Frle Cheva11 ーe1 か主 な もので、寄

1 性は前者のほうか強 く、後者は弱いとされている。 Lop/リメem7mm 属

菌の種の区分は、被害ま十菓上の黒色帯線の有無、子のう盤形出荷道 (基

部あるいは殻皮における宿主表皮細胞取り込みの有無と程度)、殻皮先

端部の舌の有無と色、子のう・子のう胞子の形態とによって行われる。

病針葉上に千のう盤とは別に小さい黒点状の菌体を生ずるが、これは本

病菌の精了器 (Spennogon1um)( 柄千殻とも呼ぶ) て Le顔の′mm" 世代

(アナモルフ、不完全也代 ) と呼はれる。器の中に微小な精子

(spc1mat1um)( 柄胞子とも呼ぶ )が含まれ、これは発芽伝染能力を持た

ナ! し、。

L mfs力α/eは被害針巣 tの黒色帯線は無 く、子のう盤は黒色、紡錘形、

縦の長さ600~1,200"m 、底部中央に数ィ1劃の宿主表皮細胞か取り込ま

れている。舌は無色。子のうは梶棒状ないし円筒状、壁は薄く一重、 8
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ケシヤマツ葉ふるい醐． 

(L australe Dearness) 

の子のう磐、子のう、子のう肥子 

側の子のう胞子を内職、75~125X 10-175gm. 倒糸は糸状、子のう 

と同し高さに非Aち 子のう胞了は糸状、無色、単胞'弾いゼラチン質の 

外皮（epispote) に履われ、45-85X 15-3gm（図4)．アナモルフは 

Ld加thorna d,msss;uum Cookeて、柄胞子は無色、岸胞、短枠形、6-9 

)< 1pm, 

L ,:nasi' は引菓上のfのう盤を状んて黒色帯線を右し、子のう盤は 

艦色、格円形～紡挿形、縦の長さは1,000-2,500pm、成熟すれI'中 

央で縦に裂開する、底部に表皮相匏をはぽ－列に取リ込んている．舌は 

無色．了のうは梶捧状、無色、8個の子のう胞了を内蔵し、85-160 x 

I0-lfipni,子のう胞了は線状、無色、中胞、68-120X07--l5pm, 

子のっ盤6'm かにLeptoshoma世代を散生する．柏子般は思色、精円形、 

長さ200-400pm，柄胞fは無色、単胞、短邦形、4-6×1pm. 

診断の要点 苗木から成木まて引集に発生するか、苗木に発生すると 

生青の遅れを生L議害を起こす。成木では2-3年生針葉に発生し落集 

を起こすか、さはと実宮を生するItどてはない．始め引葉に貴掲色の点 

状綱肩が形虞され、これはまもな〈拡大Lて褐色ないし赤掲色になリ、 

やかて針葉全体が褐金枯死する．枯死到葉上に縦民の楕円形～訪睡形の 

黒色のやや盛り上かった長さ1-3mnl の菌体（子のう盤）と、小さい 

0.5mm if度の曲体（輸子響＝柄子蚊）を散生する。子のう盤は成熱する 

と中央か縦に亀製を生Lて製聞する（図版3.4,図4). 

彙ふるい病の診断の特徴は、病割集上における縦長紡錘形の子のう健 
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図 -4

ケシヤマツ葉ふるい病菌
てL austra′e Dearness)

の子の う盤、子のう、子の う胞子

例の子のう胞子を- 臓、75~125 × 10~17 5"n・。側糸は糸状、子のう

と1司し高さに並ぶ。子のう胞了は糸状、無色、 1山地、薄いゼラチン質の

外皮 (ep1spo1e) に覆 われへ 45~85 × 15~3 川 11( 図‐4)。 アナモルフは

彰弱口吻の〃"〆〃川柳〃′〃〃 Cookc て、柄胞 子は無色、申胞、短梓形、 6~9

× 1〆 mo

L Z'′′′‘zs′〃はま1東上の子のう盤を挟んて黒色帯線を有し、子のう盤は

黒色、楕円形 ~ 紡錘形、縦の長さは 1,000~2,500gm 、成熟すれば中

央で縦に裂餅トする、底部に表皮細胞をほぼ一列に取 1)込んている。舌は

無色。下のうは梶棒状、無色、 8個の千のう胞子を内蔵 し、 85~160 ×

10~16"m 。 子の う胞了は線状、無 色、中胞、 68~120 × 0 7~15"m 。

子のう盤のほかに肥りゎmom α1せ代を散生する。柚子殻は黒色、楕円形、

長 さ 200~400 “m 。柄胞子は無色、単胞、短梓形、 4~6 × 1川 n。

診断の要点 白~木から疏水まて参1葉に発生するか、菌〆・に発生すると

生育の遅れを生し被害を起こす。成木では 2~3 年生金十葉に発生し落葉

を起こすか、さほと実習を呈するほどてはない。始め劉葉に黄褐色の.点

状病班が形成され、これはまもなく拡大して褐色ないし赤褐色にな 1)、

やかて針葉全体が得変枯死する。枯死針菓上に縦長の楕円形~紡錘形の

黒色のやや盛 り上か った長さ 1~3mm の菌体 (子のう盤 ) と、小さい

0,5nlm程度の繭体 (精子器=柄子殻)を散且する。千のう盤は成熟する

と中央か細に亀裂を生 して裂閉する (図版 3‐4,図‐4)。

葉ふるい病の診断の特徴は、病針東上における縦長紡錘形の子のう盤
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の形成にある0 上記の2種の場合は引葉上の黒色帯線の有無で区別され 

るが、ほかにも類似種があるので、正確には顕微鏡検査によって種を同 

定する必要がある。 

発生樹種と分布 ①Lphodennium atパtrale Dearness カリビアマツ 

(Pcan加Cの，P canbam var. hon請‘た,冨雄」エキナタマツ（R echina加） 

スラソシュマツ（Pelliott,り，スプルースマツ（Pgla bra) 1ケシヤマツ 

(Pliesりロ）‘メルクシマツ（Pmcikus功，パチュラマツ（Ppah‘励，ダイ 

オウショウ（Ppalitstiiり，フランスカイガンショウ（Ppm」1aster) ，ラジ 

アタマツ（P radiata) ，レジノサマツ（P resinosa) ，リギダマツ（P 

nglda) Iテーダマツ（Ptaeda)。 

分布：アジア（インドネシア・マレーシア・フィリピン‘セランゴル）、 

オセアニア（オーストラリア・フィジー・ハワイ）、アフリカ（サンピア）、 

北米（メキシコ・アメリカ）、中米（ホンジュラスージャマイカ）、南米 

（ベリセ・ブラジル） 

②Lophodennium pinastii( Schrader Fries)Chevallier P albicauhos, 

アブラマツ（Panflandii) ，ノブコーンマツ（P a/fe nun肋，Paustnaca, 

フォックステールマツ（Pbe加I'ml司，ハンクスマツ（Pbanlisiana) , 

P . bndea，カナリーマツ（P mvane,冨is)，力リビアマツ（P mr,baed ，セ 

ンブラマツ（P cembra) 」コントルタマツ（P contorta) ，ビソグコーンマ 

ツ（Pcoulte功，アカマツ（PdenszJ7oid ,P duraagC,おた，エキナタマツ 

(P. echmna回 ,スラッシュマツ（Pc/lwmり,リンバーマツ（P /texil司 

スプルースマツ（P. glabra) ，グレッグマツ（Pgreggi) ,ヒマラヤゴョウ 

(Pgn #ilhn) ，アレッポマツ（P 加仲cysts) ,ジュフレイマツ（P 

ye功・eyり，ケシヤマツ（Rliesり'a) ,チョウセンゴョウ（P ho iam鳶司，ジャ 

イアン トマツ （P た,ubertmana) , P /el叩句lla，ボスニアマツ （P 

lejecodenvis) ，リュウキュウマツ（P hichnensis〕,バビショウ（P 

massay危1司 ，マウンテンマツ（R 'no??加J功，Pniontezimm C ，モンチコラ 

マツ（P mnonticola) ，ビショップマツ（P. inuricata) ，ロッジポールマツ 
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の形成にある。上記の 2種の場合は針葉上の黒色梢線の有無で区別され

るが、ほかにも類似種があるので、正確には顕微鏡検査によって種を同

定する必要がある。

発生樹種 と分布 ① Lpた〃幽か'mm 僻め復を Deamess 力リビアマツ

鯛 "加 eα P 餌 "加 如 var, o々〃d〃/e77s郎,エ キナ タマ ツ (P,gc′〃〃"′")

ス ラ ッシュマ ツ (P. 引 力始め ,スプルー スマ ツ (P 郡神 川 ), ケ シヤマ ツ

(P 彰 sayα), メル クシマ ツ (P i昭次zfszの ,パ チュラマツ (P.Pq′〃‘"), ダイ

オウシ ョウ .郷 霜sf′7s), フ ランスカイガンショウ P切口sfe“ ,ラ ジ

アタマツ (P m 露鰭α), レジノサマツ (P '偽り20s"),1j ギダマツ (P

“〆 ""), テー ダマ ツ (P, 海edα)。

分布 :ア ジア (イン ドネシア・マ レー シア ・フィ リピン・セランゴル )、

オセアニア (オー ス トラ リア・フィジ…・ハ ワイ)、アフ リカ (サ ンビア )、

北米 (メキシコ・アメリカ)、中米 (ホンジュラス ・ジャマイカ)、南米

(ベ リセ ・ブラジル)

② 加ゑ′zode創ぬり}zpz刀節云フザ(SChrader Fr1es)chevallier p 〆るzcmdms,

ア ブ ラマツ (P αmz伽 霞め ,ノブ コー ンマツ (P. α什釧 2昭α),P"frsf ノ7α鯛 ,

フォックステールマ ツ (P 卿折り′‘'?α“"), ハ ン クスマツ (P bのれ ?"〃"),

P. られ‘をα,カナ リーマツ (P.‘α加“8縦 7s),力 リビアマツ (P cのめ僻 "), セ

ンブラマツ (P cのめ 惚), コン トノレタマツ (P c倣 わ?ずα), ビ ングコー ンマ

ツ (P 仰ご‘/ご釧つ ,ア カマツ (P dei?s呪 o'α),Pd ‘′′復'増の感 s,エ キナ タマ ツ

(P.ec′2z77α解), ス ラッシュマツ (P B/卿 縮め ,リンバーマ ツ (P 月eiだ丞),

スプルースマツ (P.郡助 川), グレッグマ ツ (P,序でg回 ,ヒマ ラヤ ゴヨウ

(Pg 揺り争幼zz),ア レッポマ ツ (P ルメリ877sis),ジェフレイマ ツ (P

Jβ折 りの ,ケ シャマ ツ (P. 彰 sけα), チ ョウセ ンゴヨウ (P 卿 m?e'2sfs ジ ャ

イ ア ン トマ ツ (P.!"'} あの霞α“"),P 迄 わが〆 !", ボ ス ニ ア マ ツ (P

/〃′′code 初雄 ), リュ ウ キ ュ ウマ ツ {P 卿 卿β′裕7s), バ ビ シ ョ ウ (P

m αsso'血 '2α), マ ウ ン テ ンマ ツ (P, “zo鰭の 7α),P 諦 め jばez′‘〃z解 ,モ ン チ コ ラ

マ ツ (P 7,2の2izco‘"), ビシ ョップマ ツ ( mm 餌敵), ロッジポールマ ツ
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3-5．ラジアタマツディプロディア病 3-6‘力リビアマツ幼齢造林木 

のフオックステール 
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「

3-6.カリビアマツ幼齢造林木
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4-2，リュウキュウマツ漏脂 

胴枯病（樹幹の白色樹脂） 
4-I.リュウキュウマツ若齢林 

の漏脂胴枯病被害 
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4-3．アガチス（Agathis phitippinensis)さび病 4-4．アガチスポット苗の葉枯病 
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4-5．ジャイアントイピルイピル子苗 4-6．ジャイアントイピルイピルポット苗 

の炭そ病（子葉の病斑） の炭そ病被害 
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の漏脂胴枯病被害
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4-3,アガチス (Agathis phiーippinensis)さび病

4-2, リユ ウキ ュウマ ツ漏脂

胴枯病(樹幹の白色樹脂)

4-4,アガチスポット苗の葉枯病
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(P H???) 1030)?の,オウシュウクロマツ（Pn/gIn) ,タイオウショウ（P 

加hおhis)，ヒメコマツ（P ,arvlflora) ，パチュラマツ（P ,ih(ん) ，フラン 

スカイガンショウ（P pnzaster)，イタリアストーンマツ（P Inn肋，ポン 

デロサマツ（P jJonderosd ，プンゲンスマツ（Ppm管anJ ，ハイマツ（P 

pmm同，ラジアタマツ（P indCO肋，レジノサマツ（PI CS/I/OSの ，リキタト 

マツ （P ngia'a ) , P roxburgzi，ディ ノガーマツ （P so banana 

P slblilca, P .snizt/mll" ，ストローブマツ（P stmbe司．オウンュウアカマ 

ツ（PりloosEns) ，モウコアカマツ（P sylvesbns var mongohco)，マンン 

ュウアカマツ（Ptabnlaげnn司，タイワンアカマツ（Ptoi.wajie,パis) 

テーダマツ（P toe山），クロマツ（Pticunbeig』, P nat ijiola，バーンニ 

アマツ（P in,gnno,か，ウンナンマツ（P y??nnonellse9 u マツ属以外にも 

温弗・亜寒帯地域の釘菓樹のトウヒ属（Picea）やカラマツ属（La ii七1） ト 

に記録がある。アジア（中国‘イント‘日木・マレーンア・台湾）、オセ 

アニア（オーストラリア‘フィジー・ニューシーランド）、アフリカ（マ 

ラウイ・モロッコ・南アフリカ・スワジーーランド・ザンヒア・ジンハブ 

エ）、欧州（キプロス・ギリンャ・イタリア‘スペイン）、北米（メキシ 

コ‘アメリカ）、中米（ヘリア）、南米（ブラジル）。（但し、温帯‘亜寒 

帯のみの地域は分布から除いた。） 

防除対策 一般的には造林地では発生しても主に田葉なので実害はほ 

とんどなく、特に防除対策を考える必要はないであろう。寄生性のつよ 

いL叩leodenl?eu;rr seditiosion Minter 'Staley et MillerやL nontense 

Sa k uy am a の分布はいまのところ温帯北部に限られている。 

苗畑では時に救しく発生して生育の遅れを起こすので、発生を見た場 

合にはマンネブ剤（500倍）あるいはトノプシン水和剤（L000倍）を 

月2回散布するとよい。病気の伝播は病針葉（着生および落菓）」一に形 

成された子のう胞子（風媒伝染）によるのて、苗畑内のマツの落葉は集 

めて焼却するか堆肥にする。 
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(P 〃mm 〕"'焔), オ ウ シュ ウ クロマ ツ (P 〃′g;の ,タ イオウシ ョウ (P

P"/′!sms), ヒメコマツ (P p〃〃{i?om), パチ ュラマツ (P P煽ぎr/〃), フラン

スカイガンショウ (P か izosナβ“ ,イタリア ス トー ンマツ (Ppz ′だの ,ボ ン

テ ロサマツ (PPO'zde のふ〃), プ ンゲ ンスマ ツ (PPm 馨のzs),ハ イマツ (P

顔ぞ川面 ラジア タマツ (P m 粛′々"), レ ジノサマツ (P 'es′〃os"), リキダ

マ ツ (P ,7g′函 ),P ,m も〃;習", ブ イ L/ガ ー マ ツ (P 鉱加〃御〃),

Ps のめ c",P, 勘所 i加 川 ,ス トローブマ ツ (P 贈り友岱), オ ウンュウアカマ

ツ (P s駆りど功 7s), モウ コアカマツ (P s彩りesね7sva ーノ“o唯 o/′c〃), マ ンシ

ュウア カマ ツ (P f〃鰯′"びのフ〃 ,タ イワンア カ ソ (P 触れ朋掴′s岱),

テ日 タマ ツ (P rqed"), クロマ ツ (P 助 川らのgの ,P 〃“cm"′",バー ンー

アマ ツ (P zif増加〃〃"), ウンナ ンマ ツ (P J'加 川 '船脚 )。 マツ属 以外に も

侃瑞・亜寒柑地域の針葉樹のトウヒ属 (片αα)やカラマツ属 (加瀬)-;

に記録 があ る。アジア (中国 ・イン ト・日本 ・マ レー ンア ・台鷲 )、 オセ

アニア (オー ス トラーjア ・フィジー ・ニュー シー ラン ド)、アフ リカ (マ

ラウイ ・モ ロッコ ・南アフ リカ ・スワジーラン ド・ザ ンヒア ・ジンハプ

ェ)、欧州 (キプロス ・ギリンャ .イタリア ・スペイン)、北米 (メキシ

コ・アメリカ)、中米 (ベ リア )、南米 (ブラジル)。 (但し、温帯 ・亜寒

帯のみの地域は分布から除いた。)

防除対策 一般的には造林地では発生しても主に1-~菜なので実害はほ

とんどなく、特に防除対策を考える必要はないであろう。寄生性のつよ

い 乙oP′zode躍如伽 sedmosff“? M1nter,Staley et MI1ler や L nmf の葛β

Sakuyama の分布はいまのところ温帯北部に限られている。

菌畑では時に激しく発生して生育の遅れを起こすので、発生を見た場

合にはマンネプ剤 (500倍) あるいはトノプシン水相剤 (1,000 倍) を

月 2回散布するとよい。病気の伝播は病全--葉 (着生および落葉)」・.に形

成された子のう胞子 (ノ嵐媒伝染) によるのて、苗畑1 のマツの落葉は集

めて焼却するか堆肥にする。
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4）デイプロディァ篇 

診断の要点 主に苗木の針菓およひ茎枝を侵すが、時に植栽若木に発 

生、また私果や種を侵すこともある。針巣は基部から侵され、全体が淡 

褐色から褐色に変色する。茎や縁枝ては初め褐色のやや陥没した病斑を 

生し、これは拡大して茎枝を一周すると、その上部あるいは枝先は萎れ 

て褐変して枯れる。枯死引葉上あるいは茎枝には、黒色のやや齋り上か 

った粒点（病原菌の柄了殻）を多数散生する。湿潤時にはこれらの黒粒 

点の上に、黒色の小枯塊（病原菌の分生子塊）か彦み出る。感受性の高 

いマツでは、本病の激しい発生まん延によリ、苗木や幼齢植栽木の集団 

枯損被害を生する（図版3-5)。比較的抵抗1りの樹種ては引葉の菜枯れ被 

害に留まる。 

本病の最大の診断特徴は、ふつう引菓令体か褐変して枯れ、枯死引葉 

上にやり盛り上がった黒色の小粒点を多数散生し、雨の後など湿潤時に 

これらの小粒点から黒色枯塊を洛出することにある。 

病原菌 助Iiaenゆsis sapinea (Fries) Dyko et Sutton (= Diplotha 

"ml (Desrnaz】計es) Kjckx－助加enゆ9/S eli/S.,ノSaccardo)。 不完全菌頬 

分生子果不完全菌綱に属し、柄了殻内に分生子を形成する。テレオモル 

フ（完全世代）は知られていない。 

柄子殻は表皮下に形成され、のち孔日部が表皮を破って表面に露出す 

る。球形ないし偏球形、黒色、徑200 -300y in,殻壁は厚壁で暗褐色の 

不整形の細胞からなり、厚さ15~ 30 p in。分生子柄は殻壁内層に並列 

し、単条、無色、10--15 >( 3~5pm 。分生了は全出芽アレウロ型に形成 

され、楕円～長楕円形、両端鈍円、褐色～暗褐色、普通単細胞、成熟後 

に時に巾央に横1隔壁を生じ2細胞、稀に2隔壁を生じ3組J包、 18- 30 

×12-16pm ,表面平滑。 

発生生態 主として温帯地域のマツの重要病害であるか、亜熱帯や熱 

帯地域でも苗畑や幼齢造林地に発生して被害を起こす。病原菌の分生子 

149 

ヒョウ

4) デイブロデイア病

診断の要点 主に苗木の奪十菓およひ茎枝を侵すが、1時に植栽若木に発

生、また巷束や種を侵すこともある。針柴は基部から侵され、全体が淡

掲色から褐色に変色する。茎や緑枝ては初め褐色のやや1陥没した病斑を

生し、これは拡大して茎枝を一間すると、その上部あるいは枝先は萎れ

て褐変して枯れる。枯死鎖葉上あるいは茎枝には、黒色のやや盛り」-か

った粒点 (病原菌の柄了殻) を多数散生する。湿潤=おこはこれらの黒粒

点の上に、黒色の小粒塊 (病原菌の分生子塊) か参み出る。感受性の高

いマツでは、本病の激しい発生まん延により、 -"木や幼齢植栽本の集団

ネ古損被害を坐する (図版 3‐5)。比較的抵抗性の樹種ては針葉の葉枯れ被

告に留まる。

本病の最大の診断特徴は、ふつう食1菓全体か掲変して枯れ、枯死針葉

上にやり盛り上がった黒色の小粒点を多数散生し、雨の後など洞d¥1--おこ

これらの小粒点から黒色朴i塊を移出することにある。

病原菌 秘′74emPszss αPmm(Frles)Dyko et Sutton 〔=D ゆ/〆 ?"

か〃形〃 (Desmaz ーere Kick 紗 卿βiりお /s〃功鋤 Saccardo 〕。不完全菌類

分生子果不完全函綱に属し、柄了殻内に分牛子を形成する。テレオモル

フ (完全世代) は知られていない。

柄千殻は表皮下に形成され、のち孔 =部が表皮を破って表面に露出す

る。球形ないし偏球形、黒色、狸 200~300"m 。殻壁は厚壁で暗褐色の

不整形の細胞からなり、厚さ 15~30 “m 。分生子柄は殻壁内層に並列

し、単条、無色、10~15 × 3~5"m 。分生了は全出芽アレウロ型に形成

され、楕円 ~ 長楕円形、 r‘編端鈍円、褐色 ~′暗褐色、普通単細胞、成熟後

に時に中央に横 1隔壁を生じ2細胞、稀に 2隔壁を生じ3細胞、18~30

× 12~16 〆m 、表面平滑。

発生生態 主として温帯地域のマツの重要病害であるか、亜熱帯や熱

帯地域ても苗畑や幼齢造林地に発生して被害を起こす。病原菌の分生子

49 -



は“」や膚水の飛床で分散し、また小昆虫の体に刊着Lて伝播する．直水 

をする苗畑ては一年を通して伝播・感染か行われるか、造林地では雨季 

に伝播・感染し、由季後サから乾季の始めにかけて誠害が甚だしくteeる。 

侵人・感染は角皮を員人あるいは気孔侵人をする。侵人部位は当年生の 

引集と茎枝で、旧葉にははいらない。26℃て100％の空気理度の下で、 

分生子は12 時聞で浸人する。 しかし、Aphiopisorn pamlella 

flyelopiuんspinゆtier Orgyo anartwdes Pnieirs boenue”などの吸什性あ 

るいは穿孔性昆虫煩の食害あとからは、I日葉ても、2-3年生茎枝ても、 

齢に拘わらす侵人して病有を形成する．また感受作の高いマツでは干ば 

つや長い乾季のあとの衰弱時には、傷か無くとも同様に旧集や2-3年生 

茎技から発病し、梢頭枯損被宮か起きる．一般に郷土樹押よりも導人マ 

ツ預に被害か甚たしい．病原曲の分生子は水分があれば2時間後には発 

芽し、発芽胤度範囲は8-36t.適崗は24℃にある．菌鱗の生育温度は 

5 -35t.適慮は26℃にある． 

発生樹種と分布 幾つかの釘葉樹の属が宿主樹木として記録されてい 

るか、マツ属樹木の中に最も感受性で被害の大きい種が多い． 

強感受竹． カナリーマツ（Pmno nensis)，アレッボマツ（P 

加iepens司．ォウシュウクロマツ（p. ,lIgm)．バチュラマツ（P 加InFo) 

ポンデローサマツ（P 加ydemsa) .Ppseudosirobus ，ラジアタマツ 

(Pinns nidiata)，オウシュウアカマツ（Psyiuesbis)~ 

感受性 P0n5b70ca, * I)ピアマツ（Pconbaea)，メキシコイワマツ 

(P ce,,d.no:des)，コントルタマツ（P conloila) ，ヒッグコーンマツ（P 

'mル”) ，アカマツ（Pd加szjThm) .Pdot智tastem，ビニョンマツ（P 

ediths) R 'Idb ma ．スラソシュマツ（P el/b !ガ‘) ，ヒマラヤゴョウ（P 

F 亦tilt') ，ケシヤマツ（P. k りi), P lesophy/la，ロンクリーフマツ（P 

向」gubtta) ，リュウキュウマツ（Pkic加ens膺）．ナットノ’イン（P 

川onopizytla) , P.monteznniw，スイスマウンテンマツ（E用ゅ），ピショ 

ノプマッ（Pinuricata)，ウーカルバマツ（Pooca伽).ダイオウショウ 
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は山や市水の飛沫で分散し、また小昆虫の体に付着して伝播する。庭水

をするi¥filllては一年を通して伝播・感染か行われるか、造林地では雨季

に伝播・感染し、雨季後半から乾季の始めにかけて被害が甚だしくなる。

侵入・感染は角皮を賢人あるいは気才L役人をする。便人部位は当年生の

金1巣と茎枝で、旧葉にははいらない。 26 ℃て 100% の空気湿度の下で、

分 生 子 は 12 時 間 で 侵 人 す る。 しか し、 APかの /zo′"βの可β/霧

組跨ごop′直すsP 海中81〈k o 増加 αi脚部に彰s pi}ー81-s b堀川 eγfな どの吸 汁性 あ

るいは穿孔性昆虫類の食害あとからは、旧葉ても、 2~3 年生茎枝ても、

齢に拘わらす侵人して病斑を形成する。また感受件の高いマツでは干ば

つや長い乾季のあとの衰弱=おこは、傷か無くとも同様にIH葉や 2~3 年生

茎枝から発病し、キー与頭枯損被害か起きる。一般に郷土樹種よりも導人マ

ツ顔に被害か甚たしい。病原菌の分生子は水分があれば 2ー時間後には発

芽 し、発芽温度範囲は 8~36 ℃、適温は 24℃にある。菌叢の生育温度は

5~35 ℃、適 4品は 26 ℃に ある。

発生樹種と分布 幾つかの鶴葉樹の属が宿主樹木として記録されてい

るか、マツ属樹木の中に最も感受性で被害の大きい種が多い。

強感受性- カナ リー マ ツ (P m 川畑郡司 ,ア レ ッポマ ツ (P

卿′epe〃$), オウ シュウクロマツ (P,'昭 雄), パ チュラマツ (PPm ′‘‘"),

ボ ン デ ロー サ マ ツ (P po 川のりsの ,P pse′′命贈りゎ′′s, ラ ジ ア タマ ツ

(P′;?′′smd 沼忽), オ ウシュウアカマツ (P s)'とりe賄お)。

感受性 P 鋼材'?‘に", 力 リビアマ ツ (P cのめ‘zβα), メキシコイワマ ツ

(P cのめ ,omes), コン トル タマツ (Pco 用のめ ,ヒ ッグコー ンマ ツ (P

co〃/fen), ア カマ ツ (P de;踏明のれ P do増 徴s?"〃", ピニ ヨンマ ツ (P

edms),P,g 財の7m, ス ラ ソシュマ ツ (P e//mm′), ヒマ ラヤ ゴヨウ (P

g栃鶏 ;その ,ケシャマツ (P表郷り媛),P 定め〆肌超,ロンクリーフマツ (P

加増炎メ′"), リュ ウ キ ユ ウマ ツ (P ルゼc/?′f釧 s′s), ナ ッ トパ イ ン (P

〃′の?oP卿 "〃 P.〃湖 舵 2捌 me, スイスマ ウンテンマ ツ (P,m ′ばo), ビシ ョ

ノプマ ツ (P 〃′′〃化頭α ウ ーカルパマ ツ (P oocのP"), ダイオウシ ョウ
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(Ppa/i鳶I司，フランスカイカンンョウ（P piiiasler) ,レシノサマツ（P 

2(75/Rosa) ．リギタマツ（P ngn/) P ルxbiogu,P Sabmな/2(7‘ストロー 

ブマツ（丑strobus) ,テータマツ（Ptaeda) ，クロマツ（PTI/inn加lg功 

バージニアマツ（PUl,gImmm）。 

マツ属以外ではモミ属（Ab/cs exce/so. A procera) ，アロウカリア属 

K A 1(7/1(7(71/a hrazilia;ia A dnnmng/2a2nn ) ，ヒノキ属（Chwnaecypans 

lawsoniana ，イ トスギ属 （Cupressus litsilanita,C /)2aC)OCaゆa, C 

se/iゆc/CIrCUS) ‘カラマツ属（Lwix sp ) ,トカサワラ属（Pseudotsuga 

meJl2IesIり に報告がある。 

分布 アジア（インド・イランー日木・韓国‘マレーシア・タイ・台 

湾ー）、オセアニア（オーストラリア・ニューシーランド）、アフリカ（ケ 

ニア・マラウイ・モウリシアス・モザンヒークースワジーランド・南ア 

フリカ・タンサニアーウガンタ・サンビア・ジンハブェ）、欧州（オース 

トリア・ヘルキー・フランス・ドイツ・イタリア・ポーランド・ポルト 

カル・ルーマニアースペイン・スェーデン‘イギリス）、北米（カナタ・ 

メキシコ・アメリカ）、中米（ジャマイカ）、南米（アルゼンチンープラ 

ジル・チリ・パラグアイ・ウルクアイ） 

防除対策 導入マツを養成する場合には巣枯病、赤斑葉枯病などとと 

もにその発生に留意し、発生を見たらマンネブ剤（400~500倍）、ヘノ 

ミル剤（1, 500~2 , 000倍）などを月2回散布する。銅剤も有効である 

が、マツの種類によっては薬害を生ずるのて注意を要する。 

5)論脂anIJ籍M 

診断の要点 若木から成木の枝、茎、幹の樹皮が侵され、激しい枝枯 

れや胴枯れが起きる。小枝や枝の基部から始まることが多く、おひただ 

しい樹脂を漏出し白色に固結する。小枝や若い茎では病患部がすぐに一 

周し、その上部は赤褐変して枯れる。太枝や茎幹では病患部は樹脂を流 
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P"ん′功ゾs), フ ランスカイカ ンソョウ (PP? 〃α繁りう ,レシノサマツ (P

,esmosq), リギタマ ツ (P ,7g′ダリ ,P m ズ加増〃,P 瀬棚 ,〆mm, ス トロー

ブマツ (P,sr′徳 雄 ), テー タマ ツ (P mβ叱り ,クロマ ツ (P T!/z′′jあの謬ろ ,

バ ー ジニ ア マ ツ (P 加 害′,〃"〃") 。

マツ属以外ではモ ミ属 (Aる凝 & 認s".A 'のじの裸), アロウカリア属

(/l′醐 粥 77〃ゎ′〃z′/f伽 α A α〃〃m 増/?α“〃?), ヒ ノ キ 属 (C 加〃'"gc淳の 7s

忽那 の加川 ), イ トス ギ 属 ( C7中だsszrs /雛血ノzzcq,C ′moo 餌′P",C,

sのめ e煎り初ぞs), カ ラマ ツ属 (LQm sp ), トカ サ ワ ラ属 (Psezメメs′姥"

m翻れesの に報告がある。

分布 ア ジア (イン ド・イラン ・日水 ・韓国 ・マ レー シア ・タイ ・台

湾・}、オセアニア (オー ス トラ リア .ニ ュー シー ラン ド)、アフーj力 (ケ

ニア ・マ ラウイ ・モウ リシア ス ・モザ ンヒー ク ・スワゾー ラン ド・南ア

フ リカ ・タンサニア ・ウガンダ ・サ ンビア ・ジンハブエ )、欧州 (オー ス

トリア ・ベ ルキー ・フランス ・ドイツ ・イタ リア ・ポー ラン ト・ポル 1・

カル ・ルーマ ニア ・スペ イン ・スエーデ ン ・イギ リス )、北米 (カナタ ・

メキシコ・アメリカ)、中米 (ジャマイカ)、南米 (アルゼンチン ・ブラ

ジル ・チ リ ・パ ラグアイ ・ウル クアイ )

防除対策 導入マツを養成する場合には葉枯病、赤班菜砧病などとと

もにその発生に留意し、発生を見たらマンネブ剤 (400~500 倍 )、ヘノ

ミル剤 (1,500~2,000 倍) などを月2匝1散布する。銅剤も有効である

が、マツの種類によっては薬害を生ずるのて注意を要する。

ろうしどつがれびょう

5)漏脂胴枯病

診断の要点 若木から成木の枝、茎、幹の樹皮が侵され、激しい枝枯

れや胴枯れが起きる。小枝や枝の基部から始まることが多く、おひだだ

しい樹脂を漏出し白色に固結する。小枝や若い茎では病患部がすぐに-

周し、その上部は赤褐変して枯れる。大枝や茎幹では病患部は樹脂を流
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出しながら縦に拡大し、陥及する．患部が枝や茎幹を一巻きするとその 

上部は全体が赤掲色になって枯れる．幼～若齢遺林地では、散しい胴枯 

れ守状の発牛で集団lIi損が起き、壊滅的被害を蒙ることも神では7;い． 

虞木では大い幹が侵されて枯れることは普通ないが、樹冠部の枝枯れが 

多低発生するため、違くからても異*の発土か認められる．採種園に発 

生すると、樹冠部の枝枯れのため住果の収換‘が着Lく減少する．亜熱 

希地城のマツ鵬にはこのように徴しい樹脂の庇出と白色．結の現象は他 

には見戸itす、木痢の診断は比較的容易てあろう（図版‘・Lo). U'..,. 帯北 

部から亜寒帯のチョウセンゴョウ（乃川‘s加;aiensjs）には撒しい樹脂漏 

出障害が見られるが、まだ病因は不明のままである。 

蝋原臨と臓名 凡$011101 iiioiulifonue Scheldan var. sI‘加Iulina;is 

Woilenweber et Reunkmg, PDA培地上における牛育は良好で、苗溶 

は淡紫色で気屮菌糸は綿状．厚陰胞子は形成せす．火形分生糸は新月 

形、無色、短い噌状着生痕を有し先靖やや尖る、'-.4隔壁、最多は3隔 

壁、大きさ20~30 < 3-3 5p m ．小形分生子仕蔵糸から分岐直立する 

短い分生子柄上に航娘状に塊って形成され、無色、単胞、長円形～長卯 

0 . 6 -I1X2--3prn 

本病菌は病忠部からの組繊分離により容易に分離される．アメリカで 

はマツの社上に本病曲の分生子縛と分生子の形成か骨認されているが、 

ロ本と由アフリカではマツの上での分牛子形成は認められていない． を 

お、日木では被喜帯幹の樹皮上にiVeclna属菌のー神(Neetna町，，不完全 

世代Fusa nun: SI ）の赤粒状の子のう般と賞白色粘質の分生子得の形成 

か見られるが、これは病原性は極めて弱く、本病の主因てはない．また 

アメリカでは病患部からしばしばFuszn,ern /a!entmn, Nees emend 

Snyder et Hansen I sp. pin: Ileptung が検出され、以前はこの菌が 

Pitch canke「の病原国 と考えられていたが、現在ではこれは本病の主因 

ではないことが明らかにされている． 

和病名の“脂胴枯病はアメリカ南部のマツの皿要病害Pitch canker 
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出しながら縦に拡大し、陥没する。患部が枝や茎幹を- 巻きするとその

ヒ部は全体が赤褐色になって枯れる。幼~若齢造林地では、激しい胴枯

れ窮状のき牛で集団柿損が起き、壊滅的被害を蒙ることも稀ではない。

成木では大い幹が侵されて枯れることは普通ないが、樹冠部の枝枯れが

多数発生するため、遠くからても異常の発生か認められる。採種園に発

生すると、本酎冠部の枝枯れのため越果の収穫量が著しく≠減少する。亜熱

帯地域のマツ属にはこのように激しい樹脂の流出と白色固結の現象は他

には見,られす、本病の診断は比較的容易てあろう (図版 4‐1,2)。温帯北

部からi亜寒帯のチョウセンゴヨウ (Pmfs 海 }口f鋤s7s)には激しい樹脂漏

出障害が見られるが、まだ病因は不明のままである。

病 原 菌 と病 名 風 {sαれ"〃" “ol?“前 川 e scheldan var.sl 中郡ぞ小皿 jis

Wollenweber et Relnkmg 。 PDA 培地上における生育は良好で、菌叢

は淡紫色で気中菌糸は綿状。厚膜胞子は形成せす。大形分生糸は新月

形、銀色、短い唯状着生癌を有し先端やや尖る、i~4 隔壁、最多は 3隔

壁、大きさ 20~30 × 3~3 5〆 m 。小形分生子は菌糸から分岐直立する

短い分生子柄上に擬頭状に塊って形成され、無色、単胞、長円形~ 長卯

形 、 6~11 × 2~3"m 。

本病菌は病患部からの組織分離により容易に分離される。アメリカで

はマツの枝上に本病菌の分生子梶と分生子の形成が確認されているが、

ロ本と南アフリカではマツの上での分牛子形成は認められていない。な

お、日木では被害茎幹の樹皮上に Nec′""属菌の一種 (ハセmmsp ,不完全

世代 Fzfsのmm sp) の赤粒狐の子のう殻と黄白色弱t;質の分生子栂の形成

か見られるが、これは病原性は極めて弱く、本病の主因てはない。また

アメ リカでは病患部からしば しば 凡!粥川r〃′‘餌βノmm 〃 Nees emend

Snyder et Hansen fsp,Pz ′′zHept1ng が検 出 され、以前 は この菌 が

P1tch canker の病原菌と考えられていたが、現在ではこれは本病の主因

ではないことが明らかにされている。

和病名の橘脂胴枯病はアメリカ南部のマツの重要病害 Pltch canker
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の和名として付けられたものてあるか、後にわが国の市西諸島のリュウ 

キュウマツで同一病害が発見され、本病に特有の樹脂漏出症状にふさわ 

しいものとして採用された。莢病名は1 記のようにPitch cankelてあ 

る。 

発生生態 木病菌分生子は風（湿った微小水滴を含む）あるいは雨の 

飛床によリ伝播する。分生子の形成は被害枯死枝上にも僅かに形成され 

るが、一般的にはサトウキビはかの農作物の枯死部分に腐生的に多量に 

形成され、これかマツへの供給源になっているものと推測されている。 

したがって発病の機作はまだ明らかでないが、南西話島では塩を含んだ 

強い風に当たることによって新梢や茎枝に傷が付き、そこが発病の拠点 

になるものと推測されている。幹には病枝の基部からの侵人と考えられ 

る。また羅病枯死した枝が途巾で引っかかり、そこから発病する例や、 

罹病枯死若木が風によって倒れ、隣接木にもたれかかったところで発病 

する例が知られている。 

発生樹種と分布 本病は今までにアメリカ（南部）、ブラジル、日本 

（南西諸島）、南アフリカの4 ケ国からのみ発生報告かある。被害樹種は 

マツ属のみてある。 カJビアマツ（Pcanbaea) ，エチナタマツ（P 

ac/twaな ) ，スラ ノシュマツ（R a/I/omi) ，リュウキュウマツ（P 

lttc/tuens司 , P occidentalts，ダイオウショウ（Ppaltバ1)75) ，プンゲンスマ 

ツ（Ppunge司,ラジアタマツ（Pnut/eta) ，ポンドマツ（P se)vlinct) , 

ストローブマツ（P. shobus)オウシュウアカマツ（P sy/vestns) ‘テーダ 

マツ（Ptaeda) ．ハージニアマツ（P wtgwtana)。なお本病菌はわが国 

てはサトウキビ梢頭腐敗病菌のひとつとして記録され、サトウキヒ栽培 

地帯に広く分布する。 

防除対策 苗畑で発生した場合には、罹病苗木は抜き取り焼却する。 

造林地では本病の発生を見ても、防除は極めて困難である。発生林分の 

立地環境を調べるとともに、幼齢林や若齢林で激しい胴枯れ被害が出る 

ようならは、樹種転換を考える必要があろう。丸太生産を主目的としな 
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の和名として付けられたものてあるか、後にわが国の南西諸島のリュウ

キュウマツで1司一病害が発見され、本病に特有の樹脂漏出症状にふさわ

しいものとして採用された。英病名は L記のように Pitch cankel てあ

る。

発生生態 木病菌分生子は風 (湿った微小水滴を含む) あるいは雨の

飛沫により伝播する。分生子の形成は被害枯死枝上にも僅かに形成され

るが、一般的にはサトウキビほかの農作物の枯死部分に関生的に多量に

形成され、これかマツヘの供給源になっているものとf有川りされている。

したがって発病の機作はまだ明らかでないが、南西諸島では塩を含んだ

強い風に当たることによって新不肖や基枝に傷が付き、そこが発病の拠点

になるものと推測されている。幹には病枝の基部からの侵人と考えられ

る。また羅病枯死した枝が途中で引っかかり、そこから発病する例や、

擢病枯死若木が風によって倒れ、隣接木にもたれかかったところで発病

する例が知 られている。

発生樹種と分布 本病は今までにアメリカ (南部)、ブラジル、日本

(南西諸島)、南アフリカの 4ヶ国からのみ発生報告かある。被害樹種は

マツ属のみてある。 力リビアマツ (P 餌〃伽 e"), エチナタマツ (P

ec/mm 奴 ), ス ラ ソ シ ュ マ ツ (P, 雑 巾爺′), リュ ウ キ ュ ウマ ツ (P

ムに膚俗 ?s′s),P occ′〆鋤 (口/′s,ダイオウショウ 鯛 霜山鱒 ,プ ンゲンスマ

ツ (P p′r〃ge;?s), ラジア タマ ツ (P m αなり ,ポン ドマ ツ (P sのり初の ,

ス トローブマツ ,s′,ob′fs),オ ウシュウアカマツ (P sy/〃鎧わ ,テー ダ

マツ (P f口ed"), ハー ジニアマツ (P 卵淳“その′")。 なお本病菌 はわが国

てはサトウキビ梢頭腐敗病菌のひとつとして記録され、サトウキヒ栽培

地帯に広く分布する。

防除対策 苗畑て発生した場合には、椎病苗木は抜き取り焼却する。

造林地では本病の発生を見ても、防除は極めて困難である。発生林分の

立地環境を調べるとともに、幼齢林や若齢林で激しい胴枯れ被害が出る

ようならは、樹林転換を考える必要があろう。丸太生産を主目的としな
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い水上保全のための保安林や緑化被覆林ては、胴枯れ被害が出た樹を除 

いては、樹冠の枝枯れにととまるものは、病樹もそのまま残しておく． 

発生誘因か特定の害虫の食官痕であれば、当欧害虫の薬剤防除を考え 

る．新しいマツin養虞苗畑をつくる場合は、苗木の尋人はやめて、種子 

からの養山にする．またマツ苗養成畑の田辺には緑化装飾樹としてのマ 

ツ鎖の植執は止める． 

6）フォックステール 

病徴と病名 新芽のうち頂芽のみが優勢的に伸長し、茎は異常に太 

く、引葉か密生する．この状態かキツネのしっぽに似るところからFox 

tailの痢名か刊けられ、和名もそのまま使われている．極端なしのはm 

芽だけか伸ひるか、同時に1.2木の観技も上を向いて伸ひることもあ 

る．幼齢遣林地てこの現象かー面に出るとはなはだ奇畿を星する． フォ 

ソクステールの輩は脆く、風で折れ易い．か」ピアマツ（Pm伽“）は 

この現象が山易い樹押で、東南アジアだけでなく、由米ても良く発生す 

る（図版3・6)。ケシヤマツ（P leesbpa)，メルクシマツ（P me.kusu)では、 

幼齢時に一時的に発生しても、齢か上かると次弟に納まって、やかて正 

常な生青をするようになる．しかし、幼齢時に発生した名残りとして、 

低いところから二又や三つ又になった樹かかなり此在Lて残る．ウーカ 

ルパマツ（P ooca;pa)，パチュラマツ（P pa/nb ）でもフォックステール 

は観察されている． 

病因 本病は恐らく微生物要囚による伝染性の病気ではなく、何らか 

の原因による生理的障害てあろうと云われている。その原囚については 

土壤栄養脱（例えばホウソ欠乏）、気象説（例えば乾季が知く南季が長い 

地域への、あるいは高地分布種の低地への導入ー気温）、遺伝的業因説 

（頂芽優勢の劣性遺伝子の発現）なとかあるか、またおおかたを納得させ 

る定説はないとエってよい。 
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いβ(土保全のための保安林や緑化被覆林ては、胴枯れ被害が出た樹を除

いては、樹冠の枝枯れにととまるものは、病樹もそのまま残 しておく。

発生誘因か特定の害虫の食害狼であれば、当該害虫の薬剤防除を考え

る。新しいマツ苗養成苗畑をつくる場合は、苗木の導入はやめて、種子

からの養成にする。またマツ禎養成畑の周辺には緑化装飾樹としてのマ

ツ類の植栽は止める。

6) フォックステール

病徴と病名 新芽のうち頂芽のみが楼勢的に伸長し、茎は異常に太

く、金{葉か密生する。この状態かキツネのしっぽに似るところからFox

ta11の病名か付けられ、和名もそのまま使われている。極端なものは項

芽だけかイIPひるか、同時に 1,2 小の側杖も上を向いて伸びることもあ

る。幼齢造林地てこの現象か一面に出るとはなはだ奇観を呈する。フス

ソクステールの茎は脆 く、風で折れ易い。力リビアマツ (P cq論破α)は

この現象がrH易い樹挿で、東南アジアだけでなく、ーも米ても良く発生す

る (図版 3-6)。ケシヤマツ (P 脳"yα),メルクシマツ (P mのた薦め では、

幼齢 H寺に一時的に発生しても、齢か」-かると次第に納まって、やかて正

常な生育をするようになる。しかし、幼齢=おこ発生した名残 1)として、

低いところから二又や三つ又になった樹かかなり混在して残る。ウーカ

ルパマ ツ (P oocの靴 ),パ チ ュラマ ツ (P P口′〆〃) で もフォックステール

は観察されている。

病因 本病は恐らく微生物要因による伝染性の病気ではなく、何らか

の原因による生理的障害てあろうと云われている。その原因については

こL壌栄養説 (例えばホウソ欠乏)、気象説 (例えば乾季が短く雨季が長い

地域への、あるいは高地分布種の低地への導入- 気温)、遺伝的素因説

(娘非優勢の劣性遺伝子の発現)などかあるか、まだおおかたを納得させ

る定説はないと云ってよい。
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防除対策 なるべく近い郷土樹種を植栽し、例えば東山アゾアに中米 

原産のカJヒアマツやウーカルパマツを導入することは避ける。また、 

近在にマツ預の試植林あるいは集植地かあれは、そこを見学してフォノ 

クステールの出ていないあるいは出にくいマツの中から挿を選択する。 

植えてしまってからそこに大量の発牛を見た場合には、樹秤を換えて改 

構するしかない。 

7）苗立枯病 

樹種共通の病害1）苗立枯病の項（P 7）を参照。 

8）微粒菌核病 

樹種ii通の病害2）微粒菌核病の項（P 11）を参照。 
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防除対策 なるべく近い郷土鞘種を植栽し、例えば束南アジアに中米

原産のカリヒアマツやウーカルパマツを導入することは避ける。また、

近在にマツ類の試植L林あるいは集ヰ適地かあれば、そこを見学してフォノ

クステールの出ていないあるいは出に くいマツの LIIから杯を選択する。

植えてしまってからそこに大風の発生を見た場合には、樹林を換えて改

柿rするしかない。

7)苗立枯病

樹種共通の病害 1)1資立f古病の項 (1)7)を参照。

8)微粒菌核病

樹種共通の病害 2) 微粒菌核病の項 (IJII) を参照。
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3ーアガチス・アロウカリアの病害 

I）アガチスさび冨 

診断の要点 苗木から成木まて、巣および幼茎枝に発生するか、被害 

は苗木と若木に大きい。初め菜の表裏面にやや膨らんだ黄功を生じ、徑 

10 - 20mm ほどの円丘状隆起となリ、その上に微小な褐点（病原菌の精 

子器）を群生する。やがて菓の表面側に白色の短円筒状物（病原菌の銹 

子堆）をあばた状に群生し、そこから黄粉（病原菌のさひ胞Hi'塊）を吹 

き出す。幼芋枝では黄斑を生じた側がこぶ状に膨らんで湾曲し、その表 

面に葉と同様の菌体か形成される。しばしは湾曲部から折れて枯れる。 

菓や幼茎枝上の円丘状ないしこぶ状の隆起の表面に、あはた状の菌休 

を形成し、これから黄粉を吹き出すことが、本病の最大の特徴てあり、 

診断は比較的容易である（図版4-3) 

病原菌、発生樹種および分布 ①Coewm sp.鋳子堆は表皮を破って 

形成され、径50-150pm ,護膜はない。銹胞子は類球形～惰円形、無 

色ないし談黄白色、25-42 X 19-34pm ,膜の厚さは3~ 6 p ni,表面 

に大形の刺か密生する。 

アカチス（Ago this)属樹木には他に2種類のさひ病菌か記録さ1にい 

る。すなわち②ニューカレドニアとマレーシアから報告されたAecl請I'7" 

bolansae Cornu ex Patouiflard と③ブルネイ・フィジー・イントネン 

ア・マレーシアから報告された4eczdiwn f)Jg痴flue Cesatiである。 

Aee?dium 属と（】eeoifla属 とは銹子堆に護膜が有るか、無いかで区別され 

ている。上記①のさび病菌は銹胞子の形態が③のA ecithuin fmg加uiuieに 

非常によく似ているが、護膜が無い点で取リあえずCaewne属の一種と 

したもので、インドネシア（シャワ島）とニューカレドニアで被害が観 

察されている。①の菌と③の菌の異同については現在検討中のところで 

ある。 
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3.ア ガチス ◎ア ロウカ リアの病害

びょう

1) アガチスさび病

診断の要点 苗木から成木まて、葉および幼茎枝に発生するか、被害

は苗木と若木に大きい。初め葉の表裏而にやや膨らんだ黄斑を生じ、狸

10~20mnl ほどの円丘状隆起 となり、その上に微ノ」・な得点 (病原菌の精

子器) を群生する。やがて葉の表面側に白色の短円筒状物 (病原菌の船

子堆) をあばた状に群生し、そこから黄粉 (病原菌のさひ胞子塊) を吹

き出す。幼茎枝では黄斑を生じた側がこi{状に膨らんで湾曲し、その表

面に葉と同様の苗体か形成される。しばしば湾曲部から折れて枯れる。

集や幼茎枝上の円丘状ないしこぶ状の隆起の表面に、あばた状の菌体

を形成し、これから黄粉を吹き出すことが、本病の最大の特徴てあり、

診断は比較的容易である (図版 4‐3)。

病原菌、発生樹種および分布 ① C鑑o“脇 sp.銚子堆は表皮を破って

形成され、禅 50~150"m 、護膜はない。鋳胞子は煩球形 ~ 楕円形、無

色ない し炭黄 白色、 25~42 × 19~34 〆 m 、膜の厚 さは 3~6"m 、表面

に大形の刺か密生する。

アカチス (Agメカな)属樹木には他に 2種類のさひ病菌か記録されてい

る。すなわち②ニュー‐カレドニアとマレーシアから報告された虚飾 /〃〃〃

る〃忽那"e Cornu ex Patouillard と③ ブルネイ ・フィジー ・イン ドネン

ア ・マ レー シア か ら報 告 され た Aeqdz′〃〃“〃g宛〃ize Cesati で あ る。

Aecz森"-=属と C解α-zα属 とは銚子堰に護膜が有るか、無いかで区別され

ている。上記①のさび病菌は鏡胞子の形態が③の Aeαd〃〃““〃gめ 77j!8に

非常によく似ているが、護膜が無い点で取りあえず Cqeo〃'e届の一種 と

したもので、インドネシア (シャワ島) とニューカレドニアで被害が観

察されている。①の菌と③の菌の異同については現在検討中のところで

ある。
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宿主 ①Caeoine sp Agailnsphthppinenszs A sp 

② Aace請iii,i ba/ansaa A noon??.A 0 vaki 

③ Aecidthin fi'ag加nna A a/ba (=A dll川川am) ,A bon,eensm, 

A (ab加ardieri, A1w a 励加 1/a,A 加加aistonn,A cit/ansi-s 

防除対策 これらのさび病菌の生活史はいずれもまだ明かではない。 

銹胞子が直接アガチスからアカチスへ感染するのか、何らかの中間宿主 

を経山してアガチスに戻ってくるのか、防除を考える1 て最も重要な点 

が欠けているのが痛いところである。苗畑て養成中の苗木にさび病の発 

生を見たら、 トリアジメホン剤（500-1 , 000倍）またはメプロニル剤 

(500-1, 000倍）を散布し、まん延防止を図る。造林地では樹齢か増加 

するに従って被害は軽微になるので、特に藻剤散布を考慮する必要は無 

いであろう。しかし、成木菓のさひ病耀病葉か、苗木への伝染病となる 

ので、苗畑は林地とは離れたところに設けることか望ましい。 

2）アガチス策籍摘（仮称） 

診断の要点 苗木の菜に発生し、斑点症状から葉枯れを起こす。初め 

葉に議褐色の不撃形斑点を生し、これは拡大して10-20mm 大となり、 

巾央部は灰褐色から灰白色になり、周縁は推褐色ないし赤褐色の帯に囲 

まれる。病斑表而には小黒点（病原菌の了座）を生じ、やがてその上は 

濃緑黒色のすすかび状物（病原菌の分生子塊）に覆われる。苗畑て播き 

付け苗に多発し、植栽木ては観察されていない。一菓に幾つかの斑点を 

生ずると、互いに融合して大きくなリ、菜枯れを起こす。このため病苗 

は牛育不良に陥リ、しばしば枯損を生する（図版小4）。 

病原菌 Ca revゆore sp 子座は主として葉の表而に生じ、濃褐色～オ 

リーブ褐色、厚壁で不整形の細胞よりなり、徑62-88 jim。分生子柄は 

子座上面より群生して立ちLがり、オリーブ褐色、ゾクザク状、全出芽 

シンポジオ型に分生了を形成し、0-2隔壁、30-68x4 5-5prn。分生 
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宿主 ① Cqeoilie sp Ag‐鰭/〃sP/マメ少P77′e′′も′S A sp

② Ae α〆mm わ〆伽繊 e A j7oの修7.A om 海

③ Agcm 〃〃〃 弄れg吻 “'zg ,A Q/加 (= A 加“〃〃"'〃),A bo′7′eej′szも

A 腐る前の宙のブ,A か の励 め #α,A 卿 /“燭瀞伽 '?,A U′f′の硲郎

防除対策 これらのさび病菌の生活史はいずれもまだ明かではない。

鋳胞子が直接アガチスからアカチスヘ感染するのか、何らかの中間宿主

を経由してアガチスに戻ってくるのか、E防除を考える 1;て最も重要な点

が欠けているのが痛いところである。苗畑て養成中の苗小にさび病の発

生を見たら、 トリアジメホン剤 (500~1,000 倍 ) またはメプロニル剤

(500~1,000 倍) を散布し、まん延防止を図る。造林地では樹齢か増加

するに従って被害は軽微になるので、特に薬剤散布を考慮する必要は無

いであろう。しかし、成水業のさひ病を淫病葉か、苗木への伝染病となる

ので、苗畑は林地とは離れたところに設けることか望ましい。

はがれびょう

2)アガチス葉枯病 (仮称)

診断の要点 苗木の葉に発生し、斑点症状から葉枯れを起こす。初め

葉に淡褐色の不整形斑点を生 し、これは拡大 して 10~20mnl 大 となり、

中央部は灰褐色から灰白色になり、周緑は糧褐色ないし赤褐色の帯に囲

まれる。病斑表而には小黒点 (病原菌の了座) を生じ、やがてその上は

濃緑黒色のすすかび状物 (病原菌の分生子塊) に覆われる。苗畑て掻き

付け苗に多発し、植栽木ては観察されていない。一葉に幾つかの斑点を

生ずると、貞一いに融合して大きくなり、葉枯れを起こす。このため病苗

は牛育不良に陥り、しばしば禄損を生する (図版 44)。

病原菌 α ?切りom sp f 座は主として葉の表面に生じ、渡褐色 ~ オ

リーブ褐色、厚壁で不整形の細胞よりなり、径 62~88 〆m 。分生子柄は

子i車上面より群生して立ちヒがり、オリーブ褐色、ゾクザク状、全出芽 ・

シンポジオ型に分生了を形成し、0~2 隔堕、30~68 × 4 5~5"m 。分生
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子は倒WI申状、議オリープ掲色、3-7隔L 30-58 x 455 5pm、表血 

に朝い北をつける。 

木病はイントネンアのゾャワ島てAgut/us "Its ,rnensss上に観察され 

たものてあるか、アカチス属樹木上には（加‘ospora属蘭の記録はなく、 

新Lいm気と考えられる．苗木には被害が撒しいので、アカチス属樹木 

の苗木を養成する時には注意を要する病気てある．病鳳慮め影襲はスギ 

科、ヒノキ科にまたがって比校的宿主範囲の広い赤枯痛曲(Cercoゆon' 

sequovae Ellis d Everhat C）に似るが、分牛子が小さく、今後できれば 

分離培養株の交互接種によって奇生性と難の同定を検討する必要があろ 

う。 

木病蘭分生子は目】の飛沫とともに、あるいは霧雨の風に乗って分散 

するとおもわれるが、発生生懲の詳柵は全く謁っていない。 

防除対策 播き刊け当年生苗に発生すると級害が大きいので、薬剤助 

除を考える必要かある．病原出かスギ赤枯痢曲に近いので、同様の薬剤 

防除法を適用すれば良い．すなわち4・‘式ホルドー合剤（硫脱銅：生石 

灰 水＝4g Ig I/）あるいはマンネプ剤(400- 600倍）の月2回散 

布が有効と思われる．なおマンネフ剤に固着剤(PVAを0.1％またはバ 

ラフイン系岡着剤1%)を議加すると月1回の散布で防除可能てあろう． 

3）アロウカリァ箱巻響罵摘 

診断の要点 苗木から成木の引葉に発生する．緑色健全引集に此じっ 

て褐色～赤褐色の引集が点々と生する。掲変針菓上には小さい黒点（病 

原菌の柄子救）を敵生する．病勢か進むと掲変針葉か集団的に生ヒ、枝 

先か枯れることもあるか、ー般的に被害は軽徹て、このために落葉が起 

きることはない． 

病原園、発生組と分布 Phy/!osl:cta brosihens,s Limier 

子は値堀尾棒状、渡オ リー ブ褐 色、 3~7 隔壁、 30~58 × 4 55 5〆m 、表 面

に粗い枕をつける。

木痛はイントネンアのゾャワ島て Ag破顔sP/〃/′Ppzi′のるる上に観察され

たものてあるか、アカチス属樹木上には Ce′のs加川属菌の記録はなく、

新しい病気と考えられる。苗木には被害が激しいので、アカチス属樹木

の苗本を養成する=おこは注意を要する病気てある。病原菌の形態はスギ

チキ、ヒノキ利にまたがって比較的宿主範囲の広い赤姑病菌 (金覚り功の復

彫塑rome EII1s et Everhalt) に似るが、分牛子が小さく、今後できれば

分離培養株の交互接種によって寄生性と種の同定を検討する必要があろ

つ。

本病菌分生子は雨の引を{▲とともに、あるいは霧雨の風に乗って分散

するとおもわれるが、発生生態の詳細1は全 く判っていない。

防除対策 橋き付け当年生苗に発生すると被害が大きいので、薬剤防

除を考える必要かある。病原菌かスギ赤村i病菌に近いので、同様の薬剤

防除法を適用すれば良い。すなわち4イー式ボルド一合剤 (硫酸銅 :生石

灰 水 =4g 4g ]/) あるいはマンネブ剤 (400~600 倍 ) の月 2回散

布が有効と思われる。なおマンネブ剤に固着剤 VA を 0.1% またはパ

フフィン系固着剤 1%) を添加すると月 1回の散布で防除可能てあろう。

かっしよくはがれびょう

3)アロウカリア褐色葉枯病

診断の要点 苗木から成水の金1葉に発生する。緑色健全金一葉に混じっ

て褐色~赤褐色の金-菜が点々と生する。褐変針楽上には小さい黒点 (病

原菌の柄子殻) を散生する。病勢が進むと褐変針葉が集団的に生じ、枝

先か枯れることもあるか、一般的に被害は軽微て、このために落葉が起

きることはない。

病原菌、発生樹種と分布 Pj〆′o繁雄 "友盗ま′′β;なる L1nder
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フ 

芳 遮-JI' 

警磐ミ 図－5 

アロウカリア掲色葉枯病菌 

（柄子殻と分生子）(H =I00ftm ) 

柄子殻は始め葉組織内に埋生、のち頂部（孔口部）が表皮を破って露 

出する。黒色、類球形、徑125- 140 p in、 高さ110- 125 p in。 分生子 

柄は殻壁内層に沿って並列し、タマネギ形で内生出芽,フィアロ型に分 

生子を頂牛する。分生子は卵形ないし広楕円形、単胞、無色、9-

12 5 >< 5 - 7 p in。分生子頂部に1本の、無色で済失しやすい、長さ 

25-fl 5pm の付属糸を有する（図5)。 

本病菌はブラジルとフィリピンからパラナマツ（Aiai'cana bmsi加Jla) 

とノーフォークパイン（A heterop如lla) Eに報告されている。 

アロウかJ ア属樹木には本病菌の他にP/iyl/ostic 加 属菌とP/ia ma属菌 

がそれぞれ2種すつか知られている。ロシアでチリーマツ（Ammmm 

mb rica ta) 上に記載されたPlijilos tic加 alailcanee Woronichin とメリ 

タ島てフンヤパイン（A bldmIhl） とA sun//ia 」に記載されたP 

aninca micro a Trotterは、それぞれ分生子が3X2およひ45 X 2p in

と小さく、イタリアからパラナマツ上に記載されたP7Ioma "mI'‘」’m7ae 

Ti aversoも分生子が4-6 X l .5-2.5p m と小さい。またヘルギーでチ 

リーマツ上に記載されたPhoma dat7cc/ens Saccardoは分生子が10- 12 

Xl 5pm と円筒形なのて、互いに区別される。 

防除対策 枝先枯れも落葉被害もほとんど起こらす、被害は軽微なの 

で特に木病のために防除対策を講する必要はない。 
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柄子殻は始め葉組織内に埋生、のち頂部 (孔口部) が表皮を破って露

出する。黒色、額球形、樫 125~140 “m 、高さ 110~125 〆m 。分生子

柄は殻壁 - 層に沿って並列し、タマネギ形で内生出芽 ・フィアロ型に分

生 子 を頂 牛 す る。分 生 子 は卵形ないし広楕円形、単胞、無色、 9~

125 × 5~7 “m 。分 生 子 頂部 に 1本の、無 色で藩失しやすい、長さ

2,5~6 5"1n の付属糸を有する (図‐5)。

本病菌はブラジルとフィリピンからバラナマツ (Am 鑑の7"らmy/mm)

とノ一 フォー クパ イン (A/zefのり切り'/′") 上 に報告 されている。

アロウカリア属樹木には本病菌の他に躍り'肋材に海届菌 と P卿“?"届菌

がそれぞれ 2種すつか飼ーられている。ロシアでチリーマツ (ん〃〃cd′?〃

〃〃を7c郷") 上 に記載 された P/り′肋材とc1α のαzにの ?αeWoronlchln とメ リ

タ島てフンヤパ イン (A 臨海〆/“) と A s“"〃〃“ -に記載 された P

mm ぼmme 山 南 Trotter は、 それぞれ分生子が 3 × 2 お よひ 4 5 × 2"m

と小さく、イタリアからバラナマツ上に記載された P/zo“m"′""鯛ノ?鰹

T1averso も労 生 子が 4~6 × 1.5~2.5 〆 m と小 さい。 またヘル ギー でチ

リ一マツ」二に記載 された P/20“m 花沢ec超 2s saccardo は分生子が 10~12

× 15 〆m と円筒形なのて、互いに区別される。

防除対策 枝光枯れも落葉被害もほとんど起こらす、被害は軽微なの

で特に本病のために防除対策を諾する必要はない。
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4）苗立枯病 

樹種共通の病害 1)苗立IIIl病の項(p ）を参照。 

5）南根腐病 

樹種共通の病害5)南根腐病の項(p. 23）を参照。アロウカリア類 

(Araucai'ia tuilnh;管加mii A hans lanai A montana）にはインドネンア 

マレ」シア・パプアニューギニア・セイシェルから本病の発生報告があ 

る。 

6）赤衣病 

樹種共通の病害6)赤衣病の項(p 27）を参照。アガチス類(Ago功△ 

aI加A，加n7ee,おlSAtoM/uidle功 にはインドネシアから本病の発生報 

告がある。 

7）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害7）ボトリオティプロディア胴枯病の項(p 31）を参 

照。アガチス類（Ago/Ins a/baA.rohusta）にはインドとブル不イから、 

アロウがJア類(Araucana araucana A, biasihana A canningliamu. A 

Iiai溶teinti A he/emp加'ノα）にはオーストラリア・フィジー・マレーシア・ 

パプアニューギニア・アメリカから木病の発生報告がある。 
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4)苗立枯病

樹種共通の病害 1) 出立科i病の項 (p ) を参照。

5)南根腐病

ヰ前種共通の病害 5) 南根腐病の項 (p,23) を参照。アロウカリア類

(んてmm,7""mm 増 加〃縦 A たのめ′e′′′〃,A '′mzf"'?") に は イン ドネ ンア ・

マレーシア ・パプアニューギニア ・セイシェルから本病の発生報告があ

る。

6)赤衣病

樹種共通の病害 6)赤衣病の項 (p 27) を参照。アガチス類 (A雑物s

ご・Zbo ハ.秋川 788倦怠ハ.毎廃物 rぬβ粉 にはインドネシアから本病の発生報

昔がある。

7) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 7) ポトリオティプロディア!1回そ占病の項 (p 31) を参

照。アガチス類 (八g可々 ぬ"妙〃乱 用わ!岱加) にはインドとブルネイから、

ア ロ ウ カ リア 類 (A′詔 rcm7 αα'"〃加 川 月,る川瀞加 川 月,c〃〃〃7i蝦卿 ''277.A

/?鋼材βぞ粥 A /ze沼地P毎 "") には ォ一 ス トラ リア ・フィジー ・マ レー シア ・

パプアニューギニア ・アメリカから本病の発生報告がある。
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4．マメ科樹木の被害 

病原菌 ①Colleiot,ulwsn 1nmcal:,n(SchweiniI z)Andrus et Moore 

分牛子層は桑、葉柄、幼茎枝の表皮内ないし表皮下に形成され、のち 

角皮ないし表皮を破って胞子層を露山する．性65 -275pm～層内に多 

数の剛毛を有す．このため肉肌あるいはルーぺの下て、知く胤い毛が肝 

生しているように見える．剛毛は引状、基部の径か3.5-7声 nlで長さ62 

-265gm、 0-2隔壁て先細．先嫡尖り、栗褐色～鳳掲色．分生子柄は 

無色、円簡形で、85~125 X 2.5gm、内生出芽・フィアロ準に分生子 

をm生する．分生子は新乃形～鎌形、申胞、無色、18.5-30 x 25-45 

pm 、しばしば白色～淡褐色の枯塊となる（図・6)~ 

② CoI/eto!,iclswn glocosposiosdes (Pengiり Penzig et Saccaido〔完 

全世代 GIosne,e/Io cengulato (Stoneman) 即adding et Schienk) 

分:li子層は巣、菓柏．幼茎枝の裏皮内ないし表皮下に形成され、のち 

角皮ないし表皮を破って扇Jトないし小皿状の胞f層を露出する．径150 

-450pm。ふつう層内に剛毛は見られないが、時に慶掲色～褐色の引 

状で52-73 x 4-5gnl の剛毛が形成される。分生子柏は無色、単条、 

~り筒形、0-2隔壁で、火きさ10X4-4 5gm、内生出芽・フィアロ型に 

、、 

、 
a 
, 

r 

国・6 マメ科樹木炭そ痢 

（左‘インドシタン成葉の病徴、右 モルツカネム炭そ痢’の分生子層、剛毛、 

分生子） 
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4.マメ料樹木の被害

たんそびょう

1)炭そ病

病原菌 ① Cα /gfo′〃" 〃〃zf′′f''m′′f'〃(Scmveinitz)Andrus et Moore

分牛千層は葉、葉柄、幼茎枝の衣皮内ないし表皮下に形成され、のち

角皮ないし表皮を破って胞了づ西を露出する。樫 65~275 〆nl。層内に多

数の剛毛を有す。このため肉眼あるいはルーペの下て、短く黒い毛が群

生しているように見える。剛毛は針状、基部の径か 3,5~7 “m で長さ 62

~265 〆m 、 0~2 隔壁て先細、先端尖 r)、栗褐色 ~ 黒褐色。分生予柄は

無 色、円筒形で、 85~12 5 × 2,5〆 11・、 内生出芽 ・フィア ロヱ単に分 生手

を頂生する。分生子は新月形 ~ 鎌形、半胞、無色、i8,5~30 × 25~4 5

"n1 、しばしば白色 ~ 淡褐色の朴塊となる (図‐6)。

② co/′e′oかた/z";“gめePsPD 加 ?ダes(Peng1z)Penzig ot sacca ・do 〔完

全世代 G/御形 e〃"" ′増川婚"(Stonen ・an)Spauldmg et soh1onk 〕

分生子層は葉、業柄、幼茎枝の表皮- ないし表皮下に形成され、のち

角皮ないし表皮を破って偏平ないし小皿状の胞子層を露出する。樫 150

~450 “m 。ふつう層内に剛毛は見られないが、時に′炎褐色 ~ 褐色の針

状で 52~73 × 4~5 〆nlの剛毛が形成される。分生子柄は無色、単条、

円筒形、 0~2 隔壁 で、大 きさ 10 × 4~4 5〆 n・、内生 出芽 ・フィアロ型に

　
　
　
　
　
　
　　　　　　
　

0

1
　
　
　
　
　
　
　

回-6 マメ料樹木炭そ病

(左 .インドシタン成葉の病微、右 モノレソカネム炭そ病菌の分生子層、刷毛、

分生子)
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分4子を頂生する。分生子は無色、単胞、楕円形ないし短円筒形で角は 

やや円い、大きさ10 -16 5 x 4 -6 3prn 淡桃色の粘塊をつくる。完全 

世代の子のう殻は枯死した緑色幼茎枝の表皮内ないし表皮下に形成さ 

れ、のち頂部（孔口部）が角皮ないし表皮を破って露出する。単生ない 

し引生て、黒色、類球形ないし孔日がやや突出する。径55 - 23 Urn、高 

さ60-250p I-fl-子のうは梶捧状ないし長楕円形、一重膜、8個の子のう 

胞子を不整2列に含み、大きさ36-60 x 6- lIp rn.子のう胞子は無 

色、単胞、不等辺紡錘形ないしやや一方に曲がり、両端やや丸みを帯ひ 

る。大きさlO-17 )< 3-6prn 

③その他に台湾からタカヤサン（Cassia siamea)上にGloenspo none 

seaeieeae Sawada, シッソノキ(DaThergea sissy〕上にCo lie tatii che,ep 

daihergiae Chen 、 乃mece//objean lit（・ct/mn 上 に Co//eta tnt/eeoc 

かtheta/oh pea/a Sawadaか記録されているが、これらの菌の分煩学的所 

属については再検言」の必要かある。 

発生樹種と分布 熱弗・亜熱帯地域におけるマメ科樹木上の炭そ病菌 

の宿主と分布は以のとおり。 

① Co//eta/i eclecace mnactampl ヤナギバアカンア（肌ticea laieg山h司,ュー 

ビスクサモトキ（Cacs,a mciii) ，ゾャイアントイピルイピル（Leci Caeiia 

kllcoCep加な），モルッカネム（PbInsene iiihCs 血k“なna）ーイントシタン 

(Ple ocarpus hJit/ic/CS)。アルセンチン・フィシー・イントネシア‘フィリ 

ピン。 

② Co//eto/nchitne g/oeoゆonoides (= Gio,nere//a ccc碧w /aua） アカシア 

(A ti/CIa aea-cm妖p-In's ，んdea/bata, A ma,管lon? , A cii o//esse CPa) ，ビルマ 

ネム （A/beaua /ebek ) ，センナ類( Cassia a/ata , C fascicu/ata , C 

pmcinbe,et,s, C 加m ) ，シ ノソノキ （/えilbergia 5,550 ) ，デイ ゴ類 

(EJy功fleet-i )flIC10Ca)pm E sit加mb,rnes,E om egaたvar. oneルhり，メキ 

ンコライラ ノク （Ghiicidi'a sep'loll)‘ジャイアン トイピルイ ピル 

(Leucaena ieutoceplea/a) ，キンキジュ類(Pet/eece//obeu,n flexicaicた，P 
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分卓子を頂生する。分生-子は無色、単~胞、楕円形ないし短円筒形で角は

やや円い、大きさ 10~165 × 4~6 3"nl 、淡桃色の粘塊をつ くる。完全

luイヒの子のう殻は枯死した緑色幼茎枝の表皮内ないし表皮下に形成さ

れ、のち頂郡 (孔口脅す~)が角皮ないし表皮を破って露出する。単生ない

し着せEて、異色、頬球形ないし孔 u がやや突出する。性 55~230m 、局

さ60~250 〆m 。子のうは祝棒状ないし長橋 1 形、一重膜、8個の子のう

胞子を不整 2列に含み、大きさ 36~60 × 6~11 “m 。子のう胞子は無

色、単1庖、不等辺紡錘形ないしやや一方に曲がり、両端やや丸みを帯び

る。大 きさ 10~17 × 3~6"m 。

③その他に台湾からタカヤサン (Cdss脇 smme") 」-に Gあの spの?′〃〃

skzmme sawada 、 シ ッソ ノキ (D α偽e;gm srsso) 上 に Co/′giひかfc′}"}“

ば"あの象αe Chen 、 Pmzec 〆!oあと′〃ぞ 毎"α崩そ上 に Co 能 わ′′化/′′“〃

Pダムeco‘oo肥り友 Sawada か記録されているが、これらの菌の分類学的所

属については再検討の必要かある。

発生樹種と分布 熱帯・亜熱帯地域におけるマメ料樹木上の炭そ病菌

の宿主と分布は以のとおり。

① Co//断り“mmmm ′に鰭mz ヤナギパアカシア (Am α関 o--g脆卿 ),エ

ビスクサモ トキ (C""′〃′〃′〃 ゾャイアン トイピルイピル (毎 "班 e'′〃

′g′fcocep叱 り ,モル ッカネム (Pαたてse′粥 川ぞeもた /cq忽"α), イ ン トシタン

(P!e′omm 〃 〃"/′c′△)。 アルセ ンチ ン ・フィシー ・イン トネシア ・フィ リ

ピ ン。

② Co/!e′o′'7c/z′′〃そg/oの sbの?o′〆es(= G 如解′修""cmg 照雄") ア カシア

(′lmcm" 〃J7乙〃/兎 柳川 ,A. 雄〆彰超、A mm′g加 法 A m 〆超 s〃〃"), ビルマ

ネム (川らだ艦 /ebeを), セ ンナ 煩 (Co 経′""/" な ,C た盟伽膚超 ,C

かりcm 通凱旋 ,C fo'" シ ノ ソ ノ キ (D 〃あの夢 q s′sso), デ イ ゴ 類

(E り勅 中 腹 〃"c'om' 痴 ,E.s" 肋 “海 翻 s, お 〃"′?昭 雄な var. の 2の血 /7s), メ キ

ンコライラ ノク (G 廟沈ば南 sgp〃〃〃), ジャイア ン トイ ビル イ ピル

(Le〃姐釧α卿′御役肋 "/〃 キンキジュ類 (Pzf/7認可/o卿′m 月もた伽霧 P
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mlg'I,弘ロm ，インI ンタン（P/eoca,加sI」」d」加5)．アジア（プルネイ・中 

田・イント・イントネンア・イラン・U本・マレーシア・フィリピン）、 

オセアニア（西サモア）、アフリカ（ガーナ・モウリシアス・タンザニア）、 

北・中米（ハルパトス諸島・プェルトリコ・アメリカ・バーンン諸島）. 

静断の要点 ①Co/klotncluws Ininca/ung 苗本から成木まて子葉、本 

葉、葉1“、繰色幼事枝に発生し、特に幼苗て被害が告しい．子菓（ふた 

ば）には円状て淡褐色水浸状の病斑を形成し、すぐに拡大1.て茎にいた 

り、まもなく幼苗は全体が妻れて枯れ死する．若い菓には同様の液褐色 

木浸状の病磨を形成、やや環杖状に拡大して貰れ、葉柄基部から緑枝あ 

るいは幼茎に進展し、そこてもき枯らしを起こす．播き付け半年以内の 

幼苗ては、病勢の進展は急逮で、円リにまん虻するのて放置すると被害 

は大きくなる。大苗や植義木の厚く堅くなった出葉ては、不整形の掲色 

病斑を形成して集枯れを起こすか、生長への影，ははとんどなく被害は 

軒徴てある。枯れた子象、若集、戚熱菓、巣柏、茎技などのI には、嵐 

色の短毛状のM体（多敵の用毛を持つ病鳳蘭の分生了層）が群生し、温 

岡時には剛毛を囲んで白色～淡褐色の枯塊（摘原蘭の分生子塊）か形成 

されるのかルーぺの下て良く見える（図版4・5, 6). 

② Co//do/nc bun, g /oeosponoidn (=Cioinere//a cingula助 苗木から 

成木まて了菓、木葉、巣柏、緑色幼茎技、さらには木化した若い枝幹に 

発生するか、被害の大きいのは幼苗に発生した場合である。幼集や幼茎 

枝に慶褐色でやや不整形の小形病胤が形威され、これはしだいに掲色か 

ら黒色に変わりながら拡大し、病集は両縁から巻き込んだり、萎れて乾 

聞したりして枯れる。幼業枝ては拡大病斑が茎枝を－田して上部は妻ち 

ょうして枯れる．躍胡時には病患部の黒点状の曲体〔病原削の分生了 

層）の上を淡桃色の枯塊（ffi原薗の分生子塊）か覆うようになる． 

太い葉柄や若い茎枝では始め掲色のち灰協色の、粘錘状のやや陥&し 

た病斑か形成され、しばしば縦の亀製か人る．病斑上には始め戻桃色粘 

塊が形成され、のちに表皮を破ってやや突出した黒点状物（病原曲の子 
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′′′2g〃バm の ,イン i ソタン (P′e70c"′か ry〃〆/c′fs)。 ア ジア (ブルネイ ・111

国 ・イン ト ・イン トネ ンア ・イラン ・u 本 ・マ レー シア ・フィ 1jピン )、

オセアニア (西サモア )、アフリカ (ガーナ .モウリシアス・タンザニア)、

北 ・中米 (ハ ルバ トス諸島 ・プエル トリコ ・ア メ リカ ・バー ンン諸 島 )。

診断の要点 ① Cm をあわ7d〃〃〃′′7fi7c"′′‘′〃 菌イ・から成水まて子葉、本

巣、栄枯、緑色幼茎枝に発生し、特に幼苗て被害が著しい。子葉 (ふた

ぱ) には円状て俵褐色水浸状の病斑を形成し、すぐに拡大して茎にいた

り、まもなく幼苗は全体が萎れて枯れ死する。若い菜には同様の淡褐色

水浸状の病斑を形成、やや環杖状に拡大して萎れ、柴柄墓部から緑枝あ

るいは幼茎に進展し、そこて巻き枯らしを起こす。橋き付け半年以内の

幼苗ては、病勢の進展は急速で、周りにまん延するのて放置すると被害

は大きくなる。大赦や植栽木の厚く堅くなった波葉ては、イ・整形の褐色

病斑を形成して葉枯れを起こすか、生長への影響はほとんどなく被害は

軽微てある。枯れた子葉、若菜、成熟葉、巣柄、基枝などの Lには、黒

色の匁三毛状の菌体 (多数の剛毛を持つ病原菌の分生了層) が群生し、湿

潤-時には剛毛を囲んで白色~}炎褐色の粘塊 (病原菌の分生子塊) か形成

されるのかルーペの下て良 く見える (図版 4‐5,6) 。

② C可定め摺る加川 g/pepsP の707‘をs(= G′o′''の昭 /"α増 川mq) 苗木か ら

放木まて了菓、ィ・葉、東柄、緑色幼茎枝、さらには水化した若い枝幹に

発生するか、被害の大きいのは幼 -歓に発生した場合である。幼染や幼茎

枝に淡褐色でやや不整形の小形病斑が形成され、これはしだいに褐色か

ら黒色に変わ r)ながら拡大し、病葉は両縁から巻き込んだり、萎れて粒

固したりして枯れる。幼暮枝ては拡大病斑が茎枝を一周して 1割~は義ち

ょうして枯れる。湿潤時には病患部の黒点状の菌体 (病原菌の分生了

層) の上を淡桃色の杜〒塊 (病原菌の分生千塊) か覆うようになる。

スい葉柄や若い茎枝では始め褐色のち灰褐色の、紡錘状のやや陥没し

た腕斑か形成され、しばしば縦の亀裂か入る。豹斑上には始め俵桃色粘

塊が形成され、のちに表皮を破ってやや突出した黒点状物 (病原菌のテ
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のう鍛）か形成される． 

病原幽の、②いずれの場合も痢徴は良〈似ているが、病思部の上に形 

成される分生子層が、のてはI!色毛状体を囲んで白色～慶褐色の分生子 

粘塊を生ずるのに、②ではふつう毛状体はなく、単に戻桃色の粘塊を生 

する点で、区別される。 しかし、上記のようにマメ科樹木に発生する炭 

そ病幽には他にも何種かあり、正稀には専門家による題徹鏡検脊を必要 

とする。ただ、防除方法は炭そ病として－括して考えることか出来る． 

発生生態 炭そ病菌煩の分生fは而の飛床とともに、あるいは昆虫煩 

（鳥類）の体や脚に刊着して運ばれる．適当な温度と水分があれば敵時 

間で発芽を始め、発芽管の先蛹に付着器（appressoi mm ）という彫らん 

だ尋官をつくり、その下郎から侵入曲糸を出して角皮を員通して表皮内 

へ侵入する．侵人粕糸は条件が良ければすぐに分牧、伸長して組繊内に 

まん延L発病するが、侵入した場所で栄養を蓄えた嚢1‘細胞となって長 

期間滞寿的に生有し、宿主の生理的衰弱をまって蘭糸を進Kさせ発“Iす 

る場合もある．幼苗ての発生は前者の経巻で、成木や成葉での発病は後 

者の経過をたどることが多い． 

分生了の発芽は10-33℃で行われ、遣“は25℃前後にある。水中よ 

りも飽和虐度の状慈のはうか発穿がよい．乾季には病原曲は病粗撮中て 

蘭糸または去皮をかふった若い分生子層で生存する．再び雨季が訪れる 

と新たに分生子を形成して伝播を両聞する．しかし、乾季でも潅水Lて 

青苗する苗畑では痢原菌は常に分生子を形成して伝播することが出米 

る。子のう穀の中につくられる有性胞子（子のう胞子）は、子のう蚊が 

充分吸水したのちに空巾に放出され風に乗って空気伝播する。病鳳蘭は 

また種子に付着もしくは潜在しており、種苗伝播のーつの例として良く 

知られている． 

防験対策1)育苗管理 

a 苗畑の衛生管理を徴底する．前年のくす苗は故置せずに、整埋し 

乾かLて焼却することが望ましい． 
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のう穀) か形成される。

病原菌①、②いずれの場合も病徴は良く似ているが、病患部の上に形

成される分生子層が、①ては黒色毛状体を囲んで白色~談褐色の分生予

料;塊を生ずるのに、②ではふつう毛状体はなく、単に炭桃色の綿塊を生

する点で、1メ:別される。しかし、上記のようにマメ科樹木に発生する炭

そ病菌には他にも何種かあり、正確には専門家による顕微鏡検査を必要

とする。ただ、防除方法は炭そ病として一括して考えることか出来る。

発生生態 炭そ病菌類の分生子は雨の飛床とともに、あるいは昆虫類

(鳥類) の体や脚に付着して運ばれる。適当な温度と水分があれば数=寺

岡で発芽を始め、発芽管の先端に付着器 (appressollum) という膨らん

だ器官をつくr)、その下部から侵入菌糸を出して角皮を貫通して表皮内

へ侵入する。イ愛人繭糸は条件が良ければすぐに分枝、伸長して組織内に

まん延し発病するが、侵入した場所で栄養を蓄えた鱗状細胞となって長

期間潜在的に生有し、宿主の生理的衰弱をまって菌糸を進展させ発病す

る場合もある。幼苗ての発生は前者の経過で、成木や成葉での発病は後

者の経過をたどることが多い。

分生了の発芽は 10~33 ℃で行われ、適温は 25℃前後にある。水中よ

りも飽和湿度の状態のほうか発芽がよい。乾季には病原菌は病組織中て

菌糸または表皮をかふった若い分生子層で生存する。再び雨季が訪れる

と新たに分生子を形成して伝播を再開する。しかし、乾季でも潅水して

育苗する苗火=すでは病原菌は常に分生子を形成して伝播することが出来

る。子のう殻の中につくられる有性胞子 (子のう胞子) は、子のう殻が

充分吸水したのちに空中に放出され風に乗って空気伝播する。病原菌は

また種子に付着もしくは潜在してお r)、種苗伝播の一つの例として良く

知 られている。

防除対策 1)育苗管理

a 蔽畑の衛生管理を徹底する。前年のくず菌は放置せずに、整理し

乾かして焼却することが望ましい。
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b m畑土壌の栄養状態を良く把握し、チッソ肥料過多になったり、 

逆に栄養欠乏に陥らないように留意する。 

C 病原wic )Dとも多犯性で色々な樹神（苗木）に発生するのて、苗 

畑ては養成樹柿全てに注意を注く必要かある． 

2）薬剤防除 

a マメ科を含めた微粒・中粒種了には炭そ病幽の潜在が良く知られ 

ているので、播き付l’前には必ず種手消者をする．チウラム剤 

(TMTD）もしくはキャプタン剤の粉末の塗沫（種f重量の0 1 -

I %）か、250-' 500倍液への浸漬が良い． 

b 硬粒種fの場合、熱湯処理(70-80t、 5-10分）により種子の 

威菌と発芽促進処理を同時に行う． 

C 幼曲期に発生をみたら直ちにヘノミル剤(2. 000-3, 000倍）．チ 

オファネートメチル剤（1, 500-2 , 000倍）あるいはマンネプ剤 

(500倍）なとを10日おきに故回敵布する。 

d 成木では葉や枝に発生するか、木の生艮にはほとんど影響をいの 

て、特に防除の必嬰はない． 

2)貧難 

診断の要点 幼苗から枯載若木に発生するが、被害は幼苗期に散し 

い。小菓が点々と貧化Lて落葉する．初め集裏に徴小な晴掲色～黒褐色 

の粉状塊（綱原菌の分生子塊）を散生し、集表のその部分は賞点となる。 

病小集はすぐに全体が賛化し、少しの動揺ても落葉する．このため苗床 

でも、造林地でも、違望して異常が刊る（図版5・L2)．マメ科樹木には 

他に多甘の菓の賞化・落葉を起こす勲似病害かないのて、このよう女症 

状がみられたらます本病の疑いをもって、菓裏を注意して綱ぺる．暗褐 

色の粉状線が点在していれば本鳥と診断山来る． 

痢原菌と病名 Cwゆomens属のI'41執によって起きる．押によって発 
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b 苗畑土壌の栄養状態を良く把握し、チッソ肥料過多になったり、

逆に栄養欠乏に陥らないように留意する。

c 病原菌①②とも多ガ畔1三で色々な横師 (苗木) に発生するのて、菌

畑ては養成ヰ耐種全てに作意を注く必要かある。

2)薬剤防除

a マメ料を含めた微粒・中粒種子には炭そ病菌の滞在が良く知られ

ているので、橋き付け前には必ず種子}肖奇をする。チウラム剤

(TMTD) もしくはキャプタン剤の粉末の塗抹 (種子重量の 01~

1%) か、 250~500 倍液への浸漬が良い。

b 硬粒種子の場合、熱湯処理 (70~80 ℃、5~10 分 ) により種子の

滅菌と発芽促進処理を同時に行う。

c 幼だ占期に発生をみたら直ちにヘ ノミル剤 (2,000~3,000 倍 ),チ

オファネー トメチル剤 (1,500~2,000 倍 ) あるいはマンネブ剤

(500倍) などを 10日おきに数回散布する。

d 成水では葉や枝に発生するか、・の生長にはほとんど影響ないの

て、特に防除の必要はない。

2)鵠藁鷺

診断の要点 幼苗から植栽若木に発生するが、被害は幼苗期に激し

い。小菓が点々と黄化して落葉する。初め柴裏に微小な暗褐色~黒褐色

の粉状塊 (病原菌の分生子塊) を散生し、柴表のその部分は黄点となる。

病小葉はすく、に全体が黄化し、少しの動揺ても落葉する。このため苗床

でも、造林地でも、遠望して異常カャ削る (図版 5‐1,2) 。マメ科樹木には

他に多量の葉の黄化・格葉を起こす類似病害かないのて、このような症

状がみられたらます本病の疑いをもって、染裏を注意して調べる。暗褐

色の粉状塊が点在していれば本病と診断出来る。

病原菌と病名 C伽塑伽 m7s 属の菌類によって起きる。師によって亮
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生枯"pか光なる。 ①CanゆIonw,ts albizice (Fetch ) Mason〔＝ 

Rd幼Os加nutu albitwe （医Ich ) Natto ' En,ゆOUU"' (Ilbit USC 

Kobayashi) 菓喪の大皮紺胞内に掲色の人きい華部細胞（単細胞，時‘' 

2細胞）を形虞し、表皮を破って露出する．墨部相胞上に短‘りリ簡状の 

分止f柏を輪生ないし来生する．分生子柄は単相胞で暗褐色～煤褐色、 

大きさ20-70 x 7-10 5gm、頂端刊近に細かい刺を根生、全出芽・シ 

ンポシオ型（プラスチック）に分生子を形成し、．脱痕は明瞭である． 

分生子は倒梶棒状でややA曲し、墨部は故切状で着生庭は肥厚し、先端 

に向かって細まる、庚褐色～喝色、2-3隔壁、大きさ28-58 x 8-16 

p m 、表面に柵かい抗ないし軸を密生する〔図・7). 

② ConゆlUmens leucoenae(Stevens et Dalbey)町dow( = E 'ios/,onwn 

!e,uoenoe Stevens et Dalbey)葉裏の表皮相胞内あるいは表皮綱胞下 

に子停状の分生子隣を形成し、そのIn部か角皮ないし表皮を破って露出 

する。分生子断は淡喝色～褐色．揮50-240gm.頂部に分生子柄を密 

に並立する．分生f括は戚掲色～褐色、甲条、しぐざく条、0～数個の偽 

壁を有し、大きさ36-63X4 -I1pm .頂部付近に疣ないし‘を相生す 

る、全出考・シンポジオV（プラスチック）に分生子を形成し、離脱誠 

は明瞭てある。分生了は梶棒状て褐色～オリープ協色、2-5隔壁、大き 

さ30-63 )< 6 5-14gm.去面は始め平mてのち傚網な挽ないし刺を密 

生する． 

J 

磯 

一‘ 

、、己 

図・7 モルッカネム費葉檎曲 

（中央巨大細胞から輪生する分生子柄と、 

周囲に触乱する分生子） 
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生 樹 種 か 異 な る。 ① C〃〃琴海′Jze′7 m あれ‘′α (Petch)Mason 〔=

" 昭ぬ偲/)Qmm そ ばα貌姥 ( PeLch ) NaILo , E即ふか(mm; ・ "′○陀me

Kobayasl・1〕 菜裏の六皮細胞 - に褐色のブ、きい碁部細胞 (単細胞、--寺に

2細胞) を形成し、表皮を破って露出する。基部細胞↓に短い円筒状の

分生子柄を輪生ないし束呈する。分生子柄は単細胞で暗褐色~煤褐色、

大きさ 20~70 × 7~10 5〆nl、頂端付近に細かい刺を相生、全出芽 ・シ

ンポシオ型 (プラスチック) に分生子を形成し、離脱痕は明瞭である。

分生子は例梶棒状でやや偽曲し、基部は被りリ状で着生廉は肥厚し、先端

に向か って糸川まる、談褐 色 ~ 褐 色、 2~3 隔壁、大 きさ 28~58 × 8~16

iz m 、表面に細かい軌ないし刺を密生する (同‐7)。

② C"“ぞが oj'm′s /g′fmeme(SLevens ct Dalbey)Sydow 〔=Emspo ′7〃〃′

卿′‘〃βmB Stevens cもDa1bey 〕 東裏の表皮細胞内あるいは表皮細 =せ下

に子坪状の分 -子梅を形成し、その頂部か角皮ないし表皮を破って露出

する。分生千栃は淡褐色 ~ 褐色、禅 50~240/zm 、頂部に分生子柄を密

に並立する。分生子柄は炎褐色~ 褐色、単粂、じぐざく条、0~ 数個の隔.
・

壁を有し、大きさ 36~63 × 4~11 〆nl、頂部イお鼠こ沈ないし刺を粗生す

る、全出芽 ・シンポジオ型 (プラスチック) に分生子を形成し、離脱嬢

は明瞭てある。分生了はネ鮎斜大て褐色~ オリーブ褐色、2~51 幅壁、大き

さ 30~63 × 6 5~14"1n 、表面は始め平摺てのち微細な端ないし耳モリを密

生する。

回‐7 モルツカネム黄葉病菌

(中央巨大細胞から輪生する分生子柄と、

周囲に散乱する分生子)
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和病名は病徴から黄葉病と付けられ、英病名はCamptomeris leaf 

spotあるいはYellow leaf diseaseが用いられている。 

マメ科樹木上には上記の2種の他に数種のCanゆtome,is属 菌が知られ 

ているか、いずれも菌学的な記載で、宿主、分布ともせまく、病気とし 

ての被害報告は見られない。 

発生樹種と分布 ①Canゆtonieres albzzeae Acasia ca功a‘ミモザアカ 

シア（Adec,tn'e 司 ，キンゴウカン（Afanieszana) , A. plea/i酋ii ，モリシ 

マアカシア（A PlOmssnna) ,Aルezeit amalaA co/lana，ヤタンサ（A 

ル/72?差lH?m) ,Ag ,ml魂bractea加 ，ネムノキ（Ajalebnssm) ，ヒルマネム 

(Alebek) ，ニオイ不ムノキ（A odoratissimus) ，タイワンネム（A 

pmcent) ，センゴンジャワ（Astゆ山向，モルッカネム（Pdmseneiitlies 

falcatanり アジア（インド・イントネシア・日本・韓国・パキスタン・ 

フィリピン・スリランカ）、アフリカ（ガーナ・ケニアーンェラレオ不‘ 

南アフリカ・スーダン・ウガンダ）、中米（ドミニカ）。 

② Canゆto/Pens たzecaenae Leucaena cc伽252/，レ ンズマメ （L 

c/SC/fん/2加 ) ,ジャイアントイ ピルイ ピル（L leucocep加La ) , L 

?IICCYOJJ加Iノa, L 加んen?ん11加，L s/lan 220)2/ アジア（フィリピン）、中米 

（トミニカ・ジャマイカ・プェルトリコ）、南米（コロンヒア・へ不ズエ 

ラ） 

その他の柿 Camptomens acaciae (Sydow) Cifern〔アラビアゴムモ 

トキ（Acacia arahwa) ，インド〕,C. albezacola (Thhumaiachar et 

Narasimban ) Bessey〔ヒルマネム（Albtz,a lebek) ,イン ド〕．C 

caL/eandrae Sydow [Calleandra sp.,コスタリカ〕，C, desniantlu Cifeiri 

(1九sniant/jes vi招ateパ，ドミニカ〕，C flondanim Bessey CP,thecellobeum 

sp，キューバ・ジャマイカ・アメリカ〕，C naiちリliBessey (Acacia villosa, 

ジャマイカ〕，C uenwculosa (Sydow) Bessey〔ミモザアカシア(J1 cacw 

dec,me,,り 市アフリカ〕。 

発生生態と防除対策 黄葉病と病原菌に関する生態的調査はほとんど 
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和病名は病徴から黄葉病 と付けられ、英病名は Camptomer1s leaf

sp{)tあ るいは Ycllow leaf d1sease が用 い られてい る。

マメ科糊木上には上記の 2種の他に数種の C勧めごoi'?e'?s属菌が知られ

ているか、いずれも歯学的な記載で、宿主・分布 ともせまく、病気 とし

ての被害報告は見られない。

発生樹種 と分布 ① C"〃晒 oiiie'7s〆友zzqe Am 鞘"α堺な ,ミモザアカ

シア (凡."α′′77伽 s), キン ゴウカン (A.角 “形Moj7の ,A. “形似7′sz7,モ リシ

マ アカ シア (A mo′Z′鮎mm),A/ る22僻α〃′"′都 A cの7"'?",ヤ タンサ (月

ルフ77α郡 72m),A g惚川 治mcf8α如 ,ネム ノキ (A ノ〃肋 i7ss2ii ヒルマ ネム

(A /eる豹 ), ニオイネム ノキ (A odo,餌お豆'〃"s), タイワンネム (A

か ocのめ ,セ ンゴンジヤワ (A br必須餅α), モル ツカネム (Pqmser 樽 mzes

膚化αZmm) アジア (イン ト・イントネシア ・日本・韓国・パキスタン ・

フィ リピン .ス リランカ )、アフ リカ (ガーナ ・ケニア ・ンェラレオネ ・

南アフ リカ ・スー ダン ・ウガ ンダ )、 中米 (ドミニカ )。

② C鋤 2P′o川β′2s /e′!c"劾解 L8zrm の縦 co′/?'2鞘 , レ ン ズ マ メ (乙

e緒川のば"), ジ ャ イ ア ン トイ ピル イ ピル (乙 /〃-‘co鑑ゑ卿‘"), 乙

〃z"cフリ汐砂防 ,L P′‘/兜溜 Z捌如 ,L s/z"〃'zo〃z ア ジア (フ ィ リピン )、 中米

(トミニカ ・ジャマ イカ ・プエル トリコ )、 南米 (コロンヒア ・ヘ ネズエ

ラ)

その他 の稀 Cのり′りiizg′7sαcqc!"8(Sydow)C1fern 〔ア ラビア ゴムモ

トキ (Acαmz" ′"るにα), イ ン ド〕 ,C. メム7zzzco/"{Thin ・maIacl ・ar et

Naras1mhan)Bessey 〔ヒ ル マ ネ ム (A′みzzm 尼る彼 ), イ ン ド〕 ,C

m//′"“dme Sydow 〔Cメムの2dm sp,, コス タ リカ〕 ,C,des ′“"“功′C,fe,rl

〔D 鰯刀mばノ騰 〆′gqf‘rs,ドミニ カ〕 ,c “の7d伽 zf'′z Bessey 〔P′〃だcg"o 板zfm

sp, キューバ ,ジャマ イカ .ア メリカ〕,C mm か げBessey 〔Ac"cm 閉 めsα,

ジャマイカ〕,C ひど'77′c′′/osα (Sydow)Bessey 〔ミモザアカシア (Ac"cz α

de猪′7eizs 南 ア フ リカ〕。

発生生態と防除対策 黄葉滴と病原菌に関する生態的調査はほとんど
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行われておらず、伝播様式、侵人・発病機構ta.どは不明である．誠害は 

苗畑ての幼苗時代に眼られるので、この時期に発生を見たら、ペノルミ 

削(2.000倍〕あるいはチオフ7-トメチル剤(1.000-1.500情）を 

10nおきに敵回散布すればよいてあろう。連作はなるぺく遭ける． 

3)篇ゃに（脂）省 

鯵断の要点 尚木から成木の葉に発生する。繰葉トに黒色で1-3mm 

大のかさぷた状て中央がやや盛り上がった曲休（痢原餌の子座）を形成 

する。f座の岡りはやがて掲色から灰掲色の頬円状の嫡斑を形成する． 

通常1病斑の中央にI楓の胤色f座を形成する種鍛と、緑葉上に幾つか 

の黒色小子座が集まってやがてその尉囲が貧化あるいは掲色化して病斑 

を形成する神姐とがある．』、つう摘葉はすぐに落集せす艮く樹上に着生 

したまま留まるのて、樹冠のはとんどの菓か羅病した樹ては、離れたと 

ころからでも樹冠の色が貧褐色に変色して異常が判る．しかし、このよ 

うな激害木ても枝枯れなとが起こることなく、生長にもさして影唇を与 

えす、見た目は撮予な痢気であるが実害はそれはどのことはない．樹種 

によっては摘菓の賞化と落葉を伴うことかある（図版5・3, 4)~ 

病原菌と病名 子のう曲煩Pity//ac/iひm属蘭によって起こされる病気 

の維称で、マメ科樹木にも多くの病原菌の種が記録されている。本属菌 

子のう胞fは通常の培養条件ではなかなか発芽しないので、発芽生理、 

人口接種による病原竹舟鼠はなされていないといってよい。熱帯・亜熱 

帯地域では非常に裡類の多い曲頬であり、発生生慈の餌明の待たれてい 

る病気である．マメ科樹木の巾では、次の2種による黒やに病がよく目 

につき分布も広い． 

① Pity//ac/tora pteiocwかSydow 〔＝Ca/a cawna加,oca4n Sydow) 

-f座は黒色でやや盛り」がり、1-5mm .周囲慶繰色からしだいに淡掲 

色～灰褐色の5- 10mm 大の勲円状摘珂となる。殻皮は角皮下に形成さ 
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行われておらず、伝播様式、侵入・発病機構などは不明である。被害は

苗畑ての幻自首= 代に限られるので、この時期に発生を見たら、ベノルミ

剤 (2,000 倍 ) あるいはチオファー トメチル剤 (1,000~1,500 倍 ) を

10臼おきに数回散布すればよいてあろう。連作はなるべく避ける。

くる びよっ

3)黒やに (脂) 病

診断の要点 苗木から政木の葉に発生する。緑菓掃こ黒色で1~3mm

大のかさぶた紙てL1i史がやや盛り」‐かった菌本 (病原菌の子座) を形成

する。f座の周りはやがて褐色から灰褐色の類円狐の病班を形成する。

i山常1病数十の中央に 1個の黒色f 座を形成する種類と、緑葉上に幾つか

の黒色小子座が集まってやがてその周囲が黄化あるいは褐色化して病斑

を形成する種類とがある。ふつう病葉はすぐに落葉せす長く樹上に着生

したまま留まるのて、モ釘冠のほとんどの築か擢病した樹ては、離れたと

ころからでも潮冠の色が黄褐色に変色して異常が判る。しかし、このよ

うな激筈水ても枝枯れなとが起こることなく、生長にもさして影響を与

えす、見た目は派手な病気であるが実害はそれほどのことはない。鞘種

によっては病葉の黄化と落葉を伴うことかある (図版 5-3,4) 。

病原菌と病名 子のう菌類弾け鉱物ひ庖属菌によって起こされる病気

の総称で、マメ料樹木にも多くの病原菌の種が記録されている。本属菌

子のう胞子-ま通常の培養条件-ではなかなか発芽しないので、発芽生理、

人口接種による病原性確認はなされていないといってよい。熱帯 ・亜熱

帯地域ではヲ戸前こ種類の多い菌類であり、発生生態の解明の待たれてい

る病気である。マメ料樹木の中では、次の 2種による黒やに病がよく目

につき分布 も広い。

① P方〕'//"c加 川 房 emm;P? Sydow 〔= CQ 如mzr}'24〆の餌のか7 Sydow 〕

子座は黒色でやや盛 り上がり、 1~5mm 、周囲炎緑色からしだいに淡褐

色~灰褐色の 5~1omm 大の類円状病斑となる。殻皮は角皮下に形成さ
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れ、菓肉部は緩い菌糸の組織からなる子座に変成しその中に子のう殻が 

1 -数個形成される。子のう殻は黒色の殻壁をもち、偏球形、頂部中央に 

孔II部を持ち、徑350 -470pm、 高さ280-350p m 。殻壁は平行菌糸 

構造て、外層は黒の厚壁細胞からなり、内層は無職の薄壁細胞へと移行 

する。厚さlS-25p m 。子のうは枇棒状、無色、一重膜、頂部やや肥 

厚、8個の子のう胞子を不整2列に含み、大きさ75-98 x lS - 2op flL 

子のう胞子は無色、単胞、卵形～楕円形、16 5-20 )< 9 -- 125pm 、厚 

壁だが表画平滑。 

② Phyl/achora par/ace Henwngs 子座は黒色、光沢があり、やや膨ら 

んでかさぶた状、大きさ1~ 3mm。殻皮は角皮下に形成され、菓肉部は 

緩いもつれ菌糸の組織となり、1 -数個の子のう殻を含む。子のう殻は 

偏球形、頂部中央に孔口部を持ち、徑220-32叫m、高さ230~30伽m、 

菓表側に開口する。殻壁は黒色で厚さ8 - 20 pm 。子のうは一重膜、長 

梶棒状、53-68 X 7.5-l0prn, 8個の子のう胞子を不整1-2列に含む。 

子のう胞子は卵形～楕円形、無色、単胞、大きさ9-115x 4'5-7pm . 

莢病名はコ・ールタールを散らしたものに見立ててTar spotという。 

和病名を黒やに病という。英病名Tai spotはphvl/aclioia属 とその近緑 

属（例えばビロウの黒やに病菌助hacrodothis hrnstonae Kobayashlな 

ど）て用いられるか、盤菌綱のR勿tisma属菌による病気にも用いられて 

いる。わが国では後者の菌による病気を黒紋病として区別して呼んでい 

る。 

発生樹種と分布 ①Thy 1/ac加mptemecuか ムニンガ（Pleroca,plお 

ango Tei酋司‘ P . erinace l背 ，インドシタン（P intl/cuJ ,Pivtundifo[uis, P 

saxa t而ーアジア（インドネシア・マレーシア・パプアニューギニア・フ 

ィリピン）、アフリカ（ガーナ・マラウイ・南アフリカータンザニア）。 

② Phyllachora paikiae フサマメノ寺（Pmkta roxburgり フィリピン。 

防除対策 イントシタンでは幼苗期の病気としては、黒やに病よりも 

褐斑病（p 79）のほうか生育不揃い（遅延）を引き起こして重要で、そ 
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れ、葉肉部は緩い菌糸の組織からなる子座に変成しその中に子のう殺が

1~ 数個形成される。十のう殻は黒色の殻壁をもち、偏球形、頂部中央に

孔「1部を持ち、径 350~470 “m 、高さ 280~350 “m 。殻壁は平行菌糸

構造て、外層は黒の厚壁細胞からなり、内層は無職の薄壁細胞へと移行

する。厚さ 15~25"m 。子のうは祝棒状、無色、一重膜、頂部やや肥

厚、8個の千のう胞子を不整 2列に含み、大きさ 75~98 × 15~20 “ nl。

子の う胞子 は無色、 単脆、卵形 ~ 楕 円形、 16 5~20 × 9~12 5〆1n、厚

壁だが表面平滑。

② P/zJ′"αc′肋口加治z彼 Hennmgs 子座は黒色、光沢があり、やや膨ら

んでかさぶた状、大きさ 1~3mm 。殻皮は角皮下に形成され、葉肉部は

緩いもつれ菌糸の組織となり、1~ 数個の子のう殻を含む。千のう殻は

ず扇球形、頂部中央に孔口部を持ち、径 220~320 〆m、高さ 230~300"m 、

業表側に開口する。殻壁は黒色で厚さ 8~20 〆m 。子のうは一重膜、長

視棒状、53~68 × 7,5~10 〆ln、8個の子のう胞子を不整 1~2 タIJに含む。

子の う胞 子は卵形 ~ 楕 円形、無色、単胞、大 きさ 9~115 × 4.5~7 〆 m 。

英病名はコ」ルタールを散らしたものに見立てて Tar spot という。

和病名を黒やに痢 という。英病名 Ta・ spot は Pあげ!αc/zo'"属 とその近縁

属 (例えばビロウの黒やに病菌 珍脳 emダメル搭卿 ?sfoime Kobayashl な

ど) て用いられるか、盤菌綱の什勿'〃s“′〃属菌による病気にも用いられて

いる。わが国では後者の菌による病気を黒紋病として区別して呼んでい

る。

発生樹種 と分布 ① P/2影畝c/20mpfのひじmpl ムニンガ (P卿りcmかfs

の埋り蛇鷹鵜j ,P, のめzαcez娼,イ ン ドシタン ( 伽燭czfs),P m′zf'冠狗 伍偽,P

s鯛の‘Zfs .ア ジア (イン ドネ シア ・マ レー シア ・パプアニュー ギニア ・フ

ィ リピン )、アフ リカ (ガーナ .マ ラウイ ・南アフ リカ ・タンザニア )。

② P毎′超c/zo?総加療α8 フサマメノキ (Pの先鞭 }似加増の フィリピン。

防除対策 インドシタンでは幼苗期の病気としては、黒やに病よりも

褐斑病 (p79) のほうか生育不揃い (遅延) を引き起こして重要で、そ
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ちらの防除刈策か必要てある。フサマメマキでは幼苗に発生すると、病 

葉は賛化し、落葉被害をおこL.違望症状ては前項の黄集病に似るが、 

近くで見ると病菓には黒色子座か認められ、黒やに病の被害てあること 

か判る。散しく発生を見た場合には賞葉病と同様に、ヘノミル剤、チオ 

ファネートメチル剤なとを散布すれはよいであろう．連作は避けたはう 

か良い． 

4）さび省 

病原菌と病名 熱帯・II;熱弗地域てマメ科樹木に寄牛するさび痢曲は、 

宿主の”が多いことの反映か、極めて神頬が豊．てある。たとえばアカ 

シア属（Acac.'o )樹木上のさひ病葡はAe‘・Idmm 属曲3 秤、 

厳ゆ!oplimgsniziin 属簡3橘、Poholeliwn属曲I尋、Ravene加属閉37種、 

Ulosnyclodium属 菌 7種、U;edo属菌I性，いosnyces属曲‘秤の計56種に 

違し、 ネム ノ キ属 ( A Ibizza ） には Rtwene加属曲II 神、 

印hoeゆ!uagsn 加 HI 属菌3種、Uedo属菌2種、U,vniycla山“HI属菌1秤の 

,n7 秤か記録され、他にもタガヤサン属（（肋ss,a)、ローズウ・ノド属 

(I加1加,g'a)などに多くのさび病蘭か記録されている（図・8),巣あるい 

は菓柄、繰色幼茎枝を侵し、各種の胞子堆をつくるか、中には菓や幼茎 

技に掲色の膨らんだ瑠をつくるものもある， 

―般的に多くのさび病菌では、甥胞子および夏胞子世代が費色から檀 

賞色の粉塊をつくり、これかさひ（鱗）色と形容されてさぴ病の名か付 

けられた． 中には特徴的な病徴に基ついてこふ病、毛さび痢なとの病名 

が刊けられているものもあるが、敵は少なく例外的な病名である． 

さひ鈎曲は絶刈寄生曲あるいは純寄生鵬といって、植物の生きた相胞 

からしか栄養をとることが山来ない．このため食物との間の親和性かき 

わめて密て、宿主範囲か限定されるのか特徴のーつてある。また、生盾 

史が典型的には軸-t .鋳胞子・夏胞子・冬胞子・小生子（坦子胞子）の 
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ちらの防除対策か必要てある。フサマメマキでは幼苗に発生すると、痛

葉は黄化し、落葉被害をおこし、遠望症状ては前項の黄葉病に似るが、

近くで見ると病葉には黒色子座か認められ、黒やに病の被害てあること

か判る。激 しく発生を見た場合には黄葉病 と同様に、ヘノミル剤、チオ

ファネートメチル剤なとを散布すれはよいであろう。連作は避けたほう

か良い。

びょう

4) さび病

病原菌と病名 熱帯・亜熱帯地域てマメキ二十樹木に寄牛するさび病菌は、

宿主の種が多いことの反映か、極めて稀類が豊富てある。たとえばアカ

シア 属 ( Acdcm) 樹 木ーたの さ ひ 病 菌 は Aecz山肌 属 菌 3 種 、

"" 力わめか惚g〃′〃′“?属菌 3種 、 P口々 ore/加冠遜菌 1種 、尺α犯〃〆?"属 前 37 種 、

U/翻り′c′"霞欄ぞ属菌 7種、 U'edo属菌 1種、物 o脚 es属菌婦中の計 56種に

達 し 、 ネ ム ノ キ 属 ( A/6′z′") に は 尺御 e〃〆?" 属 曲 11 杯 、

琴フ脳β′opわロg〃由〃′属菌 3種、 U'edo属菌 2種、ひ'り〃小〆"dmm 属菌 1種の

言ず17種か記録され、他にもタガヤサン届 (C"ssm) 、ローズウ ,ノド属

(D"あの襟") などに多くのさび病菌か記録されている (図‐8)。柴あるい

は楽柄、緑色幼茎枝を侵し、各種の胞子椎をつくるか、中には巣や幼茎

枝に褐色の膨らんだ癌をつくるものもある。

一般的に多くのさび病菌では、鋳胞手および夏胞子世代が黄色から檀

黄色の粉塊をつく1)、これかさひ (銃) 色と形容されてさび病の名か付

けられた。中には特徴的なヲ丙徴に基ついてこふ病、毛さび病なとの病名

が付けられているものもあるが、数は少なく例外的な病名である。

さび病菌は絶対寄生曲あるいは純寄生菌といって、植物の生きた荊1胞

からしか栄養をとることが出来ない。このため食物との間の親和性かき

わめて密て、宿主範囲が限定されるのか特徴の一ってある。また、生活

史が典型的には精子・銑胞子・夏胞子・冬胞子・小生子 (坦子胞子) の
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五つの胞子型をもって循環することが、二つ目の特徴てある。さらにー 

つの植物の上だけで生活史を送る同種寄生性のさび病菌のほかに、全〈 

異なった2柿類の植物の間を往復しながら生盾史を完成する異種寄生性 

の神頬か沢山あることが、もうーつの特徴てある。すなわち精了・鋳胞 

子世代の寄生する植物と、夏胞子ー冬胞子・小生子世代の寄生する別の 

植物との問を往復するさび病菌のはうが、種煩が多いのである。この異 

種寄生の現象を宿主交代あるいは寄生輪廻という。 

以下に東南アジアで比較的よく観察されるさひ病菌を2, 3あけ、診断 

上の特徴を述べる。 

診断の要点 ①Aterocauda hyalospora ( Sawada ) Otto ほか 

A tctvcauda 属菌 葉や葉茎枝に5 -'20mm大の丘状に膨らんだ病患部を 

形成し、やかて丘状膨大分の表面が褐色粉塊（病原菌の鋳胞了）に覆わ 

れる（図版5-6） ほかに葉の上に夏胞子堆や冬胞子堆をつくるか、あま 

り目立たない。世界にいずれもマメ科植物寄生性の5種類か知られる 

か、日木南部や台湾のはか東南アシアに分布するA 加alo叩OH?はカマバ 

アカシア（Amcia a,oiculifonn司 A.b加pints，ソウンンユ（A confusa) 

なとアカシア属樹木に発生する。 

② Raveneha ac/twaほかRavencha属菌 ：葉、葉柄、幼茎枝に発生し、夏 

胞子堆から多量の鮮黄色の夏胞子粉塊を噴出する。夏胞子堆形成部はや 

や膨らむため、幼葉、葉柄、幼茎などは捻れを起こす。のち菓異に冬胞 

子堆を形成し、褐色一黒褐色の冬胞子粉塊を形成する。ルvane/ta属のさ 

び病菌は世界に約150種知られているが、タイやネパールなど東南アジ 

アては、ローズウッド属（Dalbeigia) 樹木のシタン（D cochincinnensiョ 

やシノソノキ（D 51550）にR ac/twaによるさび病が広く発生している 

（図版5-5), 

防除対策 一般にマメ科樹木に発生するさひ病菌は、同種寄生性とい 

って同一樹木の上で生活史を過ごし、中間宿主を持たないものか多い。 

従って、苗畑で幼苗期にさび病が発生した場合には、薬剤によって防除 
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五つの胞子型をもって循環することが、二つ目の特徴てある。さらに-

つの植物の上だけで生活史を送る同種寄生性のさび病菌のほかに、全く

異なった2柿類の植物の闇を往復しながら生活史を完成する質種寄生1生

の神頬か沢山あることが、もう一つの特徴てある。すなわち結了・跡胞

子担代の寄生する植物と、夏胞子・冬胞子・小生子世代の寄生する別の

植物との間を往復するさび病菌のほうが、種類が多いのである。この異

種寄生の現象を宿主交代あるいは寄生輪廻という。

以下に東南アジアで比較的よく観察されるさひ病菌を2、3あげ、診断

上の特徴を述べる。

診 断 の 要 点 ① 川のりc"〃〆"/り収/oゆ om(Sawada)ono ほ か

Ar好餌仙遊属繭 葉や葉茎枝に 5~20mm 大の丘状に膨らんだり内患部を

形成し、やかて丘状膨大分の表面が褐色粉塊 (病原菌の鋳胞了) に覆わ

れる (図版 56)。ほかに葉の上に夏胞子堆や冬胞子規:をつくるか、あま

り目立たない。世界にいずれもマメ料植物寄生性の 5種類か知られる

か、 u木南部や台湾のほか東南アシアに分布する A 毎′"めspoノ"はカマバ

アカシア (Acαczααm7c′"吻 m 硲 ),A,b あ m7s, ソウ ンンュ (A cの所fM)

なとアカシア属樹木に発生する。

②尺α〃α麗 α々αcあり"ほか尺御e〃〆′"属菌 :葉、葉柄、幼茎枝に発生 し、夏

胞子堆から多星の鮮黄色の夏胞子粉塊を噴出する。夏胞子賭形成部はや

や膨らむため、幼葉、葉柄、幼茎などは捻れを起こす。のち業裏に冬胞

子堆を形成し、褐色~ 黒褐色の冬胞子粉塊を形成する。 Rαpeize‘7"属のさ

び病菌は世界に約 150種知られているが、タイやネパ一ルなど東南アジ

アては、口 --ズウッ ド属 (DQZわのg2の 樹 木の シタン (D 仰ご'm崩そ′728′期 s)

やシソソノキ (D szsso)に尺αcあり"によるさび病が広 く発生している

(図版 5‐5)。

防除対策 一般にマメ科樹木に発生するさひ病菌は、同種寄生性とい

って同一樹木の上で生活史を過ごし、中間宿主を持たないものか多い。

従って、苗畑で幼苗期にさび病が発生した場合には、薬剤によって防除
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図・8 マラカツライ にan・a miii切Uga)さび癖 

A 夏胞子層（小さい推掲色粉塊） B 夏肥子層（断面） 

C 冬鞄子層（大きい黒色塊） D 冬胞子層（下．断面、上 上西） 

することが司能てある．従来はジネプ剤、マンネプ削（いすれも500信） 

が用いられていたか、最近、トリアシメホン剤（600-I .000l吉）かよ 

く使われている。 

5）すす省 

鵬の要点および発生生麟 葉 集柚あるいは幼生枝に#3色の煤状の 

曲最（病鳳曲の曲糸が発逮した集合体）を止じ、初めは疎らてあるか、後 

にはほほ粟全面を夜うにいたる（図版6・L2)．この標徴に幕ついて’す 

病の名か刊けられた． 

すす肩には良く観集する二つのタィプがあることが判る．一つは常に 

-12 ー 

図 -8 マ ラ カ ツ ライ (Ca5s′a mu′tijuga) さび病

A 夏胞子層(小さい橋褐色粉塊) B 夏胞子層(断面)
C 冬胞子層(大きい黒色塊 ) D 冬胞子層(下 ,断面、上 上面)

することが可能てある。従来はジネプ剤、マンネブ剤 (し・すれも 50()悟 )

が用いられていたか、最近、 1、リアシメホン剤 (600~1,000 倍 ) かよ

く被われている。

びょう

5)すす病

診断の要点および発生生態 葉、業柄あるいは幼茎枝に黒色の煤状の

菌叢 (病原菌の菌糸が発達した集合体)を生じ、初めは疎らてあるか、後

にはほほ葉全面を覆うにいたる (図版 6‐1,2)。この標徴に基ついて す

病の名か付けられた。

すす病には良く観察する二つのタイプがあることが判る。一つ‘*常に
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カイカラムシやアブラムシなとの吸汁陛昆虫と併発するものであリ、今 

一つは昆虫類とは無関係に発生するすす病である。前者のタイプのすす 

病菌は、植物体から直接栄養を摂る能力は無く、菓の上に溜まる吸汁性 

昆虫の排世物あるいは分泌物を栄養原として菌叢を発達する。一般にこ 

の群のすす病は菌叢が厚く、ビロード状になる。菌叢上に吸汁性昆虫の 

排世物や脱皮殻なども混じり、外観は極めて汚い。吸汁性昆虫による植 

物汁液吸汁の害と、すす病菌菌叢の被覆による光合成阻害との複合被害 

を起こす。この群のすす病菌を腐生性すす病菌と呼ふ。 

吸汁性昆虫とは全く無関係に単独て発生するすす病菌は、葉面上の菌 

糸から吸器（haustonum) を菓の中の細胞に射し込んで、植物から直接 

栄養を摂取し、葉面上に菌叢を発達させる。このタイプのすす病菌の菌 

叢は薄く、網日状で、菌叢上に微小な黒粒点（病原菌の子のう殻）を形 

成する。この群のすす病菌を寄生性すす病菌と呼び、宿主の生きた細胞 

から栄養を取る性質から、人上培養の難しいものか多い。 

病原菌 すす病菌は子の う 菌類の小房子の う 菌綱 

(Locuんascomycetes) に属し、寄生性すす病菌はメリオラ目（A/ch0なんり 

小すす病菌科（』Ieholaceaり と、トチテア目（DomIc/caんs)星形すす病 

菌科（Asterinaceaり に所属する。代表的な属はl'fe/rn后 と Astnnaである 

が、寄生性すす病菌は宿主限定性のため、種類は非常に多い。ル来が熱 

帯性の常緑樹寄生性で、熱帯・亜熱帯はすす病菌の宝庫といわれる。マ 

メ科樹木にはAmazo,ua属 5 種，Aster/die/la 属 12 種－lieu叩S's属3種, 

Melm fri属か約 100種と極めて多数のすす病菌か知られている。その中 

でマメ科林木に分布の広いすす病菌に、アカンア（AmcId 属に寄生する 

Meh0なkoa＆ ネムノキ（A/hu厨 属に寄生するMe hoん a伽zziae、 セン 

ナ（Cassea) 属に寄生するlleliola aetluopsがある。 

①Ale/toな肋ae Steven 菌叢は葉の表面に発達し、黒色、薄く網目伏、 

ふつう2-5mm 大、葉面の菌叢の数が増えると互いに融合して大きい菌 

叢をつくる。構成菌糸は褐色、網目状に分岐し、直ないし波状、6~ 7pm 
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カイカラムシやアブラムシなとの吸?1性昆虫と併発するものであり、今

一つは昆虫類とは無関係に発生するすす病である。前者のタイプのすす

病菌は、植物体から直接栄養を摂る能力は無く、葉の上に溜まる吸汁性

昆虫の排他物あるいは分泌物を栄養原として菌叢を発達する。一般にこ

の群のすす病は菌叢が厚く、ビロード状になる。前叢上に吸汁性昆虫の

排他物や脱皮殻なども混じり、外観は極めて汚い。吸汁性昆虫による植

物汁液吸汁の害と、すす病菌菌叢の被覆による光合成阻害との複合被害

を起こす。この群のすす病菌を窟生性すす病菌と呼ふぉ

吸汁性昆虫とは全く無関係に単独て発生するすす病菌は、菜面上の菌

糸から吸器 (haustor1um) を葉の中の細胞に射し込んで、植物から直接

栄養を摂取し、葉面上に菌叢を発達させる。このタイプのすす病菌の菌

叢は薄く、網目状で、菌叢上に微小な黒粒点 (病原菌の子のう殻) を形

成する。この群のすす病菌を寄生性すす病菌と呼び、宿主の生きた細胞

から栄養を取る性質から、人L 培養の難しいものか多い。

病原菌 すす病菌 は子の う菌類の小房子の う曲綱

(乙o窺わ鮎の“り健 res)に属 し、寄生性すす病菌はメリオラ日 (層g/′〆"/es)

小すす病菌科 (ハ蛇/マメαcmβ) と、トチテア日 (Do妨げe"/es)屋形すす病

菌科 (鮎悩も2鑑 me) に所属する。代表的な属は "蛇 /?〆〃と Asf72m である

が、寄生性すす病菌は宿主限定性のため、種類は非常に多い。兎来が熱

帯性の′常緑樹寄生性で、熱帯・亜熱帯はすす病菌の宝庫といわれる。マ

メ科樹木には Ai'ぞ"m〃′"属 5種 ,Asfgパメ迄′超属 12 種 ,ムセ賄お′s属 3種 ,

羽山ozq属か約 100種と極めて多数のすす病菌か知られている。その中

でマメ料林木に分布の広いすす病菌に、アカンア (Amc′")属に寄生する

A毎 /zo毎々me 、ネム ノキ (用ゎ227")属 に寄生す る屑 e/′o′" 覆る′zzme 、セ ン

ナ (C"ssm) 属に寄生する屑e{o/〃"昭ねmps がある。

① "彰を〃如卿αestcven 菌叢は葉の表面に発達し、黒色、薄く網目伏、

ふつう2~5mm 大、葉面の菌叢の数が増えると互いに融合して大きい菌

叢をつ くる。構成菌糸は褐色、網目状に分岐し、直ないし波状、 6~7"m

- 73 -



徑、多数の曲足（hyphopodnim) を側生する。菌足は多くは対生，時に 

互生、円筒状て湾曲し、長さ12 - 18 /2 FIt 子のう殻は類球形、黒色、徑 

110-180jzro 基部付近に多数の剛毛を有す。剛毛は黒褐色、先端尖 

リ、隔壁を有し、250 -480× 8-lOprn,子のう内には2個の子のう胞 

子を含み、早く溶失する。子のう胞子は長楕円形、オリーブ褐色'3隔壁 

4細胞、隔壁部でやや縊れ、両端鈍円、顆粒状、35-45×16-- 20p m , 

ハワイ・イントネンア‘フィ リピン・台湾でカマハアカシア（Acw. Ic 

a/i) iciti /0)7/its) ，んb加1717/，ソウシゾュ（A co郵a) ，コアアカシアA 

如“) ，凡koc var /iawaiiensis，アカシアマンギウム（A clci唇iIIIn〕 のすす 

病を起こしている。 

② Ale/jo/a a(b12z1ae Hansford et Deighton 菌叢は菓の表面に発達 

し、黒色、網目状。菌足は互生。子のう殻は類球形、黒色、径140 -160 

/1 I17 子のう胞子は長楕円形'4隔壁5組胞、隔壁部でやや縊れ、褐色、 

30-36 x 10-13p ir。ガーナ・インド・シェラレオネ・ウガンダ・ザ 

イールでA Ibizia gunm勇m,ニオイネムノギ（A0山ratissima) ，オクロ 

(A ZJ)gla）にすす病を起こしている。 また変種lla var 2)?gwe 

Hansford et Deightonはカーナ・シェラリオネ‘ウカンダ・サイ」ノレ 

でオクロのすす病として記録された。 

③Mc/jo/a ac/mlops Saccai do 菌叢は表面生、黒色、網目状。菌足は 

対生。子のう殻は黒色、類球形、徑I70-190p En。子のう胞子は長楕 

円形、4隔壁5細胞、褐色、35 -45 7< 14-16.sp rn。インド・インドネ 

シアーマレーンア・シュラレオネ・シンガポールでナンハンサイカチ 

(Cassia か(it/a) . C mang/nu/a タガヤサン（Csiamea) C siebenana,エ 

ヒスグサモドキ（C 加Va）にすす病を起こす。変種l/ a var miijor 

Hansford et Deightonはシェラレオネてタカヤサンに寄生している。 

アカシア類には他にA'le/io/a acaciantni Spegazzini（ブラジル、 

A cacra peckcella危A 加加加/肋， Al. acac i/co/a Hansfoi d（エクアドル、 

A Jloribunda) ,Mbidentata Cooke （ハワイ、A koa) ,M bnshanensお 
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径、多数の -豹比 (hyphopodium) を憤り生す る。歯足は多くは対生、時に

互生、円筒状て湾曲し、長さ 12~18"m 。子のう殻は澱球形、黒色、狸

110~180 〆m 、基部付近に多数の剛毛を有す。剛毛は黒褐色、先端尖

り、隔壁を有 し、250~480 × 8~10 〆m 。子の う内には 2個の子のう胞

子を含み、早 く{容失する。千のう胞子は長楕円形、オリーブ褐色、3隔壁

4細胞、隔壁部でやや握れ、両端鈍円、順粒状、 35~45 × 16~20"m 。

ハ ワイ ・イ ン トネ シア ・フ ィ リピン ・台湾 で カマ ハア カシア (Acα鎖そ

"mm" 狗 〃〃ゐ),A, るあ 〃;〃,ソ ウシジュ (A cの痴もの ,コアア カ シア A

たoの ,孔 知αvar ねmUm 御感 s,ア カシアマ ンギウム (Amm 増加“) のすす

病を起こしている。

②』左ねo‘"〃/bzzz殻e Hansford et Deighton 菌叢は葉の表面に発達

し、黒色、網目状。曲足は互生。了のう殻は類球形、黒色、禅 140~160

“ m 、子のう胞子は長楕円形、4隔壁 5細胞、隔壁部でやや纏れ 褐色、

30~36 × 10~13"m 。 ガーナ ・イン ド・シエラレオネ ・ウガンダ ・ザ

イール で △/るだ24懲り〃′〃宛 m, ニ オイネム ノキ (A 〆の昭鵜躍如 ), オ クロ

(A zyg′") にすす病 を起 こ してい る。 また変種 屑α var 2yg m e

H a n sford et Deighton はカーナ ・シェラ リオネ ・ウカ ンダ ・サ イール

でオクロのすす病として記録された。

③△毎々o超αg殆どops Saccaldo ,菌叢は表面生、黒色、網目状。菌足は

対生。子のう殻は黒色、頬球形、径 170~190"m 。子のう胞子は長楕

円形、 4隔壁 5細 胞、褐色、 35~45 × 14~16,5 〆 m 。 イン ド・イン ドネ

シア ・マレ シア ・シエラレオネ ・シンガポールでナンバンサイカチ

(Cdssm 自助血 ),C 〃m2g 〃〃血 ,タガヤサ ン (CSm 〃鋤 )C S′gbe“"iiα,エ

ヒスグサモ ドキ (C m 〃) にすす病 を起 こす。変種 脳α var mmo γ

Hansford et Delghton はシエラレオネてタガヤサンに寄生している。

ア カ シ ア 類 に は他 に 屑物〆" αcqcrαmm Spegazz1n1( ブ ラ ジ ル 、

AcαααPedzce//"≠α A PO収めル“′") ,屑 .ば艦ど〆の霧 Hansfo1d( エ クア ドル、

A ′Zのめそf′〆"), 鯛 函de〃mm Coo 毎 (ノ・ワ イ、 A たoの ,ハグムフγぬ伽 g7館婚
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Hansford （オ」ストラリア‘マレーシア、A b,;,e, Va/a' A CU/fill)哲hamI, 

A dealbata, A Iwipophyl幼‘Amazonia accu it, Fl agoso et Ciferri（ト 

ミニカ、A ,功mm) ,hmI叩sis beiggルnit Ilansford（オーストラリア、 

A i/il加伽，AI/Itt加flue,Amaiden,,,A ;neianovy/on,A jea;i,iie; i)司か、 

またネムノキ頬に』I jo/ilおto;,,, 1-lansfoid（マレーンア、A/hiziu 

odo,a/,ssm,d が、センナ類にM cnbitella (Stevens et Tehon) Ciferri 

（カイアナ、Cassia SI) ) , Al hoり3naii;iseggw;ia Hansfoi d（フランル、 

CIIq加,annsegg,ana) , Astend,e/ルmssiae (Ciferri) Hansfoi d ( ~ ミニ 

カ, C ped,ce//ans) , A, cass,aecola (Batista et Silva) Hansfoid (フ 

ンル、C baci//ans)が、シタン類にM biconi智Winter （カーナ・ンュラ 

レオネ、 Da/be,g加 afire励flu D sacaたits ,D sisso ) ,M da乃a,glat? 

Ilansfoid （プェルトリコ、D ,nonatauia) - Al font/iotaゆ,cola Stevens 

（プェルトリコ‘D sp ),M sca base/a Hansfoici et Deighton（カーナ， 

D si ）か、テイゴ頬に』la/joル ciy伽mae Sydow（インド不ンア・フィリ 

ピン，Eり軌Ivia ill請m,E subwn bral冨E Var/aga勿）が、メキシコライラ 

ノク（Chricidia sal) aim ）にAle/iota crenahss,ma Sydow（ホンンュラス） 

か、イントンタン類に」let,?なpIerocaip/ Yates（インド不ンア・フィリピ 

ン，['/e,ocaゆit'S indicits) ,A'I pIe,vcarjnco/a Hansford et Dc回lton（ン 

ェラレオ不,P santahno,des）か、アメリカ不ム（Sanianea samofi）に 

Ala/iota aetinops vai an;,orllansfoi d et Deighton（シェラレオ不）お 

よひAl a/biz,ae var zygiaa Hansfoid et Deighton（シェラレオネ）か 

すす病を起こすとして報告されている。 

腐牛性のすす病菌は子のう菌類の小房子のう曲綱、 トチテア目、すす 

病菌科(Capnodiaceae) 、パロチォプンス科（Pai odiopsidaceae）の 

Capnodiuin , LJnn a, ospo,von, L,mac,n,aなどの諸属のすす病かあリ、それ 

それ吸汁性昆虫に随伴して腐生性のすす病を起こしている。 

防除対策 －般に寄生性のすす病にしても腐生性のすす病にしても、 

植栽地の若木や成木に対しては宿主の落葉被害や、著しい生育阻告なと 
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Hansford( オ ー ス 1、ラ リア ・マ レー シ ア 、 A b川のり〃′", 八 ご〃〃〃〆'増加 川′,

A d鑓 /鞠 ね A /?"′わひ力/り′"") “mz の"""c‘z"α Fmg()so eL C1fcrrl( ト

ミニカ、 A "Pロメ" /だ〃o汐材ふ庇′gg形〃〃 1lansford( オ一 ス トラ リア、

ハ ム〃ゐ /協 A iii‘カメ!鑑 ,A mm 直 'm,A,iize 如i70リゾoi7,/1 かのmme 朋 s) か、

ま た ネ ム ノ キ類 に ハダノo卿 s加川 Hansfold( マ レ ー ン ア 、 舟山〃"

o加 川′′ss′}〃") が、セ ンナ類に 屑 "心血肋 (Stevens et Tehon)Cderrl

(カ イアナ、 C"$ ′"sp ), ハダムQ6勢〃"izmeggmim Hansf 〈〕・d( フ ラ ンル、

C/ のが 'mm eggぞのにz Asfe′?‘海抜にαssme(C1fern) Ha1・sfo1d(1 ミニ

カ、 C Pe‘/ノc貌 "'7s) , A αss粥eco‘"(Batis[a et sllva)Hallsfold( フ
、
ラ

ソル、 C Dロ"〃"′7s) が、シタン類に 屑 友の“〃sW1nter( 力…ナ ・ンェラ

レ オ ネ 、 D" あの智α啄捷とれ ?α ,刀 sqc"“/郎 ,D s7sso), ハダ メ"あの淳‘!ど

Hansfo1d( プエ ル 1・リコ、 D mの7efd′ゾ"), 間 /o′zc/IQ餌功にo/"Stevcns

(プエル トリコ ,D sp), 屑 秘め '7s鑑" Hansfo1d et De1g1・ton( カー ナ ,

D SP) か、テ イゴ類に !Mm 〆"どり′f/′"〃"e sydow( イン 1ネンア ・フィ リ

ピン ,E り勅′7〃" “液鯛 ,E,s!盃〃〃もm zs E Uの78gdz") が、 メキシ コライラ

ノク (G/“?c油 〃seP"fm) に 屑 e卿 超 c'の?"r?w〃m sydow( 汀ン ンュラス )

か、イントンタン類に鷲山 !超P腐りc"ゆ!Yates( イン ドネンア・フィリピ

ン ,P 超 omjP" ′,感じ′ ,屑 P腐り鯛の zco/"Ha ・1sford et Deーghton( ン

ェ ラレオネ ,P s俗曲 初め′deも) か 、ア メ リカネム (紬 m"〃〃" mmo 〃) に

屑β海 南 "ef履物 s val m′卯 rllansfeld et Delghton( シエ ラレオネ ) お

よひ 層 "/b′zm e v a r zyg′"eHansfo1d et Delghton( シエラレオネ ) か

すす病を起こすとして報告されている。

腹牛性のすす病菌は子のう菌類の小房子のう曲綱、トチテア日、すす

病 菌科 (Capnodlaceae) 、 パ ロチ オプ ンス科 (Pa・odlopsldaceae) の

C〃P川‘/〃fm,D “〃B′〃かo〃〃m,L7m 解〃〃αな どの諸属のすす病かあ り、それ

それ吸汁性昆虫に随伴して腐生生のすすり丙を起こしている。

防除対策 一般に寄生性のすす病にしても贋生性のすす病にしても、

植栽地の若木や威木に対しては宿主の落葉被害や、著しい生育阻害なと
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の被害は起こさないのか普通である．見た目には汚らしくまた敵しく見 

えても、人為的な防除対策をとらねばならない背の被害は起こさない． 

薬剤防除も経賢の点を考えると、高い防除効果を打つものは知られてい 

ない。苗畑で幼苗に発生し、防除をしたい場合には、寄生性すす病にた 

いしては有機イオウ剤（シネプ剤、チオファネートメチル剤など） を用 

いるくらいで、現亦の農薬の中には寄生忤すす痢曲に卓効のある薬剤は 

無い． 

腐生hすす病の場合は、まず菌に栄糞を提供する吸汁件比虫を駆除す 

ることが先決てある．カイガラムシにはジメトエート剤、DMTP剤か有 

効であり、アプラムシにはチオメトン剤の散布またはエチルチオメント 

*4削の土壌施用か右効てある。 

6）うどんニ胃 

鯵断の要点 葉の衰画または裏面あるいは両面に白色の小麦粉を振り 

まいたような曲叢（痢原菌の菌糸と分生子）が発達する。初めは疎らて 

あるか、しだいに敵を増すとともに融令しなから大きくなIl、ついに葉 

全面を覆うにいたる（図版6・3, 4), さび病やすす病とともに診断は比較 

的容易な鳩気である．和th名は白色粉状の蔵電の特徴から“うとんこ 

病“と名付けられた．英病名もPowdeiy mildew（おしろいかひ）と白 

色曲最の特徴の表現である． 

例外的にブナ科の樹木に菌嬉の色か白色でなく、掲色から紫掲色を呈 

するうどんこ病があるか、温帯から亜熱希圏までて、熱骨には存在しな 

い． 

発生生態 准帯地域では秋になると、この白色敵散ヒに嵐色小粒（病 

原曲の子のう穀）を多最に形成するのがふつうであるが、熱帯・亜熱帯 

地域ては蘭媛上のfのう穀の形虞は稀で、ふつうは白色董霞のみか通年 

あるいは山季を巾心にして認められる．つまり熱帯地域てはうどんこ納 
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の被害は起こさないのか普通である。見た目には汚らしくまた激しく見

えても、人為的な防除対策をとらねばならない程の被害は起こさない。

薬剤防除も経費の点を考えると、高い防除効果を竹つものは知られてい

ない。1省力"で幼ぜrに発生し、防除をしたい場合には、寄生性すす病にた

い L・ては有機イオウ剤 (シネブ剤、チオファネー トメチル剤など) を用

いるくらいで、現在の農薬の中には寄生件すす病菌に卓効のある薬剤は

無 し・。

〃葛生刊すすり-もの場合は、まず菌に栄養を提供する吸汁一件昆虫を駆除す

ることが先決てある。カイガラムシにはジメ 1、エー ト剤、DMTP 剤か有

効であり、アブラムシにはチオメトン剤の散布またはエチルチオメント

粒剤の土壌施用か有効てある。

びょう

6) うどんこ病

診断の要点 葉の表面または裏面あるいは両面に白色の小麦粉を振り

まいたような菌叢 (病原菌の菌糸と分生子) が発達する。初めは疎らて

あるが、しだいに数を増すとともに融合しなから大きくな 11、ついに葉

仝面を覆うにいたる {図版 6‐3,4)。さび病やすす病とともに診断は比較

的容易な病気である。和熱名は白色粉状の菌叢の特徴から“うとんこ

病 " と名付けられた。英病名もPowde1y mlldew( おしろいかひ) と白

色績叢の特徴の表現である

例外的にブナ料の樹木に菌叢の色か白色でなく、褐色から紫褐色を呈

するうどんこ病があるか、温帯から亜熱帯圏までて、熱樹には存在しな

し、。

発生生態 温帯地域では秋になると、この白色菌叢ヒに黒色小粒 (病

原菌の子のう殻) を多量に形成するのがふつうであるが、熱帯・亜熱帯

地域ては菌叢上の子のう殻の形成は稀で、ふつうは白色菌叢のみか通年

あるいは雨季を中心にして認められる。つまり熱帯地域てはうどんこ病
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菌は菌最上に形成される分生子か風に乗って仏播し、温帯地*のような 

越冬のためのfのう殻形成はliわれない。病原菌のft糸は宿主の東而上 

を迷走し、寄生性すす病菌と同様に吸器を菓内細胞に差し込んで、宿主 

から栄養を摂取する．このため病葉はしたいに貧化落葉したり、萎縮乾 

WI'する．抽救木ではこの病気のために著しい生長抑制や”i担が起きたり 

することはなく、被害は比較的軒微であるか．幼苗時に発生すると着し 

い生長阻害を起こし、時には枯損被害も生ずる。苗畑てのうとんこ痢 

は、高温多湿の人工環境下で多発する． 

病原園、発生樹種および分布 うどんこ病は子のう閣類の蚊曲綱 

卿renomycetes) ，ウトンコキン月（Erysuphaceae) 1科のみて、子の 

う蚊から生する刊属糸（appendage) の形態、子のう蚊内の子のうの敵 

(1個か複数か）、留懲に剛毛のむ否などによって属が分けられる。しか 

し、熱希ては－般にうとんこ病曲が子のう穀を形成することが柏で、分 

生子しかつくらないので、種属の正確な同定はなかなか難しい．分生子 

の形状あるいは発芽性状により種属を知推する試みか、多くの研究者に 

よりなされているが、出来るクループと園難なグループとがあって、後 

者が熱帯でうどんこ病菌を同定する時の悩みのたねである。分生子世代 

の頬別特徴としては、分生子柄の形状（直角分岐か否か、直か捻れるか 

基部が膨大するか）、分生子が単生か迎鎖か、分生子にフィプロシン体 

(Pibrosin body）の存否、曲糸に●毛の存否、発芽管の伸長のタイプな 

とかある． 

マメ科樹木はうとんこ病の発生か多い樹種で、熱帯地城での報告のあ 

る種類はE;yszplze ucaczae Blurner,Ecicho;ocean,rn de Candotle,E 

polygoni de candolle , Levezilida 加“rica (Lveull') Au iiaud . 

Mzczosp!zoezu biwnen Rao , Phy//aclazzo acaczae Sydow ,P 山Ibegzae 

Pirozynski ‘めIzoezoiheco cuss/ne Pandotra et Gaugulyなどであるか、 

f のう般の紺認されたものは少なく、多くは分生f皿代からの同定であ 

リ、また同定に疑間のあるものも多い．分生子世代ではadII‘」」I 

菌は菌識↓に形成される分生子か風に乗って伝播し、温帯地域のような

越冬のための子のう殻形成は石われない。病原菌の繭糸は宿主の東而上

を迷走し、寄生性すす病菌と1司様に吸器を菓内細胞に差し込んで、宿主

から栄養を摂取する。このため病葉はしたいに黄化落葉したり、萎縮乾

固する。植栽木ではこの病気のために著しい生長抑制やれli損が起きたり

することはなく、被害は比較的軽微であるか、幼苗=おこ発生すると著し

い生長阻害を起こし、11おこは砧損被害も生ずる。苗畑てのうとんこ病

は、高温多湿の人 -[環境下で多発する。

病原菌、発生樹種および分布 うどんこ病は子のう菌類の殻曲綱

(Pyrenomycetes) ,ウ トンコキン日 (Eryslphaceae)1 科 のみ て、子の

う殻から生する付属糸 (appendage) の形態、子のう殻内の千のぅの数

(1個か複数か)、菌叢に剛毛の存否などによって届が分けられる。しか

し、熱瑞ては一般にうとんこ病菌が子のう殻を形成することが稀で、分

生子しかつくらないので、種属の正確な同定はなかなか難しい。分生子

の形状あるいは発芽性状により種属を類推する試みか、多くの研究者に

よ r)なされているが、出来るクループと困難なグループとがあって、後

者が熱帯でうどんこ病菌を同定する--寺の悩みのたねである。分生子世代

の類別特徴としては、分生子柄の形状 (直角分岐か否か、直か捻れるか

基部が膨大するか)、分生子が申生か連鎖か、分生了に フィプロシン体

(F1bros11・ body) の存否、菌糸に剛毛の有否、発芽管の伸長のタイプな

とかある。

マメ料樹木はうどんこ病の発生が多い樹種で、熱帯地域での報告のあ

る種 類 は 珍 )s7P/形鑑鯉脇e B1ulner,E,dc/z の """" “〃 de Candolle, E,

Poもぎの7′ de Candolle ,L 勿 g赦 血 如“7m( LeveilIE ) A1naud,

屑に′oゆ /me 照 る/′f;'zg′? Rao ,P/ け/ねc′〃〃〃 "鯛αqe sydow ,P dαあの客‘"e

Pirozynski , Sが me70r/zemmss ねePandotra et Gauguly な どであるか、

子のう殻の確認されたものは少なく、多くは分生子世代からの同定であ

り、 また同定に疑 問のあ るもの も多い。分生子世代 では 0!dz′〃“
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e)ysゆhon/es Friesと報告されたものの他は、Qidijo,, sp一 と報告されて 

いる。これらを一括して、うとんこ病か記録されたマメ科の林業樹種と 

分布を示す。 

アカシア（Acac幼 属 アラヒアゴムモドキ（A anibica) ，カマハアカ 

ンア （A anneal加)7fliS ) At (11/ゆyルcantha,7 センヤクノキ （A 

catec加），キンゴウカン（A ,n /es/anti) , A 元'77管Inca, A g 后/15CC/IS, A 

lop liantl,a,アカシアマンギウム（A nialig/un?) ，モリンマ7カシア（A 

inollissinia) , A ofoua, A pelk/i而，A. lob?パta ,A Sej麗I,A ゆectabilis, A 

Step/a オーーストラリアーインド・イン下ネシア・フィリピン・リヒア・Tti 

アフリカ・スーダン・アメリカ・サンビア。 

ネムノキ（A lb,21a)属 センコンジャワ（A chinelお司 , A ,no;itana, A 

5IImahvu,l インドネンア。 

センナ（Cass司属 ナンハンサイカチ（A, fista助，ハライロモクセン 

ナ（C not/osり,タカヤサン（C Sian/ca) ，オオハノセンナ（Cs"lie)功， 

エビスグサモド告（C tora) , C P1/勇0m トミニカ・ガンヒア・イント 

シャマイカ・ケニア‘マラウイ・マレーシアーナイゾェリアーパキスタ 

ン・台湾ータンサニア、アメリ力、ヘネズエラ‘サンピア。 

シタン（Da乃Cigm）属 D 伽?CCoなた，シッソノキ（D sisso) ,D 

volubihs インド。 

モルッカネム（Pbi asenenthes) 属 モルノカネム（P. Jalcatand イ 

ントネンア。 

アメリカネム（Sanianeり 属 アメリカネム（S sanioii） フィリピン。 

防除対策 植栽地てはそれほどの実害を生しないので、放置して差し 

支えないてあろう。苗畑て幼苗時に発生を見たらトリアジメホン剤 

(1,000 - 2,000倍〕を10日ないし2週問おきに数回散布する。播き付け 

床やポソト床か過撮にならないように留意する。 
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の)w 弱め′‘/αs Fries と報 告▲され た ものの他 は、 oぞダmm sp, と報告 されて

いる。これらを一括 して、うとんこ病か記録されたマメ料の林業{訂極と

分布を示す。

アカシア (Amc′") 属 アラヒアゴムモ ドキ (A のめ zc"),カマハアカ

シ ア (A mmc 〃′狗 7mzs),A m 〃′卸 殻c"iz“!々 ,ア セ ン ヤ ク ノ キ (/l

c"′ec/zff),キ ンゴウカン (A 斉7′7z“周′"),A た川 偲mm,A 郡伽 sceizS A

IDPjz〃'ぞ“?",ア カ シアマ ン ギウム (A 〃'"増 加′“ ,モ リンマア カシア (A

〃′硯毎期〃〃),A 咳の′",A かの?山南 ,A. のる鷹‘",A sの′"乙月 sperm ム庭 ,A

s′mm オー‐ス トラ リア ・イン ド・イン ドネシア ・フ ィリピン ・リヒア ・南

アフ リカ ・スー ダン ′ア メ リカ ・サ ンビア。

ネム ノキ (A′か〃") 属 セ ンコンジャワ (A c加′のws),A mo′′′"〃",A

M 〃′"““〃" イン ドネンア。

‐センナ (C"ssm) 属 ナンハンサイカチ (月声瀞〃′〃),ハライロモクセン

ナ (C m‘/のα), タカヤサ ン (C 瀞α川瀬 ), オ オハ ノセンナ (C M 汐加川),

エ ビスグサ モ ドキ (C 海難),C m?魂 om トミニ カ ・ガ ンヒア ・イン ト・

シャマ イカ ・ケニア ・マ ラウイ ・マ レー シア ・ナ イジェ リア ・パ キスタ

ン ・台湾 ・タンザニア ・ア メリカ ・ベネ ズエラ ・サ ンビア。

シ タ ン (D 覆るe′g′") 属 刀‘のに印南云α,シ ッ ソ ノキ (D szsso),D

U〆"61庭 イン ド。

モルツカネム (Pの筋の沼〃〃榔 ) 属 モル ノカネム (P,/"/‘〃加川!) イ

ントネシア。

アメリカネム (Sqm伽 m) 属 アメリカネム (S m“加′) フィリピン。

防除対策 植栽地てはそれほどの実害を生しないので、放置して差し

支えないてあろう。苗畑て幼苗時に発生を見たらトリアジメホン剤

(1,000~2,OQO 倍) を 10日ないし2週間おきに数回散布する。1驚き付け

床やポッ 1・床か過偏にならないように留意する。
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7）インドシタン裕鋸 

診断の要点 苗木から此木まで葉に発生するか、被害を生するのは幼 

苗時である．始め隣褐色の小円肩を生じ、これはしたいに拡人L 5 -'-

IOrnnl人の褐色円庸となる。病血はのち中央部か灰褐色から灰白色に燮 

わリ、時に2 -'-3の同心環教をつくる，多故の病唐を止した菓は落葉す 

る。病鞠表裏両面に風褐色の徴小な塊（病原菌の子座）を散生し、これ 

はのち緑黒色のすすかび状物（病原蘭の分生了塊）に覆われる．幼苗て 

は落菓被害によリ、病苗の生長は肴しく阻害され．生育不捕いから山だ 

し時の得苗牢の低下を招く（図版6・5. 6). 

病鳳菌 Psezidocercosporn pteioca,p:colo (Yen) Yen apud Yen et 

Liun 〔＝Cいcosfioro pleroca;/:cola Yen.C gutnuin:: Kobayashu.C 

conescens sensu Quiniones et Dayan non Ellis et Mai tiii) +1! 

は葉病斑の両面に生じ、喝色～暗褐色、径30 -45prn.高さ15-30gm, 

分生了柄は子座上部から立ち上がり、単条、オリープ褐色、ジクザグ状、 

ふつう隔壁は無い、38-95 x 3-5gm.令山芽・シンポシオ準に分'i-c-

を形成し、離脱甚は肥厚しない．分生fは淡褐色で、長円筒形-Pt倒批 

林状、血ないし海曲、時にS字状、基部数切状で肥厚せす、頂部細はリや 

や尖る、3-9隔壁を有し、大きさ45-95 x 45-1gm （図・9), 

フィリピンから病原菌をCe;'cosfrora canescens Ellis et Mm tolとして 

A -

f c 図・9 インドシタン褐斑痢．の子座と 

I'. 分生子柄（分生子を形成L.なか 

’ らジグザグ状に伸長する） 

かっぱんびょう

7) インドシタン褐斑病

診断の要点 苗木から'茂木まで葉に発生するか、被害を生するのは幻J

苗時である。始め供褐 色の小円斑を生 じ、これはしたいに拡人し 5~

101nm 大の褐色円斑となる。病斑はのち11」央部か灰褐色から灰白色に変

わり、11おこ2~3 の同心環紋をつくる。多数の病班を生した葉は落葉す

る。病塊衣裳両面に黒褐色の微小な塊 (病原菌の子座) を散生し、これ

はのち緑黒色のすすかび状物 01を原菌の分生了塊) に覆われる。幼苗て

は落葉被害により、病菌の生長は著しく阻害され、生育不揃いから山だ

し時の得苗率の低下を招く (図版 6-5,6)。

病原菌 Pse′′の ceim ゆ omp ′8′ocのかの !α (Yerl)Yen apud Yen et

Lim 〔= C初の Pom 〆のりcの力7の /α Yen,C gzずれj2mm K0bayash ・,C

cm′escαjissellsu Qultllones et Dayan non EI1is et Ma 辻口・〕 子 座

は東病班の両面に生 じ、褐色 ~ 暗褐 色、径 30~45"m 、高 さ 15~30 “nl。

分生了柄は子座上部から立ち上がり、単条、オリーブ褐色、ゾクザグ状、

ふつ う隔壁は無い、 38~95 × 3~5"n ・、全 出芽 ・シンポシオ 4リに分生子

を形成し、離脱嬢は肥厚しない。分生子は淡褐色で、長円筒形~長側槌

棒状、ー目ないし湾曲、=おこS字状、基部赦切;1人で肥厚せす、項部細まりや

や尖 る、 3~9 隔壁 を有 し、大 きさ 45~95 × 4 5~7 〆n・ (図‐9)。

フ ィ リピンか ら病原菌 を Cの縄 spo難 α〃′esce〃sEII1s et Maltln として

図‐9 インドシタン褐斑病菌の子座と

分生子柄 (分生子を形成しなか
らジグザグ状に伸長する)
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報告された斑点h病各は同定の誤りて，八C:tdOCCUThp011 p加0tt!?picola 

による褐済病にはかならない． 

本病閣の発生生態の計細は不明である。尚属の曲知の！‘態から、分牛 

子は雇水や雨の飛床とともに伝婚し、あるいは霧HIの時に風にのって仏 

播するものと推醐されている．いったん水（月h）て分散しあるいは流れ 

た分生fは、24時間以内に分生子柏上に再ひ形成される． 

発生掛種と分布1978年に発見記載された比敦的析しい病気て、まだ 

報告されたものは少ない．現孔までマレーンアとフィリピンからイン~ 

シタン（Pierocaゆits indicu ) のみに記鋒されている． なお、インドシタ 

ン属樹木には他にギニアからPiめm・a か‘s ennaceus 上にCeルOs加in 

He?vS$eり?ICflS IくTanzによる均点竹痢害か報告されている。 

防除対策 苗畑で幼苗時に発生すると被害が大きいのて、発牛を見た 

ら薬剤防除を行う必要かある。マンネプ剤(500倍〉あるいは鍋水和剤 

(500倍）のI0日おき数回の散布がよいであろう。除軍や闘りはをとの 

過正な苗畑管理し木病の発生を予防するLて人切てある． 

8）苗立枯病 

樹種共通の摘害1）苗立枯璃の項（pI）を参鳳．マメ“樹木の種イは 

一般に中粒てあるが、苗立枯病の発生は多いほうてある． 

9)〈もの巣病 

樹種共通の病害3）くもの巣病の項（p 17）を参照。モルソカネム 

(Pa,aseneaeihes 血kロkm）やジャイアントイピルイピル（kntaei加 

leucocepizala）に激しく発生する． 

80 ー 

報告された斑点制病害は同定の誤 りて、P似′〆鑑 ei御字omp 朗 ommf の /"

による褐班病にほかならない。

か病菌の発生生態の詳細は不明である。同属の菌類の{日出から、分牛

子は潅水や雨の飛沫とともに伝播し、あるいは霧雨の=ぎに風にのって伝

播するものと推測されている。いったん水 稲]) て分散しあるいは流れ

た分生子は、241時間以内に分生子柄↓にaiひ形成される。

発生樹種と分布 1978 年に発見記載された比較的新しい病気て、まだ

報告されたものは少ない。現在までマレーンアとフィリピンからイン 1

シタン (P解かc似顔‘"〃‘ねc′△) のみに記録されている。なお、インドシタ

ン属 樹 木 に は他 に ギ ニ ア か ら 丹のりcのかfse′7i′‘!‘虜たs ヒに CeicひもPom

}}emsgolfeizs Kranz に よる斑点激 痛害か報告 されてい る。

防除対策 苗畑で幼苗1時に発生すると被害が大きいのて、発生を見た

ら薬剤防除を行う必要かある。マンネブ剤 (500倍) あるいは宝;動く和則

(500倍) の 1O FIおき数回の散布がよいであろう。除草や間引きなとの

適正な苗ム=!管理も不納の発生を予防する てブ、切てある。

8)苗立枯病

樹種共通の病害 1) 燕立付i病の項 (p7) を参照。マメネ」樹木の種‐白ま

- 般に中粒てあるが、苗立柿病の き生は多いほうてある。

9) くもの巣病

樹種共通の病害 3) くもの巣病の項 (p17) を参照。モルソカネム

(Pm 餌 e粥旧′2es危ごm ね m) や ジャイアン トイピルイピル (L釧狐 em

′gz似 )cep毎 /") に激しく発生する。
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10）白絹病 

樹種共通の病害4）白絹病の項(p,19）を参照。不ムノキ類（Albizia 

ノill-ib"55?,J にはイランから、センナ類(Cassia senna）にはタンザニアか 

ら発生報告がある。 

11）南根腐病 

樹種共通の病害5）南根腐病の項（p 23）を参照。アカシア類(Acacia 

decurrens var. J,ml臨んル功losa,Aoiana）にはインドネシアから、ネ 

ムノキ類(Album chineiおls, A lebek, A suinatrana)にはフィジー・イン 

ドネシアーパプアニューギニアースリランカ・西サモアから、センナ類 

(Cassm idata, C , hacillans' C laev'gata,C inultijuga, C occidentalis, C 

sia?nea, C s叩hera）にはガーナ・イントネシア・パプアニューギニアか 

ら、シタン頬(Dalbe卿a latfolia, D sissの にはイントネシアと台湾か 

ら、ギンネム煩（Leucaena glahnita, L んucoc助加Ia）にはイントネシア・ 

パプアニューギニアから、モルッカネム（Pbrasenenmasルka加w) には 

インドネシアとスリランカから、それぞれ被害発生報告かある。 

12）赤衣病 

樹種共通の病害6）赤衣病の項（p27）を参照。アカシア頬（肌’acia 

mmciii,)b17)215 -A CO)郵a,A 鹿Cii FIG?お，A ルmasmla , A mmm ,A 

加daly riaげolia, A ,m 加usa）にはインドネシア・マレーシアーモウリシア 

スー台湾から、センナ頬(Cuss/a alata, C , bacilians, C . iaeuigata, C 

occidentabs, C sianlea, C sophem C tore）にはインドネシア・モウリン 

アス・パプアニューギニア・タンザニアから、メキシコライラノク 

(Gth北id/a sゆiii)?)）にはパプアニューギニアから、モルノカネム 
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10)白絹病

樹種共通の病害 4) 白絹病の項 (p.19) を参照。ネムノキ類 (舟山zm

白け清離別 ?)にはイランから、センナ類 (Cqssm se“〃") にはタンザニアか

ら発生報告がある。

11)南根腐病

横種共通の病害 5)南根腐病の項 (p23) を参照。アカシア類 (Amqq

deαテッ勿2svar. “?0!互s,A. 座中 70sq,A.o' のm) には イン ドネシアか ら、ネ

ム ノキ類 (A肋 z′αc/27′捌感 s,A /8彰を,A 潮〃z昭′欄α) にはフィジー .イン

トネシア ・パプアニュー ギニア ・ス 1jラ ンカ ・西サ モアか ら、センナ類

(Cαss'"α畝ね ,C, 卿 α肋 郷 ,C ′肥り′解 熱 C.〃粥灯り聡α,C oα 2de'?r"′7s,C

s雛〃ed,C sop庇 m) にはガーナ ・イン ドネシア ・パプアニュ一 ギニアか

ら、シタン類 (DQあのgzα超fあ Zm,D szsso)にはイントネシアと台湾か

ら、ギンネム類 (霧郷なemg/ 神川敵,乙 顔ず印鑑P/?〃畝)にはイントネシア・

パプアニューギニアから、モルツカネム (Pのmme 鰭庇 s超 /cmm?") には

インドネシアとスリランカから、それぞれ被害発生報告かある。

12)赤衣病

樹種共通の病害 6) 赤衣病の項 (p27) を参照。アカシア額 (A餌α"

"m7czf ‘吻 '7〃7s.A の 7歩 M,A dec 〃;?訓 s,A 超 “′Bs′〃“",A の〃′?α ,A

PO 幽 か774球可〆α,A か 7膚 osα) にはイン ドネシア・マ レー シア・モウ リシア

ス ・台湾か ら、 セ ンナ類 (C〃ssね α!婚",C, 無α叱 裕 ,C, 超勿婁口な ,C

oα′dei7i"‘2s,C Szα“zm,C sop加 川 ,C ′の") には イン ドネシア .モウ リン

ア ス ・パ プ ア ニュー ギニ ア ・タンザ ニ アか ら、 メ キシ コラ イ ラ ノク

(α "光雄α sePzz"〃) に は パ プ ア ニ ュー ギニ ア か ら、 モ ル ノカ ネ ム
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(P?,nsenefl功Csル'Co如m) にはフィリピンから、それぞれ被害発生報告 

がある。 

13）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害7）ボ1 リオディプロディア胴枯病の項（p 31）を参 

照。ネムノキ類（A lbma JIi励rIS5W,A kb囲 にはインド・スリランカ 

アメリカから、センナ類（Cassia wiem零iou/es, C multijuga, C siomea,) 

にはケニア・マレーシア・タンザニア・ウガンダ・アメリカから、シッ 

ソノキ（D安/beigto stsso）にはインドから、ギンネム類（LCUCOCIIO 

glabnite, L んucocepitala, L 加Iventlenta) にはインド・パプアニューギ 

ニアから、モルソカネム（Panise tie)晩Cs血kaな,肋 にはインドとスリラ 

ンカから、それぞれ発生報告がある。 
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の硲 e′7釧抜esた /m如 ? にはフィリピンから、それぞれ被害発生報告

がある。

13) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 ?) ポい Jオディプロディア胴枯病の項 (p31) を参

照。ネム ノキ類 (粥 あれαノ〃ばら'?粘りぞ,A 誇ろ8ん) にはイン ド・ス リランカ ・

ア メ リカか ら、センナ類 (Cα$?" のずemszo‘ばBS,C m 形加 増",C Smme α,)

にはケニア ・マ レー シア ・タンザニア ・ウガ ンダ ・アメ リカか ら、 シッ

ソノキ (Dq/bのgm も!sso) にはイン ドか ら一 ギンネム類 (毎とばα8;7"

gねる欄殻 ,L 卿に偏り脳如 ,L PZ‘′泌 '?!‘の血 ) にはイン ド・パプアニュー ギ

ニアから、モルソカネム (P〃msの解雇庇s履た砧〃??α) にはイン ドとスリラ

ンカから、それぞれ発生報告がある。
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5．ユーカリの病害 

1）褐変病 

鯵断の要点 種子、苗本、菓、英が侵される．被害としては柿子の母 

熟不良や腐敗、幼苗の枯死、苗木の幼茎技の妻ちようが土てある．菓に 

は褐専を生じ、拡大して不整形の大形病aとなり、葉はちじれたリ、巻 

き込んて乾固する．幼苗ては集から始まった病変か、全林に及んで枯死 

にいたる．茎枝ては長楕円形のa絞を生じ、やや陥没L、また中央に小 

さい数条の亀裂を生する．病息部が茎技を一岡すると、上部は曇ちょう 

ト重する．英ては掲色の斉点から拡大して大きな皿紋をつくリ、やがて 

英全体か喝変する． 民された英の中の春了は鵬変腐敗するか、登M不良 

となリ不発芽を起こす．また、一見正嘱な種子ても病原閉か出在してい 

て、発芽後に地中腐敗や腰折れ（立枯れ生状）を起こす．被害苗や、轡 

ちょう半枝あるいは褐変英の表面には白色粉状物（病原南の幽糸と分止 

市塊）を多最に形成する（図版7・I). 

灰色かひ病(p 15）との違いは、催病部表向に形成される胃I休か白色 

棚にあることて、灰色かび病では灰褐色の苗糸と分生了粉塊か形成さ 

れる．分且了柄と分生子の塊も灰色かひ病のはうか大きく、ルーべ（拡 

人鏡）てーつーつが分蘭して認められるが、掲変病の場合は分生f柄と 

分生子粉塊か小さく、白色粉状に見えるたけで．ーつーつは分かれて見 

えない。 

病原菌 のqIsuthoc laduon ccofta,カ‘in Morgan (=C /loiulanum 

Sobers et Seymour)分生子柄は宿t表向を迷走する菌糸から分岐し 

て立立し、甲条、艦壁を有し、基部は淡褐色、頂部は無色て、二又分岐 

を2-3囲繰り返してほうき状になる．最先端は各2佃の小納状のフィア 

ライト（phzahde) （分止子形成網胞） となリ、内止山芽・フィアロ型に 

分生子を形成する．大きさ70- 100 )< 4 -1gm ,時に先端はうき状部 
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5,ユ ー カ リの 病 害

1)褐変病

診断の要点 種子、苗ィ、、柴、葵が侵される。被害としては柿千の脊

熱不良や腐敗、幼苗の枯死、苗木の幼茎枝の義セ,ようが土てある。葉に

は褐斑を生じ、拡大して不整形の大形病斑となり、葉はちじれたり、巻

き込んて乾隠する。幼 ~rては葉から始まった病変か、全体に及んで枯死

にいたる。茎枝ては長楕円形の斑紋を生じ、やや陥没し、また中央に小

さい数条の亀裂を生する。病患部が糸枝を一周すると、上部は萎ちよう

ト垂する。英ては褐色の斑点から拡大して大きな斑紋をつくり、やがて

英全体かき島変する。侵された葵の中の種了は黒変腐敗するか、登敷不良

となり不発芽を起こす。また、一見正常な種予ても病原菌か潜在してい

て、発芽後に地中」腐敗や腰折れ (立枯れ症状) を起こす。被害苗や、萎

ちよう淳枝あるいはf湯変美の表面とこは白色粉状物 (病原菌の菌糸と分生

中塊) を多量に形成する (図版 7‐1)。

灰色かひ病 (p15) との違いは、椛病部表面に形成される前林か白色

粉状てあることて、灰色かび豹では灰褐色の菌糸と分生了粉塊か形成き

れる。分 4 了柄と分生千の塊も灰色かひ病のほうか大きく、ルーペ ““:

人鋭) て- つ一つが分朝して認められるが、港変病の場合は分生手柄と

分皇子粉塊か小さく、白色粉状に見えるだけで、 -つ一つは分かれて見

えない。

病 原 菌 ① q 山 脇 o‘/〃〆mill『Copα“′′′'- Morgan( = C 月の′〆"〃′fi'′

Sobers et seymour) 分生了・柄は宿 t 表面ーを迷ノにする菌糸から分岐し

て直立し、中条、隔壁を有し、基部は淡褐色、頂部は無色て、二又分岐

を2~3 回繰り返してほうき状になる。最先端は各 2個の小柄」大のフィア

ライト (phialide){ 分生子形成細胞) となり、内生出芽 ・フィアロ型に

分生子を形成する。大きさ 70~100 × 4~7 “m 。時に先端ほ うき状部
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分から突出してI本の頂端か球状に膨らんだ不稔の頂のう（vesicle）を 

つくることもある。分生子は無色、円筒形ないし長楕円形、ふつう1-2 

個の隔壁を右し、30-75 x 3-7 )4 m ,宿主の枯死した組織内に褐色～ 

暗褐色の膨大した厚壁の細胞からなる菌核様体（scierotial body)（微 

小菌核、microsciet 0th/rn とも云う）を多数形成する。 

② qha th ocla山iiiit quinquesep/atuin Boedijn et Reitsma 分生子柄 

は単条、隔壁を有し、基部は淡褐色、頂部のほうき状部分は無色、おお 

きさ180-300 X 8jtni。分牛子は無色，円筒形、両端鈍円、ふつう5隔 

壁、76-- 96 >C 55-i Spin.宿キ組織中および培地上に菌核様体を形成 

する。 テレオモルフ （完全世代） はCafoneelna quinquesep危(a 

Figuetredo et Namekatてあるか形成は稀てある。 

他にのhi励oc危(li/fl)) C危vuliiiii Hodges et May, C cmたkriae 

(Loos) Bebet Sobers, C .i(icico(a (Hawtey) Boedijnet Reitzrna , 

C niauosonon Sherbakoft,Csco加man var brasiliensis Batista et 

Cif errl なとか、ユーかl類の病原菌として報告されている。 

発生生態 木病菌は分生子か風媒伝播で伝染を繰り返す。完全世代の 

発見されている種もあるが、伝播に寄与する頻度は少ない。蹴病植物遺 

体とともに地中に埋もれた菌核様体は、乾燥や温度など環境条刊に対す 

る耐性を有し、長期問上壌中に生存して伝染源になる。 

発生樹種と分布 ① のh,功oclath,on sc叩IIiIIII Eucaり，(us alba,E 

(1)?ゆ(ifolia , E canialdulensis,E cinerea,E gegan tea ,E,globutus,E 

grundis , E maca) (111(17 ,E macu/ala ,E robusla ,E5 (1如1W , E 

たI ell(O)7115,E Uhn/Ikehs オーストラリアーブラジル・コスタリカ・イン 

ド・日本・ニューンーランド・パプアニューキニアーアメリカ。 

② qlindroc/uduon qin nqueseplatum Euca加(us grand/s. E sp 

インド・マレーンア‘アメリカ。 

その他C tenths Wolf（アメリカ，E canialdulens；お l E , cibl odora, E 

giandis,Erob,おm,E sa館na, E . tereticorn島） , C simplex Meyer（マ 
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分から突出して 1本の頂端か球状に膨らんだ不稔の頂のう (ves1cle)を

つ くることもある。分生子は無色、円筒形ないし長楕円形、ふつう 1~2

個の隔壁を有し、 30~75 × 3~7 〆m 。宿主の枯死 L た組織内に褐色 ~

暗褐色の膨大した厚壁の細胞からなる菌核様体 (sclerot1albody)(微

小1索核、n・lcrosclelotlum とも云う) を多数形成する。

② ◎ 卿 ゐひ〆αぬ〃那加“雄〃関り如/z′′“ Boed1m e[ Rc1もsma 分 生子柄

は単条、隔壁を有し、基部は淡褐色、頂部のほうき状部分は無色、おお

きさ 180~300 × 8"1n 。分生子は無色、円筒形、両端鈍円、ふつう5隔

壁、76~% × 55~75ii ・n。宿キ組織中および培地上に曲汝様体を形成

す る 。 テ レ オ モ ル フ (完 全 世 代 ) は C可の2eの 7α q?‘zi24′fese〆〃!"

FIguelredo et Namekat て あ るが形山は稀てある。

他 に Cy‘“′メフの如か!〃? c腐り"!′‘′ル 1lodges et May,Ccm 紅焔ばαe

(Loos) Beltet Sobers,C.7 偏 にo′"(Hawley)Boediinet ReItzma,

Cm α‘m 秒 omm sherbakof 【,C Sの Pの?掴みvar omsz‘7e′おる Batista et

C【fern なとが、ユーカ 1}類の病原菌として報告されている。

発生生態 木病菌は分生子か風媒伝播で伝染を繰り返す。完全世代の

発見されている種もあるが、伝播に紫与する頻度は少ない。擢病植物遺

体とともに地中に埋もれた菌核様体は、乾燥や温度など環境条件に対す

る耐性を有し、長期間上壌中に生存して伝染源になる。

発生樹種と分布 ① Cy悩めりdqdmi なCOPα“〃“ぞ E!′c"り鰯′侍α妙",お

"〃の/吻 /iq, β m 朋須山′をmzs,E cm のぜα、β gzgα′舵α,β,g/Q 如 盤s,E

酵 勿′メメs , ゼ “mm ′′/z"'ゾ ,E 〃′"c7破けα ,E. 中る俗 解 ,E 班 /′g〃", お

初 霜‘〃“〃& ど め '7z〃〃/′ふ オー ス トラ リア ・ブラジル ・コスタリカ ・イン

ド・日本 ・ニュー ソー ラン ド・パプアニ ュー キニア ・ア メ リカ。

② ◎ "〃ぬりご盤面 ";?望伽 甲fesgP畝加川 E′′m 心われ岱 g′midiふ ど sP

イ ン ド ・マ レー ソア ・ア メ リカ。

その他 C ze'?drs Wolf( ア メ リカ ,Ecm “"/dz′/e}お符,E,cm ‘〃doテロ,E

gm' ‘/?s,E ′の壷 fs郷 ,β sα/増加 ,E, 『g7翠存coテラ肉 ),C s?'′7〆 g1 Meyer( マ
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レーシア．E sp ) . C thew(1セtch) Subramanian NC a/o necina lI,eae 

Loos)（アメリカ，E・功us/a. E saなi町）がユーがI魚の病原曲として 

如られている． 

防除対策1）ューか1の種子は徹粒1，予て、付着潜在する粛原用が多 

敵報告されておリ、秤了による病害導入の例も知られているのて、必ず 

種子消市をしてから播き刊ける．神手消毒剤としてはチウラム剤 

(lMlD 剤）かキャプタン剤を扮のまま種子重量の1%程度加え、良く悦 

伴して神子表面にI●抹してから播種する．発芽化進のため水に麦漬した 

押了はいったん陰1しLて血面が乾いてから塗床する。 

2)発芽幼苗に発件を見たら、TPN剤（500-1.000倍）かキャプタン 

剤(500倍）を散布する．牛長した苗の幼茎枝に発生した場合は、銅水和 

剤(500倍）あるいはヘノミル剤（1,000-2,000倍）を10日おきに2 

~3回散布する． 

3)中心の茎に多敵の病斑を形虞した苗は抜き取り焼却処分する． 

'）種了を自家採取する場合は、無病の英を選んで探取する。 

診断の要点 苗木から若木の葉に発生する．始め葉の裏面に黒色徹粒 

点（病原曲の柄子蚊）を多数単生するか、数側か塊になって畔生する． 

やかて黒色微軸点の間りか掲色～灰褐色に変し、不規則形て5mn、 大の 

病職を形成する．病斑は互いに融合しながら拡火し．しだいに集枯れ肌 

の火病奪となる。この時期には菓の表裏向面に多数の柄子蚊か聞口し、 

葉面は黒粉状の分生子塊に被われるようになる．病菓は次々に落葉す 

る． このため童害樹てはふところに菓か無くすきすきて、枝の頂部の新 

しい菓だけが着生している状態になる（図版I・2, 3). 

本痢の特徴は嫡菓表裏面の黒粉状の噴出物（病原曲の分牛子認）て、 

ユーカリには他にこのような橡徴を示す病気は、今までに如られていな 
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レー シア ,E sp),C "だ解 etch)Subran ・aman(= C‘!/o形山 7"′な〃αβ

Loos)( アメリカ ,E 7の′瞭然 ども〃/忽〃〃) がユーカリ類の病原菌として

知られている。

防除対策 1)ユーカリの種子は微粒種予て、付着潜在する病原菌が多

数報告されており、種了による病害導入の例も知られているのて、必ず

種 - 消市をしてから燐き付ける。師了消毒剤としてはチウラム剤

(TnfrD 剤)かキャプタン剤を粉のまま種子重量の 1% 程度加え、良く撹

伴して種子表面にマ鉛大してから播種する。発芽促進のため水に浸滅した

稀了はいったん陰 -rしして表面が乾いてからi金偏ミする。

2) 発芽幼苗に発生を見たら、TPN 剤 (500~1,000 倍 ) かキャプタン

剤 (500倍)を散布する。牛長した苗の幼茎枝に発生した場合は、銅水和

荊 (500 倍 ) あるいはヘノミル剤 (1,000~2,000 倍 ) を 1O FIおきに 2

~3 回敬消1する。

3) 中心の茎に多数の病班を形成した苗は抜き取り焼却処分する。

4) 種了を-〕家採取する場合は、無病の葵を選んで採取する。

こく~んはんてんびょう

2)黒粉斑点病

診断の要点 苗木から若木の葉に発生する。始め葉の裏面に黒色微粒

点 (病原菌の柄子殻) を多数半生するか、数個か塊になって群生する。

やかて黒色微粒点の周りか褐色~灰褐色に変じ、不規則形て 5mm 大の

病斑を形成する。病斑は互いに融合しながら拡大し、しだいに菜枯れ状

の大病班となる。この時期には葉の表裏両面に多数の柄子殻か間口し、

葉面は黒粉状の分生子塊に扱われるようになる。病巣は次々に落葉す

る。このため激害樹てはふところに葉か無くすきすきて、枝の頂部の新

しい葉だけが着生している状態になる (図版 7‐2,3) 。

本病の特徴は痛葉表裏面の黒粉状の噴出物 (病原菌の分牛子塊) て、

ユーカリには他にこのふうな標徴を示す病気は、今までに知られていな
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4', 

発生生態 木痢曲は分生子か雨あるいは皮木の飛よとともに分散1云播 

し、また小昆虫の体にI.j着して運はれる．宿主トての分生子のわ動（発 

芽や侵入）はまだ刊っていない．分生子は」言地Lでは20-25℃を発芽 

適温とし、20時勘で約60%が発芽する．また、木病はユーカIの故郷 

オーストラリアに広く分布しているようて、最近ユーカ1を導入した地 

域での本病の発牛は、保苗種子（あるいは押子の挟輔物一病葉の破片） 

とともに広かったしのと推測されている．すなわち挿苗伝播てある． 

病原菌 Pluzeoseft/ona eucalypti Hansfou d emend Walker (= P 

/1(ZOUCIflFS lくobayashi) 納原菌の栖1蚊は始め葉の表皮網胞層ないL集 

肉細胞内に形成され、成熱すると表皮を破って孔口部を衷面にMliiiす 

る．黒色、頬球形、拝65-123gm、高さ62-125gm．分生子は長倒 

批捧状～純頭Iリ筒状、基部故切状、“ないしややA曲、略縁褐色、集塊 

ては胤色、2一6隔壁を有し．30-60 )( 2.5-5声m（図・10). 

発生樹種と分布 Eucaljゆ'usbi‘り引b加，Ebloke!7!，サザンマホガニー 

（どbot;yozdes) ．リハーレソトガム（Ecoma/do/ens司 ,E. dekgalensis. 

ササンフルーカムa gIbb,'Ih5)，ローズカム（Egiandh)，ホワイトガム 

(EhaeimS/OhIO) ' E "I'“・mlIIII,1 ，スポ・ノテットガム（Emacu/a肋，E 

m」alay. Emanu加m，タローウット（E 川,croco,司，テリハユーカリ（ど 

,ol,us(o) E pudis，シI ニープルーカム（E sal,gw)，レットアイアン 

図ー10 ユーカリ農粉斑点病菌 

（左 柄子般、右：分生子） 

- 86 - 

し、。

発生生態 木病菌は分生子か雨あるいは姫水の飛赤とともに分散伝樵

し、また小昆虫の体に付着して運はれる。宿主 1-ての分生子の有効 (発

芽や侵入) はまだ判っていない。分生こは]宮地 仁では 20~25 ℃を発芽

適温とし、 20時間で約 60% が発芽する。 また、木病はユーカリの故郷

オース 1・ラリアに広 く分布 しているようて、最近ユーカリを導入した地

域でのィ病の発牛は、ずj淵ず種子 (あるいは種子の挟報物 -病菜の破片)

とともに広かったものと推測されている。すなわち種苗伝播てある。

病原 菌 P脳βosepfの7" e′′c"△の“ Hansfold en・cndWalker(= P

/′!2鰯β〃腿 Kobayash1) 病原菌の柄了殻は始め葉の表皮細胞層ないし業

肉細胞内に形成され、成熟すると表皮を破って孔口部を表面に露出す

る。黒色、煩球形、禅 65~123"m 、高さ 62~125"m 。分生子は長IPリ

税棒状 ~絶頂円筒状、基部被りり状、南ないしやや湾曲、暗縁褐色、集塊

ては黒色、 2~6 隔壁 を有 し、 30~60 × 2.5~5 〆 m( 図‐10) 。

発生樹種 と分布 及ぼ"り羽′fふる/‘os他ね ,E b‘‘rん的ぜ,サザンマホガニー

(E bo! り職‘〆es), リハ -- レ ン 1、ガ ム (E,c" “′"/〆′r卿 胆も E,de/eg" 超 ws,

ササ ンフルー カム 但 g/の "んは), ロー ズカム (E,g'‘z′′〆為), ホワイ トガム

(E 無 錫′循如〃"), β “′"餌“佃“ ,ス ポ ソテ ッ トガム (E 〃'"c〃靭 "),E,

“町 の′,E'' 粥 〃可 g′", タ ロー ウ ッ ト (E, “〃cノて'cの "), テ リハ ユ ← カ リ (E

′徳雄 〃),E mdzs, シ 1 ニ一ブルーカム (E s"/′g′′〃), レッ トア イアン

図 flo ユーカリ黒粉斑点病菌

(左 柄子殻、右 ;分生子)
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パーク（E side,oxylon) ，フォレストレソドカム（E teiet,co,n司 。オース 

トラリア‘ハワイ・インド・イントネシア・日木・フィリピン‘タイ・タ 

スマニア。 

防除対策 病原菌が種子に潜在して運ばれる可能性が高いので、挿了 

消可は必す行う。チウラム剤、キャプタン剤を用いる。使月］法は前記の 

褐変病の項を参照。幼苗期を見たら銅水和剤（500 倍）、マンネフ剤 

(500倍）あるいはヘノミル剤（1, 500 -2, 000倍）を10 日おきに2-

3回散布する。 

3) ,5 (竃z -53) n と智欝5 

診断の要点 いすれも苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こ 

す。① 角斑病 始め葉に赤褐色～紫褐色の葉脈て巨切られた小角斑を 

多数形成する。角斑は拡大するにつれて不整形になリ、3- 10mm 大て 

褐色から灰褐色に変わる。病斑表而に暗緑色のすすかひ状物（病原菌グ） 

子座とそれを被って形成される分生子塊）を多量に形成する。病斑裏面 

は不明瞭で菌体の形成は見られない。激害葉は病斑か互いに融合して大 

きくなリ、両縁から巻き込みながら落葉する（図版7 4) 

②褐斑病 葉の両而に円状ないし不整形の小褐Prを生し、これは拡大 

して2-Sm m ,褐色から紫褐色になり、やかて「「I央が灰褐色に変わる。 

病斑は互いに融合して葉枯れ状になる。病斑表裏両面に緑灰色のすすか 

び状物（病原菌の子座とそれを被う分生子塊）を多数形成する。菜裏の 

病斑ではすすかび状物の代わりに淡緑灰色の微粉状になることもある。 

これは気孔から出て表面を迷走する菌糸上に分生子柄および分生子か形 

成されるためである。病葉はしだいに乾いて落菓する（図版7-5, 6). 

向者の区別点は、前者では病斑が葉脈に区切られた角斑を形成し、す 

すかび状の分生了塊は菜表だけに形成されるのに対Lて、後者では病斑 

は角TATにならす、円状ないし不整形であり、すすかひ状菌体は病斑の表 

- 87 

バ一 ク (E s′‘/〃'o刈め〃), フオ レス トレソ ドカム (ど 忽せ′にα ms) 。 オ一 ス

トラ リア .ハ ワイ .イン ド ,イン トネシア ・日本 ・フィ リピン ・タイ ・タ

スマニア。

防除対策 病原菌が種子に潜在して運ばれる可能ヤヱーが高いので、紳了

消市は必す行う。チウラム剤、キャプタン剤を用いる。使用法は前記の

掲変病の項を参照。幼苗期を見たら銅水利1剤 (500倍)、マンネフ剤

(500 倍 ) あるいはヘノミル剤 (1,500~2,000 倍 ) を 10 日おきに 2~

3回散布する。

かくはんびょう かっぱんびょう

3) 角斑病と褐斑病

診断の要点 いすれも苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こ

す。① 角斑病 始め楽に赤褐色~紫褐色の葉脈て区切られた小角斑を

多数形成する。角斑は拡大するにつれて不整形にな 1)、 3~lon ・n・大て

褐色から灰褐色に変わる。病斑表而に暗緑色のすすかひ]人物 (病原菌の

二子座とそれを被って形成される分生子塊) を多量に形成する。病斑裏面

は不明1膳で薗体の形成は見られない。激害葉は病玖Tか互いに融合して大

きくなり、両縁から巻き込みながら落葉する (図版 74)。

②褐斑病 葉の両而にPFI人ないし不整形の小褐班を生し、これは拡大

して 2~5mnl 、褐色から紫褐色になり、やかて中央が灰褐色に変わる。

病斑は互いに融合して葉枯れ状になる。病斑表裏両而に縁灰色のすすか

び状物 (病原菌の子座とそれを被う分生子塊)を多数形成する。菓裏の

病斑ではすすかび状物の代わりに淡緑灰色の微粉状になることもある。

これは気孔から出て表面を迷走する菌糸上に分生子柄および分生子か形

成されるためである。病葉はしだいに乾いて落葉する (図版 7‐5,6) 。

前者の区別点は、前者では病斑が葉脈に区切られた角斑を形成し、す

すかび状の分生了塊は葉表だけに形成されるのに対して、後者では病斑

は角瑚にならす、円状ないし不姿形であり、すすかひ;i大曲体は病斑の衣
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誠両画に形成されることにある． 

偶原菌 の 角有痢 Cewosporo equ OCCO:(/C6 Cooke ci Massee 子 

座は病“の巣表欄に生し、暗掲色，分牛子抽は子座上面に畿生し、'p条． 

直ないL成牧、隔壁あり、褐色～ォりープ色、5-20 )( 3-5gm 、全出 

芽・ンンポジオ型に分生丁を形成する。分生fは円筒状ないし長倒批捧 

状、“ないしやや湾曲、基部臨切状、頂部細まるか純ドI,甲褐色ないし 

オリープ色、2~5隔壁、30 -60X35 -4gun,裏而平冷． 

② 掲斑摘 Psetvdoce,vasporn cina/ypli (Cooke et Massec) Guo et 

Liii〔＝Ceicos加hi eucol助ii Cooke et Massee ,凡eudocen'oゆ910 

eucalypti Gob et Ilsieti) 子座は病均の表製両向生、庚褐色～褐色、控 

C 
囲 

ク 
Ui 

● ii ユーカリ柵班痢曲 

． 子座と分生子柄、b 分生子 

(--10pm ) 

-88 ー 

裏両面に形成されることにある。

病原菌 ① 角班病 CのmsDom eqzcocm7‘/ぬ Cooke et Ma もsee -f

i中は病斑の菓表側に生し、暗褐色。分牛予納は千川~上面に叢生し、IP条、

直 ない し波状、隔壁あ り、褐色 ~ オ リーブ色、 5~20 × 3~5 〆 n1、全 出

芽 ・ソンポジオ型に分生了を形成する。分生子は円筒;i入ないし長倒視棒

状、胸ないしやや湾曲、基部敏切状、頂部細まるか鈍ILi、単褐色ないし

オ リー ブ色、 2~5 隔壁、 30~60X35~4 “ m 、表面平沼。

② 褐斑病 Pse 覆りαだり幼 o′〃〃′"〃△のれ (Cooke eI Massee)Guo et

L1u 〔: ce だ鮎Ppm α′′mb のれ Cooke et Massee,Pse ′rばocゼガ0 Dom

e′!c"も弱′Goh et lls1eh〕 子座は病班の表裏両面生、淡褐色 ~ 褐色、稗

　

　 　
　

　

　

　

　

-

-

t

/
ノ

b
方
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い
い
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o

方
川
だ
、＼

-ー

図‐11 ユーカリ掲斑病菌

a 子座と分生子柄、 b 分生子

(]=10"m)
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35-65pm。分生子柄は子座L面より叢生、あるいは病斑の菓裏気孔か 

ら出て迷走する菌糸より分岐し、淡褐色、ジクザグ状、淡オリーブ色、 

20--38 x 2--5pm,全出芽・シンポゾオに分生子を形成し、分離痕はや 

や不明瞭。分生子は淡色ないし淡オリーブ色、長倒机棒状、基部裁切状 

で肥厚せす、頂部細まりやや尖る、2-8隔壁、35~73 X 2 -4 5pm ,表 

面平滑（図-11)。 

両菌の区別点は、前者の了座が表面生で、分生子がオリーブ色に着色 

し、ルーぺの下て分生子塊が暗緑色～緑黒色を早するのに刈して、後者 

では子座が向面生で分生子が極めて淡色であり、塊ても灰緑色と淡いこ 

とにある。分生子の分離痕や着生痕は後名では肥厚しないことか確認さ 

れ、Pseuc/ocercoゆora 属に移されたか、前名のそれはまだ確認の記録か 

なく、Cercoゆo in属に置かれたままである。 

なお、コーーカJ 属樹木にはも う 1 種Cerco功ala Jiaragnayensis 

Kobay ash i がパラグアイから報告されている。 

発生樹種と分布 ① （Jelco功ore eqicoccoides ．ポ プラガム 

(Eucaljゅ'Iパa/ba．レモンユーカリ（Ec /tiわdow) ，サザンブルーガム（E 

globul司，シドニーブルーガム（E. sa/igna) , E , uinbellata アルゼンチ 

ン・オーストラリア・インドネンア‘日本・台湾（台湾ての分布は疑わ 

しいとの意見もある）。 

② P加mIocerco功ore euca加カ サザンマホカニー（E bohyoideり，リ 

ハーレッ ドガム（Emma励‘kvs is) ，レモンユーカJ ，カメレレ （E 

deghゆ加），ヘニバナユーカリ伍fic加ha) ,ササンブルーガム，テリノ、 

ユーカリ（Emlies回，E ルstrata, E s加am,E (m ba!,, E ui”如1/a,E 

sp アルゼンチン‘オーストラリア‘フィリピン・南アフリカ・台湾・ 

アメリカ・ザイール。 

防除対策 植栽木ては余程土壌条件の悪いところを除いて、本病によ 

る大きな被害は出ない。多少ふところ葉が落巣しても、生長がそれなり 

に旺盛てあれば、ほとんど実言はない。しかし、幼苗時に発生すると、 
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35~65 “m 。分生子柄は下座 ヒ面より叢生、あるいは病斑の柴裏気孔か

ら出て迷走する菌糸より分岐し、俊褐色、ジクザグ状、俵オリ←プ色、

20~38 × 2~5 〆m 、全出芽・シンポゾオに分生子を形成し、分離痕はや

や不明瞭。分生子は淡色ないし淡オリーブ色、長例梶棒状、基部戯切状

で肥厚せす、頂部細まリやや尖る、2~8 隔壁、35~73 × 2~4 5〆m 、表

面平滑 (副‐11)。

両菌の区別点は、前者の了座が表面生で、分皇子がオリーブ色に着色

し、ルーペの下て分生子塊が暗緑色~緑黒色を号するのに対して、後者

では子座が両面生で分生子が極めて淡色であり、塊ても秋緑色と淡いこ

とにある。分生子の分離痕や着生痕は後者では肥厚しないことか確認さ

れ、特段摺餌の℃o加川属に移されたか、前者のそれはまだ確認の記録か

なく、 Ceだの汐の鑓属に置かれたままである。

な お 、 ユ ー カ リ属 樹 木 に は も う 1 種 Ce だo中 om pの餐g′解兜′zs′s

Kobayashi がパラグアイから報告されている。

発 生 樹 種 と分 布 ① Cのcospom gqzcoccomes , ポ プ ラ ガ ム

(及ぼαか弱′揺郷加 ,レモンユ一 カ リ (E,cm あげの "), サザ ンブルーガム (お

g/o鰯 /郡), シ ドニーブルーガム (E,s〃/7g〃"),E 誰〃zog//"≠〃 アルゼ ンチ

ン ・オース トラリア ・インドネンア ・日本 ・台湾 (台湾ての分布は疑わ

しいとの意見もある)。

② Psezfdo解党os汐om β′rcqもめれ サザ ンマ ホカニー (ど ろo卿 omes), リ

ハ ー レ ッ ドガ ム (Emm α妨げβ;2szs), レ モ ンユ ー カ リ ,カ メ レ レ (E

dgg/ゆ m), ヘ ニパ ナユー カ リの みcあ 卿 ), サ サ ンブルー ガム ,テ リハ

ユー カ リ (丑 ,りわ"s′"),E ms お襟α,E s加須",E わ曹加 /7,E "iゅカメ′α,E.

sp,, アルゼ ンチ ン ・オース トラ リア ・フィ リピン ・南アフ リカ ・台湾 ・

ア メ リカ ・ザ イー ル。

防除対策 植栽木ては余程土壌条件の悪いところを除いて、本痛によ

る大きな被害は出ない。多少ふところ葉が落葉しても、生長がそれなり

に旺盛てあれば、ほとんど実害はない。しか し、幼苗時に発生すると、
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4 有への影師が大きく、生脅不抽いを起こし、ひいては山たしの際の得 

市率に影警する。したがって、幼苗時に発生したら、・中ンネプ剤（500 

倍〉などの有機イォウ剤をI過間～10日おきに散布する。播き付け前に 

神子哨毒を行う． 

4)論齢．罷請籍講．キトスポラ諭齢 

鯵断の要点 いずれも植救若木から成木の枝幹に発生する。若木では 

茎幹に発生して馴枯れを、枝に発生して枝枯れを起こして、幼齢ー弱齢 

造林地の荒廃を招き、成木では主として枝先に発生して技枯れあるいは 

先枯れを起こし、樹れ部の退廃を招く。また、枝や幹の樹皮にやや凹陥 

した病鞠を形成し、技では病aの拡人により巻き枯らしを起こす。茎幹 

ては病斑は拡大しながらますます陥役し亀製を生し、あるいは桝皮が利 

離して材を露出するようになる．病患部の樹皮上には、いすれの場合で 

も痕原曲の曲体（f座）がさめ肌状に形戚される．これらの病省の肉眼 

的（ルーぺも含めて）区別点を以下に示す． 

の 胴枯療 樹皮の表皮を破って現れる小隆起（柄小蚊子座）は小さ 

く、黄橙色で、中央部の孔から淡椅色の紐状の分生子粘塊を生ずる．の 

ち柄了穀f座は崩地しその下から鳳色の長い頚を持ったフラスコ状の菌 

体（病原菌の子のう蚊）か1側あるいは2-3個塊って現れる。 

② 貰色胴枯病 樹皮の表皮を破って現れる子座は、ふつう大形で黄 

色ないし柵責色で、初めは頂部の小孔から権色で紐状の分生子粘塊を書 

出するか、のち母費色子謄の頂部に小さい黒粒状突起（病原曲の子のう 

般頚部の頂部）が現れてくる（図版84). 

③ キトスボラ胴枯病 樹皮の表皮を破って現れる小隆起は、灰鳳色 

の小さい皿（ディスク）で、始めはその中心の小孔から橿色の分生f枯 

塊を組状に押し出すか、後には1-敵個の撤小黒点（病原菌の子のう般 

の頚の頂部）を表す（図版8・2, 3) 

-90 ー 

牛舎への影響が大き {、生育才・揃いを起こ L 、ひいてはローたしの際の得

苗率に影響する。したがって、幼苗 =おこうき生したら、マンネブ剤 (500

倍) などの有機イオウ剤を1週間~1OR おきに散布する。播き付け前に

種子消毒を行う。

どうがれびよう

4)的常備。論ぜ筋富麗。キトスポラ胴枯病

診断の要点 いずれも植栽若木から政木の枝幹に発生する。若木では

茎幹に発生して!間然れを、枝に発リーして枝枯れを起こして、幼齢一弱齢

造林地の荒廃を招き、成木では字として枝先に尭且して枝枯れあるいは

先枯れを起こし、樹凪部の退廃を招く。また、枝や幹の樹皮にやや門陥

した病斑を形成し、枝では病斑の拡大により巻き枯らしを起こす。茎幹

ては病班は拡大しながらますます陥没し亀裂を生し、あるいは樹皮が剥

離して材を露出するようになる。病患部の樹皮上には、いすれの場合で

も病原菌の融体 (十座) がさめ肌状に形成される。これらの病害の肉眼

的 (ル一ぺも含めて) 区別点を以下に示す。

①′-同社i病 樹皮の表皮懲戒って現れる小隆起 (柄小殻子座)は小さ

く、黄檀色で、中央部の孔から淡措色の紐状の分生子料i塊を生ずる。の

ち柄マ殻子座は旗壊しその下から黒色の長い頚を持ったフラスコ状の繭

体 (病原菌の子のう殻) か 1個あるいは 2~3 佃塊って現れる。

② 黄色月同軸病 樹皮の表皮を破って現れる子座は、ふつう大形で黄

色ないし樽黄色で、初めは頃部の小 Lから梢色で紐状の分生子豹塊を溢

出するか、のち燈黄色イ醇の頂部に小さい黒粒状突起 (病原菌の子のう

殻頚部の頂部) が現れてくる (図版 8-1)。

③ キトスポラ胴枯病 樹皮の表皮を破って現れる小隆起は、灰黒色

の小さい皿 (ディスク) で、始めはその中心の小孔から様色の分生チギム

塊を紐状に押し出すか、後には 1~ 数個の微小黒点、(病原菌の千のう殻

の頚の頂部) を表す (図版 82,3) 。
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最も診断の容易なものは黄色胴枯病で、樹皮表面に現れる病原菌の子 

座が黄色から橙黄色て、他の胴枯性病害からは際だった特徴を小す。胴 

枯病とキトスポラ胴枯れ病とは、鮫肌状の可」堅起から彦み出る分生子粘 

塊の色が異なることと、後者の子座頂部が裁切円錐形（台形）のティス 

クとなるくらいで、正確な識別は顕微鏡による検査を必要とする。 

病原菌 ①胴枯病 D“ゆoil/ic cubense Bruner 子のう殻は個々に、あ 

るいは2-3個が塊って形成され、周りにはっきリした子座は作らない。 

黒色、類球形で、徑150-300p m .頂部に黒く長い頚（1- 5mm）を突 

出する。子のうは視棒状、膜は一＾重、頂部に頂環（apical ring）を有し、 

25-33 X 5-6.5p in。子のう胞子は8個か不整2列に含まれ、無色、2 

細胞、紡錘形～楕円形、5.8-8.2 X 2.2-3p in,柄子殻子座は小さく、 

内部に不規則1室の柄子殻室を持ち、中央部の孔口で外部に開く。分生 

子は楕円形ないし卵形で、無色、単胞、2 5-4 >( i ,8-2.2 ji m , 

②黄色胴枯病 CIypIIOneC/IIa 加vane,バis (Bruner) Barl 子座は始め 

表皮下に形成され、まもな〈表皮を破って上半部を表面に露出する。黄 

色～橙黄色、徑1-2mm 、高さ05-1mm 、底部に約20個の子のう殻を 

一層に形成する。子のう殻は黒色、徑260- S'lOp m 、了座去面に向かっ 

て長い頚を伸ばす。預は長さ290-1 , 400pm。子座表面から高く長く 

突出することは無い。子のうは根棒状ないし長棍棒状、39-53 x 55-

105pm . 8個の子のう胞子を不整2列に含む。子のう胞子は無色、2細 

胞、楕円形、直ないしやや不等辺、8-12,5 )< 3-4w m 。柄子殻子座は 

やや小さく、律0 5mm。内部に不規則な柄子殻室をつく、分生子を充満 

する。分生子は小さく、ソーセージ形、無色、35-42 x 0.5-1im ,集 

団ては横黄色枯塊となる。ほかにC,5'p/lonecti加 gyrosa (Beikeley et 

Broome) Saccaido（了のうは21-26 X 5 -fly m ,子のう胞子は3.5-

7 >< 2-2.5y in，分生子は25-3,5 x i .5-2p in）およびC. pa)usilica 

(Murril!) P . J, et H VT Andeison（クリ胴枯病菌）（子のう36 -54 

x 5-8 5 p m ,子のう胞子7-13 X 3 p in ，分生子3-55 >< 05-i sji 
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最も診断の容易なものは黄色駆り砧病で、樹皮表面に現れる病原菌の了・

座が黄色から鐙黄色て、他の胴枯性病害からは際だった特徴を示す。川ヒリ

ネ占病とキ 1・スポラ胴枯れ病とは、鮫肌状の小隆起から穆み出る分生子粘

塊の色が異なることと、後者の子座頂部が繊切円錐形 (台形) のティス

クとなるくらいで、正確な識別は顕微鏡による検査を必要とする。

病原菌 ①胴枯病 Dmpo?γ庇 切る釧se Bruner f のう殻は個々に、あ

るいは 2~3 個が塊って形成され、周 りにはっきりした子座は作らない。

黒色、類球形で、狸 150~300"m 、頂部に黒 く長い頚 (1~5mnl) を突

出する。子のうは利き棒状、膜は一重、頂部に頂環 (aplcal r・ng) を有し、

25~33 × 5~6.5 〆 m 。子のう胞子は 8個か不整 2列に含まれ、無色、 2

細胞、紡錘形 ~ 楕 円形 、 5,8~8,2 × 2,2~3 “ m 。柚子殻子座 は小 さ く、

内部に不規則 1室の柄千殻室を持ち、中央部の孔口で外部に開く。分生

子は楕円形 ない し卵形で、無色、単胞、 2 5~4 × 1.8~2.2"m 。

②黄色胴枯病 Cリリルoizeの 74腐り"'′e′′szs(Bruner)Barl 子座は始め

表皮下に形成され、まもなく表皮を破って上半宮1;を表面に露出する。黄

色 ~檀黄色、径 1~2mm 、高さ 0 5~lmm 、底部に約 20個の子のう殻を

一層に形成する。子のう殻は黒色、径 260~540"m 、了‐座去面に向かっ

て長い頚を伸ばす。頚は長さ 290~1,40G"m 。子座表面から高く長 く

突出することは無い。子のうは梶棒状ないし長梶棒状、 39~53 × 5 5~

10 5〆m 、8個の子のう胞了を不整 2列に含む。子のう胞子は無色、2細

胞、楕円形、直ないしやや不等辺、8~12.5 × 3~4"m 。柄子殻子座は

やや小さく、禅 0 5mm 。内部に不規則な柄子殻室をつく、分生子を充満

す る。分生子は小 さ く、ソーセー ゾ形、無色、3 5~4 2 × 0,5~1"m 、集

団ては樹黄色ネこ」塊となる。ほかに C′)の/zo照山海 g切り~"(Be ・keley et

Broom Saccaldo( 了の うは 21~26 × 5~6"m, 子の う胞子は 3,5~

7 × 2~2,5 〆 m, 分 生子は 2 5~3,5 × 1,5~2 “ m) お よび C, 加 川ふmm

(Murrill)P.j,et H W Ande・son( クリ胴粘病菌)( 子のう36~54

× 5~8 5〆 m, 子の う胞子 7~13 × 3"n も分 生子 3~5 5 × 0 5~15"
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7-I．ユーカリ苗（リボンガム） 

褐変病 

7-2．ユーカリ幼齢造林木（リバーレッドガム） 

の黒粉斑店病 
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7-3．ユーカリ（シドニーブルーガム） 

黒粉斑点病 7-4．コーーカリ（サザンブルー 

ガム）植栽木の角斑病 

、
“
 

h
(
 

」Fjt
轟
 

‘

ー

 ー

 

‘
‘
・
‘
ト
‘
 

?

H

 

、I
' 

、

、

 ' 」
 

屍
門
W
」
農
賢
ジ
・
 

W
" 

1
ザ弘
・ り
「
r
 

‘
サ
、
‘
 

り
 

『

 

》
 

7-5‘テリハユーカリ植栽木の褐斑病 7-6，ユーカリ（Eucaレptus urophylla）褐斑病 

7-1,ユーカリ苗 (リボンガム )

褐変病

7-3, ユ ー カ リ (シ ドニ ー ブル ーガム )

黒粉斑点病

　　　 　　
　 　

　　　　
　
　

　　　　　　　
7-2.ユーカリ幼齢造林木 (リバーレッドガム )

の黒粉斑店病
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　　 　　　慶歴かぎ　 　　　
7-5.テ リハユーカリ植栽木の褐斑病

7-4. ユ ー カ リ (サ ザ ンブル ー

ガム)植栽木の角斑病
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7‐6.ユ ーカ リ (Eucalyptus urophyl1 褐 斑 病
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'1．警欝雄 
8司，ユーカリ（サザンブルー 

ガム）黄色胴枯病（子実体） 

8-2」ユーカリ（サザンブルー 

ガム）キトスボラ胴枯病 

（樹皮の凹陥と亀裂） 

造林木褐斑病 

, 

8-4 キダチョウラク 

醤
 

く
 

，、 

8-3．キトスボラ胴枯病によるテリハユーカリ 

植栽木の被害 

~， 

『f-‘」 ‘マー、－ 、 一・凡 

十5．ヌルデモドキ（スンカイ）すす病 

I 瞥 

w '.r － ・‘ 、一 -j 

B-6 キダチョウラク苗木のすす病 
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.・、パー も

　　　　
　　 　 　

　　　　　　　　
　 　　 　　

　　 　　
8-1. ユ ー カ リ (サ ザ ンブル ー

ガム)黄色胴枯病(子実体)
8-2. ユ ー カ リ (サザ ンブル ー

ガム)キトスポラ胴枯病
(樹皮の凹陥と亀裂)

8‐4.キダチョウラク幼齢造林木掲斑病8-3.キ トスポラ胴枯病によるテリハユーカリ

植栽木の被害

　　　　
“ ＼＼.恭三ドミデ山 一f ゑ ,一

8-6.キダチヨウラク苗木のすす病8-5.ヌルデモ ドキ (スンカイ )すす病



m）かユーカ’に寄I-.して胴枯”胸害を起こす． 

③ Valsa ce,atospenna (Tode Fries )Mate 〔＝ Cylospora 

eucalyplirola van der Westuizen.C aganoalu Soni. D記wal et 

Jamatuddin〕 子座は樹皮内に形出され、子のう般は黒色、偏球形、各 

200 -l00p m .怪は黒色、長さ350-700p m .子のうは30-35 x 5 

-6 5声 m . 8個の子のう胞fを不整2列に内臓する．子のう胞子は無 

色、単胞、ソーセージ形、7-9X15-2 5pm．分生子はソーセーシ形、 

無t. $RS. 38-S 'C 08-i 3pm. 

発生生態 いずれも蜘界曲の生熱自”．質は低ていて、樹良表面に粘塊 

となる分生子（無性胞子）は雨に溶けて樹皮上を流下しながら新しい感 

染場所に留まるか、mの飛床とともに田辺に飛び散るか（これらは近距 

離伝播）、あるいは昆血や鳥の体に付着して運ばれるか（遠距離伝播）で 

あリ、樹皮内の了のう蚊に形戚される子のう胞子（有性胞子）は樹皮と 

f のう蚊は」分吸水したのち、空中に子のう胞子を放出し、鳳に乗って 

伝婚（逮距離伝掻）する． 

納原菌はいすれも任意寄止性て、宿主樹体上に病鳳曲は常に存在（潜 

在）しているか、発病するには宿主が何らかの外的内的要因て生理的に 

盾性が低ードする（衰弱する）ことを必要とする．ユーか1の場合は乾季 

の長知という気象的要囚と、土壌の肥沃度あるいは保水杵などの土壌嬰 

囚によリ、この病気か発生まん孤するものと専えられている．宿主の活 

力低下により病原Mは樹皮組胞を殺して摘塩を形成する． 

発生樹租と分布 の 胴枯摘菌 Dwporf/se cubense サザンマホガ 

ニー（Eucalyptus bof,yotde )，レモンユーかI (Eah旬由司，ローズガ 

ム（Egrand')，シトニープルーガム（E wIknd プラジル・キューぺ 

木病閉は最初キューハでユーカ」の一牲の上に記録されたものである 

か、ユーかJの植A林で被害を及ぽしているのはプラシルである． 

の 黄色馴枯摘 ayp加nec/na 加vanesisis サザンプルーガム（E 

gto/nt/us）キューバ・日本。C gyrosa ローズガム プラジル．c 
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m) かユーカリに寄牛して“靴占鴻病害を起こす。

③ 物座" L切餅ひ功の7m(Tode Fr1es)Ma1re 〔ご q ospの〃

ezrc"△の躍 り/"van der Westu ・zen ,C qgq “‘′〆′?sonl,Dad val et

Jとunaludd1n 〕 子座は樹皮内に形成され、子のう殻は黒色、鋼球形、樫

200~700"m 。性 は黒色、長 さ 350~700 〆 m 。 子の うは 30~35 × 5

~6 5"m 、 8個の子のう胞子を不整 2列に内臓する。子のう胞子は無

色、単胞、ソーセー ジ形、7~9 × 15~25 “nお 分生子はソーセー シ形、

無色、単胞、 3 8~5 × 0 8~13 “ m 。

発生生態 し・すれも病原、菌の生態的性質は似ていて、樹皮表面に綿塊

となる分生子 (無性胞子)は雨に溶けて樹皮上を流下しながら新しい感

染場所に留まるか、雨の飛沫とともに周辺に飛び散るか (これらは近距

離伝播)、あるいは昆虫や鳥の体に付着して運ばれるか (途距離伝播)で

あり、樹皮内の了のう殻に形成される子のう胞子 (有性胞子) は樹皮と

子のう殻は1分吸水したのち、空1+1に子のう胞子を放出し、風に乗って

伝播 (遠距離伝播) する。

病原菌はいすれも任意寄生性て、宿主樹体上に病原菌は常に存在 (潜

在) しているか、発病するには宿主が何らかの外的内的要因て生理的に

{古姓-がf氏下する (衰弱する) ことを必要とする。ユーカリの場合は乾季

の長短という気象的要因と、土壌の肥沃度あるいは保水杵などの土壌要

1 により、この病気か発牛まん延するものと考えられている。宿主の活

力低下により病原菌は樹皮細胞を殺して病斑を形成する。

発生樹種と分布 ① ノ胴枯病菌 D7αPの?/zedあの裕e サザンマホガ

ニー (及ぼ"もめmsbo ′′)'o7霞も), レモ ンユ カ リ (E、c中海αの貿), ロー ズガ

ム (E g′〃〃‘′′s), シ トニー ブルーガム (β 班 /増〃") ブ ラジル ・キューバ

ネ病菌は最初キューハでユーカリの一種の上に記録されたものである

か、ユーカリの植栽林で被害を及ぼしているのはブラシルである。

② 黄色胴十一i病 C'“ /20'28c!i74加瀬 'zのぉ鵜 サザ ンブルーガム (β

gああr/〃s) キ ュ一 バ , 日本 。 C のりりs" ロー ズガ ム ブ ラ ジル。 C
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加rasihca 一 Enova-a,唇leca，リボンカム（Evtfl2ifldhり 日本。 

③ キトスポラ胴枯病 Vaムa ceiaiosj'enna 〔 のtoゆora 

etwabかice励 ベニバナユーカリ（E. ftc加lia)，ザサンブルー ガム．オー 

ストラリア・インド・日本‘ケニア・マラウイ・ミャンマー・ノぐキスタ 

ン・南アフリカ・ウガンダ。その他オーストラリアからは多数のユーカ 

リに記録されている。 

防除対策 これらの胴枯性病害の防除はきわめて難しい。元来が任意 

寄生菌による病気で、宿主の生理的衰弱を誘囚として発生する。誘因で 

ある気象条件や土壌条件を人問の手で変えることが、本来困難だからで 

ある。したがってこれらの病害の発生・まん延の激しい場所は、この 

ユーカJの生育には好ましくない場所と認識しなけれはならない。その 

ような場所ではユーカJ の種を耐性のある種に変えるか、全く他の樹種 

に転換することを考える必要がある。植林地における防除薬剤の使用 

は、経済的に引き合わないので、例え有効薬剤が試験的に知られていて 

も、導入は難しい。胴枯病に関してはブラジルで耐病性の選抜が石われ 

ている。黄色胴枯病についてはデータがない。キトスポラ胴枯病ては 

オーストラリアと南アフリカて、耐病性の調査が行われているが、まだ詳 

しい報告は無い。 

5）苗立枯病 

樹種共通の病害1)苗立枯病の項（p7）を参照。ユーカリの種子は微 

粒種子であり、箱播きでも直か播きでも苗立枯病の発生は多い樹種であ 

る。 

6）灰色かび病 

樹種共通の病害3）灰色かび病の項（p 15）を参照。アルゼンチン・ 
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Pの偶 数節 .丑 'iwののig′‘餌 ,リボンカム (E,〃z〃〃〃〃/′s) R 本。

③ キ ト ス ポ ラ 胴 枯 病 物鳶α α報わspe′7′m 〔= Cyro5!'“"

8′fcαり鰯 !“ !") ベ ニバナユー カ リ (E,元Lぬ /′"),一デザ ンブルーガム .オー

ス トラ リア ・イン ド・日本 ・ケニア ・マ ラウイ ・ミャンマー ・パ キスタ

ン ・南アフ リカ ・ウガ ンダ。 その他オー ス 1、ラ リアか らは 多数のユー カ

リに記録されている。

防除対策 これらの胴粘性病害の防除はきわめて難しい。元米が任意

寄生菌による病気で、宿主の生理的衰弱を誘因として発生する。誘因で

ある気象条件や土壌条件を人間の手で変えることが、本来困難だからで

ある。 したがってこれらの病害の発生 ・まん延の激しい場所は、この

ユーカリの生育には好ましくない場所と認識しなければならない。その

ような場所ではユーカリの種を耐性のある種に変えるか、全く他の樹種

に転換することを考える必要がある。植林地における防除薬剤の使用

は、経済的に引き合わないので、例え有効薬剤が試験的に知られていて

も、導入は靴しい。刃同枯病に関してはブラジルで耐病性の選抜が行われ

ている。黄色月掛古病についてはデータがない。キ トスポラ胴枯病ては

オース トラリアと南アフリカで耐病性の調査が行われているが、まだ詳

しい報告は無い。

5)苗立枯病

横種共通の病害 1)苗立砧病の項 (p 7) を参照。ユーカリの種子は微

粒種子であり、箱播きでも直か播きでも苗立枯病の発生は多い樹種であ

る。

6)灰色かび病

樹種共通の病害 3) 灰色かび病の項 (p15) を参照。アルゼンチン・
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オー ストラリア・ブラジル・チリ・日本・ケニアーニコージー ラント・タ 

ンサニア・アメリカから各種のユーカリ類(Euct山，bts bicostata, E 

bo切'oides,Ecaine励叱flsls,Ec 功odora,E gIganた“，Egl‘功it/us,E 

んng加ha,Emaidejiti,Eova/a,El,esifl匠m,E i'obitsta,Esa如na,E 

tereticonus)に発生報告がある。 

7）くもの巣病 

樹種共通の病害4）くもの巣病の項(p 17）を参照。バプアニューギ 

ニアからEucab'p/us deghゆ(aに発牛報告あり。 

S）南根腐病 

樹種共通の病害6）南根腐病の項(p 23）を参照。西サモアからユー 

カJ の一種に発生報告かある。 

9）赤衣病 

樹種共通の病害7)赤衣病の項(p.27）を参照。インドとモウリシア 

スから各種ユーカリ（Ei/ca 加 (us aル“，Em,mIdl叱Jおお，Ect/no山m,E 

g白加ills,E一gm 承s,Erobesな，Esal管tie,E一tare自cornmE一たsse品118, 

E jini be/la助 に被害発生の報告がある。 

10）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害8）ボトリオディプロディア胴枯病の項（p31）を参 

照。マレーシアからEucaljゆ (us globe!,パに発生報告かある。 

オ ー ス トラ リア ・ブ ラ ジ ル ・チ リ ・R 本 ・ケ ニ ア ・ニ ュ ー ジ ー ラ ン ト ・タ

ンサニア ・アメリカか ら各種のユーカリ類 (& 協心羽〃s疑のs靭α,ど

ろo′り,り7des, ど じα“m′〆"/e刀szs, ど じ"′7odm 惚 ,β g′gの 7feα ,E g/○ろ"/′′s,E

/D胆 脆′m, β 〃棚 庇 〃〃,E 仰 鰭〃 ,E ′セwi 脆 '〃 ,β のる"も如 ,E,sd ′′g〃",E

fの断切“鍵) に発生報告がある。

7) くもの巣病

樹種共通の病害 4) くもの巣病の項 (p17) を参照。パプアニューギ

ニアから及ばぬのれ岱d増 /′少なに発牛報告あり。

8)南根腐病

樹種共通の病害 6) 南根腐病の項 (p 23) を参照。西サモアからユー

カリの一種に発生報告かある。

9)赤衣病

樹趣共通の病害 7) 赤衣病の項 (p,27)を参照。インドとモウリシア

スか ら各種ユー カ リ (励′m も愛郷 〆彰 ,E cmiiα勧 戒〃sぉ,お αカ?oの '復,E

g′○る"百{s,E.gmndzs, β ′℃6z{sfo,E sα白g月Q,E. 『の彰おCo“"5,E.fesse ′の 7s,

E.加治β肋な) に被害発生の報告がある。

10) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 8) ポトリオディプロディア胴枯病の項 (p31) を参

照。マレーシアから助′鉱券〆脇郡o初心βに発生報告かある。
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6 クマツヅラ科樹木の病害 

1.）キダチョウラク（メリナ）箱欝肩 

診断の要点 苗木から成木の菓に発生し、落菓被害を起こす。始め葉 

に不規則な小褐斑を生じ、これは拡大して5-10mm 大の不整瑚となる。 

病珂内部は褐色からしだいに灰褐色に変し、周囲は暗褐色の帯に囲まれ 

る。病斑の表裏両面（主として葉表側）に微小黒点（病原菌の了座）を 

散生し、これはすぐに緑黒色のすすかひ状物（病原菌の分生子塊）に被 

われる。病珂は一葉に多数生じ、互いに融合して不規則な大形菓枯状病 

斑となる（図版8-4),病菓はまもなく両側から巻き込みなから落菓する。 

病原菌 Pseudoce,cospora gmehnae (Yen et Gilles ) Yen〔＝ 

Cercoゆ0 )fl伊ltel/nec Yen et Gales〕子座は褐色～暗オリーブ色、律32 

-70pm 。分生子柄は子座上部から密に立ち上かリ、あるいは菓裏表面 

の迷走菌糸から個別に立ち上かり、淡褐色～褐色、ジグサク状、0-1隔 

壁、18-43 x 3.5-4 5pm 、全出芽・ンンポジオ型に分生子を形成し、離 

脱痕は肥厚しない。分生子は円筒状～長倒視棒状、直ないしやや虜曲、 

緑褐色～オリーブ褐色、基部截切状だか肥厚せず、2~ 13隔壁を有し、 

40-85×2.5-5 p iTi、表面平滑（図一12). 

構 

鷲 

図－12 キダチョウラク褐斑病菌 

（左 子座と分生子柄、右 分生子） 

一 9S 

6 クマツヅラ科樹木の病害

かっぱんびょう

1)キダチヨウラク (メリナ)褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こす。始め葉

に不規則な小褐斑を生 じ、これは拡大して 5~1omn ・大の不整魂 となる。

病斑内部は褐色からしだいに灰褐色に変し、周囲は暗褐色のヰ呂に囲まれ

る。病斑の表裏両面 (主として菜表側) に微小黒点 (病原菌の了卵) を

散生し、これはすぐに緑黒色のすすかひ状物 (病原菌の分生子塊) に扱

われる。病斑は一葉に多数生じ、互いに融合して不規則な大形菜÷占状病

斑となる(図版 84)。病葉はまもなく両側から巻き込みなから7各葉する。

病 原 菌 Ps釧α鑑〃′の spo′〃 g“ze/7'′雄 (Yen et Gーne Yen 〔=

Ce だoゆ o川 柳 78/′mg Yen et GII1es〕 :子座 は褐色 ~= 音オ リ一 ブ色、伸 32

~70 “m 。分生子柄は子陸上部から密に立ち上かー)、あるいは柴裏表面

の迷走菌糸から個別に立ち上かり、談褐色 ~ 褐色、ジグザク状、 0~1 隔

壁、 18~43 × 3.5~4 5〆 m 、全出芽・ンンポジオ )~=に分 星子 を形成 し、離

脱痕は肥厚しない。分生子は円筒状 ~長倒機棒状、ー目ないしやや湾曲、

緑褐色 ~ オリーブ褐色、基部誠切状だか肥厚せず、 2~13 隔壁を有 し、

40~85 × 2.5~5"m 、表面平滑 (図‐12) 。

図‐12 キダチヨウラク褐斑病菌

(左 子座と分生子柄、右 分生子)
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キダチョウラクには他にCercospora vo施Hnenae Spegazziniおよび 

Pseudocercospo;a Iwuita (Chowhui y) Deightoilの寄生が知られてい 

る。前者はkタチョウラクのみでなく、クサギ（C?eroo'entho司属樹木に 

も寄生する。 

発生生態 病原菌の分生子は細かい水滴を含んだ雨と風によって伝播 

するものと考えられている。従って伝播は主として雨季になる。しか 

し、苗畑では乾季に雇水をしながら養苗するのて、一年を通して伝播か 

行われる。分生子は25 t 15時間で発芽可能な分生子はすべて発芽す 

る。しかし、発芽胞子からの侵入・感染や、侵入してからの潜伏期など 

の生態はまだ明らかにされていない。 

発生樹種と分布 コートジボアール‘インドネシアーフィリピンからキ 

ダチョウラク（Ginehna aiborea）上に記録されている。Cercospwa 

volkanien4a はマレーシア・マラウイ・ザンピアから、Jコseudocerco功0m 

ranjita はブラジル・インド・ケニヤ・ウガンダからいずれもキダチョウラ 

クの上に発生報告がある。 

防除対策 成木では一見激しい落葉をするように見えるが、時期的に 

雨季の終わりから乾季の始めであり、さほどの実害はない。苗畑ては幼 

苗期に発生すると生長に影響が出るので、マンネブ剤（500倍）を10 日 

おきに3 -4 回散布する。 

2）キダチョウラクすす冨 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生する。葉表に黒色、網月状で1 

~5mm 大の菌叢が発達する。一葉に多数の菌叢が発達し、またこれら 

か融合して菜のほIl全面を被うため、罹病苗木や若木は全体に黒すんで 

見える。病葉はすぐに落葉することなく、長く樹上に留まる。生長に与 

える影響はさほど強いものではなく、良く目立つ病気であるが、被害は 

軽微である（図版8-5, 6) 
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キダチ ヨウラ クには他 に Ce'℃〃ゆ om の倭翻 2877αB spegazzlnl お よび

Pse′rdocのでos加 川 '翻り血 (Chowhu ・y)Deighton の 寄生 が知 られてい

る。前者はキダチョウラクのみでなく、クサギ (C/erodeiぬ o}?)届樹木に

も寄生する。

発生生態 病原菌の分生子は細かい水滴を含んだ雨と風によって伝播

するものと考えられている。従って伝播は主として雨季になる。しか

し、苗畑では乾季に潅水をしながら義苗するのて、…年を通して伝播か

行われる。分生子は 25℃ 15時間で発芽可能な分生子はすべて発芽す

る。しかし、発芽胞子からの侵入・感染や、侵入してからの潜伏期など

の生態はまだ明らかにされていない。

発生樹種と分布 コー トジボアール・インドネシア・フィリピンからキ

ダチ ヨウラク (Cm 磯川 "?607セα) 上に記録 されている。 Cの℃ospom

加豹の〃のme はマ レー シア ・マ ラウイ ・ザ ンビアか ら、只 似doc の印 字 om

フmグごねはブラジル・インド・ケニヤ・ウガンダからいずれもキダチョウラ

クの上に発生報告がある。

防除対策 成木では一見激しい落葉をするように見えるが、時期的に

雨季の終わりから乾季の始めであり、さほどの実害はない。苗畑ては幼

苗期に発生すると生長に影響が出るので、マンネプ剤 (500倍) を 10ロ

おきに 3~4 回散布する。

びょう

2)キダチヨウラクすす病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生する。葉表に黒色、網目状で 1

~5mm 大の菌叢が発達する。一葉に多数の菌叢が発達し、またこれら

か融合して葉のほぼ全面を被うため、椛病苗木や若木は全体に黒すんで

見える。病葉はすぐに落葉することなく、長く樹上に留まる。生長に与.

える影響はさほど強いものではなく、良く目立つ病気であるが、被害は

軽微である (図版 8‐5,6) 。
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病原菌 Me/ic/a‘・lewde川ノmOh V町 miciornem (II et P.卸dow) 

Hansford 菌糸は巣表を反復分岐しながら伸長し、網月状に広かる．20 

-30gm おきに隔壁を形出し、褐色～黒褐色、性6-8gm ．幽足は五 

生、時には片飼のみ、円筒形～楕円形、長さ13-20gm,f のう蚊は頬 

球形．黒色、性120-160gm.基部川辺に剛毛を有す。剛毛は直ないし 

やや済曲、黒褐色～黒色、隔壁を有し、100-230 x 6-8gm ,1 のうは 

楕円形ないし卵形、2-4個の子のう胞了を不規則に内蔵し、25-55 )< 

25-35gm,f のう胞fは艮楕円形、褐色、4隔敏を有し、隔壁部て雄 

れる、32-43×10-14Fm （図・13). 
' ’ ー ~．・．’ 

「と 

・ 善 
1 1 

島 

' 

' 

議思 

叫13 キダチョウラクすす痢’(“加Ia clerod.ndricola v・r 

mucromera)（左 子のう敵と隣毛、右 子のうと子のう胞子） 

発生樹種と分布 本病菌とインドネシアとフィリピンからキタチョウ 

ラク （CI・ic/s・so astorca ) 、 G c//ゆtwa .. k バナョウラク（6 

pIu/"Inens's）に発生報告がある．なお、他にフィリピンからそバナョ 

ウラク上にDimenna guゆ1町dowによるすす病か報告されている． 

防除対策 高慮多擢で日鳳不足の環境下て多発するから、苗畑てはこ 

の点に留意して宵mする．とくに薬剤防除の必要はないであろう． 

その他クマツツラ科樹木のすす病 ① クサギ（C1e,odendvon)属 

Heho/o c/erodendn Hans旬m（ガーナ・シェラレオネ・タンザニア・ウ 

カンダ・ザイール C buciso加I, C ca/n/alumI. C 加imicu/aluin, C 

schsvemn加1/au, C 叩,). If clerodenducola Ilannungs （カメルーン・中 

国・キューバ・ドミニカ・ガーナ・イン~ネンア・韓円・マレーシア・フ 
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病原菌 屑 e卿 函 c卿の吃〃の・cD/〃 var 〃〃ご′o“刷れ (H et p.Sydow)

Hansford 菌糸は葉表を反復分岐しながら伸長し、網目状に広かる。20

~30"m おきに隔壁を形成 し、褐色 ~ 黒褐色、径 6~8 〆m 。菌足は互

生、時には片側のみ、円筒形 ~楕円形、長さ 13~20"m 。子のう殻は頬

球形、黒色、径 120~]60"m 、基部周辺に剛毛を有す。剛毛は直ないし

やや湾曲、黒褐色~ 黒色、隔壁を有 し、100~230 × 6~8 〆m 。了のうは

楕円形ないし卵形、 2~4 個の子のう“包了を不規則に内蔵 し、 25~55 ×

25~35 “m 。子のう胞子は長橋円形、褐色、 4隔壁を有し、隔壁部て溢

れ る、 32~43 × 10~14 〆 m( 図‐13) 。

園‐13 キダチヨウラクすす病菌 (Mefio′aderodendrico ′a var

mーcrome「a)( 左 子の う殻と剛毛、右 子の うと子の う胞子 )

発生樹種と分布 本病菌とインドネシアとフィリピンからキタチョウ

ラ ク ( GI--ehm 破る併せα) 、 G e/ゆれcα、 キ バ ナ ヨ ウ ラ ク ( G

P毎/珍か艦艇搭) に発生報告がある。なお、他にフィリピンからキバナョ

ウラク」二に Drii′g〃〃"gノα茄 7 Sydow によるすす病か報告されている。

防除対策 高価多湿で日照不足の環境下て多発するから、菌メi=てはこ

の点に留意しで育苗する。とくに薬剤1防除の必要はないであろう。

その他クマツツラネコ樹木のすす病 ① クサギ (α87od釧ダフ伽 )属

屑 8′7o‘"c‘のり能 ,′〆〃 Hansford( ガー ナ . シェラレオネ ・タンザ ニア ・ウ

カ ン ダ ・ザ イ一 ル C b′fc/′o/277,C mP 血 加 “,C P〃〃ー"!/‘ぞ′mii , C

稀々zuezi声 “ねz′,C sp,) 、 屑 demdeiz 〆′′の超 1lal・nmgs( カ メルー ン ・中

国 ・キューバ ・ドミニカ ・ガーナ ・イン 1 ネ ンア ・韓国 ・マ レー シア ・フ
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ィリピン‘シェラレオネ・台湾・ウガンタ‘西サモア‘サイ・ール，c 

cai/atiou C cam iugiaila , C Cyto/Jkylli(iu , C glob/lw!.C I//El/I/UI, C 

into nned,ion , C . inacrosi /ion , C m ine/lessee , C panicula/uiii , c 

scendens, C . senekon , C 功OCl05iSSi/flh?./fl, C ゆeciosum, C molilsonae, 

C tnc/iotOi/iiiinl C (ii加ICU/(i/io/I Cve/ubi旧、Al cooke/one Spegazzini 

(=Al size/oasis Sydow)（台湾 C /nchotOiiiili)l)、M,cookejana var 

viticis Hansford (= Al nzalensis var ui/ices (Hansf ) Hansf et 

Deighton)（インドネシア・マレーシア・台湾 C. cytop如mon, C 

il/ernie ,CiliaCrOsゅ加ii, C l//ji/{iliCsSae, C sermntion, C I/iomnso floe)、 

NI damn/ac oar achse(a Hansford（ウカンダ C sp.)。② ヌルデモド 

キ（Peronemna) 属．Ale/lola cooke/one Spegazzini（イントネシア P 

canescens) 。③ ニンジンホク（I5ite).）属 /ienopsis acicuんSe var 

viticis (Rthm) Stevens (= Me/jo危ancidosa var. vitecis Rehm)（フィ 

リピン V. Icegundo）、 Ale/jo/a conkireirensis Hansford（ブラジル v 

mnojile vidensis ) 、 Al C/en) c/endmeco危 Hennings （ウ ガン ダ V 

加bescens)、 Al cookejana Spegにインド・フィリピン・シェラレオネ v 

cienkow読I, v cuneata, V /eucoy/on, vIIiiC)n III加，Vptinuij/oia)、M 

cookoiana vat viticis Hansford（ウガンタ r cienkotoski)、 Al 

paraensis Flenninngs ('ラクアイ Vsp ), Al veticico/a Hansford （ザ 

イール Fsp ）。 

3）チークさび篇 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、実生養苗の場合、幼徹時に 

発生すると著しい成肯阻害を起こし、生育不揃いから得苗率の低下を招 

く。葉裏に黄色から糧黄色の粉塊（病原菌の夏胞子塊）を無数に生じ、 

葉表側は微小な黄点を多数生するため、全休に黄ばんで見える。苗木の 

場合、葉がまだ小さく、多数の夏胞子堆の形成によリ、灰褐色の葉枯れ 
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イ リピン ・シエラレオネ ・台湾 ・ウガ ンタ ・西サ モア ・サ イー ル .C

CαDば臥 ""z c q";m 堰にm α ,C Q ね メリ群柵 1,c gfobn ““ ,C m のっ}ヂe,C

277セ柳沼ぬ′"“ , CJ, なに形鞘p/zo", C ""〃"/z"ss"e, C pα“md α〃““ , c

s餌 〃〆8,′s,C g“ "′zf′“,c ゅ ec′os′ssz“?′f′jz,c,spec ′ひ跳“z,C "zo“z の′"e,

C ′ノだ方所o′mm7,C 初心のQず無加川 ,C. 災ルムリ 、屑 のりカメ"“"sPegazzlnl

(; 屑 ′73α忽那為 Sydow)( 台湾 C “7cカメo川船“)、ハず oo毎 mm var

災左犠 Hansford(; 屑 “2"/8〃榔 var 災万αg(Hansf ) Hansf et

De・ghton)( イ ン ドネ シア ・マ レー シア ・台 湾 C.c〕'fop毎〃〃〃′,C

zi招かぞg,c. “脇のりふめ /miz,C ′;中川加 謝αe,C S窃 7鑓粥川 ,c ′たの“so“"e) 、

掴 加 川略解り好 餌 rIse畝 Hmsford( ウカンダ C sp.)。② ヌルデモ ド

キ (矩 形izemq) 属 .脳e//〆〃のり庭超m spegazzm( イン トネシア P

m 〃esc釧 s)。 ③ ニ ン ジン ボ ク (1/‘顔 ) 属 /′e;′o山′sqcm 「無 口 var.

ひげ貌 s(R 由 m)Stevens(= 掴メカ函館 2c川出α var, 切 に侍 Rehm)( フィ

リピン ,1らぞβ#′!′ぞの )、 屑物 ozqc αmm セzmms 1ansford( ブ ラジル T/

mom 柳 zde'zsぉ ) 、 屑 c卿てなお′のにo超 Hennings( ウ ガ ン ダ u

無心escぜ′?s)、 屑 coo 8々7αmspeg.( イン ド・フィ リピン・シエラレオネ y

czのぞめ ws 嵐 蘭 cぞmm ね ,y /g′fのもy′o7′,V '′それ 召;?′化z,VP の 鮒 o′") 、 財

cooたem?‘‘ VaT り由雄 Hansford( ウ ガ ン タ V,c′ejぼりwsを′)、 A4

Pの復の捲郎トlennInngs( バ ラクアイ y,sp) 、ハダシ′′′cぼり如 Hansford( ザ

イー ル 1/,sP) 。

びょう

3) チークさび病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、実生養苗の場合、幻自賛時に

発生すると著しい成育阻害を起こし、生育不揃いから得苗率の低下を招

く。葉裏に黄色から樽黄色の粉塊 (病原菌の夏胞子塊) を無数に生じ、

葉表側は微小な黄点を多数生するため、全体に黄ばんで見える。苗木の

場合、葉がまだ小さく、多数の夏胞子堆の形成により、灰褐色の集粘れ
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状病珂に移行し、乾固落葉する．葉裏に形虞される夏胞子塊により陰断 

は容易である（図版91. 2). 

病原M 0 /iota leclonue (T S et K Ramaknshnan) Mulcfei (= 

Credo I加ionae Raciborski, Chacoma IecIonae T S et K . 

Ramakrishnan) ．ふつう夏胞子世代のみを形成する．夏胞子基は菜轟 

の角皮下に形成され、のち角皮を破って表面に露出する．夏胞子堆には 

糸状体かあり、円簡状でrn部か彫らんでいる．夏胞手は卵形～楕Iり形 

で、淡黄色～柵貧色、18-26X I6-20pm （図・H)．稀に夏胞子堆の中 

に冬胞子堆を形成することがあり、糸状体を有することから、上記のよ 

うにOlivea属に移された． 

発生生態 本病蘭の厳密な生盾史は明かてはないが、一般的に熱帯・ 

亜然帯地域ては、夏胞子のみてチークからチークへと伝播を繰り返す． 

夏胞子は風によって伝播する．またしばしばその大きい集を利用して苗 

木の梱包材利として用いるため、病葉がそのまま苗畑から苗畑へと連は 

れ、無病地に持ち込まれる。もうーつの伝播方法は種fとともに持ち込 

まれることて、チークの種子にはしばしば葉の断片か多く混ざってい 

る．この葉の断片が、夏胞子塊を多数持った病葉の破片であることが珍 

しくない．ー種の種苗伝播で、もともとチークの天然林のない山でのさ 

び病の発生は、恐らく輸人種子に此じって運IZれた、病集の破片からと 

推測されている。 

p . 

, 
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図-14 チークさび馴． 

（左 夏胞子層、右 夏胞子） 
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状病斑に移行し、乾固落葉する。葉裏に形成される夏胞子塊により診断

は容易である (図版 9‐1,2) 。

病原菌 ○/′雄α′ec如 粥e(T s ct K Ramakr1shnan)Muldel 〔=

ひ′謬do ′ec′○〃"β Raclborsk1, c/賜の“ノα fecのme T s et K.

Ramaknsh11an 〕 .ふつう夏胞子世代のみを形成する。夏胞子堰は葉裏

の角皮下に形成され、のち角皮を破って表而に露出する。夏胞子粗には

糸状体かあり、円筒状で頂部か膨らんでいる。夏胞子は卵形 ~楕円形

で、淡黄色 ~ 椿黄色、 18~26 × 16~20 “m( 図 -14)。稀 に夏胞子堆の「il

に冬胞子堆を形成することがあり、糸状体を有することから、上記のよ

うに○加瀬属に移された。

発生生態 本病菌の厳密な生活史は明かてはないが、一般的に熱帯 ・

亜熱帯地域ては、夏胞子のみてチークからチー クへと伝播を繰 り返す。

夏胞子は風によって伝播する。またしばしばその大きい葉を利用して苗

木の梱包材洲として用いるため、病葉がそのまま AI-畑から -曹畑へと運ば

れ、無病地に持ち込まれる。もう一つの伝播方法は種子とともに持ち込

まれることて、チークの種子にはしばしば葉の断片か多く混ざってい

る。この葉の断片が、夏胞子塊を多数持った病葉の破片であることが珍

しくない。一種の種苗伝播で、もともとチークの天然林のない 1罫でのさ

び病の発生は、恐らく輸人種子に痛もじって運ばれた、病葉の破片からと

推測されている。

図‐14 チークさび病菌

(左 夏胞子層、右 夏胞子)
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発生樹種と分布 本病菌はチーク（Tectona granths)のみを侵す。従 

って、発生地域もチークを導入しているアシアに限られている。現在ま 

でのところバングラデシュ・インド・インドネシア・ミャンマー・パキ 

スタン・フィリピン・スリランカ・タイ・台湾から被害報告がある。 

防除対策 a 種子を購入あるいは譲渡された時は狭雑物、とくにチー 

クの葉の破片に注意し、種子以外の狭雑物は集めて焼却する。 

b 周辺のチーク成林が苗木への伝染源になるから、チークの養苗は 

なるべく周りにチーク林のないところで行う。 

C 種々の苗木の輪送梱包材料としてチークの葉を使うのは止める。 

d 播き付き幼苗に発生を認めたら、 トリアジメホン剤（1,000 -

2,000倍）あるいはマンネブ剤（500倍）を10日おきに数回散布するa 

かっばんびょう 

4）ニンジンポク褐斑病 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こす。始め葉 

に小さな褐色の角斑を生じ、これは周囲不鮮明になリながら拡大し、5-

10mm大の褐色斑となる。周りを赤褐色の帯で囲まれる病斑もある。病 

斑表面に微小黒点（病原菌の子座）を散生し、これはまもなく灰緑色す 

すかび状物（病原菌の分生子塊）に被われる。病菓裏面は淡灰緑色の微 

粉状（表生菌糸からの分生子柄と分生子形成のため）を呈する。病葉は 

しだいに黄化・褐変して落葉する。若木や成木なと植裁木ては落葉被害 

がでても、さほど生長に悪影響を与えることはないが、苗木の時代では、 

激しく発生すると、生長抑制から生育不揃い、さらに得苗率の減少をも 

たらす（図版9-3, 4)。 

病原菌 Cercos1oora vihc,s Ellis et Everhart〔＝Cercospora V//IC/S 

Sawada 」 Pseudocerco功ora ui/ices (Sawada) Gob et Hsieh〕 子座は 

表生、褐色、20-46y m 。分生子柚は子座上面から叢生し、ある-1は葉 

裏表面を迷走する菌糸から分岐直立し、単条、褐色、0-2隔壁を有し、 
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発生樹種 と分布 本病菌はチーク (n2c煽そ"g'"′雄鶏) のみを侵す。従

って、発生地域もチークを導入しているアシアに限られている。現在ま

での ところバ ングラデシュ ・イン ド ・イン ドネシア ・ミャンマー ・パ キ

スタン・フィリピン ・スリランカ ・タイ ・台湾から被害報告がある。

防除対策 a 種子を購入あるいは譲渡された時は核雑物、とくにチー

クの葉の破片に注意し、獅子以外の狭雑物は集めて焼却する。

b 周辺のチーク成林が苗木への伝染源になるから、チークの義歯は

なるべ く周りにチーク林のないところで行 う。

c 種々の苗木の輸送梱包材料としてチークの葉を使うのは止める。

d 橋 き付 き幼苗に発生 を認め た ら、 トリアジメホン剤 (1,000~

2,000倍)あるいはマンネブ剤(500倍)を10日おきに数回散布する。

かっぱんびょう

4) ニンジンボク褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を起こす。始め葉

に小さな褐色の角斑を生じ、これは周囲不鮮明になりながら拡大し、5~

1omm 大の褐色斑となる。周りを赤褐色の帯で囲まれる病斑もある。病

斑表面に微小黒点 (病原菌の子座)を散生し、これはまもなく灰緑色す

すかび状物 (病原菌の分生子塊)に被われる。病葉裏面は淡灰緑色の微

粉状 (表生菌糸からの分生子柄と分生子形成のため) を呈する。病葉は

しだいに黄化・褐変して落葉する。若木や成水なと植栽木ては落葉被害

がでても、さほど生長に悪影響を与えることはないが、苗木の時代では、

激しく発生すると、生長抑制から生育不揃い、さらに得遁率の減少をも

たらす (図版 9‐3,4) 。

病原 菌 Ce だo物 om 駆れαs EII1s et Everhart 〔=C の節 夢の" 〃′′?czs

sawada,Pse" ゐ鑑フでoめの謬メ舵′s(Sawada) Goh et Hsleh 〕 子座 は

表生、褐色、20~46 “ m 。分生子柚は子座上面から叢生し、あるいは葉

裏表面を迷走する菌糸から分岐直立し、単条、褐色、0~2 隔壁を有し、
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15-35 x 2 5-4 5p rn、全出芽・シンポジオ型に分生イを形成する、離 

脱痕は明瞭だか肥厚しないロ分生子は凌オリーブ色、倒棍棒状、直ない 

しやや湾曲、3~8隔壁を右し、25-67 X 2-4p m 、基部裁切形だが肥 

厚せず、頂部細まりやや劣る、表面平滑（図15), 

り『 

a 

議 
図司5 モラべ褐斑病菌 

a 子座と分生子柄、 b 分生子（H =lflprn ) 

＼、 

本病菌はアメリカでVitex agmis-casli背上に記載され、台湾からニンジ 

ンボク（V negundo) に記載されたCercospoia WI/C/S Sawadaはその異 

名とされた。最近、台湾産ニンジンポク上の菌（Pseudoceicospora vi加祢 

(Sawada) Goh et Hsiehと改名）は、米国産の菌とは別種との意見か 

出されている。 また、 Vitex属樹木には他に、Cercosjioia aganvali 

Chupp , C wabenChupp, Pseudocercospora vitwicola (Yen et Lim) 

Yen, P mIte管ena Yen et a! P . vthcis-quinatae (Yen) Yenの5種の 

菌が記載されているが、これらの中には互いに相似する種がある。日本 

とフィリピン産の病原菌はCercospora vitecis Eli, et Ev と同定されて 

いるが、分生子柄、分生子の特徴から1コseudocerc・oゅom属 に所属するも 

ので、これらを含めてニンジンボク属樹木上のCWC0ゆ0m関連属菌は一 

度整理の必要がある仲間である。 

発生生態 病原菌の分生子は霧状の水肩を含んだ湿った風によリ伝播 

される。したかって、伝播の時期は雨季てあるが、苗畑では雇水をする 

一101 

15~35 × 2 5~4 5〆 m 、全出芽・シンポジオ型に分生了を形成する、離

脱痕は明瞭だか肥厚 しない。分生子は淡オ 1jーブ色、倒視棒状、直ない

しやや湾曲、3~8 隔壁を有し、25~67 × 2~4 〆 m 、基部載切形だが肥

厚せず、頂部細まりやや劣る、表面平滑 (図‐15)。・
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　図‐15 モラベ褐斑病菌

a 子座 と分生子柄、 b 分生子 (H=lo"m)

本病菌はアメリカで t/'忽tαgi!′′$似瀞婚上に記載され、台湾からニンジ

ンボク (1/ 71egmzdo) に記載された Cの℃ospom ひげ肥ぉ sawada はその異

名 とされた。最近、台湾産ニンジンボク上の菌 s細め cののsPの口頭たな

(Sawada)Goh et Hsieh と改名 ) は、米国産の菌とは別種 との意見か

出 され て い る。 また 、 勝沼・属 樹 木 に は他 に 、 CのでDSPのαα8の・o可 z

ChuPP,C 凋め e理ChuPP,Psez!doce ′の ゅ om “zczco/"(Yen et L1m)

Yen,P 班′zcrgem Yen et al ,R U?ねc怨望中川超e(Yen)Yen の 5種 の

菌が記載されているが、これらの中には互いに相似する種がある。日本

とフィリピン産の病原菌は Ce'℃ospom wr′αs EI1,et Ev と同定されて

いるが、分生子柄、分生子の特徴から Psezf〆〃cので偽Pom 属に所属するも

ので、これらを含めてニンジンボク属樹木上の Cのcospom 関連属繭は-

度整理の必要がある仲間である。

発生生態 病原菌の分生子は霧状の水満を含んだ湿った風により伝播

される。したがって、伝播の=紗那ま雨季てあるが、苗畑では潅水をする
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ため、－年を通じて伝播可能である。病原菌の種預は異なっても、伝播 

の生態は同じてある。宿主上での発芽・侵入なとの生態や、潜伏期問な 

といずれもまだ不明てある。 

発生樹種と分布 Ceivoゆow v,l,c,s Ellis et Everhart 中国ーフィ 

ジー・イント・日本・フィリピン・台湾ーアメリカからセイョウニンジ 

ンポク（Viler agniパcast司、ニンゾンホク〔V mgundo)、モラへ（v 

paroiflorn). vtrfohaに発生報告かある。 

C agaiwah Chupp はイントからニンジンボク上に、 C. wahen 

Chuupp はアメリカからセイョウニンジンボク上に、Pseudoceicoゆom 

othczcola (Yen et Lirn) Yenはシンガポールからルバンニンゾンボク 

(V pubescei司上に、丑vilicigena Yen etalはインドからニンゾンホク 

上に、P odicis-quinatae (Yen) Yenは台湾からオオニンゾンポク（v 

quinata）上に報告されている。 

防除対策 植栽林では落葉被害があっても、多少生長に響くだけて枝 

幹の枯死にはいたらないのて、とくに防除の必要はない。発芽幼苗時に発 

生を見た場合は、キダチョウラク褐斑病（p95）に準じて薬剤防除を行う。 

5）赤衣病 

樹種共通の病害7）赤衣病の項（p 27）を参照。インドとインドネシ 

アからチーク（Ta clone granthりに、インドネシアからシロニンジクボク 

mtax leuco.wIon)、ニンゾンボク（V. negun而）、 V Ii加haに報告があ 

る。 

6）ボトリオデイプロデイア胴枯病 

樹種共通の病害8）ボトリオデイプロデイア胴枯病の項（p 31）を参 

照。イントとタンザニアからチーク（Tectona gut)励S）に報告がある。 
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ため、一年を通じて伝播可能である。病原菌の種類は異なっても、伝播

の生態は同じてある。宿主上での発芽・侵入なとの生態や、潜伏期間な

といずれもまだ不明てある。

発生樹種 と分布 CののもPom 〃′r?c7s EII1s etEverhart 中国 ・フィ

ンー ・イン ト・日本 ・フィ リピン ・台湾 ・ア メリカか らセイヨウニ ンジ

ンボ ク (Vz′鎚 qg〃" ms′"s)、 ニ ンジンボ ク (V 〃β柳 川 o)、 モ ラベ (y

pのり扉om) 、 1/′′噴油αに発生報告かある。

C dgの w〃/7 Chupp は イ ン トか らニ ン ジ ン ボ ク上 に 、 C,w α彰 "

Chuupp はア メ リカか らセ イヨウニ ンジンポ ク上に、 Psezfdoce 定価Po 照

り′化に〆" (Yen et Lim)Yen は シンガポールか らルパ ンニ ンジンボ ク

(V P"bes α 7′s) 上に、 P.〃′′?c′ge〃"Yen erd 為まイン ドか らニンジンホ ク

上に、 P 房ねc婚姻〃zd!"B(Yen)Yen は台湾からオオニンゾンポク (V

qzrz'z解の 上に報告されている。

防除対策 植栽林では落葉被害があっても、多少生長に響くだけて枝

幹の枯死にはいたらないのて、とくに防除の必要はない。発芽幼菌=おこ発

生を見た場合は、キダチョウラク褐斑病(p95) に準じて薬剤防除を行う。

5)赤衣病

樹神共通の病害 7) 赤衣病の項 (p 27) を参照。インドとインドネシ

アからチーク (勃 domgm7d?s) に、インドネシアからシロニンジクボク

(1嶺釧 卿 fw呼わ'z)、ニンジンポク ロ/“軽 z〃2わ )、 1/ "駈り/′"に報告があ

る。

6)ボトリオデイプロデイア胴枯病

樹種共通の病害 8) ポトリオデイプロデイア胴枯病の項 (p31) を参

照。イン トとタンザニアからチーク (彩 cfo'mg'鰯〆′s) に報告がある。
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7 センダン科樹木の病害 

I）センダンそうか鷺 

診断の要点 苗木から若木の幼菜、葉柄、幼茎枝に発生する。特に苗 

木で被害か著しい。菓では微小な退緑色の斑点を多数生し、これは黄緑 

色から黄白色に変わり、斑点周辺はちじれを起こして収縮する。のちに 

は斑点の中心部には孔か開く。また展菜にともなって破れを生する。菓 

柄や幼茎枝では退緑色から淡褐色の陥没した小円斑を多数生じ、これは 

お互いに融合してやや盛り上かり不定形のかさぶた状を呈する。菜柄や 

幼茎枝では多数の病斑形成により捻れや萎縮などの奇形を起こす。葉柄 

や幼茎枝の病斑上には、湿潤時に白色の微小な粘塊（病原菌の分生子塊） 

の形成か見られることがある（図版9-5, fi)。 

本病の特徴は、茎枝先端の若い部分に集中的に発生し、径1mmほどの 

小さい斑点を多数形成し、展葉に伴ってその周りにしわか寄り、破けた 

り孔か開いたりすることと、菓脈、葉柄、緑色茎枝には小さいかさぶた 

状の病斑を形成し、互いに融合しながら察リ上がり、捻れや湾曲、ある 

いは萎縮などの奇形を呈することにある。分生子粘塊の形成は一般に認 

め難い。 

病原菌と病名 助haceloma pie/ice Bitancourt et Costa Neto 分生 

子層は角皮下に形成され、のち角皮を破って露出し、かさぶた状病患部 

の表面に広く偽柔組織状に広がる。この分生子層に分生子が形成される 

条件などは不明で、多くの分布記録は病徴の相似からなされている。 

本病はブラジルからタイワンセンタン（Ale/ia azedaracli）上に発見 

記載された病気で、病原菌の分生子の形態もこの時一回記録されたのみ 

である。助/iaceloma属の病原菌によって起こる病気は、その共通的な病 

徴から、そうか（瘡痴）病、とうそう（痘瘡）病あるいはこくとう（黒 

痘）病と呼ばれるが、最近では一部を除いてそうか病に統一されてきた。 
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7 センダン科樹木の病害

びょう

1) センダンそうか病

診断の要点 苗木から若木の幼葉、葉柄、幼茎枝に発生する。特に苗

木で被害か著しい。柴では微小な退緑色の斑点を多数生し、これは黄緑

色から黄白色に変わり、斑点周辺はちじれを起こして収縮する。のちに

は斑点の中心部には孔か開く。また展葉にともなって破れを生する。栗

柄や劫茎枝では退緑色から!狩場色の陥没した小円斑を多数生じ、これは

お互いに融合してやや盛り上かり不定形のかさぶた状を呈する。菜柄や

幼茎枝では多数の病斑形成により捻れや萎縮などの奇形を起こす。葉柄

や幼茎枝の痛斑上には、職{r¥i--寺に白色の微小な豹塊 (病原菌の分生子塊)

の形成か見られることがある (図版 9‐5,6) 。

本病の特徴は、茎枝先端の若い部分に集中的に発生し、程 lmm ほどの

小さい斑点を多数7移出し、展葉に伴ってその周りにしわか寄り、破けた

り礼か開いたりすることと、葉脈、葉柄、緑色茎枝には小さいかさぶた

状の病班を形成し、互いに融合しながら盛り-ヒがり、捻れや湾曲、ある

いは萎縮などの奇形を呈することにある。分生テボ,~塊の形成は一般に認

め難い。

病原菌 と病名 沙卿α /o′〃"“!融解 BIもallcourt et Costa Neto 分 生

子層は角皮下に形成され、のち角皮を破って露出し、かさぶた状病患部

の表面に広く偽柔組織状に広がる。この分生千層に分生子が形成される

条件などは不明で、多くの分布記録は病徴の相似からなされている。

本病はブラジルからタイワンセンダン (ハダゼ加αzedの鑓cの 上に発見

記載された病気で、病原菌の分生子の形態もこの時一回記録されたのみ

である。珍 /mceZo′〃"属の病原菌によって起こる病気は、その共通的な病

徴から、そうか (膚痴) 病、とうそう (痘療) 病あるいはこくとう (黒

痘 )病 と呼ばれるが、最近では一部を除いてそうか病に統一されてきた。
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ブラノル以外の地域からの木病の報告は病徴の一致に基づくものて、歯 

学的に確認されたものではない。日本からは始め四国産の病害試利によ 

リ斑点病として報告されたが、日本植物病理学会はこれを“そうか病’' 

と改め、現在はこの病名が用いられている。英病名も本病原菌属－般に 

Sopt anthracnoseか用いられている。 

発生樹種と分布 南米（アルゼンチン・ブラシル‘パラクアイ）てはタ 

イワンセンダン（Me/ia azedauic功に、アジア（日本）ではセンダン（M 

azedwach val japoflica）に報告がある凸 

発生生態 本病菌は一般に湿潤時に粘質の分生子塊を病患部表面に形 

成し、雨の飛床により、あるいは小昆虫の体に付着して、伝播するとさ 

れているが、木病の場合、病患部上における分生子形成条刊や侵人感染 

機構などの詳細は不明のままてある。 

防除対策 幼梢部に被害か激しいため、苗木に発生すると生長がとま 

り、山だし苗が採れなくなる。防除薬剤としては銅水和剤かTPN剤かあ 

り、10日おきの2-3回散布か良いであろう。後者の薬剤は魚毒性か強 

いので使用には注意を要する。 

2）センダン難tkoa肩．離f着 

診断の要点 苗木から成木の巣に発生し、落葉被害を生する。①斑点 

病 葉に褐色の5mm大の不整角状ないしやや類円状の病斑を形成し、病 

斑は拡大して5-- 10 大となリ、中央部は灰褐色、周囲は濃褐色帯に囲ま 

れる。病斑表裏両面に微小黒点（病原歯の子座）を形成、これはまもな 

く暗緑色すすかび状物（病原菌の分生子塊）に被われる。罹病小巣は 

次々に落菓する（図版101）。 

②褐斑病 葉に円状ないし角状の2- 5mm 大の灰褐色、輪紋状の病斑 

を形成し、輪紋部は濃褐色帯となる。病斑裏面か灰緑色のすすかび状物 

（病原菌の分生子塊）で被われる。罹病小葉はまもなく落菓する。斑点 
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ブラノル以外の地域からの水病の報告は病徴の一致に基づくものて、歯

学的に確認されたものではない。 R本からは始め凹国井の病害試射によ

り斑点病として報告されたが、 R本植物病理学会はこれを "そうか病"

と改め、現在はこの病名が用いられている。英病名も本病原菌属一般に

Sopt anthracnose か用 い られ ている。

発生樹種と分布 南米 (アルゼンチン・ブラシル・バラクアイ) ては夕

イワンセンダン (A蛇加 解e加川cた)に、アジア (R 水 ) ではセンダン (屑

解 e直 mc/ ーval ノゆりmm) に報告があ る。

発生生態 本病菌は一般に湿潤--おこ*ー~質の分生-f塊を病患部表而に形

成し、雨の飛沫により、あるいは小昆虫の体に付着して、伝播するとさ

れているが、木痛の場合、病患部」-;こおける分生十形成条ず′1や侵入感染

機構などの詳細はイ・明のままてある。

防除対策 幼榊部に被害か激しいため、苗木に発生すると生長がとま

り、山だし苗が採れなくなる。防除薬剤としては銅水和斉-」かTPN 剤かあ

り、10日おきの 2~3 回散布か良いであろう。後者の薬剤は魚毒性か強

いので使用には注蒼、を要する。

はんてんびょう かっぱんびょつ

2) センダン斑点病・褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し、落葉被害を生する。①斑点

病 葉に褐色の5mm 大の不整角状ないしやや類円状の豹斑を形成し、病

斑は拡大して 5~10 大となり、中央部は灰褐色、周囲は濃褐色常に囲ま

れる。病癖表裏両面に微小黒点 (病原菌の子座) を形成、これはまもな

くH宮緑色すすかび1大物 (病原菌の分生子塊) に被われる。雁病小柴は

次々に落葉する (図版 10‐1)。

②褐斑病 葉に円状ないし角状の 2~5mm 大の灰褐色、輪枚状のり丙斑

を形成し、輪紋部は濃褐色帯となる。病斑裏面か灰緑色のすすかび状物

(病原菌の分生子塊) で被われる。椎病小葉はまもなく落葉する。斑点
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病との区別点は、褐斑病との区別点は、褐斑病が輪紋斑をつくることと、 

分牛子塊の形成か斑点病では病珊表裏両面てあるのに、褐斑病では裏面 

だけであることにある。 

病原菌 ① 斑点病 Cewoゅova inc/ice Ellis et Everhart 子座は集 

の表皮細胞内に形成され、角皮を破って表に現れる。褐色～暗褐色の細 

胞からなり、徑30-75/1 m 。分生子柄は子座上部から叢生し、ややシク 

ザク状、オリーブ褐色て、単条、17-33 >< 25-4yrn、全出芽・シンポ 

ジオ型に分生子を形成、分離痕は明瞭て肥厚する。分生了は無色ないし 

淡色、引状ないし長円筒状で、直あるいは湾曲し、先端組まる。基部は 

截切状で、脱落痕は肥厚し、3-li隔壁を有し、57-118 >< 2 5-S/I m , 

② Pseudoceicospom sabsessilis (P et II Sydow) Deighton (= 

Ce) coゆcia subsessiles P et H Sydow〕 子座は葉裏面に形成され、表 

皮を破って露出する。徑30 -58 i-i iii、淡オリーブ褐色～暗褐色。分生子 

柄は子座上部よリ叢生し、知く密生し、単条、無隔壁、淡オリーフ褐色、 

12-30 < 2 5-3p ni。分生子は幅狭い円筒形、i自または湾曲し、基部は 

円錐状、頂部はやや尖る、無色～淡オリーブ色、3-9隔壁、47-83 >< 

2 5-3pni. 

上記のように、珂点病菌の子座が両面生て、分生子柄の分生子離脱痕 

か明瞭に肥厚して残り、分生了基端も肥厚していることにより、子座か 

裏面生で、分生子柚、分生子の分離痕がいすれも肥厚しない褐斑病菌と 

は区別される。センダン（Ale/ia) 属上にはもう1種、 Cercospwa 

inelucola Spegazziniがアルゼンチンから記載されているが、この菌はタ 

ィプとしては①の属に属するものの、分生子柄と分生子がいずれも長大 

て両病原菌とははっきり区別される。 

発生樹種と分布 ① 斑点病（Cevcospoia inc/ice) タイワンセンダン 

(Me/ia azedamcD 、センダン（Maze山mcli vat jawncd 中国・イン 

ド‘日本ーパラグアイ・台湾・アメリカ。 

② 褐斑病（Pseu如cercoゆova subsessilis) タイワンセンタン、』J 
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病との区別点は、褐斑病との区別点は、掲班病が輪紋斑をつくることと、

分牛子塊の形成か斑点病では病斑表裏両面てあるのに、褐班病では裏而

だけであることにある。

病原菌 ① 斑点病 Cのcosかの"〃7南口eEII1s etEverhart 子座は巣

の表皮細胞内に形成され、角皮を破って表に現れる。褐色~ 暗褐色の細

胞からなり、径 30~75 〆 m 。分生十柄は子座」:部から叢生し、ややシク

ザ グ状、オ リー ブ褐色 て、単条、 17~33 × 2,5~4 “ m 、全 出芽 ・シンポ

ジオ型に分生子を形成、分離痕は明瞭て肥厚する。分生子は無色ないし

淡色、釣状ないし長円筒状で、直あるいは湾曲し、先端紙まる。暴郡は

教切状で、脱落痕は肥厚し、3~11 隔壁を有 し、57~118 × 2 5~5 〆m 。

② Psg"d αの餌 SPD川 s〃るsess7/2s(P et ll sydow)Delghton 〔=

Cg′餌ゆのα鋸もsessz′zs P et H Sydow 〕 f 座は紫裏面に形成され、表

皮を破って露出する。径 30~58 “1n、淡オリーブ褐色 ~ 暗褐色。分生子

柄は子座上部よ r)叢生 し、短 く密生し、単条、無 1隔壁、淡オリーフ褐色、

12~30 × 2 5~3 〆m 。分生子は幅狭い円筒形、直または湾曲し、基部は

円錐状、頂部はやや尖る、無色 ~ 淡オリーブ色、3~9 隔壁、47~83 ×

2 5~3 “ m 。

上記のように、斑点病菌の子座が両面生て、分生子榊の分生子離脱痕

か明-瞭に肥厚して残り、分生ヲ基端も肥厚していることにより、子座か

裏面生で、分生手柄、分生子の分離痕がいすれも肥厚しない褐班病菌と

は区別 される。セ ンダン (屑物α) 属上には もう 1種、 Ce′仰功のα

〃ze‘′zcααSpegazzml がアルゼ ンチ ンか ら記載 されているが、この菌 は タ

イプとしては①の属に属するものの、分生子柄と分生子がいずれも長大

て両病原菌とははっきり区別される。

発生樹種と分布 ① 斑点病 (αたospo'"〃覆わe) タイワンセンダン

(屑効ααzedの偶た)、セ ンダン (屑 ,口zedα煎じ/′var ノαPpm 棚 ): ず1国 ・イン

ド . 日本 ・パ ラグア イ ・台湾 ・ア メ リカ。

② 褐班病 (Pse′イdocのmspom s油彩sszZ?s) タイ ワンセ ンダ ン、ハダ
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awdnachta ギューバ・ドミニカ‘中国・インド、日本Iフィリピン・プ 

エルトリコ・スリランカースーーダン・台湾・アメリカ。なお、本病菌は 

この他にマホガニー（Sweetenia inahagoni)、オオバマホガニー（S 

maC,”加1励 を侵すとされている（ハルバドス諸島ーアメリカ）。 

発生生態 両病原菌とも分生子は雨の飛沫あるいは湿った風によリ飛 

散すると考えられているが、実験的な証拠は提出されていない。侵入感 

染や潜伏期問なと計しいことは判っていない。 

防除対策 苗木に発生すると被害が激しいから、育苗中は見回リを怠 

らすに注意をする。少しでも発牛を認めたら、マンネブ剤（500倍）を 

10 日おきに散布する。 

3）セド口（Cedre功．スリワンギ（Too同 さび篇 

診断の要点 苗木から成木の菓に発生する。かなりの洛葉被害を生ず 

るのて、苗木の場合は生長に影響するが、成木てはさほと影響を蒙らな 

い。葉裏に橙色～橙黄色の火ぶくれ状小胞（病原菌の夏胞『堆）を多数 

生じ、これはすぐに破れて橙色の粉塊（病原菌の夏胞子塊）を噴出する。 

のちには橙黄色の夏胞子堆に替わって黒褐色～黒色の冬胞子堆と冬胞子 

粉塊をけいせいする柿もある（図版10-2, 3) 

病原菌・発生樹種および分布 チャンチン属（Cache/a spp ）およびス 

リワンギ属(mcmi spp ）樹木に発生するさび病菌と寄生樹種、分布を 

示す。 

① Nyssopsora cedrelae ( I-Ton ) Tranzschel スリアンバワン 

にat/re/a senuta）、チャンチン（C smneni,た） 巾国ーイント・日本ー台湾。 

② Urec/o cadre/ce Henn logs：スリアンハワン、スリワンギ（Toommo 

SlUefli） インドネシア。 

発生生態 ①の菌は同種寄生性て、同一宿主士で生活史を完成する 

が、②の菌については詳細はまだ不明てある。夏胞子は風により伝播す 
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αm の '鯛 財α キ ュー バ ・ド ミニ カ ・中 国 ・イ ン ド ・日本 ・フ ィ リ ピ ン ・プ

エル トリコ ・ス リランカ ・スー ダン ・台湾 ・アメ リカ。 なお、本病菌は

この他 に マ ホガ ニ ー (S乙U′g′g′加 川α/脇gpm) 、 オ オバ マ ホ ガ ニー (S

〃z‘!cmP/z)′"") を侵すとされている (ハルバ ドス諸島 ・アメリカ)。

発生生態 両病原菌とも分生子は雨の飛沫あるいは湿った風により飛

散すると考えられているが、実験的な証拠は提出されていない。侵入感

染や潜伏期間なと詳しいこと‘土判っていない。

防除対策 苗木に発生すると被害が激しいから、育苗中は見回りを怠

らずに注意をする。少しでも発生を認めたら、マンネブ剤 (500倍) を

10日おきに散布する。

びょう

3) セ ドロ (Ceの翌如)・スリワンギ (励o卿) さび病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生する。かなりの落葉被害を生ず

るのて、苗木の場合は生長に影響するが、成木てはさほど影響を蒙らな

い。葉裏に櫨色~塔黄色の火ぶくれ状小胞 (病原菌の夏胞マ粗) を多数

生じ、これはすぐに破れて措色の粉塊 (病原菌の夏胞子塊)を-噴出する。

のちには檀黄色の夏胞子堆に替わって黒褐色~黒色の冬胞子雄と冬胞子

粉塊をけいせいする矛ずもある (図版 10‐2,3) 。

病原菌・発生樹種および分布 チャンチン属 (Cg承認αspp) およびス

リワンギ届 (7bom spp) 樹木に発生するさび病菌と寄生樹種、分布を

示す。

① 肋 ,sso恋 om 鑑み綿dB(Horl)Tral ・zschel ス リ ア ン バ ワ ン

(Ceあせ/α彫れ復如)、チャンチ ン (C 潮解ぞもな) 中国 ・イン ト・日本 ・台湾。

② 防ぎの 埋めセ!"e Hennings: ス リアンバ ワン、ス リワンギ (7bo〃"

sme′?′) イ ン ドネ シア。

発生生態 ①の菌は同種寄生性て、同一宿主上で生活史を完成する

が、②の菌については詳細はまだ不明てある。夏胞子は風により伝播す
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るか、感染の条件なとは調べられていない。 

防除対策 苗畑で苗木に発生した場合は、トリアジメホン剤を10日お 

きに数回散布する。 

4）白絹病 

樹種共通の病害5）白絹病の項（p 19）を参照。フィリピン・スリラ 

ンカ・台湾からマホガニー（Sw;etenuz )na/lagonz）、オオバマホガニー（S 

)Hacnゆ如ル）の苗畑での大発生が報じられている。 

5）南根腐病 

樹種共通の病害 6）南根腐病の項(p 23）を参照。フィジーから 

Cedル危fliexicafla に、フィジーとインドネシアからマホカニーとオオハ 

マホガニーに、それそれ被害発生報告がある。 

6）赤衣病 

樹種共通の病害7）赤衣病の項(p.27）を参照。イントネシアからチ 

ャンチン（くえ！め*ela sine,溶Iりに、フィジーからオオバマホガ二ーに発生報 

告かある。 

7）ボトリオディプロディア胴枯病 

樹種共通の病害8）ポトリオディプロイディア胴枯病の項（jj 31）を 

参照。フィシー・フィ リピン・台湾からマホガニーとオオバマホカニー 

に茎枯病も含めて発生報告がある。 
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るか、感染の条件などは調べられていない。

防除対策 苗女mで苗木に発生した場合は、トリアジメホン剤をlou お

きに数回散布する。

4)白絹病

樹種共通の病害 5) 白絹病の項 (p l9) を参照。フィリピン・スリラ

ンカ ・台湾か らマ ホガニー (税り′efe′mm 感αgom) 、オオバマホガニー (S

'“"ciのめ/〆‘") の苗畑での大発生が報 じられている。

5)南根腐病

樹種共通の病害 6) 南根腐病の項 (p 23) を参照。フィン一から

Ceゐ g南 }解離鯛〃αに、フィジー とイン ドネシアか らマ ホカニー とオオハ

マホガニーに、それそれ被害発生報告がある。

6)赤衣病

街種共通の病害 7) 赤衣病の項 (p.27)を参照。イントネシアからチ

ャンチン {Cedフセな s′'2e;′szs)に、フィジーか らオオバマホガニーに発生報

告がある。

7) ボトリオディプロディア胴枯病

樹種共通の病害 8) ボトリオディプロイディア胴枯病の項 (p31) を

参照。 フィシー .フ ィ リピン ・台湾か らマ ホガニー とオオバマホカニー

に塾枯病も含めて発生報告がある。
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8 その他樹木の病害 

I）力ランバヤン隷筆褐議編 

診断の要点 苗木から若木の葉に発生し、葉枯性ないし落葉被害を起 

こす。始め東に小さな褐色斑を多数生じ、これはしだいに拡大し、ある 

いは融合しながら5~ 15mm 大の不規則形の褐色～暗褐色斑となる。病 

斑は一葉に100を超えることも珍しくない。病斑はさらに融合拡大して 

人形の菓枯れ状病醐となり、あるいは向側から乾固、巻き込みながら落 

菓する。病斑表裏両面に微小な黒色の毛状物（病原菌の分生子柄束）を 

発生する。これは針などで簡単に掻き採ることか出来る。カランパヤン 

(AJ所ocゆ ha [us tThneus司 は大形の早生樹で、植栽後の発生ではさほど 

障害は出ないが、幼苗時に発生すると生育不揃いを起こし、得苗率に影 

響を与える。不整形の褐色病斑と病斑上に形成される黒色毛状体によ 

り、比較的容易に診断出来る（図版10-4), 

病原菌と病名 Phaeo,sano,hszs Withocep加危Kobayashi 分生子柄東 

は、内生菌糸か集合した小塊から、表皮を破ってあるいは気孔から葉の 

外に直立して形成される。分生子柄を10本以上束にして構成され、黒色 

て徑が15-20p m 、長さ0 2-lmm 。分生子柄は褐色～黒褐色、隔壁は 

＼

、

、

 

図－I 6 

カランパヤン線毛褐斑病菌 

（左 分生子柄束、右 分生子） 
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8 その他樹木の病害

せんもうかっぱんびょっ

1) カランパヤン線毛褐斑病

診断の要点 苗木から若木の葉に発生し、葉枯性ないし落葉被害を起

こす。始め東に小さな褐色斑を多数生じ、これはしだいに拡大し、ある

いは融合 しながら 5~15mm 大の不規則形の褐色 ~ 暗褐色斑 となる。病

魔は一葉に 100を超えることも珍しくない。病斑はさらに融合拡大して

人形の菜枯れ状病弱とな 1)、あるいは両側から札閏、巻き込みながら落

葉する。病斑表裏両面に微小な黒色の毛状物 (病原菌の分皇子柄束) を

発生する。これは針などで簡単に掻き探ることか出来る。カランパヤン

(ルガ2飾り脳をrsL/z班の鳶⑥ は大形の早生樹で、植栽後の発生ではさほど

障害は出ないが、幼苗-特に発生すると生育不揃いを起こし、得苗率に影

響を与える。不整形の褐色病班と病魔上に形成される黒色毛状体によ

り、比較的容易に診断出来る (図版 10‐4)。

病原菌と病名 P/2解ひ格α′?ops!s鰯街ひじり脳 /ロ Kobayashl 分生子柄東

は、内生菌糸か康子した小塊から、表皮を破ってあるいは気孔から葉の

外に直立して形成される。分生子柄を10本以上束にして構成され、黒色

て樫が 15~20 〆m 、長さ 0 2~lmln 。分生子柄は褐色 ~ 黒褐色、隔壁は

　　 　 　 　

ー
′( ＼{
燐
(
き 轡
＼

　
　　　　 　

　
　

　 　　　　

　　　　　

1 ノ、慈 も さき三善舞図-t6
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多数あリ、替4 5~ 6,sp nh 頂部に令出芽・シンポゾオ型に分生子を産生 

する。分生子は長円筒形ないし長倒視棒状、直ないしやや湾曲、褐色、7 

- 14隔壁を有し、74-148 x 5-7 5pm 、表血平滑（図16)。和病名は 

病徴（褐斑）と標徴（毛状の分生子柄束）を組み合わせて線毛褐りI病と 

名付けられた。英病名は単にBrown spotである。 

発生樹種と分布 フィリピンで1978 年にカランバヤン上に発見記載 

された病気であるが、その後フィリピン以外からの報告はない。分生子 

の伝播方法、侵人感染機構、潜伏期なと詳しい発生生態もまた不明であ 

る。 

防除対策 苗畑で幼苗時に発生した場合は、銅水和剤あるいはマンネ 

ブ剤（いすれも500倍）を10 日おきに3-4 回散布する。 

びょう 

2）ビャクダンスパイク病 

診断の要点 若木から成木に発生し、発病枝か次々に枯れるため、樹 

冠は退廃し、また樹全体もしだいに哀退してついには枯死にいたる。ピ 

ャクタソ最人の防除困難病害であり、未分布地域への持ち込み（侵入） 

を警戒すへき病気である。展葉してからの発病では縁色部分に黄白化が 

始まり、しだいに病小菓あるいは復葉全休か黄白色に変わる。羅病枝か 

ら出る新芽はすべて黄白色て、著しく小形化し、硬く、掌状て先端か尖 

り、節問か短縮しているためそれ以上展開しない。このため罹病枝には 

多数の黄白色の病芽（枝）が散りばめたように形成されるため、遠くか 

ら見ても異常が判る。占い病樹にはほとんど健全枝葉が見られず、樹全 

体が黄色ないし白色を呈し、奇観ではある（図版10-5)。このような樹は 

3-4年で枯れてしまう。植栽林に発生すると、その林は数年で枯損樹が 

林立し、残存樹も重症の樹ばかりで、まさに手の施しようがない有り様 

になる。秒害のひとさは、ちょうど日本の若いキリ林にてんぐ巣病が発 

生したのと似た状況になる。 
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多数あり、禅 4 5~6,5"m 、頭部に全出芽・シンポゾオヱ四こ分 iE子を産生

する。分生子は長円筒形ないし長倒横棒状、直ないしやや湾曲、褐色、7

~14 隔壁 を有 し、 74~148 × 5~7 5“m 、表 面平椙 (.図‐16) 。和病名は

病徴 (掲班) と標徴 (毛状の分生千柄束) を組み合わせて線毛褐班病と

名付けられた。英病名は戦こBrown spot である。

発生樹種と分布 フィリピンで 1978 年にカランパヤン上に発見記載

された病気であるが、その後フィリピン以外からの報告はない。分生子

の伝播方法、侵人感染機構、潜伏期なと詳しい発生生態もまた不明であ

る。

防除対策 苗畑で幼苗=おこづさ生した場合は、銅水矛隣りあるいはマンネ

ブ剤 (いすれも500倍) を 10日おきに 3~4 回散布する。

びょう

2) ビャクダンスパイク病

診断の要点 若木から戊木に発生し、発病枝か次々に枯れるため、樹

冠は退廃し、また樹全体もしだいに哀退 してついにはキと,死にいたる。ビ

ャクダン最大の防除困難病害であり、末分布地域への持ち込み (侵入)

を警戒すへき病気である。展葉してからの発病では緑色部分に黄白化が

始まり、しだいに病小柴あるいは復葉全体か黄白色‘,こ変わる。羅病枝か

ら出る新芽はすべて黄白色て、著しくノi・形化し、硬く、掌状て先端か尖

り、節聞か短縮しているためそれ以上展開しない。このため羅病枝には

多数の黄白色の病芽 (枝) が散りばめたように形成されるため、遠くか

ら見ても異常が判る。占い病樹にはほとんど健全枝葉が見られず、樹全

体が黄色ないし白色を呈し、奇観ではある (図版 10‐5)。このような樹は

3~4 年で枯れてしまう。植栽林に発生すると、その林は数年で砧損樹が

林立し、残存樹も重症の樹ばかりで、まさに手の施しようがない有り様

になる。秘書のひとさは、ちょうど日本の若いキリ朴にてんぐ巣病が発

生したのと似た状況になる。
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新芽の奇形化、黄白化により診断は容易であるロ 

病原および病名 Mycoplasmalike organism（マイコプラズマ様微 

生物）通常MLOと略称される電子顕微鏡的微生物て、動物のMLOと異 

なり、植物のものは培養が出来ず、種属の分類も出来ていない。すでに 

数百の植物から観察報告されているが、それら相互の関係（異種か同種 

かなど）もまだ明らかてはない。 

ビャクダンの催病部位の篩部からは、組胞壁を欠き、周囲を限界膜 

(unit membrane）て包まれた、80-800nmの大き さ不揃いの類球形の 

MLO 粒子が観察されている。病名は病芽がまるで穂(spike) のように 

見えることからSpilce disease、スパイク病と『刊fれる。 

発生生態、宿主および分布 本病はョコバイの一種ノZSS?1S によ 

リ媒介される。また接ぎ木伝染も可能で、ネナシカズラの一種aパcli加 

,叩etcによっても伝播されるという。宿主はビャクダン（Santalum 

albiun）だけのようて、インドのほかネパールで観察されている。 

防除対策 未発病地域にはピャクダンの苗木は持ら込まない。必要な 

ら種子で導入する。播き付けに当たっては種了消青を行う（p 10参照）。 

もし発生を見たならば、防除は極めて難しいことを覚悟しなければなら 

ない0 発生したピャクダンに止息する吸汁性昆虫類の収集と同定によ 

り、生盾史を知って適期に防除を行うことが出来ればよいのだが。出来 

なければ樹種転換を考える必要かあろう。 

3）ラパチョ褐欝弱 

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し落菓被害を生ずる。始め菓に 

小さい2-5rnm大の淡褐色～褐色の円珂を生じ、これは拡大として不整 

状の紫褐色］0-20mm 大の病斑になる。病斑は一葉に多数生じ、しだい 

に両縁から乾固巻き込んて落菓する。病斑両面に微小黒点（病原菌の了 

のう殻）を散生する（図版10-6) 

- 110 

新芽の奇形化、黄白化により診断は容易である。

病原および病名 Mycoplasn ・alike organlsm( マイコプラズマ様微

生物) 通常ML0 と略称される電子顕微鏡的微生物て、動物のML0 と児

なり、植物のものは培養が出来ず、種属の分類も出来ていない。すでに

数百の植物から観察報告されているが、それら相互の関係 (異種か同柿

かなど) もまだ明らかてはない。

ビャクダンの椛病部位の姉部からは、細胞壁を欠き、周囲を限界膜

(umt membrane) て包まれた、80~80onm の大きさ不揃いの頬球形の

MLO 粒子が観察されている。病名は病芽がまるで穂 (splke)のように

見えることから Splke dlsease、スパイク病 と呼ばれる。

発生生態、宿主および分布 ネ病はヨコバイの一種ノ儀洲瀞〃dm ぼによ

り媒介される。また接 ぎく伝染も可能で、ネナシカズラの一種 C〃smm

フセ打eteによって も伝播 されるとい う。宿主はビャクダン (S〃“′"′〃〃z

α肋伽) だけのようて、インドのほかネパールで観察されている。

防除対策 末発病地域にはビャクダンの苗木は持ち込まない。必要な

ら種子で導入する。橋き付けに当たっては種了消毒を行う (p lo参照)。

もし発生を見たならば、防除は極めて難しいことを覚悟しなければなら

ない。発生したビャクダンに生息する吸汁性昆虫類の収集と同定によ

1)、生活史を知って適期に防除を行うことが出来ればよいのだが。出来

なければ樹種転換を考える必要かあろう。

かっぱんびょう

3) ラパチョ褐斑病

診断の要点 苗木から成木の葉に発生し落葉被害を生ずる。始め葉に

小さい 2~5mm 大の淡褐色~ 褐色の円斑を生 じ、これは拡大として不整

状の紫褐色船 ~20mm 大の病班になる。病班は一葉に多数生じ、しだい

に両緑から乾固巻き込んて落葉する。病班両面に微小黒点 (病原菌の了

のう殻) を散生する (図版 10-6)。
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病原菌 めcospliae eel/a bninneomacu伽馬 Kobayashi 子のう殻は菓 

の両面の表皮下に埋生して生じ、のち頂部が表皮を破って表面に出る。 

黒色、煩球形、徑57-85p m 、高さ67 - 83ji m 、了のうをバナナの房状 

に内臓する。子のうは楕円～長楕円状、2重膜て、頂部は特に厚い、32 -

45 >< 15 -17 5pm , 8個の子のう胞了を不整2列に内臓する。子のう胞 

子は無色、241]I)JL 紡錘形でやや不等辺、13 5-20×4 5-6 5pm . 

発生樹種および分布 最近バラクアイからラパチ3 (Ta加bI"a 

ノ7avescens) に報告された病気て、まだ他の国からの発生報告はない。 

発生生態 病原菌の子のう胞子は雨のあと空中に放出され、風に乗っ 

て伝播する。生活史はまだ全く不明であり、侵入・感染に関する詳細も 

判っていない。 

防除対策 苗畑で発生を見た場合は、銅水和剤（500倍）あるいはマン 

ネブ剤（500-600倍）を10 日おきに2-3 回散布すると良い。 

病原菌 掴yのめノ′"e恋わ勿mz“の“7解雇mzsKobayashi f のう殻は菜

の両面の表皮下に埋生して生じ、のち頂部が表皮を被って表面に出る。

黒色、頬球形、樫 57~85 “m 、高さ 67~83 “1・・、丁のうをバナナの房状

に内臓する。子のうは楕円 ~ 長楕円状、2重膜て、頂部は特に厚い、32~

45 × 15~17 5〆m 、8個の子のう胞了を不整 2列に内賦する。子の う胞

子は無色、 2細胞、紡錘形でやや不等辺、 i3 5~20 × 4 5~6 5"nl 。

発生樹種および分布 最近バラクアイからラパチョ (7bbeb〃m

月〃〃es"〃s) に報告された病気て、まだ他の国からの発生報告はない。

発生生態 病原菌の子のう胞子は雨のあと空中に放出され、風に乗っ

て伝播する。生活史はまだ全く不明であり、侵人・感染に関する詳細も

判っていない。

防除対策 苗畑で発生を見た場合は、銅水和剤 (500倍}あるいはマン

ネブ剤 (500~600 倍) を 10 日おきに 2~3 回散布すると良い。
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索 引 

1）病原体索引 

（太字は項日として解説がある病原とその頁） 
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1)病原体索引
(太字は項目として解説がある病原とその頁)
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の加idrockidium crota危flee     84 

のhndrocladnon Jlorrdanuin     83 

a 心ii功vclad,u,n dIcicoた 

a 而励りC危dII?)?? I?WCm助Uric??   ・・   84 

Cy/indroc/adsum quinqueseptatum ' 

Cy/indroc/adrum scopanum     9, 83 , 84 

a1)11功0 Cル(liWi? SCOa)7un? var brasiliensis ' 

alendroc白drum sniゆIcr  

のlindrocladiuni teridis     84 

aqndrocladiunr i/ieee ''   85 

q 切助oiaagarwalu    92 

のtoゆwa eucalゆhIey/a '' 92 ,93 

Via porthe cubense   ・・ 91,92 

ルnicrinagrafjir   97 

D ゆIndiapinca   49 

Dv/Iris/i ucla pmj  

D0めistronra septosporum・ 

助ysゆlie acac?ae     77 

EりIsゆlie cic加m ccc mi/ni   77 
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Con ′cmm roifs〃 … “…

Co “′cmm sa′mon ′co′or …・" “… … ・ …・・

C-yp ぬり月例 白徹 gy; り ロ .. … " … . … … , .・

c′yP わonecfr ′a わaVanens ′S … .川 … .

c′yp/zo-2ed れGp ‘z7役sz"C α .,.. … … “,

c 埋め′◇〆" “?"Z の“"e′婚姻 … .‐. … … “ .… ."

じy毎にかOC′"〆′"′〃 dqD 頭 "′′z … … .・ … ". ・

Cy 加冠フodd α粥川 のり超忽′?"e … … ・・…・・

の 彰′ぬりじなぜ"““〃o′?〆の粥川 …… - …… ,.

cMm メフリdqdmm ぬ czco‘" … ,“,",, “

cy/≧“〆“ 〆"〆′′加 川α" のSPD 粥 川 .… .・ .... ・

cy′′ndroc′ad′"m qリ′“quesepraf"m 馴

cy′′ndroc ′ad′"m scopar ′"m … 川 … .

q′/?′招かocなα粥川 sco力の 7zの2Var ぁ凝sz方釧鞘s

cy ムフーダフリメ"〆′′!′′?瀞川メゼキ ,....… … … … …

cM 崩ぬりメ"ぬ "粗 忽デゾメ燈 "… "" … .… .

cy 加須γodd ゐ 7′′““だ"e ・・ ・… " .". “

cj め sp の ""g の W 〆 " … …・-‐.・… … - .… .・

q のめα " 似にαα卿′の′""

D′aPort 力e cubense .... … " … .・… .・

Dme'?mgm 新 7 ……

　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　　 　

D α /ぞねれo′“" か izノ … … … … … .・

Doth ′sfroma seP てosPorum . " … .・

　　　　　　　　　　　 　　　 　 　

β j),szp/zed αーom"" ′?“〃

20

28

、 91,92

91.92

・ 91,92

.… .・ 24

.... 84

… … ・ 84

… ・ 83

,.・… 84

" … ・ 84

. … ・ 84

9,83,84

84

84

84

85

92

92,93

91,92

97

49

43

43

77

77
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EりIs羽ie polygont 

ElymIICII(ifl so liitoiitcoん1  

Exosporiuin albivac   66 

Evoゆorluln kitcoenne  

Fomes lamaensis  

Fonies 1205/US   24 ,25 

Risanuni latentilon I sp 加In    52 

Fusarsum mon//iんrme var subg/utinans   52 

Fusarmm sp ‘・‘、 ‘‘ ・・ ・・ ・・・・‘・・ 

Fusanum spp …‘' 9 

G んeoゆonuoz sian/cue  

Glomerello cv房ulata   61,62,63 

HeterosonunL albiaae   66 

H)加c/inns ceub功gus  20 

角リ）o c/tn us cuc urn ens ・・ー……   20 

加nopsis ac/cu/one van uiticis   98 

.benopsis beiggrenu   " 75 

Lasiodiplodia theobromae   32, 33 

Lゆ加stronia dunssirn urn 

LendmI危ルul7m ・・ 

Lophodermium auska/e …・・…・……・・ ・ I ・・・I I・I・ 45 

L0p加庇mmm malel/se …・・・ 

Lophodermiurn pinastr, ' 

Lop Jiodenniuni seditiosun. .. . .. ' ' ' 48 
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77おり秘めたe卿 収翌o'“……… …… "…………………………… .・一 .

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　　 　

E 切 り ommz αわなme … … … … … … … … “… .… " “… “ “ … … .・....

屋・oゆ mm “;′e7ばα例解 ・・………………………………………… “

F の 'zes′mimeizys … … … … … … … .… … … .. ・......". “… …

Fo7 “es 770期そ岱 … … … …・・… " … ."...,.… .1,.… ,.… ...“… … " …

F7′sの“ぞ'}?′〆 eれぎぬり,zfsp か2m … … , “ … … ・ … … … … … … … … …

F"sar ′"m mo “′′′forme Var S"bg ′リf′“anS " … .… … " … “.“"".".

Fzfsα者閉 '}7sp = " .・" " " 、 、、"

F リsar′"m Spp .",."" … … … ." … … .・… ' “". ・… … … … ." …

62G′。eosp の 2捌 乙s7α朋如 e "" … … . " … . ・."""

G/ 。}}}eγ8"q C“?g"′"如 ・‐‐‐‐‐.‐‐‐‐‐‐" ‐… ‐““… " … ""

旦 ere,りsDorm 別 にfbizme … … … … .....

幼 少。c′-′z′rs cei7か所偲 ぼ・… … … … " …

"y β偶 如 ffsc!fqm のこ̂s … .… " … . “

みの topszs αqC に‘osαVar むご委などs “… “" … … """

!7の zops 為 わe′gg′セ““ …・・.… … ".". ““… .". …

… " … … … … … … ・ 32,33Las ′od′p′od′a tわeobromae … … .....“…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　 　　

Lophodermmm austra ′e … ,. … . … ..・

Lの め de ““"の7z乙むαre'?Se ・・・ .. ‐

Lopfloderm{um p′nas 【rf .

乙。力んo〆の 7m" “′sgd′!′os“′jz “ . ‐".

… 46

…… 77

45

48

45,46

" ・ 48

61,62 ,63

66

20

… " … … … “"" … ・ 20

98

75

28

・“ … … .・… … 66

.………… … 66

24,25

24 ,25

52

52

52

9
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Macnゆho anna p加se oh 一   13 

Madoplionitna pliuseohno‘ ・‘ 

Maci卯ioniina phizhippinensis ' 

Mc/to后adOd/tint/n 

Me/to后amciicoba …・   ・・   74 

Melm危adたtiんsa var 所Ic/s  

Me/to/a aethiops     ・   ・・ 73 ,74 

Ale/lola actmops var n/n/or I ' 74 ,75 

Me/to/a a/btzsae …・・ 

A'lelioなalb,ztaevar zygtae   75 

Mc/iota hwoniis 75 

Me/to/a bidentata   ・ 74 

Mah0m bnshanens/s 

Ma/jo/a cantaルlm1/5/S ・・ ・ ・   98 

Meho加clerodendn   ・ 97 

Ma/jo/a ck,odandnco掖 ‘ 97, 98 

Me/to/a c!erodendrico/a vat m ,cyomera -   97 

Melル危cooketaim     I・   98 

Me/jo/a cooketana vat inttcts     98 

Mallb危 Cルm功ssm“… ・・ ‘   75 

Mc/jo危CII加ella ' 

Mc/to/a da乃eigtae 

Me/to/a durankte vat act isa/a     98 

Malto/a eiy加-inca   '   75 

Ma/jo/a hoj55nannseggtanii   ・ ・ 75 

Malto/a jo/instOjiti 

Me/to/a koae   73 

Maltoな加id/joda かdok   75 

- 126 

M‘mm め加 川“'"力方々 seoを・

Mqc フリかの“′′“" 〆 mseo ′′;?" ・ " … … “

屑 "のひか加 川′〃"Pjそば′力めzi′8;'szs . … … ".

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

あり〆ぞ〆 "" ごQc?zco′" … ‐

ハグメ′〆 "" αα′わ s"Var 〆′に括 … “・-

Mej ′oja aet わ′oPs … … … “.- ‐. … “. ・

ハを /′o‘"" メカ′ひpsvar ““〃“

Me ′′0′a afb′z′ae " “ ・ … … … " 、 " “

Me/? 〆 ""/ 飯之殻 eVal ‐z呪g′αE2 .....“ … ."""

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

れイg/io′Q b打s加 雁 }2srs ‐

Me/z 〆な "; 法"′e??勿 2sZs .・

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　

Mef;o'a cferodendr'cofa var micromera

ハを′ごo超 coo 彪ノmm … … .・

ハイe‘zo′α Coo 卿 に‘自立Var むiliczs "" … … ・…

屑e′か慾の勿′破格s“〃" … … ………

Me 舞oね c"もぎα函 ・

屑〆′〆" ゑ7′もe7g′αe "" “..... "." … .・

ハイ〆のね ぬ "夜"奴 eVardc 【ZS餌食 … … ""."

脱 〆の zαの)暖か潟me ・・"" ・.‐“ ‐… … … .

M 戒 厳α卿が“のりzseggz伽α…… .

屑〆≧〆 " ノoた?・慰のぞぞr "" … … .・

Me"o ′a koae ・… "" “ … … … … "" … ・

羽引地幽かに虚飾"功′"′" ………… - …

13

13

13

74

ー. ・" … … .… . 74

ー ." … … … ““ 98

73 ,74

74,75

73 ,74

75

・ 75

・ 74

" ・ 74

" ・ 98

・ 97

97,98

" ・ 97

" ・ 98

・・・ 98

・・ 75

… 75

・“ 75

・・ 98

・・ 75

・ 75

・・ 75

73

75
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Mc/to/a 加realists  

Ale/to/a pたro catpI‘・・I 

Melm/ap勿'ocaiかcoな 

Mc/to危nm/costs var utticis  

Me/jok scabris e加 

Mc/jo后vt/ic/coた 

柏cioゆ加era abh(liter' '‘・‘ 

Mycosp/iaere//a gl島0/li ・ 

Mycoplasmalike organism   110 

Mycosphaerel/a brunneomaculans ・ 1   111 

Ncc/I/asp   ・・ 52 

lVyssopsora cedrelae I  

Oidtum erysゆIto/des   '   77 

0idtum sp   . .   78 

0 加ea tectonae ・‘ ・ 

Phaeo;sarbpsis anthocephala  

Phaeoseptoria eucaケpカ 

Phaeos助/o eta luzone,冨is ・・‘ '   86 

Phane,oc/iae/e so'加OI11C0伽」   28 

Phellinus noxius ・‘ ・I・ ・・ 24 , 25 

Phm"a mmIcmwe 

P /tome dej7ec/ens  

Phy山chora parktae   ・ ・   69 

Phyl白chora pterocarpt  

刊りIなclime acacke ・ー 
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98　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　

　　　　　　　　　　　 　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Mdzo ね γにαごeliszsval ‐明なαs ・“"・・・・

MB/ の忽 s餌わ“彫ね ……

　　 　　　　　　　　　　　 　 　

M に?osが ?αの役め′′““の 7 = " ・

む̂の沙 /zαの修""g7 総 om ・‐

Mycoplasmallke organlsm … .・

MycosP 力aere′′a bmnneomacu ′ans

75

75

98

75

98

77

40

110

111

~yssopsora cedre ′ae ,..... … … … … … ". ・

02dz7‘7}?gり′s′〆 Z諺メgs … … “

oidmm sp … … “" … "““

0′′yea redo “ae " ."

108P わaeo ′sar′oPs ′s a自fわoceP わa′a ・." …‐‐“

P わaeosePtor ′a euca ′yPt ′… … " … " … ". “

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Pfle"mus noxms " ". … … ".・“… .".

f〉′の“′" α'"zば"岩沼β - ‐‐‐ ......" … … “.

P" 〃''zqd 明 eCfeizs .… .… " “… … … ." “

Phy"aC わora Pa 欣′ae … "" … … .・..・" ・

Phy"ac わora Pteroca ′P′ … … .“" … "

Pjzy 〃"〆′j?解 αCqcme '" … … … .・“......

86

86

28

24 ,25

59

59

69

68,69

77

52

106

77

78

99

一 1‐27 一



P加llosl ic/a araucanac ' 59 

P 加llosticta aiaiicaiiaecoな ・ 59 

Phy/losticta brasiliensis '' 58 

Phytophthora spp ・ 

Pseudocercospora eucalypti ' ' 88, 89 

Pseudocercospora gnie/inae ' 

Psaudocercospora iniーdciおiJlorae . 39 

Pseudocercospora pterocarpico白 一・… 79, 80 

Pseudocercospora ranpta 一‘‘ ・I 96 

Pseudocercospora subsessi/is  

Aeudocewospora viticicola 101,102 

P 加“而tercoゆora vilicigena 

Pscu而cerco功ore vilicis ・ 100 ,101 

Pseudotercospoia viticis - qiiinatae lol,102 

Pythium spp  

Ravens/ia achroa 

Rhizoctoniab"mtwo/a  

R/nzoctonia laniell昨m 

Rhizoc加ma solani ・I 9 17,18 

& hr/napmI 

Scルm finn, ba加f/cola ' 

晶ル1り加mliv橋i I‘…・ 20 

Septo廟sゅtoゆora   ・   ・   43 

Sphaceloma me/lao   I・   103 

助加erodotlus hv,s/onae 

争加emopsis al//si! ' 
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P/が /わ s′に殻 の Zmc の 7αe .

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

P わy′′osf′cra b′as"′ens ′s .・ ‐... …

PわyてoP わぞわo′a sPP … … .・ . …

PseudocercosPora euca ルメ ′ . ・

Pseudocercospora gme ′′nae ・

P 雄 司 oce だ oもPomp 〃〃 ~- 庇 i郎扉 o′れe ・

Pseudocercospora pでerocarp ′co′a .

Pse′fdocだ'てospの"mi リば" 旧 一

Pseudocercospora subsess ′′′s … '

P 彫 "docc ノの め ○′投じ甫 Cにo‘"

只繁雄/oceだoゆ om 〃ぬαgem

月 sgirdoc の℃oゆ Din じ′海 難 … … … .

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　

pyfhmm sPP "" … “… .・ " . ・

5
9

弱

58

9

88,89

95

39

79,80

96

105

101,102

101,102

100 ,lol

101,102

Ravene ′′a acわroa

　　　　　　　　　　　　　　　

Rル′20cm 〃"′"′〃〆/吻 m

Rわ′zocton′a so!an ′

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　

& 知 り′ノ〃〃“℃於 〃 … . ・ … … … … .

Se〆 o'忽 那 PfosPo7 復 … … … … .・

SPhace ′oma me ′′ae ・… … … … ‐.

s獅 zαのリメメ′′鵜 飼 格ゎ me .… … … ・

SPノ′"8′りPs′se 〃山 ′ 叫 … … … ・

71

13

13

9 ,17,18

43

13

20

43

103

69

49
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Sphaerops,s sap/flea 

助加emmccc cassiac‘・ー 

刀lanaた，加/7(8 CUCI(/?IC1審 II 

Urede cedre/ae  

Uredo tectonac ・   99 

Vaなa ceratosperma 

2）宿主和名索引 

アオノリユウセ“ソラン I ・・…‘ ・ ・ -21 

アカギ 

アカキナノキ 

アカンア   ・ 7, 13,25 , 28, 62 ,70, 74 ,78,81 

アカンアマンギウム   36 ,74 

アガチス 

アカハナセンネンボク 

アカマツ 

アカメガシワ 

アカJファ   ・   29 

アジサイ 

アセンヤクノキ 

アパッチマツ ・・・・・・‘I・・ ・‘‘ ・・・・……・・・……‘ ・…‘ 44 

アブラギリ   21,29,34 

アブラマツ ‘ 47 

アブラヤシ   26 ,34 

アボカド   14 ,26,35 

一129 

sP わaeroPs ′s saP′nea 49

s獅 ?"e“′/?ecα cqsszα42 ・=. 77

“‘"7′"‘e力んo′?fsczfcz朋 の 7s - … … … … … … … … … … ・・ 18

Uredo cedre ′ae … …・・… … … " “ “ ・ ・・・・・・ ・ … ・… ・ ・ 106

U〆βdo Zed の zαg " ・・… … … … … …・・…・… … … … " … ・・・・… … … ・ 99

va ′sa cera でospem “a ‐‐‐‐... ・ ‐". ・. ‐" ‐ 92 ,93

2)宿主和名索引
ア オ ノ リユ ウ セ{ソラ ン ・ " … … …・・…・… …・・… ・ ・21

アカギ “ …… ー .…… .""." ' " 旧 … ………… 25

ア カ キ ナ ノ キ - - ・ ー “ ・ " ・… "34

ア カ シ ア … … … … ・ ・ … … 7,13,25 ,28,62 ,70,74,78,81

ア カ シ ア マ ン ギ ウ ム … ・…・… …・… … … … … …・… … - … ・・ 36,74

ア ガ チ ス . ‐ 28,34,56,57,58,60

アカハナセンネンボ ク …・ ・… ・ 16

ア カマツ ……… " - … ' … … … 39,41,44 ,47,50

ア カメガ シワ … … ・… … … "……・・… "" ・ ・ " 34

ア カ リフア …… "…… ………・・… - … …… ………………・・29

ア ジ サ イ ・ “ … ・ … ▼… … … … - 16,26

アセンヤ クノキ …… …… ・ ・……………“… “ … ・ ・ 78

アパ ッチマ ツ … ・…… " … …・…・" …・… ・ ・… ・ 44

アブラギ リ …………………………………………………・21,29,34

アブラマツ ・.…………………………………・……………………・47

アブラヤシ ………………………………………………………・26,34

アボカ ド …“"………………… "…………… -……・……・14,26,35
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アムラタマゴノキ  34 

アメリカネム   ‘ I 75,78 

アメリカバンマツ ・・‘'‘ ・   26 

アメリカフウ ‘ I・ ・ I   35 

アラアピアゴムモトキ   67,78 

アレッポマツ ‘ ・ ・   41, 44 ,47,50 

アロウカリア   25 , 34 , 51, 56 , 58, 59, 60 

イタリアストーンマツ 48 

イチジク   ・   …21,29,35 

イトスギ   ‘   13 ,30 ,34 ,51 

イヌビワ ・ 

イヌマキ … ・ 

イントウオトリギ 

インドクワ 

インドゴムノキ 

 35 

29 

イントシタン  ・・‘・…18,21,61, 62 ,63 , 69 ,75,79, 80 

イントジャポク   ・ 29 

インドボダイジュ 

ウーカルパマツ  ・   …41, 44 , 47, 50 ,54 , 55 

ウンナンマツ 48 

エキナタマツ  41, 44 , 47, 53 

エピスグサモドキ ‘ ・‘ ' 62, 74, 78 

オウシュウアカマツ   ・・ ・   41, 44 , 48, 50 , 53 

オウシュウカラマツ ・ 43 

ー一一130 

アムラタマゴノキ ……~ … ………… ……… ………… - 34

ア メ リカ ネ ム … … ・ ‐‐… … ・ ・ … … … … ・ … … ・- ・ 75,78

アメリカノぐンマッ …川 … .・“". ・… "…旧 ……“…… 26

ア メ リカ フ ウ ・ー … … ・ … … … … - … … " ・ ・… … "35

アラアビア ゴムモ トキ ………… - … ……… " ……“ 67,78

ア レ ッ ポ マ ツ ・ ・… … 41,44,47,50

ア ロ ウ カ リア … “… … " 25 ,34 ,51,56 ,58,59,60

イタリアス トーンマツ 48

イ チ ジ ク ・… ・ ・- …・・… ・-- …・“… … …・・‐ … 21,29,35

イ トス ギ ・… … … … … ・ … "" …・… … ・…・・13,30,34,51

イ ヌ ビ ワ ・… … ・ ・ … … … ・" … … … “ … ・… … ー 25,28

イヌマ キ … 叫 …… . …′"… .・m.- “"" … … ………… 26

イントウオトリギ "……" …“…・・…- ……35

イン ドクワ ………… 29

イ ン ドゴム ノキ … 30,35

イ ン トシ タ ン ・… … ・ - - … 18,21,61,62,63,69,75,79,80

イ ン トジ ヤ ボ ク … … ・ … … … ・ ‐… ‐… … … ・‐ … … … … ・29

イ ン ドボ ダ イ ジ ュ … " … … … " ・ ・… … … - - … ・25,28

ウ ー カ ル ノぐマ ツ … - ・・… … .・… 川 .・41,44 ,47 ,50 ,54 ,55

ウンナンマツ ……… " …………・48

エ キ ナ タ マ ツ … … ・・ … … … " … … … … … 41,44,47,53

エ ビスグサモ ドキ ……・…・… - … -…・ ー ・…… 62,74,78

オ ウ シ ュ ウ ア カマ ツ … … … … " ・“… … … 41,44 ,48,50 ,53

オウシュ ウカラマ ツ ……… " 43
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オウンュウクロマツ 41,44 ,48 ,50 

オウトウ …‘ ・ 

オオアリアケカズラ 

オオイタビ 

オオニンジンホク 

オオバノセンナ   ・ ‘ 78 

オオハマホガニー ・‘ '106 ,107 

オクロ … ‘ 

オリーブ 

カエンポク 

カカオ … ・・ ・ 14 , 26 , 29 , 33 , 35 

カキノキ 

カン …・ 

カシューナソツ ‘・ ー 

カトンラウト 28 

カナリ」マツ … ・I  

カナレソテ ・ ・ ‘ 25 , 34 

カポノク I   ・ I   21,26,29 

カポ・ール 

ガマズミ 

カマハアカシア ‘・ I・ 71,74 ,78 

カメレレ ‘‘・ ・ II   89 

カヤ 

カラタチ 

カラタネオガタマ 

ガラナ 

カラマツ …・ ・・ 
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オウンユウ クロマツ 41,44,48,50

オ ウ トウ …・・ ……… …………・・ ……… “・・" " 35

オオア リアケカズラ ………・・ - ・……………・29

オオイタビ " 21

オ オ ニ ン ジ ン ボ ク … … … " ・ ・ … " ・“ 102

オオバ ノセ ンナ ……・‐ …… … ・ 78

オオハマ ホガニー … 106,107

オ ク ロ … . … … ‐ . 74

オリ一ブ … …………- 川 14,21

カエンボ ク ・………・・" ……………・… -…………… "30,36

カ カ オ … " … … … ・. 14 ,26,29,33,35

カ キ ノ キ ・ … … … … ・" 35

カ ン … ・ " ・ … … … " … … … ・・ 21

カシューナ ッツ … - ・・……… - - ・ ー …“……… 34

カ トン ラ ウ ト … … … ・ 28

カ ナ リー マ ツ … " … … … … ・ - - … … … … ・40,44,47,50

カ ナ レ ッ テ … … ・ ・… … … " ・・ … … … … … ・ ・ 25,34

カ ポ ,ノク … ・… …・・21,26,29

カ ポ --ノレ 25

ガマズミ…“…・~ ……・・…* 36
カ マ ハ ア カ シ ア " - … … … " 71,74,78

カ メ レ レ “ . . - … … … ,89

カヤ ……… ・ - - ………… … ……… 34

カ ラ タ チ … … … … - ・… … ・ 16,35

カラタネオガタマ -…・… ・ ‐・“………… …… …“…… 30

ガ ラナ … " ・……… - ・ …・ ・………… ・ ……… = 33

カ ラ マ ツ … ・ " … … … … … ・ - “ 48,51
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カランノぐヤン  7, 108, 109 

カ」ソサ   35 

カJピアマツ   41,44 ,47, 50 , 53,54 ,55 

カンキチク …・  35 

相橘   14 ,16 ,21,26,29 

キアイ ー・・…・‘・・…… 

キイチゴ   29 

キウイフルーツ   ・  35 

キササゲ 

キタゴョウマツ ” ・   41 

キダチョウラク   …36, 95, 96 , 97 

キヅタ     26 

キナノキ 

キバナキョウチクトウ   26 .30 

キバナョウラク   97 

キャッサバ …・   21, 26, 29, 34 

ギュウシンリ ‘''   21 

キョウチクトウ ‘   30 

キンキジュ   ・   29 , 62 

キンゴウカン ‘   67,78 

キンコウボク ‘ ・   ・   34 

ギンネム   ‘   13, 25, 81, 82 

グアバ 

クサキ   21, 34, 96, 97 

クスノキ   ・‘ 21,26,34 

クダモノトケイソウ   35 

- 132 - 

カランノぐヤ ン "… " ………川 …“ . …… … "… .7 ,108,109

カリンサ ……- …… ………… …………川 ………… 35

力 リ ビア マ ツ … … " … … … “ … … 41,44 ,47 ,50 ,53,54 ,55

カ ン キ ラ ク ・・・・‐‐… …・・ "… … … … "… … ‘" … … … … “ 35

柑 橘 ・…・… … … " … … …‐‐"" … ・・… … …・・14,16,21,26,29

キア イ …・…・・……“ …………………・ " …… ………・ …・29

キイチ ゴ …… ・……… 29

キウイフルー ツ …… " ・・… "… """ …・・………・ ……・・35

キササゲ "“…… ……………… "…・… "…・………… …・一 ・“・21

キタゴヨウマ ツ " ・…… " ……… ……・" … " ………“ 41

キ ダ チ ヨ ウ ラ ク … … … … " … … … ・ " ・"・… … 36,95,96,97

キヅタ ……………………………… ………… …山………・・26

キナ ノキ …… " ………・・……… ・…… ……・ … 21,29

キバ ナキ ョウチ ク トウ … " ……… ・・…… ……・ ……・26,30

キバナ ヨウラク ・…・……・ …… " ……・・……… - ……・ 97

キ ャ ッサ バ … ・ … … … … … " … … " … … 21,26,29,34

ギュウシン リ … “……・ ………・ー・…・……・……一 ・…… ~ 21

キ ョウチ ク トウ ・ ……・" ……… - …“ ……… ……… 30

キンキジユ ……“ ・・…… ……… ………・……… ・“ 29,62

キン ゴウカン ・ ……… " ……… ……・………………・67,78

キン コウボ ク ・‘ ………… - ……・ ・…… " ・…… " …… " 34

ギンネム ……・ ……… ……… ・……… ……・ 13,25,81,82

ク、アノぐ…- ……… …旧 ……….14 ,29,35

クサ キ ‐‐“"- ‐ ‐‐‐… “… ‐..‐““" ‐- ““‐‐. ・ ‐." … ‐ 21,34,96,97

ク ス ノ キ ‐"" ‐ ‐‐“… ‐ -." … .‐‐‐.""= ‐.-‐ … " ‐‐ 21,26,34

ク ダ モ ノ トケ イ ソ ウ "" ・・ … " … " ・… " ・ “" “・・・‐‐‐・"・・・ 35
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クチナシ   26 ,30 ,35 

グネツム 

クプール ‘‘…・・・‘・ ‘   29 

クルミ 

グレノグマツ ‘  47 

クロマツ   ・ ・・ ・・‘   39 ,41,44 ,48,51 

クワ   ・   14 , 16, 21, 34 

ケンヤマツ   41,44 ,46,47,50 ,54 

ゲッキツ ・・   26, 29 , 35 

ゲッケイゾュ 

コアアカンア 

コウョウサン 

コカノキ 

コクタン 

ココノエギリ 

ココヤシ 

コンョウ 

コノくンノアン 

コーヒーノキ   14, 16 , 21, 26, 29,34 

コラノキ 

ゴレンシ   29,35 

コントルタマツ  41,44 ,47,50 

コンロンカ 

ザクp  35 

サゴヤシ  34 
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クチ ナ シ … … … … … … --. ‐… -… … … … … … … ・ 26,30,35

グネツム ー 29

クプール ……… 川 …川……………………- … - …….・29

クル ミ ・・・・… … … … … … . ‐‐- -. ‐… … … … … … … … … … ・35

グレソグマツ " …………………………………… ……….47

ク ロマ ツ … ・… … ・・・・ ‐ ‐‐ ‐‐ . ・… … … ・・39,41,44,48,51

クワ … " ……川 .・………………………………… .14 ,16,21,34

ケ シヤ マ ツ ・・… "" …・… … …・… … … … … … 41,44 ,46,47,50,54

ゲッキツ ー … …………………………………………・26,29,35

ゲ ッケイ ジュ …… …・ 21

コアアカ シア … - ・・… ・……・“……・……… … 74

コ ウ ヨ ウ サ ン … … ・ … ・・… "" 21

コ カ ノ キ . … " " "= .・ … 川 .・… … ““… .26,29

コクタン ………… …… ・… … 28

ココノエ ギ リ … - ・" … ・…・一・……………………………… "16

コ コヤ シ ・・ " … … " … … 14,26,34

コシ ョウ ・ 21,26,29,35

コノぐン ノ ア シ ・“ … ・・… “・・ " ‐ 34

コー ヒー ノ キ … " … …・…・… … …・・… 14,16,21,26,29,34

コラノキ … ・・ー……………… 29

ゴレンシ …・・… "……・…………・………… "… "…………… " 29,35

コ ン トル タ マ ツ ,… … … … …・…・… … …・・… … "… … ・41,44,47,50

コンロンカ …… “……“……………… "…“・… 旧 … ,. - “.35

ザクロ …………………………………………………………………"35

サゴヤシ ………………… " " ……………………………………“34
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サザンブルーガム ‘‘ ・・86 ' 89 . 92, 93 

ササンマホガニー …‘   86, 89 , 92 

サツマイモ 

サトウキビ 

サポジラ   ・   34 

サンショウ   35 

サンタンカ   ・ ’ 30 ,35 

サンユウカ 

ジュフレイマツ   ‘   41,44 ,47 

シタン   ・・ 18 ,71,75 , 81 

シッソノキ   13,18 ,25,35 ,62 ,71,78 ,82 

シドニーブルーガム   ・   86, 89 

シナグリ   ・ 35 

シナノキ   ・   34 

シマカゴノキ 

ジャイアントイピルイピル ・   7,18 ,28 ,34 ,62,67,80 

ジャイアントマツ   47 

ジャスミン ・・30 

ジーリンギア ・・28 

シロニンジンボク   ・   102 

シロマツ   44 

ジンチョウゲ 

スイスマウンテンマツ   50 

スオウノキ   ・   34 

スキ   …21, 28 

スコッチマツ ・   ・ 41,44 
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サザンブルーガム ー m …… - - … .… h ・86,89,92,93

サ サ ンマ ホ ガ ニ ー … ・ …・・… "" …・… … … …・・ 86,89,92

サ ツマ イモ ・34

サ トウ キ ビ … … " ・ … … … ▼ ・ … … ・ ・ " … ・53

サ ポジラ …… ・ ………… ・・……・………“ ………… 34

サ ンシ ョウ ……… ……“ ……………・ 35

サ ン タ ン カ … … " ・ … … … " … … … " ・ … " ・ ・ 30,35

サ ンユ ウ力 … " ・ ……… … ……・30

ジ ェ フ レ イ マ ツ … … ・ … … ・ " … … … … … “ 41,44,47

シ タ ン … " … ・… … … ・ - … … … … “… … … " 18 ,71,75 ,81 ‐

シ ッ ソ ノ キ … … … " … … “ 13,18,25,35 ,62 ,71,78,82

シ ドニ一 フルーガム …… m " ・…… .・m 一… .・… " “… .86 、89

シナ グ リ … … " … ・・… " … ・“ … … ・ … … ・ ・ 35

シ ナ ノ キ ・・… ・・… …・… ・ “ … … … “ …・… … ・… … - "" ・34

シマカゴノキ ー …… " … "“・・ ……… “ "… 25

ジ ャ イ ア ン トイ ピル イ ピル … … … … ・7,18,28,34,62,67,80

ジャイア ン トマツ ……… " …………・ ……・ … ………“ 47

ジ ャ ス ミン …・・ ““… … ・・… … … ・ """ …・・… … … ・・30

ジー リ ン ギ ア ・・28

シロニンジンポク ………… …………・・ ……… ……・ 102

シロマツ “"… ".・‐.……… .・一………“mm … " …… " ・ 44

ジンチ ョウゲ ・………… - …………… ………“ ……・ …・21

スイスマウンテンマツ "……・・… ……・… "一 ……・………… 50

スオ ウノキ …… " ・………… ………… ………・・……… 34

ス キ … - ・………・ ………… ………………・…… " … 21,28

ス コ ッチ マ ツ ・…・… ・ … … …・・… … … … … ・" …・… ・ 41,44
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ストローブマッ  41, 44 ,48,51, 53 

スノぐ 

スプルースマツ 

スポッテッドガム …・ ・・ ・I  

スモモ …I‘ ・   29 

スラッンユマツ   … ・   41,44 ,47,50 ,53 

スリアンハワン 

スリワンギ 

セイョウコバンノキ   ‘26, 29 

セイョウナシ ・ 16 ,29 

セイョウニンジンポク   ・ I I 102 

セドロ 

センゴンジャワ ・ ・   67,78 

センダン 

センナ   13, 21, 26, 29 , 34, 62, 75, 81, 82 

センブラマツ  47 

ソウシジュ 

ダイオウショウ … ・・…   41, 44 ,47 ,48 ,50, 53 

ダイサンチク ・・   21 

タイワンアカマツ 

タイワンイズセンリョウ 

タイワンギリ   ・   21 

タイワンセンダン  25, 34 , 103, 104 , 105 

タイワンネム   ・・   67 

タイワンレンギョウ 

1135 - 

ス トロー プ マ ツ … … … - 41,44,48,51,53

スノぐ…………川………- … ,21
ス フラレー ス マ ツ … … ,.… ,. 47

ス ポ ッ テ ッ ドガ ム … ・ - - "・…・… "…・… “ ・ ・… ・ 86

スモモ "… "… "" ……… - ・ "…………・…… …・… "…・29

ス ラ ッ シ ュ マ ツ … "" … …・・ … … …・… " … ・41,44 ,47,50,53

ス リア ンハ ワン …………………………… " " ・ ・ 106

ス リワ ン ギ ・… ・ 29,106

セ イ ヨ ウ コバ ン ノ キ ・・…・… …・・… -- … … … …・・… … ‐ー ・26,29

セイ ヨウナ シ ・………………………………………・・… - 16,29

セイヨウニンジンボク ……………………………" … ・ 102

セ ドロ … …・“ …………………… "…・・………・106

セ ン ゴ ン ジ ヤ ワ ・ ・"" … … "" … … … … ““" … … "“… … " ・・67,78

セ ンダン …………・… "………… - … - - 103,104,105

セ ンナ " … …・・… …・… … …・・ 13,21,26,29,34,62,75,81,82

センフキラマツ … … ……………………………… ……………・… "47

ソ ウ シ ジ ユ …・… “…・… … " … … … ・… ・ 71,74

ダ イ オ ウ シ ョウ … " … - … … … … … 41,44,47,48,50,53

ダイサ ンチ ク -…・ - ……… "………………・… "…… "…・21

タイワンア カマ ツ …………………………・…… " ・… " … ・ 48

タイワンイズセン リョウ …・……・… "……・・……… " ・・ 26

タイワンギ リ ………………・“ ・…… " ・ " …・……………… "21

タ イ ワ ン セ ン ダ ン "… …・・… - … … … 25,34,103,104,105

タイワンネム ………………… " " ……… …………………… 67

タイワンレンギ ョウ ……………・ ・ …… " …・ …………・26
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タガヤサン ・…・・ ・ ・   ‘ ' 62 ,70 ,74 ,78 

ダクラスファー 

タコノキ 

タブノキ 

タローウッ~ 

チーク ー‘・I   …   26 ,29,34 , 36 ,98 ,99,100,102 

チャ ・‘‘・   ‘   ‘・… 14 ,21, 26, 29 ' 34 

チャラン ー 

チャンチン 

チェリモヤ 

チョウジ ‘ 14 , 26 , 35 

チョウセンコョウ 

チリーマツ 

ツバキ   I ' 16 

ディッガーマツ 44 , 48 

デイゴ   ・26 , 30, 62 , 75 

テコテマツ ‘ 

テーダマツ   …41,44 ,47 ,48,51,53 

デリス 

テリハボク ・1 25,34 

テリハユ」カI '   86 

テルマルマツ   ‘ 41,44 

トウネズミモチ 

トウヒ 
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タ ガ ヤ サ ン … ・“ … " … - … ・ … =" ・ … ・62 ,70 ,74 ,78

ダ ク ラ ス フ ァー ・ … ・ " … ・40,43

タ コ ノ キ ,.・ 21,34

タ ブ ノ キ … ". 25

タ ロ ー ウ ッ T .・86

チ ー ク ・… … … … … ・…・… 26,29,34 ,36,98,99,100,102

チ ャ … ・・ … … ・ ・ … … … … ・… ・ 14,21,26,29,34

チ ャ ラ ン ""21

チ ャ ン チ ン … … ・ ~ … - ・ 25,106,107

チェリモヤ 16

チ ョウジ ・ 14,26,35

チ ョウセ ンゴヨウ "47,52

チ リー マ ツ … … ・・“…・… … … ・ ‐‐・… - … ・・ 16,59

ツバキ ………川 …川 ……………- …" …・ 16

ブ イツガーマッ "…… .・…川 … .・… "… …… " 44 ,48

デ イ ゴ …・・… … … … "" “・ … … - … … ・ ・26,30,62,75

プ コ ブ マ ッ ・ “"… … ." … ." … … 川 … “・, “" ,41,44

テ ー ダ マ ツ … … ・ … …・・ ‐‐… - ・・41,44,47,48,51,53

デリス …- ……… ……………- …川 …- ……. 34

テ リハ ボ ク …・ ……………… " ……・ …… …… 25,34

テリハユーカリ …“…… ………・“…… ……川 …- 川 86

ブ ル マ ノレマ ツ " … ・・ 41,44

トウ ネ ズ ミモ チ … … " … … … ・一 ・… " … … ・ ・… … ・ … ・30

トウヒ ……“ ‐……… .……… …… . …… ……… 48
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トガサワラ   ‘   51 

トガリウッド   ‘   34 

トックリキワタ ‘・   26 

トベラ 

ドリアン   ・・   21, 29, 35 

ナシ 

ナットパイン II 
ナツメグ …‘……・‘   26 ,29,34 

ナツメヤシ   ‘   I  35 

ナンバンアカクロアズキ 

ナンバンサイカチ 

ナンョウザクラ   26 ,30 

ナンョウソテツ 

ニオイネムノキ ・・…   ‘ 67,74 

ニ’ノケイ 

ニンジンポク ・ … ・  29, 98, 100 , 101, 102 

ヌルデモドキ …・… ・・ ・…・   98 

ネズミモチ   1  35 

ネナシカズラ 

ネムノキ …・・………・‘・・‘・‘…   34,67,70 ,75,81,82 

ノーフォークノぐイン 

ノブコーンマツ 

  59 

41,44 ,47 
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トガ サ ワ ラ ー‐--.. ,.--‐‐,.‐‐- ." … .‐‐‐‐‐".". … ・““… … .・51

ー、ガ リウ ッ ド … … ‐.‐… …‐・‐‐ . … … … … “." … … … … …・・34

1一ソク リキ ワ タ ・・ ‐‐‐・‐・・・・-- ・ ・.“… " ・・・‐".""" “… ・・・・・26

トベ ラ … …・… … ・ … … … … … ...‐‐・ 30,36

ド リア ン … … … … …‐・- … … … … ・ ・‐ .… … … ・ 21,29,35

ナ シ …………・………・ … 33

ナ ッ トパ イン ……………………・ " ………………・" …・ 50

ナ ツ メ グ … ・… … ・ ・ - … … … … … … … - - ・・ … … - 26,29,34

ナツメヤシ - … - ・………………… … ・・………………… "35

ナンバンアカクロアズキ …・… "………… " … … ・………・ 29

ナ ンバ ンサ イカチ ・ " ………… …・"- - ・…… - 74,78

ナ ン ヨウザ クラ ………… " …・… …………………… … 26,30

ナンヨウソテツ …………… … …………………………… 35

ニ オ イ ネ ム ノ キ " … ・・… …・… " … … …・一 一 ・ 67,74

ニ ソケイ … "" “……… ・… ・・-… -………… 21,26,29

ニ ン ジ ン ボ ク … … … " … … … 29,98,i ‐00 ,101,102

ヌルデモドキ m ・… … … 馴 ………….…………….・ 98

ネズミモチ …………" …………… " ・…“ " " ……… ……… 35

ネナ シカズラ …… - ・ … ・……………………………・ 110

ネ ム ノ キ … … … “ … ・… ・・ 一 ・ … … … ・34,67,70,75,81,82

ノー フ ォ ー クパ イ ン ・"…・… " …・… … “" “・・ " “ - “ "" “… … 59

ノ フ
ゞ
コー ン ▼〉、ソ ," “,… “… … … "" “… … ・". ・ー 41,44,47
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ハイトバ 

ハイマッ   I   48 

ノぐイノぐー 34 

ハイピスカス …・ 

パイプバナ ‘ 

ハゴロモノキ ‘   ・   ・I 30 ,35 

バージニアマツ  44 ,48, 51, 53 

バチュラマツ ・   41,44 ,47,48 ,50, 54 

ハナズオウ   ・  30 

バナナ   ‘   ・・   21,33, 34, 35 

ハニラ   ・ 21 

ノぐノぐイア I     '   ‘・14 ,21,34 ,35 

ノベビショウ ‘ ・ 41, 44 , 47 

バラ   ・ …16, 22, 30, 36 

バライロモクセンナ 

バラゴムノキ ‘ ・   14 ,21, 26, 29, 33 , 34 

バラタ   ・  29 

バラナマツ ‘‘ー 

パラミツ   ・ ・   16 , 21, 35 

ノ、リマツリ …・・   ・ 22 ,30 

バーレノ ドガム 

ハンクスマツ   ‘ 47 

バンノキ 

バンレイシ 

  13 ,21,26, 29 

26, 29, 35 

ヒギリ …   I・   30 

ヒゴウカン 

ビショ、ノプマツ   ・   44, 47, 50 

- 138 

ハイトバ ……‐ ……一 … ……・29

ハ イマツ ……… ・・………………・ 48

パイパー…"……- …………34
ハ イビス力ス …‐ …… - … ・…………・・ ………… " ・ 16

パ イプバナ ・ ……… - ・…………・" …・……… " ・“ ……… 35

ハ ゴロモ ノキ ・ ……… ・………… "- ………・ - 30,35

ノぐ一 ジニアマツ ……・・…… "……“…… - ……… 44 ,48,51,53

パ チ ュ ラ マ ツ ・… … … - … … … … … ・41,44,47,48,50,54

ハナ ズオ ウ … -- …… ……・・……“・ ・……・・…“ "" ……… 30

バ ナ ナ ・…・… ・・ "" … … - ・… … … ・ - … … …・・21,33,34,35

ハニフ ……………・……… " ………………・・………“ " 21

パ パ イ ア ・" …・… … … …・… … … ・… … … … ・・14,21,34,35

バ ビ シ ョ ウ ・ . … … … "" … … … … " ・ … … … ・ 41,44 ,47

ノぐラ ". … … … … " … … .m" " … … " … 川 .・16 ,22,30,36

バ ライロモ クセンナ …・… … …・・…・… 一 …・……… “ "… 78

バ ラ ゴ ム ノ キ ・ ・… … " … - ・… … …・・14,21,26,29,33,34

バ ラ タ … … ・ - -- …・… … … ・…・… … ・ … … "… " . “… …・,29

バ ラナマ ツ ・… …………・ … "" …… … … "“… … …・… 59

ノぐラ ミツ ・… … ・・… " … ・ ・… … …・・… ・. ‐… … … 16 ,21,35

ハ リマツリ … 川 …………… ………… - ……… .・ 22,30

パ ー レ ン ドガ ム … … … - ・ … … … … … … - ・・…・… … ・ ・ … …・・89

ノゞ ン ク ス マ ツ ・・… … " … 一 ・… … … ・・… ・ … “… … ・ ・ 47

パ ン ノ キ " …・… “ ・ """ … …・・… - … … …・・… ・13,21,26,29

バ ン レ イ シ -- … … … 26,29,35

ヒ ギ リ … - …・…・… - ・ … … -…・・ … … … " … ・ " … … … 30

ヒ ゴ ウ カ ン "" … …・… ・一一 ・・"" …・… ・ "" … 29

ビ シ ョ、ノフ
o{
クツ … … ・ "" …・… ““・・ ・… … ““" 44,47,50
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ピタンカ 

ビッグコーンマツ   I・ 44 , 47 , 50 

ヒソコリーマツ 

ピニョンマツ 

ヒノキ ・   51 

ヒマ 

ヒマラヤゴョウ   ・ ‘ "41 ,44 ,47,50 

ヒメコマツ …‘ 

ヒメツゲ 

ヒメノウゼンカズラ 

ビャクシン ‘   35 

ピャクダン ・・ ・‘   109 , 110 

ヒョウタンノキ ・‘   25 ,28 

ヒルマカ」ン 

ビルマネム ‘‘ ・・・ 

ヒロウ 

ビワ 

ビワモドキ 

ヒンロウン ‘…・ 

ファイヤーホール   ・ ‘ 21 

フェイジョア 

フォックステールマツ 

フォレストレッドカム 

ブキャナニア 

フクキ 

フーゲンビレア   1 21,26,29 

フサマメノキ   I 18 ,69 

- 139 - 

ピタンカ …… ・- ………………………" ・…… 35

ビッグコー ンマツ ……・ ~ ………………………・ 44 ,47,50

ヒ ンコ リー マ ツ … … ,… …・・ - .. - … ,… … … … “"… ・40

ピ ニ ヨ ン マ ツ … … … ・… …・・… "" … … " … ・ - 50

ヒノキ ……… ………………・ 51

ヒマ … ", … “… , -. " … … … “… … … ", ". " “ 35

ヒマ ラヤ ゴヨウ ・ -41,44,47,50

ヒメコマ ツ … ・ - ……………… "" ……… . " “ " . 48

ヒ メ ツ ゲ ・ ・ … … … … ・ 29

ヒメノウゼンカズラ ……………………"" - … … 30

ビヤクシン …“ . - -……………………………………… 35

ビ ャ ク ダ ン … … … … " ・ ・ - - … … … … … … … ・109 ,110

ヒ ョ ウ タ ン ノ キ ー … - … … … - …・… … - …・… -… … 25,28

ヒ ル マ カ リン … 旧 , ー ,… … … ,,… … … "",, … … ,,18

ビ ル マ ネ ム ・・“ ・ " ・… … … …・・… …・・…・・… … … … … 62 ,67

ヒロウ ・…………- ……・…"……・・…………………・35

ビワ … …… ………"…………"……・“… 21,29 ,35

ビワモ ドキ 35

ヒ ン ロ ウ ン ・ … - … ・… “… …・… "… … … … … … “ … 14 ,35

ファイヤー ボール ・ 21

フ ェ イ ジ ョア ・‐ " 35

フ ォ ッ ク ス テ ー ル マ ツ ・…・・… … " … … ・- - … - ・ … ・47

フォレス トレッ ドカム ……………… …… …“ ・ ・ … ・87

ブキャナニア …………………“… "“… ・“………… 28

フ クキ …………………………・・…“… " … " … … "25

ブ ー ゲ ン ビ レア ,… … ,… …・… … " …・・… … … … - 21,26,29

フサマ メノキ ・…・“… "…… "" …………… "… … ・ 18,69
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ブノソウゲ 

ブドウ   16 , 21, 26, 29, 35 

プラタナス   ・   36 

フランスカイガンショウ   39 ,41,44 ,47 ,48 ,51 

プルメリア   30 , 36 

プンゲンスマツ  44 ,448, 53 

ブンヤパイン …・ ・   59 

ベニノキ   29 

ベニバナユーカJ ‘・ 

ヘルノキ ‘'   34 

ヘンガルボダイジュ   ・   35 

ヘンョウホク   26, 30 , 35 

ホウオウボク   ・   ‘   26 

ホウライショウ   35 

ポスニアマツ 

ホソハウラジロエノキ  29 

ポド ・・28 

ポプラ   26 ,28 

ポプラカム I  89 

ポーポ-  14 

ホワイトガム ・・‘   ・  86 

ポンデローサマツ   ・   ・   41, 44, 48 , 50 

ポンドマツ ‘   ‘ ・   53 

マウンテンマツ ‘   41,44 ,47 

マグノリア 

- 140 ー 

フ
十
,ノン ウ ゲ " … … -. … … ," """ ・-- 26,30,35

フ
。
ドゥ … ". --… … .・ ‐‐‐‐‐--. ‐‐ ..‐..‐‐.‐‐‐ 16,21,26,29,35

プ ラ タ ナ ス … … … .-- ‐・‐‐ ““… ・・ … …・・ . ・… … … …・‐ 36

フ ラ ン ス カ イ ガ ン シ ョ ウ ・・・・"・‐-・ … … … ‐ 39,41,44,47,48,51

プ ル メ リア … " ・ … … ・ 30 ,36

フ
D
ン ゲ ン ス 『〉・ソ … … " … ,.… ▼ ・… … … ・ … … … “ 44 ,448,53

ブ ンヤ パ イ ン .‐‐‐ ‐ 一‐‐-- ‐ “" … … . “" … .‐‐" ‐..… "" … ‐59

ペ ニ ノキ ……… - - …… - ・…………・・… "・… "." ……… " 29

ベ ニバナユー カ リ ・・ ……・…・… … ……… ・・……・… … 89,93

ヘ ル ノキ " ………“・ ……… " …… " …………・…‐‐"34

ヘ ン ガ ル ボ ダ イ ジ ュ "… ." “… .・… m … .… ・… … .… . ・ 35

ヘ ン ヨ ウ ポ ク … …・" “" … … """ ・… … "・ "" … ・ 26,30 ,35

ホウオウポ ク ………・ ・…………・ ・……“ ……… " …… "26

ホ ウライ ショウ ……… - . ………“・ ……… .“ …………… 35

ボスニアマ ツ ……・ " …・… - 一 ・・……・ ……・・… ……… 47

ホンハウラジロエノキ ……… " ……… "" ……… “…… 29

ポド……一 m…- ……………………- ………"28

ポプラ …… ………… ………… ………- ………… 26,28

ポプラカム .………・ …………“′ ………・ ………・ ……・89

ボー ボー “" … " … - """" ・" """" … “ """ … ・""""14

ホワイ トガム " ・ …・……… ・ ……… ………・ ……… 86

ポ ンデローサマツ … ………… …… "… ." … … 41,44,48,50

ポ ン ドマ ツ ・ … - … - … ・ ・… … - … … … … " ・ ・" …・… ・53

マ ウンテンマツ ・ …………… ・……… " ……… "41,44 ,47

マ グ ノリア ……… " ・……… ・ …………… …………・ = "22
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鴬 
30 

21 

マツ 7,13 ,16 ,18,21,26 ,34 ,38 ,40 ,42 ,44 ,45,48,49,50 

52 ,53,54 

マツリカ …・ 

マホガニ-   19 ,21,26,29 ,34 ,106,107 

マラカツライ 

マンゴー 

マンゴスチン II14 , 26, 29, 35 

マンシュウアカマツ ‘・・・ 

ミサキノハナ ・  34 

ミズフトモモ   ‘ '   29 

ミモザアカシア  67 

ムニンガ ・I・・I  

ムラサキシキブ 

ムラサキソシンカ ‘ 

ムリカタマツ ・   ・ 41 

メキシコイワマツ ー … … …   I 44 ,50 

メキシコゴムノキ   26,29 

メキシコライラック ・‘ ・ 28 ,62,75,81 

メルクシマツ ・ ・‘ ・・ 41,44 ,47,54 

メルバウ   I・   34 

モウコアカマツ 

モクマオウ 
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マサ キ ………… ……………… - ……・… …・・…・ “ 30

マ チ ク …・… --- …・・ … ・“ … "… … “・ … … … … " …・・…・・21

くアッ 7,13 ,16,18,21,26,34,38,40,42,44 ,45,48,49,50

52,53,54

マ ツ リカ … . “…・… " ““・ ・‐ 一… … … … … … ‐ .-. 21,35

マ ホ カ
o
二 一 “ … … … … … … ・・ 19 ,21,26,29 ,34 ,106,107

マ ラ カ ツ ラ イ . ・ . 72

マ ン ゴー … ・ ・… … … " …・・… " " …・…・… ・14 ,21,26,29,35

マ ン ゴ ス チ ン ・・・・・・・… " ‐ ‐.“・・"" ・・・・・… ・・・・ ‐‐1‐4,26,29,35

マンシュウアカマツ “.・ … ・……………… ・" … 48

ミサ キノハナ ・……………………・・…・ …………………・34

ミズフ トモモ ………… -…・・…… …… "……………・… …・29

ミモ ザ ア カ シ ア … … "" …・・… … " ・ … … …・…・… … … … …・・67

ムニンガ ,"" …… "" ……“……… - "., … "……… "" …・69

ム ラサ キシキプ ……… - ‐‐ ・・ ……………………・ … 29

ム ラサ キ ソ シ ン カ ・-- … ・・… … ・・…・…・・…・… “… ・… ・ 35

ムリカタマツ ……………………- ・ - …………………… 41

メ キ シ コ イ ワ マ ツ =・ … … … "" … " … … … - - ‐ 44,50

メキシコゴム ノキ ………… ・・… … - …・…・………… 26,29

メ キ シ コ ラ イ ラ ッ ク " ・" …・… … … … … ー 28,62,75,81

メ ル ク シ マ ツ “" “ 41,44,47,54

メルバウ ……………・34

モウコアカマツ 48

モ クマ オ ウ ・・… … ・ … ・ … ・ - ・・7,13,19,21,25,28,34
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モチノキ  30 

モミ ‘   ・   51 

モモ ‘・   16 

モモタマナ  36 

モラべ   101 

モリシマアカシア   67, 78 

モルッカネム 7 ,18 ,19 ,21,34 ,61,62,63,67,78,80 ,81,82 

モンチコラマツ 47 

モンテレーイトスギ   ・   16 

ヤタンザ 

ヤナギ  29 

ヤナギバアカシア   62 

ヤハズカズラ   ‘   30 

ヤブコウジ 29 

ユーカ') 13 ,14 ,18,25,28 ,34 ,83 ,84 ,85 ,88 ,89 ,92 ,93 ,94 

ユカン   34 

ユッカ ・・・ ・   ‘   22 

ョウテイボク   ・   26 

ライチー 

ラジアタマツ   ・・ 41,42 ,44 ,47 ,48 ,50 ,53 

ラソカセイ …・・・・I‘・…‘……   34 

ラパチョ  110, 111 

ラミー   ・‘   26 ,29 

ランサ ・   26 
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モチ ノキ "…… ・……… " … "…・・……“… ……… … "…… "30

モミ …… m…… ……… ………… ………" ……….・51

モモ " “…… "" ……… ・ ““…… - …… "16

モモタマナ ・……… "… … "- ………… … ……・ "…… 36

モラベ "… …・" … "…… … "…・…・…・……・… … ・……… 101

モ リシマ アカシア ー……… - ・…・… …“…・ …… - 67,78

モル ッ力ネム 7,18,19,21,34,61,62,63,67,78,80,81,82

モンチ コラマツ …… " 47

モ ンテレー イ トスギ ………“ …………・ ………・ ・……… i6

ヤタンザ .……… ………m 川 ……… m ……川 "…… 67

ヤナ ギ …… .・…・ "… .…川 …… m … “…… " “… .".29

ヤナ ギパ アカシア … "… " … "…・…・…・……・…… ………・・ 62

ヤハ ズカズラ ………… .・……… ・……… " ……… " 30

ヤプコウジ ………… … … …… "- ………" ・……… … … 29

ユー カ リ 13,14,18,25,28,34,83,84,85,88,89,92,93,94

ユカン …………- ……… . ……… . ……… " ……… " 34

ユ、ソカ 、" ………… … "" … …… = …“…… ..…… ..22

ヨウテイボク " ……・ ………・ " ……… ………… ・… "26

ライチ‐ ………・・……… …“…… ・…… …・“ "…… 35

ラ ジ ア タ マ ツ … … " … … … … " ・ “ 41,42,44,47,48,50,53

ランカセ イ …… ~ “……・… ……… " ・ ………… ………・ 34

ラノぐチョ ……… …………… ……… - ……… - … 110,111

ラミー ……- ………- …・26,29

ラ ンサ … … ・・26
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ランブータン 

ランヘルトマツ 

  26, 29,35 

41 

リギダマツ   ・ ‘ 41,47,48,51 

リハーレッドガム 

リポンガム   ‘   ・ 93 

リュウガン ・   ・ 26, 29 , 35 

リュウキュウマツ 41, 47, 50 , 53 

リュウセ’ツラン 

リンゴ ・   21,29,35 

リンバーマツ   ・   41,44 ,47 

Iレノぐンニンジンボク 

ルリダマノキ 10221 

レインツリー 

レジノサマツ   ・ I   41,44 ,47,48,51 

レッドアイアンバーク I   86 

レモンコーーカJ ・・‘   89,92 

レンズマメ ・ 

ローズウッド   70 

ローズガム ・ 

ローソンヒノキ 

ロッジポールマツ 

ロングリーフマツ  50 
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フ ン ブ 一 タ ン … "." " … … "… … … ,."~- . … … ,.26,29,35

フ ンヘ ル トマ ツ … - -- … … -- … ," … "",. 馴 … .."“.・ 41

リ ギ ダ マ ツ … … ・ " … " … … … - … …・・- - ・ 41,47,48,51

リバーレッドガム ……… ……… …………………… ・ 86

リボンガム …………・… ・……… ・・ ……………………… 93

リュウガ ン 26,29,35

リュ ウ キ ュ ウマ ツ …・・… ・・ 41,47,50,53

リュウセハソラン - …… "" …“… . ……… ……・・…………・・35

リン ゴ ・… … ". … … … … “…・・… . . … … … … … … ・ 21,29,35

リ ンバ ー マ ツ … … ,… " …・・… … ・ . … … … … … ・ 41,44,47

ルパ ンニ ンジンボ ク ・… - ………………………… - ・" 102

ルリダマノキ ………- . ………………………m 山 21

レ イ ン ツ リー- ・… - … ‐ “… … … … … …・" … ‐ ・‐・・75

レ ジ ノサ マ ツ … … … …・・… … “ …・… … … 41,44 ,47,48,51

レッ ドア イフンパー ク ・…‐ ‐ …… "" ……… "…………… 86

レ モ ンユ ー カ リ … … … ,.… - … ,… “… … .…・…・・" … r 89,92

レ ン ズ マ メ , … " “"" … … … , . . -". … .… ,"" … … … … ,67

ロー ズウッ ド …・…… … - ……・……………・……… ・… ・ 70

ロー ズ ガ ム ・… … ., … … … … … …・・… … … ・ ・… 86,92

ロー ソンヒノキ … ……………………… ・ ・ … . ……‐…・34

ロ ッ ジ ポ ー ノレマ ツ … ,.… "" … "" ・ … ,… … … …・… ・41,47

ロング リー フマ ツ …・・… -… -…… … - ………・… "…… ・50
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3）宿主学名索引 

A bees exceたα ・   51 

A bees fliocera '   1   51 

A cccx, ・   73, 78 

Acacea are beca   ' ' I 67,78 

Acacea azincu/efoemes 62 ,71,74 ,78,81 

Acacia b加11)225 ・ ‘ ' 71'74 

Acacea benervala   '   75 

Acacea ccクm 

A cccx? campyんcan thu  

山・acm ccたC/lit 

肋UCIC Ca)f(5α ・I ‘・ 71,74 ,81 

A cacea till? naighani u … …・   I 75 

Acacea 虎αルam   I I・ 62 ,75 

山xi cia 虎Clii) enS ・ 

ACccx? 施CUrie 228 Val 1110//IS・ 

ACCCULル)'fleSlana   ‘… 67, 78,81 

AcaC?afee'n?g?nea  

ACaC/aftol功IIJic/a  

ACO CUt gkIISCe)IS  

A Cacki 加ujl”あ’//a 

ACaCla koa  

ACaCIa hoc var 加n'aitensis   ' ' 74 

ノICc/Cia /ne加/1“ ・ 75 

Acacia ん1哲加ha‘…・ 

ACaCk /ゆ/Ia 沼Cci   ・ ・ 78 

Acacia )nabe//ae   I   ・ 75 

ACaCなmm鹿,lIl  
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3)宿主学名索引
　　　　　　　　　　 　　　　　　
A をeもルリごの鎚 , .,,-,,.,,.,, ..,."".",. 51

Amご′" ……- …………… …………- ………. 73,78

月m ごmm 省を cα… … "" . ・ … … … … … … ・ ‐ 67,78

Ac"cm α′f'mr/卯 捌′s 62 1,74,78,81

Ac"dd 勿 勿 “2?s . ““… … ‐‐‐‐‐‐‐‐ . ‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐ . ‐‐‐‐‐‐‐‐ 71,74

/lc"cm6朋のりα′"………………- …………・ 75

Aご〃cmご功労〃 … ……… 川 67

Ac 〃‘mc"'}? の め cmmm … …・… … ・ ・・・・・ 78

Aじ"ごm cqfec/ 柑 - … "" … … , . 78

Am αα co′所偽" … … … ・‐ 71,74,81

Ac αα " ‘′“そばノば /′α“"′… ". ‐ 75

A じ""" 〆f2αめ‘"" …‐… … … "- ‐‐‐ … …・・ 62,75

Ac ααα dec 〃r'の zs ・ 67,81

AGqc ′"‘/ed αrの ?sva17 “o"zs … … … “,.- -. … … … . … = 81

AG"cm! …;′ツ?eszα“" “… .,.... ‐‐‐‐‐.… … ...,. ‐..,. 67,78,81

Amc7αんm増mm ……… - ………… … …… - ・ 78

Acqcm ノ帥クマあり2吻 ・・・・・・・・ ‐ ‐ ・・・・・. ". 74

Acqcmg/""sc の 7s … … .". 78

Acαcm!m′POPル)′/‘" - ……川 峨 . 75

Acqcm 庵oq ・・・・・・・-・・ ‐‐ . ・・・ 74

Amcm た0α Var /′似 {)"?犯行Ms ・・・・・-- , . ・・"・・‐… “・ 74

/lc"cmかぞめ′m ………………- ……… 75

Aご"cm′のぼゐ#"…ー 62
Amdd/0 が 7の 2′!?"…・‐. ‐ 78

Aごαじmm" わe"" ど… … ‐ . 75

A ご"〆",j?"? 〆8““ … " ・ .- . --,.--.... ・ ・....,. “". … .・ 75
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ACCCIII inallgluin  

Aceicia Inearnsn  

Acacia lne/ano),v/on  

Acacia ,no/hssum   ・ ・ 62,67,78 

Acacla Cゾofla   78 

AC'ma mmk ・   ・ I 81 

A cacた加dice//a/a ー 1   74 

Acacia pend而 ・ 

AcccM pemmcrcお…・ ・   75 

Acacia pod抑riaefoha ・   81 

Acacia polyp hy/la 

ACOCU? pnanosa 

Acacw npana  

Acacm ルblバm 

Acacia scyal 

ACach? specなbms 

Amcia Spp   ・・ 7,13,25,28 

Amcla 5/11)70  

Acccたvi//osa  

Ace?jゆ/1IIs PP  

Ac/mis zep0m 

Act/nidja chme,冨零 

ACh110daphlie pe山ceIla地 ・・ … 

A叱nan/hera bicoんγ 

Agole I肌mic/os '‘・   ・ ・ 34 

Aga劫ls 

Agat/us a/ba ・‘‘ ・・ 57, 60 

Aged/as borneensis   ' 57, 60 
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Acdcm “?"'増 mm … … … … 52,74 ,78

Acαααmm7つ?s〃……… 叫 …- 川…………… …… 67

A鯛αα“7e/"??oえ〆o′z…… … …- …………- … . 75

A 鯛 αα“!。〃?ss2′“" … 山 川 … … 62,67,78

月c艦 如けb灯α ……………・・ 78

Ac αcm の総“" ,… … … … … ・ . … … … , . … … … … … 81

A 伽 〆"ped 〆α "" 如 " … … … … “ ‐ 一 … … … “ . 74

Ac αα‘zpeizd 〃Z" - … … … … … " 78

Aじ艦 2αpe′z頒牌“災S … . … … … … ." … . 75

Am ααPod αら′“" 〆 ?" 叫 … "“… .・" … … … … .・… ".・ SI

AGQdoDo ゆか 2y"α ‐ … … … … “ 74

Ac αc2"P 溜 りzosα ・ … … … …・…・・ 81

Ac αc2αγのo〃" … … … " …・… … ・・ ・ ・・・ … …・… … … ・ ・ ・・ 75

Acoc 脇 川ら婚姻 ……………・・ 78

Ac αcms の 'α/ … … … …・・ 78

Acoc!" 功 edo 鋭 /′s ‐. … … … … …・・ 78

Ac ααospp … … …・… “・・・・ ・ ・ … " ・… …・… … ・ 7,13,25,28

Acocm sz′〃?" … … … … … … ・ 78

Aじodo ひげ/osα … … … … .‐ 67

Ac αとめ 棚 spp … … “・" ・・ ・ 29

AC′アms2 αカメ " " … … … … … ""- " . ・… … .・.… … … … . 34

Ad 競沼メoc/mze72s7s "・""" “…・…・・ ‐ 35

Aじれ77odop加 epedに〆!"畝 - 川 ……… m …… … … … " 25

Ad 釧 の江島embz の めγ… “- .・ 一‐. … … … … … " - . … ・・… 29

Agme'}7mmdos ‐‐. ・… … … " … … ・ ・・・・・… … … … …・" ・ 34

Ago 劫?s 56

Ag 頒ル鵜α′も" ‐ .. ‐‐.… … … … 57,60

Ag 研膚 sb の労鑑刀s′s …・・-… … … …・・" ‐ . ". … … … … 57,60

- i45 -



』
血
A
（』に・」へ『ミ
「
ミ
島
ミ
 

，
●
（
ニ
Il
『
」
。
g
l7
～ご

dle
さ
 

」
●
A
IIlI
」（
OIlbl
叱
ミ
譲
ミ
？
 
・ 

」
●
A
IIlls

（
ミ
ミ
二
き
か
へ
～
 

A
g
d
I
l
~sIl
る
ミ
吋
》
 

A
●
ミ

こs

ミ
ミ
島
 

，
叱
ミ
』
～
Isp
へIh
」le
ミ

ミ
11

・：・ 

」叫へ～
II
~lspl
~
～
ミ
、
」
Ie
」lsls 

‘
言
A
IIlls

ミ

bI
(sI
る
 

、
ぢ
ぺ
～
叱
1
l
s
s
p
 

、
片
ミ
『
『
l
s
s
P
p
 

…
：
・
 

』
片
ミ
」
5

ミ、～〔…
Jlsls 

」
●
ミ
ミ
ミ
』
le
》7c
ミ
ミ
 

，
叫
島
「
ミ
い
b
つ
 

‘ 

』
奪
～
N
智
 
：
・
 

』（●～
21
へ
、
会
「
ミ
ミ
 

ユ
よ
～
N
ミ
n
か
ミ
n
う
身
一
 

、
一
ぶ
に
、
（
～
ら
ミ
ミ
」
ミ
 

AI
o
I2I
（
こ
g
ミ
〉
応
こ
le
(~
 

と

b
に
～、
lg711
ミ

ふ

ミ
cIe
A
膏
 

」4lb
『
寒
l
g
ミ
ミ
」
～
ミ
ミ
 

』
よ
～
2
ミ

、
lI
』、ふ』
7ss
ミ
 

』～
bI2l
A

Iebe
、
 

」
ぶ
～
N
~（こ》
10
~lI
ミ
ミ
 
…
‘
一
・
 

、
に
bI
ミ
へ
～
0
、
ミ
喝
IIssI
ご～~a 

ミ
か
～
N
む

、

ミ

R
ミ
 

」え，~
21
応
切
で
で
 

ミ

bI2
ミ

4
嘗

ミ

ミ

：

‘

・

 

－

 

一』。 

ー
 

ユ『『 m
『 

。。 
い『 

m
『『
 中『 

m
『
 

m
『
」
m

加
 

中。 
帥『 

Nm

・
」
」
 

中『 
N
一 

：
い
m
 

認
》
）
品
 

中『 

ぷ

・

巴

 

。『 
。『 

中『 
『」 

昌
・
m

一
・
m
N
 

認
》
。
『
・
m

一 

『加 

。
『
・
な
】
『
m
 

。『 

一
い
『
昌
》
い
」
 

中『 

Ag
α
抜
岱
‘
!"′
“
…
"?
α
…
…

…
“
“
".
・
…
.・
57

A即
効
岱
超
ゎ
曜
の
凄
e“
…
…
…
…
…
…
一
…
…
・
・

57

4gα〃ぞ′
sわ
/ぞ肋′
/"
′
ゼ
/の
?
-
.…
-

…・
・
60

A
即
効
な
/の
"′
z′
新
婦
α
"
…
・
"
“
…
・
“
…
…
…
・

57

Ag
打
抜
揺
“
○
○
者
核
....…
.・
‐
…
…
‐
…
.…
".

・
…
・
・
‐
"
“
“
・
57

Ag
研
ル
so
り
α
ね
.
…
・・
・
…
…
-
.
…
…
…
・
""
…
…
…
・・
‐
."
・
57

Ag"
≠
/′
婚
α
ぞ
か
ぎ
e
ね
fの
“
",.
…
…
..
.
…
…
…
...".
…
…
.....
…
“
,.
57

A
解
放
お
か
か
助
力
mei7szs

"
…
…
…

57,58

Ag"
′′ぞ
鵜
川
ム
岱
な
…
""
‐
・・
"
・
"
“
"
…
…
・
“
‐
‐
…
…
"-
.
…
""
…
・
・
60

Ag"
肋
捲
sp
…
…
…

・・
・
“
・
…
・・・
…
・
57

Ag"f/zzsspp
…
…
…
…
"
…
"
…
・
…
“
…
…
"
・
・
…
…
・
…
′
28,34

Agqfjz
′
s
ジ
zね
ej7S鳶

…
“
“
▼
…
.…
“
・
.
57

Ag
ロ
ジ
42口
〃
'の
7c"
“
"
…
…
・
・・
…
…
・
・
・・
“
“
"
・
・
・
…
…
・・
・
・
…
・
・
21

Ag
餐
り
eSpp,,.

‐
.35

A′
ら
鑑
"
…
-

73,78

4
ど
板
凝
α
"′
;zの
解

"
…
・
"
‐
…
・
・
--
…
…
・
・
""
…
…
・
"""
・
67

A
′
る
潟
′
召
請
≧
,7の
′
Ms
"
…
‐
…
・・
"
‐
一
"
…
…
・
‐‐
"
…
・
・
一
"
・
78,81

A′
ム
z′
"
の
7′
mm
.…
…
.・
…
m.
・
.m
…
.・
…
.・
…
…
“
"

“
"
67

4/0
脚
α
ル
ク′
'矧
ぎ′
“
〃
"
…
…

…
…
…
-
…
…
…
・
67

A
形
ほ
ど
α
gi
竹
刀
ぬ
ろ′
投
げ
β
α
歓
・
・
"-"
…
…
・
-…
・
…
・
・
‐
"
・
…
…
‐
‐
67

粥
疑
れ
"g′′〃
〃
'′施
m.
…
-
川
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
"
74

A/△′
ゑ
"
〃
“
?わフ
7s別
7
…
-m

…
…
…
…
…
…
…
…
.・
67,81,82

A′
る′
〃
"
を
る
gを
…
“
"

…
"...

・
"
…
"".
…
…
…
."
62
,67,81

AZ
わ
緒
mm
の
ば
の
?"
…
-
-
・・
“
"
‐
・
‐
‐
…
・
"
‐
・
…
.
…
…
--
・
・
…
…
・
78

A
め
′
22"odo

′
召
ァ′
ss′
m"s
・・・
“
"-

"
…
・
“
‐
“
.
…
…
“
-
・
67,74,75

八
形
′
〆
"
カ
m
‘
em
・

.…
…
・・・
・
…
…
…
・
・
"
…
…
・・
・
67

A
′
わ′
〃
"sPP.

…
"
‐
‐
…
…
…
・・
“
‐
‐
…
…
・
‐
‐
‐‐‐
…
…
・
13,25,34

A′る′
〃
"
豆
め
"な′
"
…
叫
".・
川
…
.…
"
“
・
"“
“
…
"
…
.
67

146
一



A Ibizw ,swnatrana 

Aibizia zgia 

Akiti'ites spp 

MaIm,IiIm cuthaカCa 

AmmnIim,l occiden加ん 

A mmla Chenniola‘ ・・ 

山lEone retたuルsa  

Anuonc? spp 

山助ocejiha lug cinneusis 

A Jlmcmm arai(Ca)lti 

山m'cana bidivilh1 

山m'cmm bmslh""a 

山'aucana cininingluon ii 

A raucana ha nsteluii 

A maca;Iahek'iophylla 

んm'cmm ,mbncata 

AmI'cmml,IOJlmlla  

AmIlcmm sn/imII 

Araucana spp 

ん請S/a SPj) 

山ecamたchI' 

A nstoあclna IJldIc'1 35 

ん勿cmpus heたI'0，加ha … 16 

山locaゅus spp   13 , 21, 26, 29, 35 

A85//fl/Va h Iんha  14 

Acc; rlioacmm"bok‘ ・・ 35 

A ve 功0(2 s 1P 29 

  78, 81 

74 

21,29,34 

  29 

  34 

  16 

  21 

26 ,29,35 

  7,108 

16 ,60 

59 

51,59,60 

51, 60 

60 

59 , 60 

59 

60 

・・・59 

25 , 34 

29 

14 ,35 
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A!も忽‘zzig 脇 川 …… …… .・

A′8′fフガesspp,. ・

A" の“"?ば/mm 泊のれcα … … .

んそばのけば"“;。仁αdei2如に …… "-

A “72の zα cたの7′,zo‘" … … …

ルーガの 7αフ勿たぞdos α 川 … … …

A77720724spp … … … 川 … … … "

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

月躍ればα“" の都!にα〃" ‐‐"" … .

　　　　　　　　　　　　　　　　

Aな "Cm ずαるm 鯖あの7" - …… .・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　　　　　

Am ′""" α !ぞ密 e,OP/ 砂′超 … … … … .

　　　　　　　　　　　　　　

Aim にの ?" “の“‘"〃" … … … … .

　　　　　　　　　　　

A粥zに"“"Spp … …………“

Aidrsi α SPP,. ・" …

Aiβmm ね c/′〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Aifom 中〃s/zeだ iのか/ii′"" … …

Ai の cのか岱 sPP … " … .." …

′鯖籾 izz7に" ノ′めわα … ““ -‐‐‐‐‐ … …

AUeii ゾ妙"Cqi 打似る〆" ・・・‐ .‐

A 〃giilioα spp .… … … ・

・" ・… … …・・・ 13 ,21,26,29,35

14

35

29

"" … … 78,81

74

21,29,34

29

" … … … .…・… ・ 34

. … “… ・・ 16

.・ … … … … ・・・・ 21

26,29,35

… 7,108

・・ 16,60

59

51,59,60

51,60

・・ 60

59 ,60

59

・・ 60

… .59

25 ,34

29

14,35

・・ 35

… 16
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Barn bit又1 anwthnacea 34 

Ban功liSa Vl(lqart   21 

B切 )l唇ルnia acittangIIんI  

aitihinta race??! Use   '   26 

Bay/jima spp   ‘   ・ 35 

Biscli功ia ja Venice     25 

β加2 u/lee na     2 9 

Boehrnerea maca     261 29 

BungImmルaゆcc/a/n/is ・・・・ 21,26,29 

Breyma mbosa    26 

Breyma racemos,l     ・   29 

a7e加Isia enienc・ana ・ 

aIc/laname SPP '   28 

Bunts iii ici叩加1/a 

Caesa伽na pnlcliernnia     34 

Camandre haernatococce   21 

Camandra sp ・‘   67 

a7mandre sPp ・   ・   29 

Ca/bce ipa a/bida ・ 

Ca/op如llmn in叩如mml    ‘ ・・ 25, 34 

Camel/ia japonica ・   ・   16 

Caine//ia sinensis     ・・・… 14, 21, 26, 29 , 34 

Cai lea pゆaya   ‘   ・ 14 ,21, 35 

Canssa spp 

Cassia   73,78 

Casszaalate '   62,81 

Cassia ailem岱io,des…・   ‘ ' 82 
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βの“戊′sα mm?dmqce" -.

βのめ "肌 加害のブ ………・

βの れテ7g′の 7ノα QCぞばα72g"を ‐‐

βm 山川′"′復調 mosq ………

β"ノ山肌 ?"spp … … … … . ・

Bzs承り第αmmmm ““……

βなα 0〃どの z" … … … … ‐.

　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　

βα壇α助川舵αsPed α0ば婚

　　　　　　　　　　　　　　　

β者eyjzzαノ役Cgj}ZOSα … …・…

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 　

& ぼ′!";!"?ぞ履 spp 叩 ・… "

β"期待“zzc如か/?“ね

C解 sαめ"?"山森 /zげ mm ……・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

c"//?"“〆′打Sp

cα〃?"〃の裸Spp "…………

c 〆 /だの p""/ ムメα ‐‐… … … .

Cd/o〆小魚!mm ○か/砂/加川・……

C の '7g〃加 川汐omm … … .".・

Cq 〃′g"?"s ′“877s!S … … . ". ・

CQI にαおαβαダα " … … .-.・..

Cm7ss α SPP ...... " … “

C‘お蟹α " … … … .". … ・

c"ssm αね如 . … … “ .

c 硲 以"" “e〃"s?α des … ."".

34

21

34

26

35

25

29

26,29

21,26,29

26

29

26

28

29

34

21

67

29

30

25,34

… 16

14,21,26,29,34

14 ,21‐,35

35

73,78

62,81

82
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Cassia 加cl/fans‘・‘   ・ 75,81 

Cassia fascicu危な   ・   62 

Cassia恥ta/a ‘ ・ 74 ,78 

Cassia Ii功nia,inseggiana   ・I   75 

Cassia taerngata 、   81 

Cassia lila,署inuた 

Ca ssia niultijuga  

Cassia )?OdOSa‘・   ・ 78 

Cassia accidentalis ・……・・I・   81 

Cassia pedicelなrIS     ・・   75 

Cassia p racunLbentzs   ・‘   62 

Cassia sauna  

Cassia sainea   62 ,74 ,78,81,82 

Cassia siebenana 

Cass危S叩hera  

Cassiasp …‘   75 

Cassiaspp I     …   13 ,26,29,34 

Cassea 切m ' 

Cassia unijiara   ・ 78 

Castanea nwlhsstnia   '   35 

Cash//ca elasteca     ' 26 ,29 

Casuanna eqi‘芯atlIc/i" ・‘・ I・ ・・・ 7 ,13,21,25,34 

Catalpa ovata  

Cedre/a  

Cadre/a mexicam ・…   ・・   107 

Cedia/a serrata '   106 

Cadre/a swans冨 …・   ・・‘ 106, 107 

Cadreルspp     25 
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C"ss7 α′?"αと超′お‐‐ . … … … … -- 75,81

Cαss2α危sαα‘伽α…- 川………. 62
Cqssm 方s云"′" ・ ・ 74,78

C"s も〆" たり劣刀mz′zsegg/" “α … “… ・ ‐‐ … …・・‐ 75

Cqssz α超鋤 増α如 一 … """. ‐ ..… "、、、“" .、… 、." 、 """ 、、、、 81

C"ss 海 i〃の zg?'“"" … ・・・′… … … .・ … … …・・・・ … … …・" … ・ 74

Cqssiq i}・・仙無g" ……… - …… …… … ……一 72,81,82

C αssm imdo 粥 ・・ ・… … … ・・・・・・ 78

C αsszq occzde' ずf郡婚 … ・.・・・・・. … ・… … ・ . ・… … ・・・ ・・t・… ・・ 81

C αsszαPe 凄 ceと超 '7s … … "・・・・ " … … …・・“ … …・・ ・ ・・" … ・ 75

C αssmPmcloll 加 増 ts・‐・・・… …・・ ‐ . … … … ・ " “・… … " ‐‐ 62

Cqssm se〃'?" … ・・・・… … … … … ・ ・・ … … … …・・ ・ ・… ・・ 21,81

C α繋ごα淑似・もgα ‐."‐… … … .--. " “-.… ‐‐‐一‐‐ 62 ,74 ,78,81,82

cqss? α szeあの7α“" … … … “" ‐ 一‐‐. …・‐… … - … … … “・ 74

C αssfα sop 義昭捻 … … ,...・・・・.. … … “・・… 78,81

Cαss?dsp…岬 ….′……. """…...". 75

Cqssz α spp ・… … “… ・ -- “…・… … ・ … …・・ 13 .26,29,34

C αsszq 云の協 ・… … … …・・ - … " “…・・- … ・ 62,74,78,81

cqss 〆" 湖 帆の寵 … …・・… … - 78

Cqs 超“如 “2〆′Zssp〃q … " … … ‐ . … … … .… ‐ 35

CQS ね〃。α〆"sれCα … " … 26,29

Cα跳 "'!“dgq" 馬昭次ラムα … 7,13,21,25,34

CQ細めαo鰭α…・・一 ……・・21
Cgd 牌慾 .… ,.… … ,...., … … ,.… ,.. … … m … "・・ 106

Ce の〆 " 弼釧とGの樽 ..... … … ...ハ ... … … .. ...". … … ・ 107

Ce ゐ e超 serm 敵 ・・--. ‐ … … "・… … … …・…・・…‐‐ .… … ・ 1‐06

CEZメフセ超 助 ze〃s7s ▼・・‐ 106,107

ce メフセ超 spp ,..… … ,.“… .… … ,.““… .“ . … .… … ・ “.・・… ・ 25

一 149 -



Ceiha pe)2tand!0'a   21,26, 29 

Cewis canada usis     30 

Chaniaec】巾a)お /awsonlana … 34 ,51 

Chioran/Imsゆlca/Its     21 

Chonsia ゆ eclosa ”・ ・ 26 

C /nc/lana spp   ・ 21.29 

Cil/c/lana 5ltCClfllb)fl  

Clnnanlon? UIII canゆI/ala ・・ 34 

Cinnarnonn,ni spp   ' 21, 26 . 29 

Citnパspp   14 ,16, 21,26,29,35 

Cleroden山.,on     96, 97 

Clewdenthon huchoith     97 

Clerodendron CIIかta/nni   ' 96, 98 

Cんmdendル”Cull/Il管lmla   ・   98 

Clerodendron cyto ,如I/nin     ・   98 

Cmewdendron glabnnn   98 

C /ero dendmn memル 

Clerodendronl,加I/n na//nil     ・   34 

C /era叱）idron in/elI/I 面an     98 

Clerodenthvn macivsiphon     ・ 98 

Clerodel/dron nrinohassae  

C /erode,ば)Vnpa,nc,dat,tnz   97, 98 

Cleradendron scandens ' 98 

C /cm虎,功'01/ sc/necl晒Itt/In   ・   97 

Ckrodendron sena/um     98 

Cたm叱,功V/ISp 

CkCo如1功02?助ectoslsslll/ UI/I 

Clerodendron 5ecl05Inn  

97 

98 

98 
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Cezわ"かの“御感 fm ……

　　　　　　　 　　　　　　　　 　 　 　

α mm 僻 め′力の海 超 ruso〃′"〃" 一 … … ・

α?/◇mm!′′‘ssかcα加s …… " ……

Cjのれs超 中 ec70s" … .・ … … . … … "

Cz7に /の〃"spp " … .・ … … … " … …

C 溺αその 7α Mccz ノ“わ川 … …

Qj7 〃"“7o′'?伽 に α“7p/zの惚 ..

Cz'mmimm ′!i'!SPP

Q′'7ばspp ……… …… … -- …… .

　　　　　　　　　　　　　 　 　 　

C/のりd禦 げ如“ゎ"じ加 友ノ7 … " … ・ … … … ・

C′erodeiidm}}m かねれi''7

C/のリダeカメフリノzc′′粥川g!の zα ." … … "

CZerode フ証γo'")'fo 翻り'"")“ … … 川 m …

C 俵87ode, 昭 7m?g 毎ウ刀““ … … … … … .・

C′erode'?〆栂“王耀珊 g ……… … …… -

C 腐 りαのめ り“ ??あ mm" ′′f'〃 “ … … …

　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 　 　 　

C/ のり庇 〃dm 〃′mcms 中 /zoi? ‐"… … …

C′eラリメ87ーゐ o““血 。f?"ssqe … "" … …

C‘のα !eizメフリプzp の 2mf 毎れ"“ … … - … … .

C!e' ℃de}!メテ℃;!sc伽 de “S . … … … .・… …

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　

C 彰7℃αのーdim;ser 概数 --' … … .・… … ." …

　　　　　　 　　　　　　 　　

C!em α87ーα?(m specios2ssil'1loR .m … " …

C 卿 り‘/8"ダブり〃sめeC′osZ‘“Z … …

21,26,29

30

34 ,51

21

26

21,29

34

34

21,26,29

14 ,16,21,26,29,35

.・.… 96,97

97

96,98

98

98

98

98

34

98

98

98

97,98

98

97

98

97

98

98
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Ck10臨U山on spp  

Clerodendronmonisonac   ・ I 98 

Cklo鹿ndron Inc/jo IOIIj Ufli   ・ 98 

Clerodendron tube rci山加In   98 

C /cm山ndron vilubile …‘ ・・ 

Cocos nuc加m‘…   ・ ・・ 14 ,26 ,34 

Codzaeni vanegatunl   ・   … 26, 30 ,35 

Coffeaspp.   ・ ‘ 14 ,16 ,21,26,29,34 

Cola spp   29 

Cordia alleodora   ・   25 

Cordea enyxa    30 

Cordyhne tennenabS・…・・… ・ 

Crescenlea cIりetc  

ayp切n?ena japoneca  

ayptoinena sp  

Cunnee啓加neea lanceo iota  

Cup ressees lusetainca   ・・   51 

a ゅressus macroca)加   16,51 

Ceゅressets SenゅCnhm冨…・…   51 

Cupressusspp.   13, 30, 34 

のcl/s c/ic/lea然 

Cynoneetra ramej7ora ' 

Da/bee gk  

Dalbeegia afze bana ・・・‘ 

Da/beegea cocleenchenenses  

Dalbe堰た たmco/ala・ ・   ・ 78 

Dalbergea Ia!加lea   ' 81 
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c/g7 リメ877ゐ の zspp .", “ ..… “.",,. … ...,. … .… … ..... 21 、30

C/ のリメの〆フリフ" みoms のー"e ..… … .… … , .. … … ,“… … “... . 98

C′8〆ひげのぞめリブ“′?dzoz 併用イ′}z… “… “,. 98

C′のりd例 のり“摺るので2‘超粥川 … … "" ・ 98

C をフリメのzd7の zひ治めずを … ・一 ・… "" … ・ 一 ‐ … … … " “… … … 98

Cocos7mc舵m …- ………・・ 14,26,34

Codz なe′'≧“の ?eg"" ““ … … .‐ . ". … … … .....… ...." 26,30.35

co が eα spp, … “… .… … … .・… … " … … 14,16,21,26,29,34

COZ α spp ・… … … … … … … … ・-- ・・… … …・・…・・… … … " … … … 29

C の dm 〆′zod の惚 …・… … … ・. ・ ..".・… … …・・… …・“““"・… … … 25

Co “ば加 川yズ" … … .". “… ,..".. ....,.… … … ,.… ."" … “… … … " 30

C の dy/z,ぼどの“22“ば zs … … “- ,.‐"". … … … … … .‐‐"" “ - … ‐ 16

c だ scの7〃" α
り
ere ,.・...,,..,."" … .,.-.". ‐ ‐,.".-. ‐." “"....", 28

C 巧の rome77 α粥 Po 難じα “… "" ・… …・・‐ ‐ … … … ・… … … … … … … 21

C リiPrの 'ze'?α sP ・“"" ・. "" … … “"" … … … ・・“ - " ‐" ・ 28

Cm “′≧;Jg/′αmm Zの zcgo 如超 ・・・… … …・・・… … ・ 一 ・ … “… ・ 21

C" か〃諾お ‘ぞ偶 rq““" …・…・・“ ・・ ・ ・… … …・…・・… … “… … … … 51

G ゆフセs望鵜 川αcmcm 力α … …‐・‐ ‐・・・・… … … … …・… …・" “… 16,51

C" ル ℃ss′fsse “zpe′け偽 ?s… . … .,..,.".… … … … … ..… " … “… … … 51

〇 ゆだ鱒′fsspp. … … …・… ・… … … … … … …・… … …・… 13,30,34

c, αs α ?αタzqムs .."""." “… "...."." ... 35

Cyizomerm m 〃′扉の惚 ・………………… "" …・ ・ 28

Zな めeフ
g!
α ". ・“" … … ・" ・… -・・・ ‐" -" ・・・・“" ““… ・・‐‐・・・" ・" ・・・・・ 78

　　　　　　　　　　　　　　 　　

上)"‘あの gzαじoびmzc/" テ78“s7s … ・・・・・“"" ・・"・・・・・… … “ ・ ‐‐. 18,71

上な めe増〆α !の 7‘の 超fα ・ ‐ .・・・・… """ ・・・・・・" … … “ ・・ ‐ 78

Dq‘もe恕 α卿rあ 卿 …… 81
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Da/be igie 1)101W如IC ・・‘ 

Del加rgw sate励S  

Da/bergiasisso ・I‘ ・ ' ・ 13, 18 ,35, 62 , 71,75,78,81,82 

Do品elgIC SP ・ ー ・ 

Daルeigia volubi/,s 

1)iゅline u如rem … 

Deem哲Fe Sf) 

Deんilix itgm  

Dent/rnm加niバ加I加0)115 

Deiris cl IhpIFCC ・ー ・ 

Dci FIS )lIlCi0 加1/a 34 

Dego/anmes ongalas・ 

DI施IIたI)l魂Ca 一‘I I  

Diospyrns phthppinensis ・…・ ‘ 28 

Diospyos Spp  

幼yo加如iopsspp ・・‘' 

Djonij加phin? IC)?… 

Dion山 repel/s ' 

Daunita Spp ・・ 30 

Dm70 2功Ct//Inns 21,29 , 35 

E 危els gianee,酋た 

Em加ICC 0りIC Il/U/Is ' 

勵ルbobyijゆonita  

ay劫mm Il/dice 

21,29,35 

Ely/br/lw m icro CtIm加 62 

D ］晩11)1(1 s P1 

Eiylh 1'Fna subionbi a,酋 ’一 62 ,75 
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D αめの
g
′"7izoizg′"′?" … ・ ‐‐" “‐・・・ "" ・・ “ ・・・・・・ ・‐・・- “. 75

D"/あのgms"じの′厄 …- …… …… ……… …- ・ 75

Dq ′あのgz" も岱so ‐‐. ・・ ・ 13,18,35,62 ,71,75,78,81,82

Dば々のgmsp -- …… …… …… …… ・. 75

D"めど′gmりo′′ぬ抜g ………" …叫 m一 …… 78

DOP/ ′肥 りdomm … … … ・ 21

De の mgm sp … ・・ ・・" ・ ・ ・'・・・28

りe/○以上;謬g′"…………- …・26
　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　

D の′7se′ム〆ごGα … * …甲 ,, " … ,′"… …… 川 一 , 29

Dの′75m′のりがz〆/"…… …… …… …… - … 34

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　

D′〃釧メ"“2ぬm …馴 …… - …- … " … " … 35

D ゐsのりりもp/z′自責が〃鋼材s …… …… …… …・・ 28

Dios あ りosspp …・… 35

D′)'oる"′"j7oDssPP … ・ ‐ 25

D" ′“〃ro〆 粥川 e" … … “ 26

D"mm‘“eP伽s* …・・22
上方rimぞな sPP ・・・・ "" ・・‐ 30

Dmm"わβ“mms… …… ……- …・ 21,29,35

β超g′sg?〃〃ee7′s′s ……… ……… …… - … 26,34

E′iの“mo 競 cm〃!?sー …… - …… …" … .・一 ,.・ 34

ゼノブobo′“"ノゅの′にα ……‐ …… - …… … " 21,29,35

どり,ず′′??フm m〆たな ………m …… …… " … " “ 75

Eiy′応力m mmmc のめ" …… ……… ……一 …… - ……・‐ 62

βり勅 〃“"sPP … …・・" … """ ・・… … ・ 26 、30

βり'′/zmm szrわm〃わmm ……… ………… ……- 62,75
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E′繋毎 期 " 〃"'7eg" ′‘zvar の 7e〃′飼お … - … … ・

Eフyfルノ0ぬ′/◇′" の夕。g7 の照定 }ise … … … … … … .・

どり“〃僻〆の?Spp

β"m 収鰹′fs"/ 棚 . … … …

　　　　　　　　　　　　　　　　

霧 にα歩か′館 山 cos 畝超 … … … … … -‐‐ ... … .… …

風解"ら漸騰 ゎ厄彩り′z ………… ““ . ". ……… .

ゑ fm 伊鰯那 加′wo2des ………“ " .・

及 ぼqZyわれ応 mm"/" ′f/釧 szs … … … -

風 化"か災 z′sc7'そのせα . … … … … " … .・ ..

及ぼ"か鰯挺 cm70叱ノα………“…

　　　　　　　　　　　　　　

及 ぼ"か鰯 zfs de/e 卿′釧 鞘s ‐" … " … … …

及ぼ"かか z岱万じ中 れα………… - .

及ばα0tか′特段ぎomm ……… - .

E"m 伊野 郡 部 ob′f/榔 … … "" … … . ・

及ぼqbz力むrsgmm お …………… -

及ばα歩め組s卿 ei財田 omq …… .・

E′rmbz 力むば /o′?g宛 棚 … … …・・

E′fm 収め!"simc"7 〃""? … … … … … … . ー

Ezにαもの′"s′〃"c 〃′筋α … “… “… "… … 加 . ・

風 にαり羽 艦 “zo′〆eizな・"… … . ・ 一--- - … … ー

強ぼ"もゆれrs朋のo」- ………… … 一 ………

Ezにqもめれ岱 '′mm びわ竹

及ぼα0脚 "s択ば′℃のり巻 ……………

E"c α心ゆれ′瀞のりo-"; 増加α ……………

E′にdot廓′!soひ昭"-- ……………… -

75

62

29

26

84,89 ,94

84

86 ,94

・・ 86

86 ,89,92,94

84 ,86,89,94

84

84.89,92,94

89,94

… … ・ 86

89,93

84,94

84 ,86,89,92,94

… 84 ,86,92,94

86

94

84,86

84 ,86

・・ 94

… … . 86

86

86

93

94
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Eucalyptus resinzfera   94 

Eucalyptus robusta  84 , 85 , 86 , 89 , 94 

Eucalyptus rostrata   89 

Eucalyptus rudis  86 

Eucalyptus saligna   84 , 85, 86 , 89, 92 , 94 

Eucalyptus sideroxylon  87 

Eucalyptus sp.   84 , 85 , 89 

Eucalyptus spp.   7, 13, 16, 18, 28, 34 

Eucalyptus striata   89 

Eucalyptus tereticornis   84 , 87 , 94 

Eucalyptus tesselaris   94 

Eucalyptus trabuti  89 

Eucalyptus umbellata  89 , 94 

Eucalyptus umphylla  89 

Eucalyptus viminalis   84 , 93 

Eugenia uniflora   35 

Euonymus japonicus  30 

Euphoria longana   26, 29 , 35 

Feijoa sellowiana   35 

Ficus carica   21 , 29 , 35 

Ficus elastica   30 

Ficus puntila 

Ficus spp.  

21 

28 , 35 

Garcinia mangostana   14 , 26, 29, 35 

Garcinia subelliptica   25 

Gardenia jasminoides   35 
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E7fcα収鰯 "s 陀卿 z脆ブ協 …………………………………………………・・ 94

段‘伽 ケカ粥 s? り卿 s如 …‐… … … … … … … … … … …・・ 84,85,86,89,94

段‘餌収め粥s?偶力謬如 ……………………………………………………・ 89

段にα籾鰯2‘s'?〆禽………・‐……………………………………………… 86

及 ぼα収めたrss郷愈“" … … … … … … … … … … … 84,85,86,89,92,94

勘にα収め粥ss筋のりけ如 2………………………………………・・;……… 87

82‘倣収めmssp. ………………………………………………・ 84,85,89

段‘m 収めれfsspp. … … … … … … … … … … … …・‐ 7,13,16,18,28,34

E2にα収め殻ssi7窺如 ……………………………………………………… 89

E2 にα収めZzfsfeだ′た oγ〃zs … … … … … … … … … … … … … … … 84,87,94

及ばα籾少数sIBS彫如,お …………………………………………………・・ 94

及ばα変のれ‘sim 卿友……………………………………………………… 89

E′‘cα収〆 ?‘sz伽るe物 超 ……………………………………………・・ 89,94

段‘cα収めれ!s′‘のりカメ超 …………………………………………………・・ 89

E郷αあの顔sジZ,雇お?α危 ……………………………………………… 84,93

段増の7,如加鯛の謬………………………………………………………・ 35

Eれのけ“z7fSため伽幻燈…………………………………………………… 30

段ゆたの海‘の増加 7α…………………………………………… 26,29,35

乾物αsg"ow海'′α……………………………………………………… 35

Fた婚 cαれcα…………………………………………………‐ 21,29,35

F たzfsg な銚たα ‐“‐‐‐‐‐‐“"" ‐‐‐" ‐‐.‐‐‐‐“… .‐‐" ‐“‐‐‐"" ‐""" ‐‐‐"" … ". ‐ 30

Fた2岱Pzf′'“如 …………………………………………………………… 21

爺をzgsspp. ・‐‐‐‐" ‐" “‐‐‐… ‐‐‐"" … … ‐" … ‐‐‐‐.-‐‐‐‐‐‐・‐.‐‐‐・… … … ・ 28,35

G のび“彰 “zの蝦 os如“α … … … … … … … … … … … … …・・ 14,26,29,35

G研げ“復sばら認め靴α…………………………………………………“ 25

Gの冴e"彰如瀞励め畝gs …………………………………………………・ 35
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Ganlenia spp.   26 , 30 

GThicidia seplion   28, 62, 75, 81 

Gmelina arborea   96 , 97 

Gnielina elliptica  97 

Gmelina philippinensis  97 

Gnetum gnemon   29 

Grevillea robusta  30, 35 

Grewia asiatica  35 

Hedera australiana   26 

Hevea brasiliensis   14 , 21, 26, 29 , 34 

Hibiscus spp.   16 , 26, 30, 35 

Hydrangea macrophylla   16 

Hydrangea spp.   26 

Ilex vorniforia  30 

Indigofera spp.   29 

Intsia palenbanica   34 

Ixora spp.   35 

Jasminuni sambac  21 

Jasminum spp.   30 , 35 

Juglans spp.   35 

Juniperus multiflo)wn   35 

Lancium domesticio)i   26 

LariX   18 

Lalix decidua   43 
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G"′#の'市 sPP, ……………………………………………………・ 26,30

G 館化財霜秘め粥川 ………………………………………・・ 28,62,75,81

G 班引力′"" ′もoだα …‐‐… … … … … … …・‐… … … … … … … … … " ・ 96,97

Gme ′′iぞ"〃′/肋′m ………………………………………………………・ 97

Gmg ′′"" かね′/め〆〃giisfs………………………………………………… 97

G'!e"〃〃g;ig〃'o“………………………………………………………・・ 29

G7 せ卵′′@" 憎む′fsm … … … …・… … … … … … … … … … … …・… …・・ 30,35

G,割り腐αs超Zfcfz…………………………・……………………………・・ 35

五redの投 α′";fm ′たり-α … … ・・・・… ・・・・・・・… ・・・・・・… ・・“・・“・… ・… … ・・・・・… " 26

嵐 e兜αるms ′′Ze′zsis… …・・… …・… ・…・…・… … ・・…・・ 14,21,26,29,34

五万わなc"ssPP, … … … … … …・‐… … … … … … …・‐…・… ・ 16,26,30,35

"y の復7凋eα〃moOD/ ザ‘超 ………………………………………………・ 16

日
,
メフmzgre α spp...-. … … .“"..,""...,.".".". … … … ,.,....,.",...… ・ 26

1!8ぶりom あ '海 …………………………………………………………・.30

1′〆愈 emspp. ………………………………………………………… 29

Z〉ば練 2 おα
ね ぞわ"暫定α ‐...‐‐‐‐・-‐.・‐" … ‐‐‐‐‐.‐" … … " ‐‐.‐."" ‐・‐‐‐… … ‐‐‐.‐‐ 34

鳶のれ sPP. … …・… … … …・‐・“… … … … … … … …・・・-・… -… … " … … ・ 35

′
"s′,磯山m ′Mm 加 c … … " ・‐‐‐‐"" … ‐“‐"" ・‐‐.‐・‐"" … ‐・・・・‐・・“・"" ‐‐・‐・‐ 21

ノロs“′力zmii sPP ・… … … … … …・‐…‐"" … … … " … … … … .…・… ‐ 30,35

ノ烈 g
なりzsspp. ‐一---- ‐‐… -""." ‐… “"" ‐‐." “… .… … … """ ‐..‐"" ‐.‐ 35

ノ
捌
か
のγrs“2濯 f

多淫
の 7“““-‐‐‐‐.‐‐"" ‐‐" ‐"" “" ‐" ‐""- ‐… … … ‐.‐‐‐‐‐… .‐ 35

女 7′に加川 domesfic′‘''′…………………………………………………・・ 26

Lの潔……………………………………………………………………・ 48

ムの潔 dec′〆"" …………………………………………………………・・ 43
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Lan:x sp.   51 

Laurus nobilis  21 

Leucaena collinsü  67 

Lencaena esculenta   67 

Lencaena glabrata   81 , 82 

Leucaena leucocePhala   7 , 18 , 28 62 , 67 ; 80 , 81, 82 

Leucaena macrophylla   67 

Leucaena pulverulenta   67 , 82 

Leucaena shannoni   67 

Leucaena spp.   34 

Ligustrum lucidum   30 

Ligustntm spp.   35 

Liquidamber styraciflua   35 

Litchi chinensis   35 

Livistona spp.   35 

Machilus spp.   25 

Maesa fonnosana   26 

Magnolia spp.   22 

Mallotus spp.   34 

Malas spp.   21 , 29 

Malas sylvestris  35 

Mangifera indica   14 , 21, 26 , 29 

Mangifera spp.   35 

Manihot esculentha   21, 29 

Manihot spp.   26 , 34 

M mzkara achras   29 

Metia   105 
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乙の醐 sp. ・‐…‐…・… … -… … … …・… …・‐‐・‐・"‐“… … …・・・‐‐… …・…‐・・ 51

乙似‘ms?zo 鋭 Zis… " …・・‐… … … …‐… … …・・… “…・… … … --. … … … ・ 21

乙8"cq の i□ c〆脇揺蕩… … … … …・… … … … … …・…・・… …・… “・・… …・・・ 67

L のにαの2α escz‘をね如 …・… …・・…・・・… … …・… …・・… … …・・…・・…・・‘・・・ 67

Le “cαのmg 友お裸加 … … … …・… "" ・・… … …・・… “"・・… … … …・・ 81,82

L8′r伽 釧 α卿 にocゆ んα如 … … … … …・・ 7,18,28,62,67 ‘80,81,82

上靴鯛 87脇 7imcmかゆ‘迄 ………………………………………………… 67

乙似にα87脇 山 rあの“′e'≧如 … … … " … …・… …・・…・… …・… " … … … 67,82

Le7 にαの iα s力αmm? ば …・… … … … … …・・… … … … … …・・…・… … …・“・ 67

乙段にαのzα sPP. ・… … "… … … … … …・・・・・… … … " … … … … … …・・… ・ 34

L御膨れ伽 殻メメz‘′“……………………………………………………・・ 30

L狸雌“‘'“spp. ………………………………………………………… 35

Lfq諺加似ろβγsか'復じ2狩れα ………………………………………………・ 35

LZた脳 cん角形,7szs … … … … … … … …・・… …・… …・・… …・・… " … … … … 35

Lれ鳶希のzαsPP. ………………・……・……“……・・……………………・ 35

屑αc脳 Z′岱 sPP." … … … … …・・・・… … …・… …・・= “… … … … …・・…・“・ 25

Mα鎧α膚 m20s"??α……………………………………………………… 26

Mαg刀oZ省αspp, …………………………………………………………・ 22

摺餌われ脂sPP." …………“"・“…………・…… "“………… "…… "・・ 34

屑 "ム岱 sPP. ・・・・"" ・"" … …・・・・… … … … " … … " … … … … … …・・ 21,29

M α為侍 sツ!〃esカメs・・・・・… …・・・・・・・・・・・・・"" ・… “" … … … … … … … … … " ・ 35

財の増能惚 れ雄 cα………………………………………・・ 14,21,26,29

Mm ぼ吻 7惚spp, ………………………………………………………… 35

M の躍り『esc財のz豹α……・・……・…… "…………・………………・ 21,29

財のぼた餅 sPP. … … … … …・… … … … … … … "" … … … …・“"・・・・ 26,34

肌の虎の復αcた7校s … …・… … … … … ---- ・・・… … … " … … … … … …・・・ 29

MB/忽 …………………………………………………………………・ 105
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Mella azadirachta  106 

Mella azedarach  25, 34, 103, 104,105 

Mella azedarachvarjaponica   104,105 

M etroxylon sago  34 

Michelia chamPaka  34 

Michelia spp.   30 

Mimusops elengi   34 

Monstera deliciosa  35 

Morinda tinctori a   34 

Monts alba   34 

Monts indicus  29 

Moms spp.   14 , 16, 21 

M uehlenbeckia p latyclados   35 

Muntingia calabura  26 , 30 

Murraya exotica   26 

Myrraya spp.   29, 35 

Musa spp   21 , 35 

Mussaenda frondosa  35 

Mysistica fragrans   26 , 29 , 34 

Nephelium lappaceum  26, 29 

Nephelium spp.  35 

Nerium spp.   30 

Olea europea 

Olea spp.  

14 

21 

Pandanus spp.   21 , 34 
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掴〆如αzαdimcl耳α……………………………………………………・ 106

M 副如 αzed の謬cん… … … … … … … … … … … … ・ 25,34,103,104,105

屑 e伽 αzedα轍 dzvar. 超めの躍如 ……………………………… "104,105

MBrm エツ′oizsαgo ………………………………………………………・・ 34

M た/zd如 c/縦“ゆα々 α……………………………………………………・ 34

M!c′zg‘如 sPP. …………………………・・……………………………… 30

M 海;郡oPs認の堰ぎ………………………………………………………・ 34

個のzsrem d桝定めsα……………………………………………………・・ 35

M の海綿""'にどの如 ……………………………………………………… 34

Mo “燈α偽α……………………………………………………………・・ 34

Mひれ俗物森α岱…………………………………………………………・・ 29

M の 7郡 spp. ・"" ・… … ・“・“・・・"- “" ・・・"" “-“・・・“‐・"" ・・・“・・・ 1‐4,16,21

M'僻ん彰*zbecたね P履かc如dos …………………………………………… 35

屑 !‘“励むg如 cαねろ"焔・…………・……………・……………………・ 26,30

個 "“復ツα 8工α北α・・… … … …・“・“" … … … … … … … … … … …・… …・・・ 26

My'7 復
タ
z7sPP. ・・・… ・… … ・・・… ・・・・・・・・・… … ・・・・“… … ・・・・・" ・… … ・・ 29,35

解 z嬬α sPP. “"… … … "… … … … … “…・‐・・・““… …・… … " … … ・ 21,35

M とfssα劾 承
り与
り溜め sの "" ‐… “… " ‐-… -."‐… … ‐‐."" ‐‐"‐‐‐‐"‐.‐‐‐‐‐‐‐‐‐ 35

M “ 断 たαノラ役gm7zs … … "‐‐."-・… … …‐“"… …‐" “… … … ‐ 26,29,34

八′ゆんgfi′〃〃超めめαα〃“;……………………………………………・ 26,29

MeP輝彦mizsPP. ………………………………………………………… 35

対のぬりzzspp. ……………………………………………………………・ 30

0/e α醐 ?ひかeα ,.… … … … … … … … ...… .… … … … … .… … .… ,..,.… ..14

0迄αspp. ……………………・………………………………………… 21
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あとがき 

1977年2 月フィリピン大学からの要請で、ルソン島のマツ林枯損原因 

調査のため、熱帯農業研究センター（現国際農林水産業研究センター） 

の短期派遣研究貝としてロスバニョスに出発したのが、私が熱帯の森林 

病害に係わるようになった最初のことでした。マツだけでは3 ケ月持た 

ないかも知れないとの配慮か、派遺辞令の副題には森林病害発生動向の 

調査という文字が入っていました。そのお陰で、ルソン島中・北部のケ 

シヤマツ林枯損原因調査のほかに、 カウンターパートのE .D.de 

Guzman教授の案内で、ルソン・セブ・ミンダナオ各島の1930 年代から 

した。 

年8

の70

ケ月 

年の2
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あとがき

1977年 2月フィリピン大学からの要請で、ルソン島のマツ林枯損原因

調査のため、熱帯農業研究センター (現国際農林水産業研究センター)

の短期派遣研究員としてロスパニョスに出発したのが、私が熱帯の森林

病害に係わるようになった最初のことでした。マツだけでは 3ヶ月持た

ないかも知れないとの配慮か、派遣辞令の副題には森林病害発生動向の

調査という文字が入っていました。そのお陰で、ルソン島中 ・北部のケ

シヤマ ツ林楢損原因調査のほかに、 カウンターパー トの E.D.de

Guzman 教授の案内で、ルソン・セブ・ミンダナオ各島の 1930 年代から

の古い造林地や、新しい早生樹種の大規模造林地を訪ねて、フィリピン

における造林事業の変遷や森林病害発生動向の概要を知ることが出来ま

した。

帰国してまもなく、今度はスタートしたばかりの林野庁 -JICA の海

外植林事業プロジェクト、通称パンタバンガンプロヘの短期派遣要請が

あり、1977 年 8月 ~10 月にかけて、浅川澄彦チーフア ドバイザー、田中

正則 リーダー、品川正義、高沢 修の 4氏とともに、プロジェクト早創期

の70日間をお世話になり、またささやかながらお手伝いをすることにな

りました。この時の浅川・田中両氏からの要望は、森林保護の専門家を

長期で呼ぶのは難しいから、苗畑・造林地での病害診断マニュアルを日

本語 (部内用) と英語 (対外用)とで作ってほしい、とのことでした。こ

れがいきなりだと、相当の戸惑いがあったでしょうが、幸い先の 3ヶ月

でルソン ・セプ ・ミンダナオと広 く歩いていたことが生きてきて、現地

では田中リーダーの奮闘を目の当たりにしつつ苗畑・新植地の巡回の傍

ら、週末には浅川夫人の手厚いおもてなしを受けて休養の傍ら、紙と辞

書を手元に両氏の要望に応えて、何とか帰国するまでに原稿の形で置い

てくることが出来ました。

初めての海外体験であった 1977年の 2回のフィリピン滞在で、とくに
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パンタバンガン現地での生活を通じて、私の心身は鍛えられ、すっかり

熱帯の魅力にとりつかれるとともに、もはやどんなところに派遣されて

も驚くことの無い気力・体力を身に付けることが出来たと、今振り返っ

て見て、改めて感謝の想いにかられています。

以来今日まで 17年余、長期派遣こそ無かったものの、海外における樹

病診断と調査は、南はパラグアイから北は中国・黒竜江省まで IQ数カ所

におよび、また国内では南西諸島の樹病と病原菌類の調査と、熱帯・亜

熱帯地域の森林病害との付き合いは未だに続いています。そしてこれら

の仕事を通じて、熱帯・亜熱帯地域における緑 -森林 -の.再生に多少と

も貢献出来ていることに喜びを感じているこの頃です。本小冊子は私の

今までのささやかな経験の集大成です。といっても、私の樹病調査にさ

まざまな形でご援助、ご協力下さった、多くの関係者の方々のご支援の

賜物なのです。ここに記して心から感謝の意を表します。熱帯で苦闘さ

れている技術者、研究者の方々に、幾らかでもお役に立つことがあれば

幸いと思っています。もし将来、改訂版上梓の機会があれば、有用樹の

範囲を広げ、文献による病害も取捨選択して加え、より充実した診断マ

ニュアルにしたいと考えています。ご意見、ご批判を賜れば幸いです。

1994年 2月 28日

小林 享夫
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